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はじめに 

 

セルロースナノファイバー（以下、「ＣＮＦ」という。）は、木材等のカーボンニュート

ラルな植物由来の原料で、高い比表面積と空孔率を有していることから、軽量でありなが

ら高い強度や弾性を持つ素材として、様々な基盤素材への活用が期待され、精力的な開発

が進められている。特に、高強度材料（自動車部品、家電製品筐体）や高機能材料（住宅

建材、内装材）への活用は、軽量化や高効率化などエネルギー消費を削減することから、

地球温暖化対策への多大なる貢献が期待されている。  

これまで、国・民間で行われてきた技術開発の蓄積により、ＣＮＦ は素材として実用段

階に入り、ＣＮＦ の物性を活かした用途開発の取組が活発になりつつあるが、現時点で市

場が未熟な ＣＮＦ の普及には、様々な実証モデル事業を実現させていくことが必要であ

る。  

 

本業務では地球温暖化対策の観点から、自動車分野を対象としてＣＮＦ の早期社会実装

に向けたモデル事業の事業計画の策定を行った。また ＣＮＦ を活用する対象部位の特定、

クリアすべき要求性能、評価項目等について整理を行った。  

本業務は環境省の平成２７年度委託業務として、株式会社エックス都市研究所、デロイ

ト トーマツ コンサルティング合同会社の２社による共同実施体制によって実施した。 

また、本業務の検討にあたっては、研究者・事業者の方々に検討会やヒアリング調査、

意見交換会を通じてご助言・ご指導を頂いた。この場をお借りして感謝申し上げたい。 
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概要（サマリー） 

平成２７年度セルロースナノファイバーを活用した 

モデル事業の推進計画の策定委託業務 

 

１．業務の目的と全体概要 

（１）業務の目的 

セルロースナノファイバー（以下、「ＣＮＦ」という。）は、木材等のカーボンニュート

ラルな植物由来の原料で、高い比表面積と空孔率を有していることから、軽量でありなが

ら高い強度や弾性を持つ素材として、様々な基盤素材への活用が期待され、精力的な開発

が進められている。特に、高強度材料（自動車部品、家電製品筐体）や高機能材料（住宅

建材、内装材）への活用は、軽量化や高効率化などエネルギー消費を削減することから、

地球温暖化対策への多大なる貢献が期待されている。 

これまで、国・民間で行われてきた技術開発の蓄積により、ＣＮＦは素材として実用段

階に入り、ＣＮＦの物性を活かした用途開発の取組が活発になりつつあるが、現時点で市

場が未熟なＣＮＦの普及には、様々な実証モデル事業を実現させていくことが必要である。 

本業務では地球温暖化対策の観点から、自動車分野を対象としてＣＮＦの早期社会実装

に向けたモデル事業の事業計画の策定を行った。またＣＮＦを活用する対象部位の特定、

クリアすべき要求性能、評価項目等について整理した。 

 

（２）業務実施フロー 

業務実施フローを図－１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 業務実施フロー 
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２．2020 年及び 2030 年における実現目標の設定 

（１）乗用車部位及び構成材料の整理 

乗用車部位及び構成材料について、文献調査を行い、各構成材料に求められる機能や今

後の技術開発の方向性等を整理した。 

 

（２）ＣＮＦの物性と素材代替の考え方の整理 

ＣＮＦの物性・特徴等について、乗用車構成材料への利用にフォーカスを当てて整理し

た。また、乗用車の部位別の素材に対して、求められる性能を踏まえた上で代替するＣＮ

Ｆ複合材を設定した。 

 

（３）ＣＮＦ代替によるＣＯ２削減効果のシナリオ分析 

各部材のＣＮＦ代替の可能性について、３つのシナリオを設定した（ＣＮＦ代替が可能

な部品の代替率を、シナリオ１の場合 30％、シナリオ２の場合 60％、シナリオ３の場合 90％

と設定）。また、ＣＮＦ代替による軽量化効果とシナリオ別のＣＯ２削減効果を試算した。 

 

（４）2020 年及び 2030 年の実現目標の設定 

2020年及び2030年の社会に求められる社会像やＣＮＦ使用車の普及速度に関する検討を

踏まえ、2020 年及び 2030 年の実現目標を設定した。 

 

 

 

 

 

  

2020 年における実現目標 

○定性目標：CNF 技術コンセプトカーの完成 

走行段階の CO2 削減効果が 10％以上であること 

（うち軽量化による走行段階の CO2 削減効果が７％以上であること） 

2030 年における実現目標 

○定性目標：「環境にやさしい CNF 車」という概念が広く国民に浸透している社会 

○定量目標：①走行段階の CO2 削減効果が 10%以上の CNF 車の商用化 

      （うち軽量化による走行段階の CO2 削減効果が７％以上であること） 

②新車販売台数の 40%以上が CNF 使用車（普及率換算で 22.9%相当） 
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評価指標（案） 評価方法 配点

走行時でのCO2削
減

1.軽量化効果 1-1.既存部材
○：1.0点
△：0.5点
×：0点

低炭素素材 2.CNFの使用重量 2-1.重量
○：1.0点
△：0.5点
×：0点

素材特性による利
便性向上

3.独自の素材特性の適
応有無

3-1.（透明等の）
CNFの素材特性の適応有無

○：1.0点
△：0.5点
×：0点

3-2.
CNFのリサイクル性の適応有無 ○であれば+0.5点

4 適用可能性

4-1.樹脂化の事例有無
（CNFの強度により、樹脂化が促進
される）

○1つにつき、+0.5点4-2.（既存が鉄の場合）
樹脂材への適応可能性

4-3.
設計変更によるCNF適応可能性

5. 強度以外の適合性 5-1.強度以外の課題（耐熱性等） ○であれば+0.5点

コ
ン
セ
プ
ト

実
現
可
能
性

走行時の
ＣＯ２削減

低炭素素材

素材特性に
よる利便性向上

金属素材より軽量かつ、主要な
フィラーより軽量

バイオマス由来の素材であり、
低炭素化可能

引張強度や弾性率が高い、また
単体では透明

自動車の走行時での燃
費改善、並びに、ＣＯ２排
出量の削減が可能

走行時の利便性向上
（安全性・快適性）が可
能

自動車の製造段階まで
踏まえた低炭素が可能

３．2020 年における実現対象部位の特定 

（１）技術コンセプトカーの概念の明確化 

ＣＮＦの自動車部材への利活用に向けて、「走行時

のＣＯ２削減」、「低炭素素材」、「素材特性による利

便性向上」を軸としたコンセプトカーの概念を整理

した。ＣＮＦの特徴と自動車での意義を図－２に示

す。 

 

（２）検討対象部位候補の選定 

文献調査により、自動車の主要部位とその重量を整理した。また、自動車のうち、主要

と考えられる部材を特定するために文献調査を行った。 

 

（３）主要な部位の部材の調査 

上記（２）で抽出した部位における、主に利用されている構成材料を調査した。その結

果、自動車部材のうち、もっとも利用されているものは鉄鋼であり、次がアルミであった。

樹脂は全体の 1 割弱を占めるのみであり、樹脂全体の中では、ＰＰ（ポリプロピレン）が

約 4割を占めた。 

 

（４）部位・部材別の要求性能の整理 

上記（２）、（３）で抽出した部位・部材について、求められる物性等の要求性能を文献

調査により整理し、その結果をヒアリング調査によって補完・精緻化した。例えば、耐熱

性の観点で、エンジン部材についてはＣＮＦの適用可能性は低いことが明らかとなった。 

 

（５）部位・部材別の適用可能性評価 

実現対象部位の特定にあたり、部位ごとの適用可能

性を評価する評価指標を設定した。部位・部材別の適

用可能性の評価指標を表－１に示す。 

 

 

 

 

（６）対象部位の特定 

上記（５）の評価指標に基づき点数付けを行った結果、2020 年における実現対象部位と

して、最も優先すべき部位としてメインボディ（モノコックボディ）、サイドドア、バック

ドア、次いで優先すべき部位としてサブフレーム、ボンネット、ルーフ、インスツルメン

トパネル、タイヤ、窓ガラスが特定された。 

図－２ CNF の特徴と自動車での意義 

表－１ 部位・部材別の適用可能性の評価指標 
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４．評価項目・方法の整理 

（１）ＣＯ２排出削減量以外に関する評価項目・評価方法の整理 

保安基準等を基に、技術コンセプトカーの部位等として要求される機能及び評価項目の

設定を行い、評価対象部位別の必要水準を設定した。 

 

（２）ＣＯ２排出削減量に関する評価項目・評価方法の整理 

「セルロースナノファイバーを用いた自動車製品に関するＬＣＡガイドライン（素案）」

を作成した。また、ＬＣＡガイドライン（素案）に基づき、公表されている既存のＬＣＡ

データや環境省「平成 27年度セルロースナノファイバー活用製品の性能評価事業委託業務」

の受託者からの提供値を用いて、製品別のＣＯ２削減量を概算した。 

 

５．モデル事業の推進計画の策定 

（１）別途環境省が実施中のＣＮＦ関連事業の整理 

別途環境省が実施する３つの事業（平成 27 年度地域における低炭素なセルロースナノフ

ァイバー用途開発ＦＳ委託業務、平成 27年度セルロースナノファイバー活用製品の性能評

価事業委託業務、平成 27年度セルロースナノファイバー製品製造工程の低炭素化対策の立

案事業委託業務）に関して、事業概要やモデル事業との連携の可能性等を調査・整理した。 

 

（２）ＣＮＦの普及促進方策の検討 

自動車部品メーカーや樹脂メーカーへのヒアリング調査結果を基に、ＣＮＦ導入に係る

ニーズ・課題を視点別に整理した。また、ＣＮＦ導入の促進方策を検討するにあたっての

手法区分を整理し、区分に従って自動車へのＣＮＦの導入を促進するための施策を検討・

整理を行った。 

 

（３）新規モデル事業の検討 

平成 28 年度以降の新規モデル事業として、４種類のモデル事業の提案を行うとともに、

環境省として求められる施策等も整理した。 

 

（４）モデル事業の費用対効果（採算性）の分析 

モデル事業の想定費用と製品別のＣＯ２削減量の算定結果をもとに、モデル事業の製品別

費用対効果を分析した。分析結果より、ＣＯ２削減量及び費用対効果の観点から、メインボ

ディ関係（メインボディ、サブフレーム）や、構造部材（オートマチックミッション等）、

ドア関係（サイドドア等）が有望であることが明らかとなった。 
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（５）モデル事業の課題の抽出と事業実現性の評価 

新規モデル事業について、事業推進検討委員会及び用途開発ターゲットＷＧで出された

課題を整理し、事業実現性の評価を行った。 

 

（６）モデル事業の推進計画の策定 

上記を踏まえ、実現可能性があると判断されたモデル事業等について、推進計画を策定

した。 

 

６．広報資料の作成 

本業務において、環境省におけるＣＮＦの取り組み等をとりまとめた広報資料を企画し、

配布先を検討した。本年度時点では、広報資料に掲載可能なＣＮＦの取り組み事例等は限

定的であるため、本年度作成したリーフレットは、平成 28年度に環境省のＣＮＦに関する

事業成果やその他研究開発動向を反映させる形で更新することが望ましい。 

 

７．事業運営等 

（１）事業推進検討委員会の設置・運営 

事業の普及促進、ひいては環境保全と環境産業の発展による経済活性化に資するため

に必要な事項について、専門的な知見を得ることを目的とし、８名の有識者等によって

構成される事業推進検討委員会を設置し、年度内に３回開催した。 
 

（２）用途開発ターゲットＷＧの設置・運営 

自動車を構成する２～３万の部品の中から、ＣＮＦの活用について実現可能性が高く、

ＣＮＦの特性を活かした用途（部材や部品）について専門的な知見を得ることを目的とし、

７名の有識者等（オブザーバー１名含む）から構成される用途開発ターゲット ＷＧ を設

置した。委員とは個別に意見交換を１回以上ずつ行うとともに、会議体を年度内に２回開

催した。 

 

（３）意見交換会の開催 

１）ＣＮＦ技術全般に関する情報交換、意見交換、２）環境省のＣＮＦ事業に関する情

報交換、意見交換、３）乗用車へのＣＮＦ適用に関するネットワーク形成を目的として、

事業推進検討委員会委員２名と用途開発ターゲットＷＧメンバー１名、別途環境省が実施

するＣＮＦ関連事業の受託者１５名を参加者とする意見交換会を年度内に１回開催した。 

 

８．本年度業務のまとめと課題の整理 

本年度の検討結果をまとめるとともに、今後の課題と対応方針（案）を整理した。 
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Summary 
FY 2015 

 
Commissioned Work to Prepare the Plan to Promote the Model Projects  

Using Cellulose Nanofiber 
 
1.   Purpose of the work and overview 
 
(1)  Purpose of the work 
 
Cellulose nanofiber (CNF) is a carbon neutral material made from plants, such as wood. 
CNF is light in weight but has a high material strength and flexibility due to its high 
specific surface area and high porosity. CNF is widely expected to be used in a variety 
of basic materials and rigorous development efforts are currently in progress to expand 
the applications for CNF. In particular, potential CNF applications for high strength 
materials (automobile components and home electrical product cases) and high 
functionality materials (housing construction materials and interior materials) are 
expected to greatly contribute to countermeasures for the negative effects of global 
warming as such usage is likely to significantly reduce energy consumption because of 
the lower weight and higher efficiency. 
 
As a result of technical development efforts in the public and private sectors over many 
years, CNF has reached the stage of practical application as a basic material and there 
are growing efforts to develop new applications making the best use of the physical 
properties of CNF. Given the immature market for CNF at present, it is essential to 
implement various model demonstration projects to facilitate the use of CNF. 
 
In this work, a model project implementation plan was prepared to facilitate the actual 
social usage of CNF in the automobile sector from the viewpoint of introducing an 
effective countermeasure for global warming. As part of the work, target areas for CNF 
application in automobiles were identified along with the necessary performance levels 
to be met and evaluation items. 
 
(2)  Work flow 
 
The work flow is shown in Fig. 1. 
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Fig. 1 Work flow 
 
2.  Establishment of targets for 2020 and 2030 
 
(1)  Automobile components and constituent materials 
 
A literature survey was conducted on automobile components and their constituent 
materials and the functions required of each constituent material were clarified along 
with the likely direction for future technological development and other relevant issues. 
(2)  Physical properties of CNF and its use as an alternative material 
 
The physical properties and characteristics of CNF were clarified focusing on its use as 
a constituent material for passenger cars. A CNF composite material as an alternative 
material to the current material in use was established for each component of a 
passenger car based on the required performance of such component. 
 
(3)  Analysis of the CO2 reduction effects by scenario for the alternative use of CNF 
 
Three scenarios were established to examine the feasibility of using CNF as an 
alternative material for individual components (the substitution rate by CNF is set at 
30% for Scenario 1, 60% for Scenario 2 and 90% for Scenario 3). The effects of 
weight-saving due to the use of CNF as an alternative material were computed on a trial 
basis along with the CO2 reduction effect for each scenario. 
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Fig. 2   Characteristics of CNF and its significance 
for the motor industry 

CO2 reduction 
in the 
travelling 
mode

Low carbon 
material

Improved 
convenience 
due to material 
properties

Lighter than metal
materials as well as
principal fillers

Possible low carbon
performance due to
its origin in biomass

High tensile strength
and elasticity with
transparency on its
own

Possible improvement of fuel
consumption and CO2 emission
reduction in the travelling mode

Possible improvement of
convenience (safety and comfort) in
the travelling mode

Possible low carbon performance up
to the actual production stage of
automobiles

(4)  Targets for 2020 and 2030 
 
The targets to be achieved in 2020 and 2030 were established based on (i) the image of 
society in 2020 and 2030 and (ii) the examination results of the likely speed of the 
spread of automobiles using CNF components. 
 

Targets for 2020 
 Qualitative target: Completion of a concept car utilising CNF technologies 
 Quantitative target: The CO2 reduction effect is 10% or more in the travelling mode 

(of which 7% or more is attributable to weight saving). 
 

Targets for 2030 
 Qualitative target: Society in which the concept of “environment-friendly CNF cars” 

is widely shared by the public 
 Quantitative targets:  Commercialisation of CNF cars with a CO2 reduction effect 

of 10% or more in the travelling mode (of which 7% or more is attributable to 
weight saving);  40% or more of new cars sold are cars using CNF components 
(equivalent to 22.9% in terms of the market share) 

 
3.  Identification of target components in 2020 
 
(1)  Clarification of the image of the concept car 
 
The image of the concept car was clarified based on such principles as “CO2 reduction 
in the travelling mode”, “low carbon material” and “improved convenience due to 
specific material properties” with a view 
to applying CNF to automobile 
components. The characteristics of CNF 
and the significance of its use for 
automobiles are shown in Fig. 2. 
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Table 1   Evaluation indicators of the 
Applicability by component 
and material 

Evaluation Indicators (Tentative) Evaluation Method Score

CO2 reduction 
in the travelling 
mode

1.Weight
reduction 
effect

1-1. Existing components
○：1.0 points
△：0.5 points
×：0 point

Low carbon 
material

2.CNF weight 
in use 2-1. Weight

○：1.0 points
△：0.5 points
×：0 point

Improved
convenience 
due to material 
properties

3. Application 
of unique 
material 
properties

3-1.Application of material
properties (transparency, etc.) 
of CNF

○：1.0 points
△：0.5 points
×：0 point

3-2. Application of recyclability 
of CNF ○ gives +0.5 points 

4. Applicability

4-1. Cases of resin use
(Use of resin is facilitated due to 
the strength of CNF)

+0.5 points for each
○

4-2.（Steel in the existing use）
Feasibility to change to resin 
material

4-3. Feasibility of applying CNF 
based on design change

5. Applicability based on 
properties other than strength

5-1.Challenges other than 
strength (heat resistance, etc.) ○ gives +0.5 points

C
oncept

Feasibility

(2)  Selection of the target components for examination 
 
A literature survey was conducted to determine the principal components of 
automobiles and their respective weights.  
 
(3)  Study on the materials used for principal components 
 
The main materials used for the components identified in (2) above were clarified. A 
further literature survey was conducted to identify the principal materials used for 
automobiles. The latter identified steel as the most popular material, followed by 
aluminium. Resins only account for slightly less than 10% and polypropylene is the 
most popular resin, accounting for some 40% of the total resin use. 
 
(4)  Clarification of the required performance by component and material 
 
A literature survey was conducted to clarify the required performance relating to the 
physical properties, etc. for each component and material identified in (2) and (3) above. 
An interview survey was then conducted to supplement as well as refine the literature 
survey results. It was found that the applicability of CNF to engine components is low 
from the viewpoint of heat resistance. 
 
(5)  Evaluation of applicability by component and material 
 
For the purpose of identifying the target 
components, evaluation indicators to determine 

the likely applicability of CNF to individual 
components were established. These indicators by 
component and material are shown in Table 1. 
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(6)  Identification of the target components 
 
The scoring exercise based on the points given to each evaluation indicator mentioned 
in (5) above identified the main body (monocoque body), side doors and back doors to 
be the highest priority components and the sub-frame, bonnet, roof, instrument panel, 
tyres and window glass to be the second highest priority components for the application 
of CNF by 2020. 
 
4.  Clarification of the evaluation items and evaluation method 
 
(1)  Evaluation items and evaluation method for other than the CO2 emission reduction 
volume 
 
The functions and evaluation items required for the components of a technological 
concept car were established based on the safety standards, etc. and required level by 
target component for evaluation was set. 
 
(2)  Evaluation items and evaluation method for CO2 emission reduction volume 
 
The LCA guidelines (draft) for automobile products using CNF were prepared. Based 
on the LCA guidelines (draft), the CO2 reduction volume by product was estimated 
using the published LCA data and numerical data provided by the body entrusted to 
conduct “the Project for Performance Evaluation of Products Using CNF in FY 2015” 
of the MOE. 
 
5.  Preparation of a model project promotion plan 
 
(1)  Other MOE projects relating to CNF 
 
The outlines of three other MOE projects relating to CNF which are in progress in FY 
2015 and the feasibility of collaboration with the Model Project were studied. These 
three projects are the Feasibility Study for the Development of the Application of Low 
Carbon CNF in Local Areas, the Work to Evaluate the Performance of Products Using 
CNF and the Work to Plan Measures for the Low Carbon Manufacturing Process of 
Products using CNF. 
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(2)  Examination of measures to promote the spread of the use of CNF 
 
Based on the results of an interview survey with automobile component makers and 
resin makers, the needs and challenges relating to the introduction of CNF were 
clarified from various viewpoints. Different approaches for the examination of measures 
to promote the introduction of CNF were clarified and possible measures to promote the 
introduction of CNF to automobiles were examined and then classified in accordance 
with each approach. 
 
(3)  Examination of new model projects 
 
Four types of model projects were proposed as possible new model projects for FY 
2016 and beyond, and the measures, etc. to be introduced by the MOE were also 
clarified. 
 
(4)  Cost-benefit analysis (profitability analysis) of the model projects 
 
The cost-benefit performance by product of each model project was analysed based on 
the estimated cost of each model project and the computation result for the CO2 
reduction volume by each product. The analysis results indicate that products related to 
the main body (main body and sub-frame), structural components (automatic 
transmission, etc.) and door-related products (side doors, etc.) are promising from the 
viewpoint of both CO2 reduction and the cost-benefit performance. 
 
(5)  Remaining challenges for the model projects and evaluation of project feasibility 
 
In connection with the new model projects, the remaining challenges suggested by the 
Project Promotion Committee and WG on Targets for Application Development were 
sorted out and the feasibility of the related projects was evaluated. 
 
(6)  Preparation of a model project promotion plan 
 
Based on the above, a promotion plan was prepared for each model project, etc. which 
was judged to be feasible. 
 
6.  Preparation of PR materials 
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As part of the present work, PR materials explaining the MOE’s handling of 
CNF-related issues were planned and possible targets for their distribution were 
examined. Since there is only a limited number of CNF-related cases which can be 
included in these PR materials as of FY 2015, it is desirable for the leaflet published in 
FY 2015 to be renewed in FY 2016 to incorporate the actual achievements of the 
MOE’s CNF-related projects and the trends of CNF-related R & D activities. 
 
7.  Project management 
 
(1)  Establishment and management of the Project Promotion Committee 
 
The Project Promotion Committee consisting of eight experts, etc. was established for 
the purpose of acquiring specialist knowledge of the necessary matters to contribute to 
the promotion of the Project and ultimately to the vitalisation of the economy through 
the advancement of environmental conservation and the environment industry. This 
Committee met three times in FY 2015. 
 
(2)  Establishment and management of the WG on Targets for Application 
Development 
 
The Working Group (WG) on Targets for Application Development consisting of seven 
experts, including one observer, was established for the purpose of acquiring specialist 
knowledge of CNF applications (components and parts) for which the feasibility of 
using CNF is strong and which utilise the properties of CNF among some 20,000 – 
30,000 parts of an automobile. The Study Team members exchanged opinions with 
individual WG members at least once a year and a WG-wide meeting was held twice in 
FY 2015. 
 
(3)  Opinion exchange meeting 
 
An opinion exchange meeting with the participation of two members of the Project 
Promotion Committee, one member of the WG on Targets for Application Development 
and 15 people involved in other CNF-related projects commissioned by the MOE was 
held once in FY 2015 for the purpose of (i) exchanging information and opinions on 
CNF-related technologies in general, (ii) exchanging information and opinions on the 
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CNF-related projects of the MOE and (iii) developing a network concerning the 
application of CNF to passenger cars. 
 
8.  Summary of the work in FY 2015 and future challenges 
 
The results of the series of examinations, etc. described above were compiled and future 
challenges and draft countermeasures were clarified. 
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第１章 業務の全体概要 

  

本章では、業務の背景と目的、業務の基本方針、業務の実施フロー、業務の実施体制、

本業務に関連して実施したヒアリング調査を概説する。 

 

1.1 業務の背景と目的 

セルロースナノファイバー（以下、「ＣＮＦ」という。）は、木材等のカーボンニュート

ラルな植物由来の原料で、高い比表面積と空孔率を有していることから、軽量でありなが

ら高い強度や弾性を持つ素材として、様々な基盤素材への活用が期待され、精力的な開発

が進められている。特に、高強度材料（自動車部品、家電製品筐体）や高機能材料（住宅

建材、内装材）への活用は、軽量化や高効率化などエネルギー消費を削減することから、

地球温暖化対策への多大なる貢献が期待されている。 

これまで、国・民間で行われてきた技術開発の蓄積により、ＣＮＦは素材として実用段

階に入り、ＣＮＦの物性を活かした用途開発の取組が活発になりつつあるが、現時点で市

場が未熟なＣＮＦの普及には、様々な実証モデル事業を実現させていくことが必要である。 

本業務では地球温暖化対策の観点から、自動車分野を対象としてＣＮＦの早期社会実装

に向けたモデル事業の事業計画の策定を行った。またＣＮＦを活用する対象部位の特定、

クリアすべき要求性能、評価項目等について整理した。 



2 
 

３．評価項目・評価方法の整理

１．2020年及び2030年における実現目標
の設定

２．2020年における実現対象部位の特定 ６
．
事
業
推
進
検
討
委
員
会

用
途
開
発
タ
ー
ゲ
ッ
ト
Ｗ
Ｇ

意
見
交
換
会
の
運
営
等

０．事前準備（実施計画書作成等）

４．モデル事業の推進計画の策定

８．報告書等のとりまとめ

4.2ＣＮＦの普及促進方策の検討

4.3 新規モデル事業
の検討

4.6 モデル事業の推進計画の策定

4.1別途環境省が実施中のＣＮＦ関連事業の整理

５．広報資料の作成

７．事業の到達点と課題の整理

1.1 乗用車
部位及び
構成材料
の整理

1.2 ＣＮＦの
物性と素材
代替の考え
方の整理

1.3 ＣＮＦ代替
によるＣＯ２
削減効果の
シナリオ分析

1.4 2020年及び2030年の実現目標の設定

2.1 検討対
象部位候
補の選定

2.2 主要な
部位の部
材の調査

2.3 部位・部
材別の要求
性能の整理

2.4 部位・部材別の適用可能性評価

2.5 対象部位の特定

3.1 ＣＯ２排出削減量以外に関する評価項
目・評価方法の整理

3.2 ＣＯ２排出削減量に関する評価項目・評価
方法の整理

5.1 広報資料（リーフ
レット）作成計画の策定

5.2 広報資料（リーフ
レット）内容の検討

5.3 配布場所の検討

5.4 広報資料（リーフ
レット）の作成

（平成27年度版）

4.4 モデル事業の費用対効果
（採算性）の分析

4.5 モデル事業の課題の
抽出と事業実現性の評価

1.2 業務の実施フロー 

 本業務の実施フローを図 1.2-1 に示す。本業務は、（１）2020 年及び 2030 年における実

現目標の設定、（２）2020 年における実現対象部位の特定、（３）評価項目・方法の整理、

（４）モデル事業の推進計画の策定、（５）広報資料の作成、（６）事業推進検討委員会の

運営等の６つの主要項目から構成される。 

 

図 1.2-1 業務実施フロー 
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２社による共同実施体制 

環境省 地球環境局 地球温暖化対策課 

代表事業者：株式会社エックス都市研究所（EX） 

業務役割：業務の統括管理、実現目標の設定、評価項目・方法
の整理、モデル事業の推進計画の策定、事業推進検討委員
会・意見徴収会の運営等 

 

委託 

共同事業者：デロイトトーマツコンサ
ルティング合同会社(DTC) 

業務役割：対象部位の特定、用途開発ターゲットWGの
運営、広報資料作成等 

 

再委託者：（特活）循環型社会推進センター（SSP） 
業務役割：文献調査補助、各種ヒアリング調査における補助的業務 
 

 

1.3 業務の実施体制 

本業務は平成 27 年度環境省委託業務として、株式会社エックス都市研究所を代表事業者

とし、デロイトトーマツコンサルティング合同会社を共同事業者とする２社の共同実施体

制により実施した。また、特定非営利活動法人循環型社会推進センターを再委託者とした。

実施体制図を図 1.3-1 に示す。 

 

 

 
 

 
 

図 1.3-1 実施体制図 
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1.4 ヒアリング調査の実施概要 

本業務の実施に当たっては、ヒアリング調査を通じて多くの方々のご協力を賜った。本

業務に関連して実施したヒアリング調査の概要を表 1.4-1 に示す。 

 

表 1.4-1 本業務に関連して実施したヒアリング調査の概要 

区分 対象者 実施日 ヒアリング概要 

自動車メーカー A 平成 27年 11 月 4 日 ・ＣＮＦに対する取組状況 

・ＣＮＦのメリット&デメリット 

・ＣＮＦの自動車部品への適用 

可能性 

・一般的な自動車部材または 

自動車部位の要求性能 

・環境省事業への協力可能性 

自動車メーカー B 平成 27年 12 月 14 日 

自動車メーカー C 平成 27年 11 月 19 日 

部品メーカー D 平成 27年 11 月 9 日 

部品メーカー E 平成 27年 11 月 17 日 

部品メーカー F 平成 27年 12 月 18 日 

部品メーカー G 平成 27年 12 月 18 日 

部品メーカー H 平成 27年 12 月 21 日 

部品メーカー I 平成 27年 11 月 25 日 

自動車エンジニア

リング会社 
J 平成 27年 12 月 16 日 

樹脂メーカー 
（PP） 

K 平成 27年 12 月 25 日 

樹脂メーカー 
（PP） 

L 平成 27年 11 月 24 日 

樹脂メーカー 
（PP） 

M 平成 27年 11 月 11 日 

樹脂メーカー 
(エンプラ) 

N 平成 27年 11 月 13 日 

樹脂メーカー 
（熱硬化樹脂） 

O 平成 27 年 11 月 4 日 

樹脂メーカー P 平成 27年 11 月 6 日 

樹脂関連団体 Q 平成 27年 11 月 11 日 

部品メーカー R 平成 27年 11 月 26 日 

樹脂メーカー S 平成 27年 12 月 11 日 

素材メーカー T 平成 27年 11 月 12 日 

素材メーカー U 平成 27年 11 月 13 日 

素材メーカー V 平成 27年 12 月 2 日 

大学 W 平成 27年 11 月 13 日 

大学 X 平成 27年 11 月 18 日 

研究機関 Y 平成 27年 12 月 4 日 

研究機関 Z 平成 27年 12 月 4 日 

研究機関 AA 平成 27年 11 月 24 日 

研究機関 AB 平成 27年 11 月 16 日 

※ヒアリング調査先は報告書上では匿名としている。 
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第２章 本業務で用いる略語の解説 

  

 本章では、本業務で用いるＣＮＦに関する略語を解説する。 

 

 

表 2-1 本業務で用いるＣＮＦに関する略語 

略語 英文 和文あるいは解説 

AAL All すべて 

AAS Acrylonitrile acrylate styrene 耐候性に優れた熱可塑性プラスチック 

ABS Acrylonitrile-Butadiene-Styrene アクリロニトリルブタジエンスチレン 
加工性に優れた熱可塑性プラスチック 

ACC Aqueous Counter Collision 水中対向衝突 

AS AcryloNitrille Stylene  アクリロニトリルスチレン 
透明性に優れた熱可塑性プラスチック 

BMW Bayerische Motoren Werke AG ビーエムダブリュー 
ドイツの自動車会社の名前 

CFRP Carbon Fiber Reinforeced Plastics 炭素繊維複合材料（炭素繊維強化プラスチッ
ク） 

CNF Cellulose Nano Fiber セルロースナノファイバー  
幅 4～100nm 長さ 5μm以上 
高アスペクト比 機械的解繊等で製造 

CO2 Carbon Dioxide 二酸化炭素 

ESG Environment,Social,Governance 社会的責任投資 

ETC 
 

Electronic Toll Collection System 電子料金収受システム 

EV Electric Vehicle 電気自動車 
電動モーターで車を駆動させる。 

gCO2/km ― クルマの 1km 走行あたりの CO2排出量 

GDP 
 

GDP(Gross Domestic Product) 国内総生産 
最も一般的な経済指標 

GF Glass Fiber  ガラス繊維 

GPa Giga Pascal ギガパスカル 
圧力の単位 

Grip TEST METHOD FOR TYRE WET GRIP GRADING Grip グレーディング試験法（案） 
低燃費タイヤの性能測定方法 

HDPE High Density Polyethylene 高密度ポリエチレン 

HIC Head Injury Criterion HIC 値、乗員安全性の指標、頭部障害の衝撃加
速度 1,000 以下で死亡確率ゼロ 

HV Hybrid  Vehicle ハイブリッド自動車 
ガソリンエンジンと電気モーターなどの複数
の動力を併用する方式の自動車の総称 

ISO International Organization for 
Standardization 

国際標準化機構 

IPCC Intergovernmental Panel on Climate Change 国連の気候変動に関する政府間パネル 

ITS Intelligent Transport Systems 高度道路交通システム 
人と道路と自動車の間で情報の受発信を行い、
道路交通が抱える事故や渋滞、環境対策など、
様々な課題を解決するためのシステム 
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略語 英文 和文あるいは解説 

Izod Izod impact strength アイゾット衝撃試験 

JAPIA Japan Auto Parts Ibdustriers Association 日本自動車部品工業会 

JASO Japanese Automobile Standard Organization 日本自動車技術会規格 

JFS Japan Iron and Steel Federation Standard 日本自動車技術会規格 

JIS Japanese Industrial Standards 日本工業規格 

LCI Life Cycle Inventory ライフサイクルインベントリ分析 
天然資源、エネルギー使用量、環境負荷物質（二
酸化炭素など）排出量を算出する。 

LCA Life Cycle Assessment ライフサイクルアセスメント 
製品やサービスのライフサイクルを通じた環
境への影響を評価する手法 
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/lca/ 

LCD Liquid Crystal Display 液晶表示装置 

LCP Liquid Crystal Polymaer 液晶ポリマー 
高強度、高耐熱のエンジニアリングプラスチッ
ク 

LED Light Emitting Diode 発光ダイオード 

LCCO2 Life Cycle CO2 ライフサイクル CO2 
製品やサービスの原料調達から廃棄までのラ
イフサイクルを通じた CO2排出量 

MDPE Medium Density Polyethylene 中密度ポリエチレン 

MFR Melt Flow Rate 溶液状態にある樹脂の流動性を示す尺度の一
つ 

MPa Mega Pascal メガパスカル 圧力の単位 

NAO Non Asbestos Organic fiber ブレーキパッド等の摩擦材に用いられるノン
アスベスト系の新素材 

NGV Natural Gas Vehicle 天然ガス自動車 
天然ガスを燃料とするエンジンを搭載した自
動車 

PA Polyamide ポリアミド 
ナイロンで知られるエンジニアリングプラス
チック 

PA6 Polyamide6 6 ナイロン(現在、日本国内で生産されるポリ
アミドの殆ど,エンジニアリングプラスチック
として、また繊維素材として用いられる。) 

PA11 Polyamide11 ポリアミド 11（一般にはナイロンの名で知ら
れている。11 はひまし油を原料とするバイオ
プラスチックである） 

PA12 Polyamide12 ナイロン 12、ナイロンの中でもっとも密度が
低い 

PBT 
 

Polybutylene terephthalate ポリブチレンテレフタレート 
５大エンプラのひとつ、耐熱耐久性に優れる 

PC Polycarbonate ポリカーボネート 
透明熱可塑性プラスチック 

PE Polyethylene ポリエチレン 

PHV Plug-in Hybrid Vehicle プラグインハイブリッド自動車 
外部電源から充電できるタイプのハイブリッ
ド自動車 

PMMA Polymethyl methacrylate ポリオキシメチレン(ポリアセタール) 
透明熱可塑性プラスチック、耐候性に優れる 

PP Polypropylene ポリプロピレン  
代表的な熱可塑性プラスチックであり、結晶性
のものに分類される 
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略語 英文 和文あるいは解説 

PPE Poly Phenylene Ether ポリフェニレンエーテル 
５大エンプラのひとつ、電気絶縁性に優れる 

ppm Parts Per Million 100 万分の 1 

PPS Polyphenylenesulfide ポリフェニレンサルファイド  
熱可塑性エンジニアリングプラスチック、耐熱
性に優れる 

PR Public Relations 広報 

PRTR Pollutant Release and Transfer Register 化学物質排出把握管理促進法 

PS Polystyrene ポリスチレン  
熱可塑性プラスチックのうち、非晶性のものに
分類される 

PUR polyurethane ウレタン樹脂、断熱材などに使用される 

PVC polyvinyl chloride 塩化ビニル樹脂、難燃性、電気絶縁性に優れる
熱可塑性プラスチック 

SMC/BMC Sheet Molding Compound/Bulk Molding 
Compound 

不飽和ポリエステル樹脂 
熱硬化性樹脂 

SP SP ポリイミド樹脂（デュポン社の商品名） 
高強度、高耐熱エンジニアリングプラスチック 
粉末冶金法による成形を行う。 

TEMPO 2,2,6,6-tetramethylpiperidine 1-oxyl 
radical 

2,2,6,6-テトラメチルピペリジン 1-オキシル 
(2,2,6,6-tetramethylpiperidine 1-oxyl 
radical) の略称である 

TPO Thermo Plastic Olefin 熱可塑性エラストマー、PP（プロポリプレン）
中に架橋ゴムを微分散させたもの 

WPC Woodfiber-Plastic Composites 木材・プラスチック複合材料 

 



8 
 

第３章 2020 年及び 2030 年における実現目標の設定 
  

 本業務では、自動車分野において、2020 年、2030 年を目処に、軽量化に資するＣＮＦの

活用拡大について、どのような部位に、どのような使い方で実現するべきかを体系的に整

理し、実現目標を設定した。本章ではその内容を概説する。 

 なお、2020 年及び 2030 年の実現目標の設定フローを図 3-1 に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-1 2020 年及び 2030 年の実現目標の設定フロー

1．乗用車部位及び構成材料の整理 

1.1 調査対象文献の抽出 
1.2 乗用車部位及び構成材料の調査 

2．ＣＮＦ材の特性と素材代替の考え方の 
整理 

2.1 ＣＮＦ材の特性整理 
2.2 素材代替の考え方の整理 

3．ＣＮＦ代替による効果のシナリオ分析 
3.1 シナリオの設定 

4．2020 年及び 2030 年の実現目標の設定 
4.1 2020 年及び 2030 年に求められる社会像の想定 

4.2 ＣＮＦ使用車の普及速度に関する検討 

4.3 2020 年及び 2030 年の実現目標の設定 

4.4 2030 年目標実現時のＣＯ２削減効果（走行段階）の試算 

3.2 ＣＮＦ代替による軽量化率の算定 
3.3 シナリオ別の軽量化によるＣＯ２削減効果の試算 
3.4 ＣＮＦ代替によるＣＯ２削減効果の試算 
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No. 文献名

① 高 行男「自動車と材料(第2報､自動車の軽量化）」（2014年）

② 自動車部品出版「日本の自動車部品工業」（2015年）

③ グランプリ出版「自動車リサイクル最前線」（2005年）

④ 自動車技術会「自動車技術ハンドブック　①基礎・理論編」（2015年）

⑤ 自動車部品出荷動向調査結果（2013年）

⑥ 日本自動車工業会HP「自動車製造に使用される主要な材料および部品等」（2013年）

⑦ 竹花 有也「自動車工学概論」（1995年）

⑧ 日産自動車株式会社　中央研究所　材料研究所編「新素材がクルマを変える」（1992年）

⑨ 富士キメラ総研「2009 自動車部品材料総調査」（2009年）

⑩ 岩野 明夫「プラスチックの自動車部品への展開」（2011年）

⑪ 関口 常久「軽量化のための非鉄金属の適用方法」（2012年）

⑫ 日本アルミニウム協会「アルミ圧延品ポケットブック」（2009年）

⑬ 高橋 淳「脱石油技術としての自動車軽量化の方向性」（2008年）

⑭ シーエムシー・リサーチ「自動車用プラスチック部品のメーカー分析と需要予測」（2011年）

 

3.1 乗用車部位及び構成材料の整理 

3.1.1 調査対象文献の抽出 

現時点において、乗用車部位及び構成材料について網羅的に把握した資料は存在しない

ことから、本業務では断片的な情報を集約し、可能な限り洗い出しを行うとともに、各構

成材料に求められる機能や今後の技術開発の方向性等を整理した。整理にあたっては「自

動車部品出荷動向調査結果」（（一社）日本自動車部品工業会）における約 200 分類を用い

た。 

調査対象とした主な文献を表 3.1-1 に示す。 

 

表 3.1-1 調査対象とした主な文献 
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3.1.2 乗用車部位及び構成材料の調査 

乗用車部位及び構成材料の調査結果を表 3.1-2 に示す。重量割合の大きなものとしては、

メインボディ、エンジン中央部品及び油系統部品、オートマチックミッション等が挙げら

れる。 

 

表 3.1-2 乗用車部位及び構成材料の整理結果 

アルミニウム 80.8%

鋳鉄、鉄板、炭素鋼 14.1%

マグネシウム 0.3%

樹脂 1.1%

ラジエータ用アルミニウ
ム合金

46.2% 以下と同様＋伝熱性、自己放熱性

アルミニウム合金 34.6%

鋳鉄 6.1%

GF入りPA等樹脂 13.1%

アルミニウム合金鍛造 23.6%

GF入りPA 74.8%

マグネシウム合金 1.6%

鋼、鋼合金 33.0%
アルミニウム合金 67.0%

鋼 98.7%
高剛性、高強度、共振性、座屈による衝
撃エネルギー吸収性

CFRP 1.3% 耐候性、不透水性

鋼（ハイテン材） 33.0%

アルミニウム合金 67.0%

アルミニウム
NAO材（チタン酸カリウ
ム等有機化合物）
フェノール樹脂
合金鋼

ゴム

PE
PA
普通鋼
アルミニウム合金

マグネシウム合金

鋼 67.4%
軽合金 30.6%
樹脂（ホイールキャッ
プ）

2.0%

タイヤ 35.7 2.60% タイヤ ゴム、カーボンブラック 100.0% 高反発、高ウエットスキッド抵抗 ①、⑥

鋼 33.1%
軽合金 15.0%
ゴム、カーボンブラック 51.0% 高反発、高ウエットスキッド抵抗 ①、⑥

マグネシウム合金 90.2%
アルミニウム合金 8.5%
その他（PP、PUR、
ABS、合金鋼、鋼）

1.3%

鋼 49.5%

樹脂 50.5%

排気管 26.1 1.90%
排気マニホールド、触媒装置、排気
管、コンバーターケース、消音器、そ
の他排気浄化装置部品

鋼合金、アルミニウム
鋳物、貴金属

不明
300～500kPa耐圧性、600～800℃耐熱
性、耐振性、耐オゾン性、耐永久伸び、
耐混酸性、耐ガソリン性

①、④、⑥、⑦、⑨
注：排気マニホールド
の構成割合を参考に
想定

鋼板 51.6%

ハイテン材 48.0%

アルミニウム合金 0.2%

樹脂 0.1%

窓ガラス 37.0 2.70%
フロント、リヤ、サイドガラス、窓わく、
ウエザーストリップ

ガラス又は
導電性ガラス

100.0%
高剛性、強度、透明性、耐傷付性、断熱
性、断音性、気密性、耐久性

①、⑥
注：構成割合を想定

鋼（ハイテン材） 46.8%
アルミニウム合金 17.7%
マグネシウム合金 11.1%

PUR（クッション材） 16.7%
クッション性、難撚性、耐衝撃吸収性、異
硬度化

PVC(表皮材） 2.0%
その他(表皮材、クッ
ション材）

5.5%

繊維
鋼

①、⑥、④シートベルト 5.9 0.40% シートベルト、ベルト巻き取り装置 不明 剛性、強度、感触性

シート 50.2 3.70%
シートフレーム、リクライナ、アジャス

タ、フォーム、シートカバー（表皮
材）、ばね、シート付属部品

剛性、強度、耐クリープ性

①、⑥、⑧、⑨

意匠性、風合い、肌触り、難燃性、耐光
性、衝撃・振動吸収性

メインボディ＋ドア＋前
後フード

382.1 28.20%

シャシフレーム、サスペンションフ
レーム、サスペンションアーム、ロア
アーム、ボディインナーパネル（プレ

ス部品など）、ボディアウターパネル
（ボディ外板）

高剛性、衝撃エネルギー吸収性、耐薬
品性、耐チッピング性、疲労強度、変形
強度、強度、衝突時の曲げ変形能、耐候
性、リサイクル性

①、③、⑥、⑨
注：シャシフレームの

構成割合を適用

燃料タンク＋燃料配管 21.6 1.60%
燃料タンク、燃料配管、燃料ポンプ、
燃料ポンプ膜、燃料フィルター、気化
器、キャニスター、燃料噴射装置

耐燃料透過性、耐衝撃性、耐振動性、
耐食性、耐劣化ガソリン性、耐寒性、耐
オゾン性、耐亀裂成長性、耐混酸性

①、⑨、⑭
注：燃料タンク及び
キャニスタの構成割

合を適用

ステアリング＋パワステ
機構

23.8 1.80%

ステアリングホイール、ステアリング

シャフト、チューブ、ステアリングシャ
フトアッセンブリびリンク機構部品、ス
テアリング倍力装置

耐久性、リサイクル性、感触性、加工性

①、⑨

注：ステアリングホ
イール芯金の構成割
合を適用

ホイール＋タイヤ（スペア
用）

11.7 0.90% スペアホイール、スペアタイヤ
剛性、強度、150℃耐熱性 ①、⑤、⑥、⑨

①、⑥

ホイール 34.4 2.50% ホイール、ホイールキャップ 剛性、強度、150℃耐熱性 ①、⑤、⑥、⑨

ホイールハブ 64.6 4.80% ホイールハブ 不明 剛性、強度

ブレーキ 17.6 1.30%

ディスクブレーキ装置、ブレーキ倍力
装置、クラッチシリンダ、ブレーキホー

ス、ブレーキパイプ、ブレーキリザー
ブタンク、ブレーキ用バルブ、その他
ブレーキ装置付属部品

不明 剛性、強度、耐ブレーキフルード性 ①

フロントサスペンション＋
リヤサスペンション

97.4 7.20%
ばね、ショックアブソーバー、サスペ
ンションストラット、トーションバー及び
スタビライザ

剛性、強度、耐薬品性、耐チッピング性 ①、デロイト推計

ドライブ軸シャフト 14.5 1.10% ドライブシャフト、プロペラシャフト ①、⑨、⑭

オートマチックミッション 78.9 5.80%
クラッチ、トルクコンバータ、変速装
置、関連ハウジング

剛性、強度、摺動性、耐摩擦摩耗性、静
粛性、耐熱性

①、デロイト推計

吸気系統部品 6.9 0.53%
空気清浄器、吸気マニホールド、過

給器

剛性、強度、精密性、断熱性、対振動
性、加工性

①、⑨

注：吸気マニホールド
の構成割合を適用

冷却系統部品 6.5 0.48%
水ポンプ、ラジエータ、ラジエータタン
ク、サーモスタット、クーリングファン

①、⑥、⑨、⑭

注：ラジエータの重量
3kgを想定。構成割合
はラジエータ、ラジ
エータタンク、水ポン

プの割合を適用。

耐水性、耐熱性、耐LLC性、摺動性、耐
摩擦摩耗性、耐腐食性、剛性、強度、自
己放熱性

エンジン中央部品
及び
油系統部品

144.3 10.61%

エンジン本体、クランクシャフト、ピス
トン、シリンダーヘッドカバー、エンジ
ンカバー、ガスケット、バルブ、バル
ブ駆動部品、タイミングチェーン、油

ポンプ、油清浄器、オイルパン、オイ
ルタンク、エンジンマウントブラケット

高剛性、高強度、高耐熱性、高耐圧性、
高熱疲労強度、耐衝撃性、耐薬品性、
高冷却性能、耐久性、耐油性、耐摩耗
性、防音・制振性、耐寒性、対劣化油性

①、④、⑥、⑨、⑭

注：シリンダーブロッ
ク、シリンダーヘッドカ
バー、オイルパン、油
ポンプ、タイミング

チェーン、エンジンマ
ウントブラケットの構
成割合を適用

出典部位分類
重量
（kg）

重量割
合（％）

主要部位
主要構成材料及び市場におけ

る数量割合（％）
部品の求められる性能

 



11 
 

PP 又は GF入りPP 75.0%
TPO 10.0%
PVC 10.0%

その他（GF入りABS、
GF入りAAS、GF入り
AS）

5.0%

バンパー 15.2 1.10% バンパーカバー、エネルギー吸収体
GF入りPP及びPP発砲
体

100.0%
高剛性、対衝撃性、リサイクル性、塗装
性、衝撃エネルギー吸収性能

①、⑧、⑨、⑩

アルミニウム 91.5%

樹脂 8.5%

電解質など
樹脂

ガラス

アルミニウム
PC、PMMA、ABS

銅 79.6%

樹脂 20.4%

鋼
アルミニウム
各種樹脂

鋼

アルミニウム

各種樹脂

鋼
アルミニウム
各種樹脂

鋼

アルミニウム

ゴム

各種樹脂

合計 1354.0 100%

内装樹脂部品 43.9 3.20%

パッケージトレイ、ルーフヘッドライニ
ング、ウインドゥレギュレーターハンド
ル、ドアートリム、ピラートリム、イン
ストルメントパネル、メーターフード、
コラムカバー

深絞り性、剛性感

①、⑧、⑥、⑨
注：インストルメントパ
ネルの構成割合を適
用

部位分類
重量
（kg）

重量割
合（％）

主要部位
主要構成材料及び市場におけ

る数量割合（％）
部品の求められる性能 出典

バッテリー 11.7 0.90%
バッテリーケース、電解質、正極材、
負極材、セパレータ

不明
剛性、強度、電気絶縁性、耐薬品性、耐
加水分解性

①

エアコン 18.7 1.40%
デフロスタ、コンプレッサー、コンデン
サ、エバポレータ、ヒーターコア、空
調配気管、ファン

耐熱性、耐圧性、低フロンガス透過性、
低フロンガス脱圧発泡性、耐LLC性

①、⑨、⑭

①

配線 20.6 1.50%
電線、バッテリケーブル、ヒュージブ
ルリンク、ワイヤーハーネス

不明
①、⑥
注：ワイヤーハーネス
の構成割合を適用

照明 7.2 0.50%
前照灯、信号、標識灯、
室内灯器（電球、レンズ、リフレク
ター、ハウジング）

不明 耐熱性、剛性、耐熱性

その他

ホース類、ペダル類、装飾品類、
モール類、窓ガラス開閉装置、エア
バッグモジュール、ミラー、防振ゴ
ム、ウォッシャータンク

不明 不明 ①

①

電装品・電気部品・電子
部品

始動電動機、充電発電機、配電機、
点火栓、ブレーキ等各種制御装置、
センサー類、ハイファイ、スピーカー、
各種モーター、スピードメータ類、警
音器、スイッチ類、ノブ類、盗難防止
装置

不明 不明 ①

その他車体・外装・内装
部品

177.4 13.30%

ルーフキャリア、ナンバープレート、塗
料、装飾品類、モール類

不明 剛性、強度、耐候性

情報関連部品
カーラジオ、カーステレオ、ナビゲー
ションシステム、LCDディスプレイ、
ETC車載器

不明 不明 ①、④

 

（続き） 

 



12 
 

3.2 ＣＮＦ材の特性と素材代替の考え方の整理 

3.2.1 ＣＮＦ材の特性整理 

ＣＮＦの物性・特徴等について、乗用車構成材料への利用にフォーカスを当てて整理を

行った。その結果について表 3.2-1 に示す。 

 

表 3.2-1 ＣＮＦの物性等の整理結果 

複合樹

脂種類 
機能 物性 物性値 備考 

将来的な開

発可能性 
出典 

CNF10%

+PA6 

高強

度 

引張強

度 

94 MPa 化学変性ﾊﾟﾙﾌﾟの解繊と樹脂の混

合を二軸押出機で同時に行う｡解

繊性と分散性が向上､ﾅｲﾛﾝ 6 単体

の 2.0 倍の強度が得られた｡ 

PA-GF35 

（吸気系部

品）の引張強

度 190MPa 

京都大学 Nanocellulose 

Symposium 2014 配布資

料,2014 年 3 月 25 日 

開発可能性：文献１ 

高剛

性 

曲げ弾

性率 

5.3 

GPa 

- 9.8GPa H26CNF 意見交換会ｺﾒﾝﾄ 

変性

CNF10% 

+PA11(

ﾊﾞｲｵﾎﾟ

ﾘｱﾐﾄﾞ) 

高強

度 

曲げ強

度 

72.7 

MPa 

PA11(ﾊﾞｲｵﾎﾟﾘｱﾐﾄﾞ)単独の

49.6MPa に対して 46%曲げ強度が

増加した｡ 

PPE/PP アロ

イ１の曲げ

強度より大

きい 

京都市産業技術研究所ほか､

｢ｾﾙﾛｰｽﾅﾉﾌｧｲﾊﾞｰとﾊﾞｲｵﾎﾟﾘｱﾐ

ﾄﾞの複合化｣,成形加工 26 巻

7号,P355-358,2014 年 7 月 

自動車外板材料 PPE/PP アロ

イと比較 
耐衝

撃性 

Izod 衝

撃強さ 

4.58 

kJ/m2 

Izod 衝撃強さは PA11 単独 8.04

から 4.58kJ/m2に低下したが

HDPE の Izod 衝撃強さを上回る｡ 

PPE/PP アロ

イ１の Izod

衝撃強さ

20kJ/m2 

表面改

質ﾘｸﾞﾉ

CNF0.5

%+PP 

高強

度 

引張強

度 

30 MPa PP ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ 80%､ﾀﾙｸ 20%の場合

30.5MPa｡ 

木粉を微粉砕したﾘｸﾞﾉCNF0.5%を

PP にﾎﾓﾐｷｻｰで 17 分間攪拌して､

従来ﾀﾙｸ強化 PP と同等の引張強

度30MPaが得られた｡母材PPの強

度は 20MPa である｡ 

自動車内装

部品 PP75+ゴ

ム 5＋タルク

20 の曲げ弾

性率 2.5GPa 

ﾊﾘﾏ化成技術資料 

ﾔﾏﾊﾘﾋﾞﾝｸﾞﾃｯｸ(現在の社名は

ﾄｸﾗｽ),気候変動に対応した

新な社会の創出向けた社会ｼ

ｽﾃﾑの改革中間評価｢人と森

SMART 工場ﾓﾃﾞﾙ実

証｣,P33-35,2012 年 4 月 

開発可能性：文献 2 

ﾘｸﾞﾉ

CNF5%+

PP 

高強

度 

引張強

度 

35 MPa 木粉を微粉砕したﾘｸﾞﾉｾﾙﾛｰｽﾅﾉﾌｧ

ｲﾊﾞｰ,PP,相溶加剤 MAPP を固相せ

ん断処理により混練｡母材 PP 強

度は 24Pa である｡ 

自動車内装

部品 

産総研,｢ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ材料に

おけるｾﾙﾛｰｽおよびﾘｸﾞﾉｾﾙﾛｰ

ｽﾅﾉﾌｧｲﾊﾞｰ分散方法の検

討｣,Cellulose Commun., 

21 巻 1 号 P21-24,2014 年 

CNF10%

+PP 

高強

度 

引張強

度 

58.1 

MPa 

PP ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ 90%､変性 CNF10%の

場合母材 PP の強度は 45.1MPa で

ある｡ 

PP+GF 

45～59MPa 

京都大学 Nanocellulose 

Symposium2014 配布資

料,2014 年 3 月 25 日 

開発可能性：文献 3 

加工

性 

MFR(ﾒﾙﾄ

ﾌﾛｰｲﾝﾃﾞ

ｯｸｽ) 

10-12.

5g/10m

in 

射出成形の成形性の指標であり､

値が高いほど流動性がある｡ 

PP に 10%の CNF を混練した時の

値､PPの MFRは 5-60の値である｡ 

－ 中越ﾊﾟﾙﾌﾟ工業,富山県工業

技術ｾﾝﾀｰ研究報告,27 号

P80,2013 年 

開発可能性：文献 2 

CNF3-1

0%+MDP

E 

軽量

性 

密度 0.94- 

0.97g/

cm3   

PE の密度は 0.93g/cm3である｡ － 中越ﾊﾟﾙﾌﾟ工業,CNF ｻﾝﾌﾟﾙ販

売資料 2014 年 10 月 31 

日 

CNF5%+

MDPE 

高強

度 

引張強

度 

18MPa 母材(ﾏﾄﾘｯｸｽ)中密度 PE の強度は

14MPa｡ 

－ 中越ﾊﾟﾙﾌﾟ工業,｢PE/ﾅﾉｾﾙﾛｰｽ

ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄの力学特性,成形加

工ｼﾝﾎﾟｼﾞｱ 

2014,P97-98,2014 年 11 月 

CNF10%

+HDPE

発泡体 

軽量

性 

密度 0.5g/c

m3 

一般的な自動車用材料であるﾀﾙｸ

10wt%含有 PPの弾性率は2GPa､密

度 1.05g/cm3である｡CNF 強化 

HDPE 発泡体は同等の弾性率であ

りながら､密度が0.5g/cm3である

ため､53%の軽量化が可能となる｡ 

－ 京都大学ほか,｢ｾﾙﾛｰｽﾅﾉﾌｧｲ

ﾊﾞｰ強化による自動車用高機

能化ｸﾞﾘｰﾝ部材の研究開発

NEDO 成果報告書,P.54,2013 

年 2 月 

高剛

性 

曲げ弾

性率 

2GPa － 

変性

CNF10% 

高強

度 

曲げ強

度 

39.5MP

a 

衝撃強さを母材並にするために

添加剤を加えている｡ 

－ 京都大学ほか,｢ｾﾙﾛｰｽﾅﾉﾌｧｲ

ﾊﾞｰ強化による自動車用高機
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（続き） 
複合樹

脂種類 
機能 物性 物性値 備考 

将来的な開

発可能性 
出典 

+HDPE+

添加剤 

能化ｸﾞﾘｰﾝ部材の研究開発｣

NEDO 成果報告書,P.27,2013 

年 2 月 

CNF10%

+HDPE+

添加剤 

高剛

性 

曲 げ 弾

性率 

2,120M

Pa 

衝撃強さを母材並にするために

添加剤を加えている｡ 

－ 京都大学ほか,｢ｾﾙﾛｰｽﾅﾉﾌｧｲ

ﾊﾞｰ強化による自動車用高機

能化ｸﾞﾘｰﾝ部材の研究開発

NEDO 成果報告書,P.27,2013 

年 2 月 

CNF40%

+ｴﾎﾟｷｼ

樹脂 

軽量

性 

密度 1.4g/c

m3 

一般的なｶﾞﾗｽ繊維強化ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの

密度は 1.8 g/cm3である｡CNF 強

化ｴﾎﾟｷｼ樹脂はｶﾞﾗｽ繊維強化ﾌﾟﾗｽ 

ﾁｯｸと同等の曲げ強度 200MPa,曲

げ弾性率 10GPa をもつので､23%

の軽量化が可能となる｡  

ただし､炭素繊維60%強化ｴﾎﾟｷｼ樹

脂の密度 1.52g/cm3,引張強度

1,230MPa には劣る｡ 

CNF 強化ｴﾎﾟｷｼ樹脂の強度が炭素

繊維強化ｴﾎﾟｷｼ樹脂と同等となる

ためには強化材 CNF 強度を炭素

繊維並みにする必要がある｡ 

－ 京都大学ほか,｢ｾﾙﾛｰｽﾅﾉﾌｧｲ

ﾊﾞｰ強化による自動車用高機

能化ｸﾞﾘｰﾝ部材の研究開発

NEDO 成果報告書,P.46,2013 

年 2 月 

(地独)大阪市立工業研究所

編､｢ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ読本第 20 

版｣,P230,2014 年 1 月 

高強

度 

曲げ強

度 

200MPa － 

高剛

性 

曲げ弾

性率 

10GPa － 

CNF10%

+PE 

熱安

定性 

荷重た

わみ温

度(熱変

形温度) 

109℃(

荷重

1.81MP

a) 

熱安定性が大幅に向上した｡  

PE 単独の荷重たわみ温度は 78℃

である｡ 

－ 京都大学ほか,｢ｾﾙﾛｰｽﾅﾉﾌｧｲ

ﾊﾞｰ強化による自動車用高機

能化ｸﾞﾘｰﾝ部材の研究開発

NEDO 成果報告書,2013 年 2 

月 

変性ﾘ

ｸﾞﾉﾊﾟﾙ

ﾌﾟ 

耐熱

性 

1％重量

減少温

度 

277℃ 変性なしの 1％重量減少温度は

198℃である。成分分離 Bでは

277℃に耐熱性があがった。 

－ 五十嵐優子（王子ホールディ

ングス㈱）ほか、「高耐熱リ

グノセルロースナノファイ

バーの開発」、Nanocellulose 

Symposium 2015,P.9-11,2015

年 3 月 

変性ﾘ

ｸﾞﾉ

CNF10%

+PA6-9

0％ 

高強

度 

曲げ強

度 

160MPa PA 単独の曲げ強度は 90MPa 

ピーク置換度により相容性に違

いがある。 

－ 仙波健（（地独）京都市産業

技術研究所）、「変性ﾘｸﾞﾉｾﾙ

ﾛｰｽﾅﾝﾌｧｲﾊﾞｰ強化熱可塑性樹

脂の開発、Nanocellulose 

Symposium 

2015,P.13-18,2015 年 3 月 変性ﾘ

ｸﾞﾉ

CNF+PO

M 

高強

度 

曲げ強

度 

120MPa POM 単独の曲げ強度は 90MPa 

 

－ 

耐衝

撃性 

Izod 衝

撃強度 

4.9KJ/

m2 

POM 単独の Izod 衝撃強度は

5.2KJ/m2 

－ 

発泡変

性 CNF

＋PA6 

軽量

性 

密度 0.88g/

cm3 

未発泡 PA6 の密度は 1.1g/cm3 － 伊藤彰浩（（地独）京都市産

業技術研究所）、「ｾﾙﾛｰｽﾅﾝﾌ

ｧｲﾊﾞｰ強化樹脂材料の発泡成

形、Nanocellulose Symposium 

2015,P.19-26,2015 年 3 月 

高剛

性 

曲げ弾

性率 

3.59GP

a 

未発泡 PA6 の曲げ弾性率は

1.8GPa 

未発泡 PA6 の約 80％の重量で、

曲げ剛性は 2倍ある。 

射出発泡成形が可能である。 

－ 

※将来的開発可能性を示している文献 

文献１：インマニ用 PA-GF の物性、岩野昌夫、「プラスチックの自動車部品への展開」、P.153 表 5.4 

文献 2：内装部品用 SOP の組成と特性および成形性、岩野昌夫、「プラスチックの自動車部品への展開」、

P.117 表 4.5 

文献 3：主要熱可塑性プラスチックの性能一覧Ⅰ、(地独）大阪市立工業研究所プラスチック読本編集委員

会、プラスチック技術協会共著、「プラスチック読本」巻末性能一覧表 
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3.2.2 ＣＮＦ代替の考え方の整理 

乗用車の部位別の素材に対して、求められる性能を踏まえた上で代替するＣＮＦ複合材

を設定することとした。 

ＣＮＦ代替の考え方及び代替効果の設定表を表 3.2-2 に示す。 

 

表 3.2-2 ＣＮＦ代替の考え方及び代替効果の設定表 

SOP（スーパーオレ
フィンポリマー）
３元PP複合材（ＰＰ
/EPR/タルク）

強度、耐衝撃、外観に優れた外装
材で、射出成形可能であるもの

バンパー
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

重量-29.4%減
等曲げ剛性厚さによる軽量
化率

文献１－P.40表1.2

同上
強度、耐衝撃、外観、乗員保護に
優れた内装材で、射出成形可能で
あるもの

インスルツメントパネル
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

重量-29.4%減
等曲げ剛性厚さによる軽量
化率

文献１－P.117表4.5

ビーズ発泡体 緩衝材
バンパーエネルギー吸収体
シートクッション材

発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

重量-29.4%減
等曲げ剛性厚さによる軽量
化率

文献１－P.48表1.3

樹脂ＰE系
(ポリエチレ
ン）

HDPE＋EVOH多層 燃料タンク 燃料タンク
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

重量-29.4%減
等曲げ剛性厚さによる軽量
化率

文献１－P.189図6.3

樹脂PVC系
（ポリ塩化ビ
ニール）

PVC
フロアマット
電線被覆材

フロアマット
電線被覆材

発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

重量-29.4%減
等曲げ剛性厚さによる軽量
化率

文献１－P.132,P.272表10.2

樹脂ABS系 ABS25
強度、耐衝撃、外観に優れた外装
材で、射出成形可能で塗装、メッキ
ができるもの

ラジエターグリル
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

重量-29.4%減
等曲げ剛性厚さによる軽量
化率

文献１－P.56表2.2

PUR
（ポリウレタ
ン）

PURフォーム クッション材 シートクッション層
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

重量-29.4%減
等曲げ剛性厚さによる軽量
化率

文献１－P.１０８

PF
（フェノール）

機能部品 エアコン・コンプレッサ部品
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

重量-29.4%減
等曲げ剛性厚さによる軽量
化率

文献１－P.242

PA＋GF25% 耐熱性が必要なエンジン内部品 インテークマニーホールド
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

重量-29.4%減
等曲げ剛性厚さによる軽量
化率

文献１－P.153表5.4

PA6+GF30
強度、耐衝撃、外観に優れた外装
材で、射出成形可能で塗装、メッキ
ができるもの

ボディ外板
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

重量-29.4%減
等曲げ剛性厚さによる軽量
化率

文献2

剛性と柔軟性が必要な部品 タイヤ
TEMPO-CNFゴム
複合材料

重量-20%減
カーボンブラックをCNFで代
替

文献4

荷物がすべりにくいこと 荷台、内装材 不明 不明

シート、内張用、シートベルト 内装材 不明 不明 文献2

外装塗装 外装材 CNF増粘剤 重量-変わらず

備考

樹脂ＰＰ系
(ポリプロピレ
ン）

代替効果

塗料

もと素材 用途等 代表的な部品
代替CNF素材

（仮定）

樹脂PA系

ゴム

木材

繊維
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（続き） 

フロントガラス
中間膜

ﾘｸﾞﾉＣＮＦ
重量-5%減
（CNF中間膜により、ガラス
厚みが減る）

ヒアリングによる推定

その他のガラス

ﾘｸﾞﾉＣＮＦ
重量-15%減
（PC代替事例同等）

文献１－P.339

ヘッドランプレンズ

ﾘｸﾞﾉＣＮＦ
重量-15%減
（PC代替事例同等）

文献１－P.339

強度、剛性、耐衝撃性が必要なボ
ディ外板

ボディ外板
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

重量-57.9%減
等曲げ剛性厚さによる軽量
化率

文献2

耐熱性、耐磨耗性が必要なエンジ
ン部品

シリンダライナー
代替不可
（耐熱温度不足）

－ 文献2

耐食性、耐熱性が必要な排気系部
品ほか

排気マニホールド
代替不可
（耐熱温度不足）

－ 文献2

耐熱性が必要なエンジン基幹部品 シリンダヘッド
代替不可
（耐熱温度不足）

－

熱伝導性、自己放熱性が必要な部
品

ラジエーター
代替不可
（熱伝導性、自己放
熱性不足）

－

耐熱性が必要なエンジン内部品 インテークマニーホールド
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

重量-11.3％
等曲げ剛性厚さによる軽量
化率

文献2

強度、剛性、耐衝撃性が必要なボ
ディ外板

ボディ外板
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

重量-11.3％
等曲げ剛性厚さによる軽量
化率

文献2

耐熱性が必要なエンジン基幹部品 シリンダヘッド
代替不可
（耐熱温度不足）

－

耐熱性が必要なエンジン内部品 インテークマニーホールド
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

重量-増加

強度、剛性が必要なその他の部品 ホイール、ステアリング機構
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

重量-増加

電気伝導性が必要な部品 電線
代替不可
（電気伝導性不足）

－

代替CNF素材
（仮定）

代替効果 備考

普通鋼(高張力鋼をふくむ）

ガラス

もと素材 用途等 代表的な部品

銅

鋳鉄

特殊鋼

アルミニウム

マグネシウム

 
 

注１）ＣＮＦ素材代替はひとつの仮定であり、ヒアリング等により 2020 年までに実用化される可能性が高

いと判断した代替方法も含まれている。 

注２）設定の際に参考とした主な文献は、以下の通りである。 

文献１:岩野昌夫、プラスチックの自動車部品への展開第２版、日本工業出版、2015 年 7 月 

文献２：岩野昌夫、自動車用構造部品に対する要求特性と樹脂化、成形加工、第20巻第6号P.324-347、

2008 年 

文献３:山田修平ほか、高植物度熱可塑性リグノセルロースナノファイバー材料の開発、

Nanocellulose Symposium2015、P.27-30,2015 年 3 月 

文献４：特許公報 2013-253222 ゴム組成物及び空気入りタイヤ 
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3.3 ＣＮＦ代替によるＣＯ２削減効果の算定 

3.3.1 シナリオの設定 

各部材のＣＮＦ代替の可能性について、3 つのシナリオ（シナリオ 1：普及レベル、シナ

リオ 2：商用化レベル、シナリオ 3：最先端レベル）を設定した。 

具体的には、2.2「ＣＮＦ代替の考え方の整理」に挙げたＣＮＦ代替が可能な部品の代替

率はシナリオ 1で 30％、シナリオ 2で 60％、シナリオ 3で 90％と設定し、現状の乗用車部

材（空車重量：1,354kg を想定）をＣＮＦ材で代替した場合の乗用車重量を算定した。 

なお、それぞれのシナリオについて、データ不足により算定できなかった部品の代替に

よる軽量化率をゼロに設定したものをケース①、算定できなかった部品の代替による軽量

化率に、算定できた部品全体の軽量化率を適用したものをケース②として示している。 

算定の結果、ＣＮＦ部材で代替される部品の重量の合計はシナリオ１では 323.9kg（空車

重量の 23.9％）、シナリオ 2 では 647.7kg（空車重量の 47.8％）、シナリオ 3 では 971.6kg

（空車重量の 71.8％）となった（ケース②の場合）。 

 

3.3.2 ＣＮＦ代替による軽量化率の算定 

ＣＮＦ代替による軽量化率の算定結果を表 3.3-1 に示す。 

シナリオ 1 の軽量化率は車総重量の 7.9～10.0％、シナリオ 2 は 15.7～19.9％、シナリ

オ 3は 23.6～29.9％となった。 

なお、既存文献での軽量化率と比較すると、高橋淳「脱石油技術としての自動車軽量化

の方向性」（2008年）では1,350kgの乗用車の総重量のうち840kgの部品（空車重量の62.2％）

をＣＦＲＰ（炭素繊維強化プラスチック）で代替でした場合、軽量化率は車両総重量の

36.3％とする試算結果があり、物性の性能及び代替する部品の設定は異なる可能性はある

ものの、今回の推計結果は概ね妥当なものと考えられる。 
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表 3.3-1 シナリオの設定及びＣＮＦ代替による軽量化率の算定結果 

代替率
（%）

重量変化
（kg）

代替率
（%）

重量変化
（kg）

代替率
（%）

重量変化
（kg）

アルミニウム 耐熱温度が不足 0.0% 0% 0.0 0% 0.0 0% 0.0

鋳鉄 耐熱温度が不足 0.0% 0% 0.0 0% 0.0 0% 0.0

マグネシウム 耐熱温度が不足 0.0% 0% 0.0 0% 0.0 0% 0.0

樹脂 発泡変性リグノCNF10%＋PA -29.4% 30% -0.1 60% -0.3 90% -0.4

ラジエータ用アルミニウ
ム合金

熱伝導性、自己放熱性が不足 0.0% 0% 0.0 0% 0.0 0% 0.0

アルミニウム合金 発泡変性リグノCNF10%＋PA -11.3% 30% -0.1 60% -0.2 90% -0.2

鋳鉄 発泡変性リグノCNF10%＋PA -57.9% 30% -0.1 60% -0.1 90% -0.2

GF入りPA等樹脂 発泡変性リグノCNF10%＋PA -29.4% 30% -0.1 60% -0.2 90% -0.2

アルミニウム合金鍛造 発泡変性リグノCNF10%＋PA -11.3% 30% -0.1 60% -0.1 90% -0.2

GF入りPA 発泡変性リグノCNF10%＋PA -29.4% 30% -0.5 60% -0.9 90% -1.4

マグネシウム合金 軽量化効果が不足 0.0% 30% 0.0 60% 0.0 90% 0.0

鋼、鋼合金 発泡変性リグノCNF10%＋PA -57.9% 30% -4.5 60% -9.0 90% -13.6
アルミニウム合金 発泡変性リグノCNF10%＋PA -11.3% 30% -1.8 60% -3.6 90% -5.4

鋼 発泡変性リグノCNF10%＋PA -57.9% 30% -2.5 60% -5.0 90% -7.5

CFRP 軽量化効果が不足 0.0% 30% 0.0 60% 0.0 90% 0.0

鋼（ハイテン材） 発泡変性リグノCNF10%＋PA -57.9% 30% -5.6 60% -11.2 90% -16.8

アルミニウム合金 発泡変性リグノCNF10%＋PA -11.3% 30% -2.2 60% -4.4 90% -6.7

アルミニウム 発泡変性リグノCNF10%＋PA -11.3% 30% ※※ 60% ※※ 90% ※※
NAO材（チタン酸カリウ
ム等有機化合物）

代替困難 0.0% 0% 0.0 0% 0.0 0% 0.0

フェノール樹脂 発泡変性リグノCNF10%＋PA -29.4% 30% ※※ 60% ※※ 90% ※※
合金鋼 発泡変性リグノCNF10%＋PA -57.9% 30% ※※ 60% ※※ 90% ※※

ゴム TEMPO-CNFゴム複合材料 -20.0% 30% ※※ 60% ※※ 90% ※※

PE 発泡変性リグノCNF10%＋PA -29.4% 30% ※※ 60% ※※ 90% ※※
PA 発泡変性リグノCNF10%＋PA -29.4% 30% ※※ 60% ※※ 90% ※※
普通鋼 発泡変性リグノCNF10%＋PA -57.9% 30% ※※ 60% ※※ 90% ※※
アルミニウム合金 発泡変性リグノCNF10%＋PA -11.3% 30% ※※ 60% ※※ 90% ※※

マグネシウム合金 軽量化効果が不足 0.0% 30% 0.0 60% 0.0 90% 0.0

鋼 発泡変性リグノCNF10%＋PA -57.9% 30% -4.0 60% -8.0 90% -12.1
軽合金 発泡変性リグノCNF10%＋PA -11.3% 30% -0.4 60% -0.7 90% -1.1
樹脂（ホイールキャッ
プ）

発泡変性リグノCNF10%＋PA -29.4% 30% -0.1 60% -0.1 90% -0.2

タイヤ ゴム、カーボンブラック TEMPO-CNFゴム複合材料 -20.0% 30% -2.1 60% -4.3 90% -6.4
鋼 発泡変性リグノCNF10%＋PA -57.9% 30% -0.7 60% -1.3 90% -2.0
軽合金 発泡変性リグノCNF10%＋PA -11.3% 30% -0.1 60% -0.1 90% -0.2
ゴム、カーボンブラック TEMPO-CNFゴム複合材料 -20.0% 30% -0.4 60% -0.7 90% -1.1
マグネシウム合金 軽量化効果が不足 0.0% 30% 0.0 60% 0.0 90% 0.0
アルミニウム合金 発泡変性リグノCNF10%＋PA -11.3% 30% -0.1 60% -0.1 90% -0.2
その他（PP、PUR、
ABS、合金鋼、鋼）

発泡変性リグノCNF10%＋PA ※※ 30% ※※ 60% ※※ 90% ※※

鋼 発泡変性リグノCNF10%＋PA -57.9% 30% -1.9 60% -3.7 90% -5.6

樹脂 発泡変性リグノCNF10%＋PA -29.4% 30% -1.0 60% -1.9 90% -2.9

排気管
鋼合金、アルミニウム
鋳物、貴金属

耐熱温度が不足 0.0% 0% 0.0 0% 0.0 0% 0.0

鋼板 発泡変性リグノCNF10%＋PA -57.9% 30% -34.3 60% -68.5 90% -102.8

ハイテン材 発泡変性リグノCNF10%＋PA -57.9% 30% -31.9 60% -63.8 90% -95.7

アルミニウム合金 発泡変性リグノCNF10%＋PA -11.3% 30% 0.0 60% -0.1 90% -0.1

樹脂 発泡変性リグノCNF10%＋PA -29.4% 30% 0.0 60% -0.1 90% -0.1

窓ガラス
ガラス　又は
導電性ガラス

リグノCNF -5.0% 30% -0.6 60% -1.1 90% -1.7

鋼（ハイテン材） 発泡変性リグノCNF10%＋PA -57.9% 30% -4.1 60% -8.2 90% -12.3
アルミニウム合金 発泡変性リグノCNF10%＋PA -11.3% 30% -0.3 60% -0.6 90% -0.9
マグネシウム合金 軽量化効果が不足 0.0% 30% 0.0 60% 0.0 90% 0.0

PUR（クッション材） 発泡変性リグノCNF10%＋PA -29.4% 30% -0.7 60% -1.5 90% -2.2

PVC(表皮材） 不明 ※※ ※※ ※※ ※※ ※※ ※※ ※※
その他(表皮材、クッ
ション材）

※※ ※※ ※※ ※※ ※※ ※※ ※※ ※※

繊維 不明 ※※ ※※ ※※ ※※ ※※ ※※ ※※
鋼 発泡変性リグノCNF10%＋PA -57.9% 30% ※※ 60% ※※ 90% ※※
GF入りPP 発泡変性リグノCNF10%＋PA -29.4% 30% -2.9 60% -5.8 90% -8.7
TPO 発泡変性リグノCNF10%＋PA -29.4% 30% -0.4 60% -0.8 90% -1.2
PVC 発泡変性リグノCNF10%＋PA -29.4% 30% -0.4 60% -0.8 90% -1.2

その他（GF入りABS、
GF入りAAS、GF入り
AS）

発泡変性リグノCNF10%＋PA -29.4% 30% -0.2 60% -0.4 90% -0.6

シートベルト

内装樹脂部品

メインボディ＋ドア＋前後フー
ド

シート

燃料タンク＋燃料配管

ホイール＋タイヤ（スペア用）

ステアリング＋パワステ機構

ホイールハブ

ホイール

フロントサスペンション＋リヤ
サスペンション

ブレーキ

オートマチックミッション

ドライブ軸シャフト

冷却系統部品

吸気系統部品

シナリオ2
（商用化レベル）

シナリオ3
（最先端レベル）

エンジン中央部品
及び
油系統部品

部位分類 構成材料 代替CNF素材
代替
効果
（%）

シナリオ1
（普及レベル）
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（続き） 

代替率
（%）

重量変化
（kg）

代替率
（%）

重量変化
（kg）

代替率
（%）

重量変化
（kg）

GF入りPP 発泡変性リグノCNF10%＋PA -29.4% 30% -2.9 60% -5.8 90% -8.7
TPO 発泡変性リグノCNF10%＋PA -29.4% 30% -0.4 60% -0.8 90% -1.2
PVC 発泡変性リグノCNF10%＋PA -29.4% 30% -0.4 60% -0.8 90% -1.2

その他（GF入りABS、
GF入りAAS、GF入り
AS）

発泡変性リグノCNF10%＋PA -29.4% 30% -0.2 60% -0.4 90% -0.6

バンパー
GF入りPP及びPP発砲
体

発泡変性リグノCNF10%＋PA -29.4% 30% -1.3 60% -2.7 90% -4.0

アルミニウム 発泡変性リグノCNF10%＋PA -11.3% 30% -0.6 60% -1.2 90% -1.7

樹脂 発泡変性リグノCNF10%＋PA -29.4% 30% -0.1 60% -0.3 90% -0.4

電解質など 代替困難 0.0% 0% 0.0 0% 0.0 0% 0.0
樹脂 発泡変性リグノCNF10%＋PA -29.4% 30% ※※ 60% ※※ 90% ※※

ガラス リグノCNF -5.0% 0% ※※ 0% ※※ 0% ※※

アルミニウム 発泡変性リグノCNF10%＋PA -11.3% 30% ※※ 60% ※※ 90% ※※
PC、PMMA、ABS 発泡変性リグノCNF10%＋PA -29.4% 30% ※※ 60% ※※ 90% ※※

銅 電気伝導性が不足 0.0% 0% 0.0 0% 0.0 0% 0.0

樹脂 発泡変性リグノCNF10%＋PA -29.4% 30% -0.4 60% -0.7 90% -1.1

鋼 発泡変性リグノCNF10%＋PA -57.9% 30% ※※ 60% ※※ 90% ※※
アルミニウム 発泡変性リグノCNF10%＋PA -11.3% 30% ※※ 60% ※※ 90% ※※
各種樹脂 発泡変性リグノCNF10%＋PA -29.4% 30% ※※ 60% ※※ 90% ※※

鋼 発泡変性リグノCNF10%＋PA -57.9% 30% ※※ 60% ※※ 90% ※※

アルミニウム 発泡変性リグノCNF10%＋PA -11.3% 30% ※※ 60% ※※ 90% ※※

各種樹脂 発泡変性リグノCNF10%＋PA -29.4% 30% ※※ 60% ※※ 90% ※※

鋼 発泡変性リグノCNF10%＋PA -57.9% 30% ※※ 60% ※※ 90% ※※
アルミニウム 発泡変性リグノCNF10%＋PA -11.3% 30% ※※ 60% ※※ 90% ※※
各種樹脂 発泡変性リグノCNF10%＋PA -29.4% 30% ※※ 60% ※※ 90% ※※

鋼 発泡変性リグノCNF10%＋PA -57.9% 30% ※※ 60% ※※ 90% ※※

アルミニウム 発泡変性リグノCNF10%＋PA -11.3% 30% ※※ 60% ※※ 90% ※※

ゴム TEMPO-CNFゴム複合材料 -20.0% 30% ※※ 60% ※※ 90% ※※

各種樹脂 発泡変性リグノCNF10%＋PA -29.4% 30% ※※ 60% ※※ 90% ※※

-106.3 -212.6 -318.9

-7.9% -15.7% -23.6%

-135.0 -270 .1 -405.1

-10.0% -19.9% -29.9%

構成材料 代替CNF素材
代替
効果
（%）

シナリオ1
（普及レベル）

シナリオ2
（商用化レベル）

シナリオ3
（最先端レベル）

内装樹脂部品

部位分類

エアコン

バッテリー

照明

配線

その他

その他車体・外装・内装部品

電装品・電気部品・電子部品

ケース①　車全体の軽量効果（kg）

ケース①　車全体の軽量効果（車総重量比）（％）

ケース②　車全体の軽量効果（kg）

ケース②　車全体の軽量効果（車総重量比）（%）

情報関連部品

※※：データ不足により直接的な算定ができなかった部品を示す。 

現状
シナリオ1

普及レベル

シナリオ2

商用化レベル

シナリオ3

最先端レベル

総重量（kg） 1354.0 1219.0 1083.9 948.9

軽量効果 － -135.0 -270.1 -405.1

車両軽量化率

（ケース②）
－ -10.0% -19.9% -29.9%

駆動･伝動及

び操縦装置

部品

その他

ｴﾝｼﾞﾝ部品

用品

車体部品

その他

駆動･伝動及

び操縦装置

部品

ｴﾝｼﾞﾝ部品

車体部品

その他

駆動･伝動及

び操縦装置

部品

ｴﾝｼﾞﾝ部品

車体部品懸架･制動装置部

品

懸架･制動装置部

懸架･制動装置部品

用品

用品

その他

駆動･伝動及

び操縦装置

部品

ｴﾝｼﾞﾝ部品

懸架･制動装置部品

用品

車体部品

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

車
総

重
量

（
kg

）

 
図 3.3-1 ＣＮＦ代替による軽量化効果 
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ガソリン車
JC08モード

ガソリン車

10・15モード

ディーゼル車
JC08モード

ディーゼル車

10・15モード

ガソリン車
JC08モード

ガソリン車

10・15モード

ディーゼル車
JC08モード

ディーゼル車

10・15モード
平均

現状 1354.0 － 141.7 151.9 118.3 112.2 － － － － －

シナリオ1 1219.0 10.0% 127.2 142.0 104.7 100.7 10.2% 6.5% 11.4% 10.2% 9.6%

シナリオ2 1083.9 19.9% 114.2 132.7 92.7 90.4 19.4% 12.6% 21.6% 19.4% 18.3%

シナリオ3 948.9 29.9% 102.5 124.0 82.1 81.1 27.7% 18.3% 30.6% 27.7% 26.1%

CO2排出量（gCO2/km）
シナリオ

空車重量
（kg）

軽量化率
（％）

CO2削減効果（%）

3.3.3 シナリオ別の軽量化によるＣＯ２削減効果の試算 

軽量化による走行段階のＣＯ２削減効果を以下の３ケースについて試算した。以下に結果

を示す。 

1) 自動車のＣＯ２排出量を自動車重量の指数関数とした場合 

2) 自動車のＣＯ２排出量を自動車重量の一次関数とした場合 

3) 有識者意見に基づく場合 

 

（１） 自動車のＣＯ２排出量を自動車重量の指数関数とした場合 

乗用車の車両重量別ＣＯ２排出量（車両重量 600～2,400kg）を図 3.3-2 に示すとともに、

その値から指数関数を定めて試算した結果を表 3.3-2 に示す。軽量化によるＣＯ２削減効果

は、シナリオ１の場合 9.6%、シナリオ２の場合 18.3%、シナリオ３の場合 26.1%となった。 
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図 3.3-2 乗用車の車両重量別ＣＯ２排出量（車両重量 600～2,400kg） 

 

表 3.3-2 乗用車の車両重量別ＣＯ２排出量に基づくＣＯ２削減効果の試算その１ 
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現状 1354.0 － 150.7 －

シナリオ1 1219.0 10.0% 140.3 6.9%

シナリオ2 1083.9 19.9% 129.9 13.8%

シナリオ3 948.9 29.9% 119.5 20.7%

CO2排出量
（gCO2/km）

CO2削減効果
（%）

シナリオ
空車重量

（kg）
軽量化率

（％）

（２）自動車のＣＯ２排出量を自動車重量の一次関数とした場合 

今回シナリオ設定している車両重量 900～1,400kg の値を基に一次関数を定めて試算した

結果を表 3.3-3 に示す。軽量化によるＣＯ２削減効果は、シナリオ１の場合 6.9%、シナリオ

２の場合 13.8%、シナリオ３の場合 20.7%となった。 

 

 
図 3.3-3 乗用車の車両重量別ＣＯ２排出量（車両重量 900～1,400kg） 

 
表 3.3-3 乗用車の車両重量別ＣＯ２排出量に基づくＣＯ２削減効果の試算その２ 
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現状 1354.0 － －

シナリオ1 1219.0 10.0% 3.6%

シナリオ2 1083.9 19.9% 7.2%

シナリオ3 948.9 29.9% 10.8%

シナリオ
空車重量

（kg）
軽量化率

（％）
CO2削減効果

（%）

シナリオ
(1)自動車のＣＯ２排出量が自動車
の重量の指数関数として試算した

場合のＣＯ２削減効果(%)

(2)自動車のＣＯ２排出量が自動車
重量の一次関数として試算した

場合のＣＯ２削減効果(%)

(3)有識者意見に基づ
いて試算した場合の
ＣＯ２削減効果(%)

単純平均
(%)

シナリオ1 9.6% 6.9% 3.6% 6.7%

シナリオ2 21.6% 13.8% 7.2% 7.2%

シナリオ3 30.6% 20.7% 10.8% 10.8%

 

（３）有識者意見に基づく場合 

事業推進検討委員会における「1200kg の自動車を 100kg 軽量化すると燃費はおよそ 3%向

上する」との意見を基に、軽量化によるＣＯ２削減効果の試算を行った。その結果を表 3.3-4

に示す。軽量化によるＣＯ２削減効果は、シナリオ１の場合 3.6%、シナリオ２の場合 7.2%、

シナリオ３の場合 10.8%となった。 

 

表 3.3-4 有識者意見に基づく軽量化によるＣＯ２削減効果の試算結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）軽量化によるＣＯ２削減効果の試算結果のまとめ 

（１）～（３）の試算結果のまとめを表 3.3-5 に示す。 

 

表 3.3-5 軽量化によるＣＯ２削減効果試算結果まとめ 
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3.3.4 ＣＮＦ代替によるＣＯ２削減効果の試算 

ＣＮＦ代替によるＣＯ２削減効果は下式によるものとする。 

 

ＣＮＦ代替によるＣＯ２削減効果(%)＝ 

①部材代替に起因する軽量化によるＣＯ２削減効果(%) 

＋②設計の自由度向上に起因する軽量化によるＣＯ２削減効果(%) 

＋③形状の自由度向上に伴う空気抵抗改善等によるＣＯ２削減効果(%) 

 

①については、表 3.3-3 に示したとおり、シナリオ１においては 3.6～9.6％のＣＯ２削減

効果、シナリオ２においては 7.2～21.6％のＣＯ２削減効果、シナリオ３においては 10.8～

30.6％のＣＯ２削減効果が試算されている。 

一方、②、③については、ＣＮＦ代替することによりどのような形状変更が可能となる

かが現段階では不明であるが、用途開発ターゲットＷＧ委員から 10％程度のＣＯ２削減効果

が期待できるのではないかとの意見があった。 

 

これらを考慮すると、 

ＣＮＦ代替によるＣＯ２削減効果＝10％（①：７％、②＋③：３％） 

は、シナリオ２のレベルで十分に実現可能性のある値と言える。 
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3.4 2020 年及び 2030 年の目標設定 

3.4.1 2020 年及び 2030 年の社会に求められる社会像の想定 

2020 年及び 2030 年の社会像として、低炭素化について、日本政府は 2020 年の温室効果

ガス削減目標を 2005 年度比で▲3.8％とすることを国際的にコミットし、また、2030 年の

削減目標を 2013 年度比で▲26.0％とした約束草案を国連に提出している。 

フランス・パリで 2015 年 12 月に開催されたＣＯＰ２１（国連気候変動枠組条約締約国

会議）で「パリ協定」が採択され、米国・中国を含む 196 の国・地域の参加による 2020 年

以降の温暖化対策の国際的枠組が定められたことから、今後、我が国で低炭素化社会への

移行がいっそう加速化していくと考えられる。 

 

日本政府が国際的に掲げている温室効果ガスの削減目標 

2020 年：温室効果ガス削減目標は 2005 年度比で▲3.8％ 

2030 年：約束草案における温室効果ガス削減目標が 

2013 年度比で▲26.0％（2005 年度比▲25.4％） 

 

※約束草案における 2030 年の目標（運輸部門） 

・ＣＯ２排出量の目安：163 百万 t-CO2 225 百万 t-CO2（2013）、240 百万 t-CO2（2005） 

（2013 年比-27.6% 、2005 年比-32.1%） 

＜対策・施策＞ 

・燃費改善 

・次世代自動車の普及 

・その他運輸部門対策（交通流対策の推進、公共交通機関の利用促進等、鉄道貨物輸送へのﾓｰﾀﾞ

ﾙｼﾌﾄ、海運ｸﾞﾘｰﾝ化総合対策、港湾の最適な選択による貨物の陸上輸送距離の削減、港湾にお

ける総合的な低炭素化、ﾄﾗｯｸ輸送の効率化、鉄道のｴﾈﾙｷﾞｰ消費効率の向上、航空のｴﾈﾙｷﾞｰ消費

効率の向上、省ｴﾈに資する船舶の普及促進、環境に配慮した自動車使用等の促進による自動車

運送事業等のｸﾞﾘｰﾝ化、共同輸配送の推進、高速道路交通ｼｽﾃﾑ ITS の推進（信号機の集中制御

化）、交通安全施設の整備（信号機の高度化、信号灯器の LED 化の推進）、自動運転の推進、

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの推進、ｶｰｼｪｱﾘﾝｸﾞ） 

・地球温暖化対策に関する構造改革特区制度の活用 

・特殊自動車における低炭素化の促進 

・低炭素ｲﾝﾌﾗﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ（信号制御（光ﾋﾞｰｺﾝ）、自動運転） 
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3.4.2 ＣＮＦ使用車の普及速度に関する検討 

環境省環境対応車普及方策検討会の「環境対応車普及戦略」（2010 年 3月）における環境

対応車の普及目標によれば、環境対応車の保有率は 2020 年が 20％、2050 年が 90％となっ

ている。この 2020 年から 2050 年までの環境対応車の保有率が一定のペースで増加すると

想定すると、2030 年の環境対応車の保有率は 43％程度となる。 

 

表 3.4-1 環境対応車の普及目標 

（左：2020 年、中：2050 年 FCV 見込まず、右：2050 年 FCV 見込む） 

 
 
 
 
 
 

※出典：環境対応車普及方策検討会「環境対応車普及戦略」、2010 年 3 月 

 
 
 
 
 
 
 

図 3.4-1 環境対応車の保有率の推計 

 
ハイブリッド車（プリウス）のプロトタイプの発表は 1995 年、販売開始が 1997 年であ

る。販売 15 年後の 2012 年段階でのハイブリッドの普及率は車両全体の３％未満、新車販

売台数に占める比率は 20％程度となっている。また、ＦＣＶ（燃料電池車）の 2030 年にお

ける販売台数比率が３％とされている（経済産業省「新たなエネルギー産業研究会燃料電

池分科会報告書」2011 年 7 月、p.23 より）。 

ＣＮＦ車はＦＣＶのように新たなインフラ整備等は不要であることを考えた場合、ＣＮ

Ｆ使用車の新車販売台数に占める比率は、以下のように想定される。 

・2020 年：商用車販売開始 

・2030 年：新車販売台数の 20～40％程度（2020 年から逓増すると仮定） 

さらに、乗用車の買い換えサイクルを 10 年間とした場合、新車販売数に占めるＣＮＦ車

の販売比率を 20％・30％・40％の 3ケースで推計した結果、2030 年に 11.4～22.9％と想定

される（表 3.4-2 参照）。 

販売 保有

EV 470 1,780

EV 200 720
HV 1,120 8,540
PHV 390 1,350
クリーンディーゼル 10 80

EV 0 0
HV 80 220
NGV 60 190
クリーンディーゼル 180 1,340

環境対応車計 2,500 14,220
環境対応車シェア(%) 51 20

軽乗用車・トラック

小型・普通乗用車

トラック・バス

販売 保有

EV 1,600 22,250

EV 400 5,560
HV 460 11,600
PHV 880 11,600
クリーンディーゼル 0 0

EV 50 290
HV 70 1,400
NGV 70 1,290
クリーンディーゼル 0 900

環境対応車計 3,870 57,700
環境対応車シェア(%) 90 90

軽乗用車・トラック

小型・普通乗用車

トラック・バス

販売 保有

EV 1,600 22,250

EV 400 5,560
HV 710 13,130
PHV 880 11,600
クリーンディーゼル 0 50

EV 50 290
HV 70 1,400
NGV 70 1,290
クリーンディーゼル 70 1,600

環境対応車計 3,860 57,180
環境対応車シェア(%) 90 90
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＜CNF新車販売比率：2030年20%の場合＞ ⇒2030年末のCNF車普及率は11.43%

年度 買換比率 CNF新車率 自動車区分 新車の割合 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年
2020年 10% 1.0% CNF車 0.10% 0.10% 0.10% 0.10% 0.10% 0.10% 0.10% 0.10% 0.10% 0.10% 0.10% 0.10%

非CNF車 9.90% 9.90% 9.90% 9.90% 9.90% 9.90% 9.90% 9.90% 9.90% 9.90% 9.90% 9.90%
2021年 10% 2.9% CNF車 0.29% 0.29% 0.29% 0.29% 0.29% 0.29% 0.29% 0.29% 0.29% 0.29% 0.29%

非CNF車 9.71% 10.00% 9.71% 9.71% 9.71% 9.71% 9.71% 9.71% 9.71% 9.71% 9.71% 9.71%
2022年 10% 4.8% CNF車 0.48% 0.48% 0.48% 0.48% 0.48% 0.48% 0.48% 0.48% 0.48% 0.48%

非CNF車 9.52% 10.00% 10.00% 9.52% 9.52% 9.52% 9.52% 9.52% 9.52% 9.52% 9.52% 9.52%
2023年 10% 6.7% CNF車 0.67% 0.67% 0.67% 0.67% 0.67% 0.67% 0.67% 0.67% 0.67%

非CNF車 9.33% 10.00% 10.00% 10.00% 9.33% 9.33% 9.33% 9.33% 9.33% 9.33% 9.33% 9.33%
2024年 10% 8.6% CNF車 0.86% 0.86% 0.86% 0.86% 0.86% 0.86% 0.86% 0.86%

非CNF車 9.14% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 9.14% 9.14% 9.14% 9.14% 9.14% 9.14% 9.14%
2025年 10% 10.5% CNF車 1.05% 1.05% 1.05% 1.05% 1.05% 1.05% 1.05%

非CNF車 8.95% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 8.95% 8.95% 8.95% 8.95% 8.95% 8.95%
2026年 10% 12.4% CNF車 1.24% 1.24% 1.24% 1.24% 1.24% 1.24%

非CNF車 8.76% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 8.76% 8.76% 8.76% 8.76% 8.76%
2027年 10% 14.3% CNF車 1.43% 1.43% 1.43% 1.43% 1.43%

非CNF車 8.57% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 8.57% 8.57% 8.57% 8.57%
2028年 10% 16.2% CNF車 1.62% 1.62% 1.62% 1.62%

非CNF車 8.38% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 8.38% 8.38% 8.38%
2029年 10% 18.1% CNF車 1.81% 1.81% 1.81%

非CNF車 8.19% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 8.19% 8.19%
2030年 10% 20.0% CNF車 2.00% 2.00%

非CNF車 8.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 8.00%

100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00%
CNF車 0.10% 0.38% 0.86% 1.52% 2.38% 3.43% 4.67% 6.10% 7.71% 9.52% 11.43%
非CNF車 99.90% 99.62% 99.14% 98.48% 97.62% 96.57% 95.33% 93.90% 92.29% 90.48% 88.57%

＜CNF新車販売比率：2030年30%の場合＞ ⇒2030年末の普及率は17.14%

年度 買換比率 CNF新車率 自動車区分 新車の割合 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年
2020年 10% 1.4% CNF車 0.14% 0.14% 0.14% 0.14% 0.14% 0.14% 0.14% 0.14% 0.14% 0.14% 0.14% 0.14%

非CNF車 9.86% 9.86% 9.86% 9.86% 9.86% 9.86% 9.86% 9.86% 9.86% 9.86% 9.86% 9.86%
2021年 10% 4.3% CNF車 0.43% 0.43% 0.43% 0.43% 0.43% 0.43% 0.43% 0.43% 0.43% 0.43% 0.43%

非CNF車 9.57% 10.00% 9.57% 9.57% 9.57% 9.57% 9.57% 9.57% 9.57% 9.57% 9.57% 9.57%
2022年 10% 7.1% CNF車 0.71% 0.71% 0.71% 0.71% 0.71% 0.71% 0.71% 0.71% 0.71% 0.71%

非CNF車 9.29% 10.00% 10.00% 9.29% 9.29% 9.29% 9.29% 9.29% 9.29% 9.29% 9.29% 9.29%
2023年 10% 10.0% CNF車 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00%

非CNF車 9.00% 10.00% 10.00% 10.00% 9.00% 9.00% 9.00% 9.00% 9.00% 9.00% 9.00% 9.00%
2024年 10% 12.9% CNF車 1.29% 1.29% 1.29% 1.29% 1.29% 1.29% 1.29% 1.29%

非CNF車 8.71% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 8.71% 8.71% 8.71% 8.71% 8.71% 8.71% 8.71%
2025年 10% 15.7% CNF車 1.57% 1.57% 1.57% 1.57% 1.57% 1.57% 1.57%

非CNF車 8.43% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 8.43% 8.43% 8.43% 8.43% 8.43% 8.43%
2026年 10% 18.6% CNF車 1.86% 1.86% 1.86% 1.86% 1.86% 1.86%

非CNF車 8.14% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 8.14% 8.14% 8.14% 8.14% 8.14%
2027年 10% 21.4% CNF車 2.14% 2.14% 2.14% 2.14% 2.14%

非CNF車 7.86% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 7.86% 7.86% 7.86% 7.86%
2028年 10% 24.3% CNF車 2.43% 2.43% 2.43% 2.43%

非CNF車 7.57% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 7.57% 7.57% 7.57%
2029年 10% 27.1% CNF車 2.71% 2.71% 2.71%

非CNF車 7.29% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 7.29% 7.29%
2030年 10% 30.0% CNF車 3.00% 3.00%

非CNF車 7.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 7.00%

100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00%
CNF車 0.14% 0.57% 1.29% 2.29% 3.57% 5.14% 7.00% 9.14% 11.57% 14.29% 17.14%
非CNF車 99.86% 99.43% 98.71% 97.71% 96.43% 94.86% 93.00% 90.86% 88.43% 85.71% 82.86%

＜CNF新車販売比率：2030年40%の場合＞ ⇒2030年末の普及率は22.86%

年度 買換比率 CNF新車率 自動車区分 新車の割合 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年
2020年 10% 1.9% CNF車 0.19% 0.19% 0.19% 0.19% 0.19% 0.19% 0.19% 0.19% 0.19% 0.19% 0.19% 0.19%

非CNF車 9.81% 9.81% 9.81% 9.81% 9.81% 9.81% 9.81% 9.81% 9.81% 9.81% 9.81% 9.81%
2021年 10% 5.7% CNF車 0.57% 0.57% 0.57% 0.57% 0.57% 0.57% 0.57% 0.57% 0.57% 0.57% 0.57%

非CNF車 9.43% 10.00% 9.43% 9.43% 9.43% 9.43% 9.43% 9.43% 9.43% 9.43% 9.43% 9.43%
2022年 10% 9.5% CNF車 0.95% 0.95% 0.95% 0.95% 0.95% 0.95% 0.95% 0.95% 0.95% 0.95%

非CNF車 9.05% 10.00% 10.00% 9.05% 9.05% 9.05% 9.05% 9.05% 9.05% 9.05% 9.05% 9.05%
2023年 10% 13.3% CNF車 1.33% 1.33% 1.33% 1.33% 1.33% 1.33% 1.33% 1.33% 1.33%

非CNF車 8.67% 10.00% 10.00% 10.00% 8.67% 8.67% 8.67% 8.67% 8.67% 8.67% 8.67% 8.67%
2024年 10% 17.1% CNF車 1.71% 1.71% 1.71% 1.71% 1.71% 1.71% 1.71% 1.71%

非CNF車 8.29% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 8.29% 8.29% 8.29% 8.29% 8.29% 8.29% 8.29%
2025年 10% 21.0% CNF車 2.10% 2.10% 2.10% 2.10% 2.10% 2.10% 2.10%

非CNF車 7.90% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 7.90% 7.90% 7.90% 7.90% 7.90% 7.90%
2026年 10% 24.8% CNF車 2.48% 2.48% 2.48% 2.48% 2.48% 2.48%

非CNF車 7.52% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 7.52% 7.52% 7.52% 7.52% 7.52%
2027年 10% 28.6% CNF車 2.86% 2.86% 2.86% 2.86% 2.86%

非CNF車 7.14% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 7.14% 7.14% 7.14% 7.14%
2028年 10% 32.4% CNF車 3.24% 3.24% 3.24% 3.24%

非CNF車 6.76% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 6.76% 6.76% 6.76%
2029年 10% 36.2% CNF車 3.62% 3.62% 3.62%

非CNF車 6.38% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 6.38% 6.38%
2030年 10% 40.0% CNF車 4.00% 4.00%

非CNF車 6.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 6.00%

100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00%
CNF車 0.19% 0.76% 1.71% 3.05% 4.76% 6.86% 9.33% 12.19% 15.43% 19.05% 22.86%
非CNF車 99.81% 99.24% 98.29% 96.95% 95.24% 93.14% 90.67% 87.81% 84.57% 80.95% 77.14%

表 3.4-2 新車販売比率（20%・30%・40%）における 2030 年の普及率の推計 
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樹脂素材

その他

金属素材

内装材・外装材の既存樹脂素材
は限りなく代替
• PP,PA素材を使用する部位は限りなく

CNF複合材で代替
• 薄肉化による軽量化を実現

タイヤ、ガラス等
• タイヤをCNFを用いたカラータイヤへ
• ガラスをCNFにより強化
• 透明性を生かした部材の活用

外板（ドア等）を代替。可能であ
ればボディー、エンジン、構造部
材へ
• 金属部材より比重が小さいことを生かす
• 強度と耐熱性を見極める必要あり

 

3.4.3 2020 年及び 2030 年の実現目標設定 

以上を踏まえ、2020 年及び 2030 年の実現目標を以下のとおり設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年の完成目標とする技術コンセプトカーは、軽量化効果等を見せるＣＮＦを活用し

た環境配慮型自動車とし、そのイメージを図 3.4-2 に示す。また、技術コンセプトカーは、

2020 年以降の本格生産を見据え、以下の６要件を満たすものとする。 

1)走行段階のＣＯ２削減効果が 10％以上 

（うち軽量化による走行段階のＣＯ２削減効果が 7%以上） 

2)部材リサイクルや長寿命化によりライフサイクル全体でのＣＯ２削減に寄与 

3)テストコースを走行可能 

4)各種試験結果を検証可能 

5)ＣＯ２排出量の測定（カタログ燃費データ取得）が可能 

6)一般消費者も興味を持つようなコンセプトの設定 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

図 3.4-2 2020 年の完成目標とするＣＮＦ技術コンセプトカーのイメージ 

 

2020 年における実現目標 

○定性目標：CNF 技術コンセプトカーの完成 

走行段階の CO2 削減効果が 10％以上であること 

（うち軽量化による走行段階の CO2 削減効果が７％以上であること） 

2030 年における実現目標 

○定性目標：「環境にやさしい CNF 車」という概念が広く国民に浸透している社会 

○定量目標：①走行段階の CO2 削減効果が 10%以上の CNF 車の商用化 

      （うち軽量化による走行段階の CO2 削減効果が７％以上であること） 

②新車販売台数の 40%以上が CNF 使用車（普及率換算で 22.9%相当） 
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2020年 10% 1.9% 0.5% CNF車 0.19% 0.19% 0.19% 0.19% 0.19% 0.19% 0.19% 0.19% 0.19% 0.19% 0.19% 0.19%
非CNF車 9.81% 9.81% 9.81% 9.81% 9.81% 9.81% 9.81% 9.81% 9.81% 9.81% 9.81% 9.81%

2021年 10% 5.7% 1.5% CNF車 0.57% 0.56% 0.56% 0.56% 0.56% 0.56% 0.56% 0.56% 0.56% 0.56% 0.56%
非CNF車 9.43% 10.00% 9.43% 9.43% 9.43% 9.43% 9.43% 9.43% 9.43% 9.43% 9.43% 9.43%

2022年 10% 9.5% 2.4% CNF車 0.95% 0.93% 0.93% 0.93% 0.93% 0.93% 0.93% 0.93% 0.93% 0.93%
非CNF車 9.05% 10.00% 10.00% 9.05% 9.05% 9.05% 9.05% 9.05% 9.05% 9.05% 9.05% 9.05%

2023年 10% 13.3% 3.4% CNF車 1.33% 1.29% 1.29% 1.29% 1.29% 1.29% 1.29% 1.29% 1.29%
非CNF車 8.67% 10.00% 10.00% 10.00% 8.67% 8.67% 8.67% 8.67% 8.67% 8.67% 8.67% 8.67%

2024年 10% 17.1% 4.3% CNF車 1.71% 1.64% 1.64% 1.64% 1.64% 1.64% 1.64% 1.64%
非CNF車 8.29% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 8.29% 8.29% 8.29% 8.29% 8.29% 8.29% 8.29%

2025年 10% 21.0% 5.3% CNF車 2.10% 1.99% 1.99% 1.99% 1.99% 1.99% 1.99%
非CNF車 7.90% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 7.90% 7.90% 7.90% 7.90% 7.90% 7.90%

2026年 10% 24.8% 6.2% CNF車 2.48% 2.32% 2.32% 2.32% 2.32% 2.32%
非CNF車 7.52% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 7.52% 7.52% 7.52% 7.52% 7.52%

2027年 10% 28.6% 7.2% CNF車 2.86% 2.65% 2.65% 2.65% 2.65%
非CNF車 7.14% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 7.14% 7.14% 7.14% 7.14%

2028年 10% 32.4% 8.1% CNF車 3.24% 2.98% 2.98% 2.98%
非CNF車 6.76% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 6.76% 6.76% 6.76%

2029年 10% 36.2% 9.1% CNF車 3.62% 3.29% 3.29%
非CNF車 6.38% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 6.38% 6.38%

2030年 10% 40.0% 10.0% CNF車 4.00% 3.60%
非CNF車 6.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 10.00% 6.00%

99.999% 99.99% 99.97% 99.92% 99.85% 99.74% 99.59% 99.38% 99.12% 98.79% 98 .39%
0.19% 0.75% 1.68% 2.97% 4.61% 6.60% 8.92% 11.57% 14.55% 17.84% 21.25%

99.81% 99.24% 98.29% 96.95% 95.24% 93.14% 90.67% 87.81% 84.57% 80.95% 77.14%
0.00% 0.01% 0.03% 0.08% 0.15% 0.26% 0.41% 0.62% 0.88% 1.21% 1.61%CNF車によるCO2削減効果

2026年 2027年 2028年 2029年2025年 2030年

CO2排出量（全車）
CO2排出量（CNF車のみ）

CO2排出量（非CNF車のみ）

2024年年度
CNF新車
のCO2
削減率

自動車区分
新車の
割合

2020年 2021年
新車の

CNF車率
買換
比率

2023年2022年

3.4.4 2030 年目標実現時のＣＯ２削減効果（走行段階）の試算 

目標実現時のＣＯ２削減効果（走行段階）について、2030 年の新車販売比率を最大の 40％

とした場合を試算する。試算は、乗用車の買い換えサイクル 10年間を前提とし、各年のＣ

ＮＦ車・非ＣＮＦ車の割合を積み上げることによって行った。 

試算結果を表 3.4-3 に示す。2030 年の乗用車の使用段階でのＣＯ２削減効果は 1.61％と

試算される。この場合のＣＯ２削減量は全国で年間 113.3 万トンに相当する。 

この時点は約束草案の目標年次となっているため、ＣＮＦ車が社会に一定程度浸透し、

ＣＯ２削減のための有力な対策として認識され、実施・展開されることが重要と考えられる。 

 

表 3.4-3 2030 年の新車販売比率を 40%とした場合のＣＯ２削減効果の試算結果 
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第 4 章 2020 年における実現対象部位の特定  

 

 本業務では、2020 年までにＣＮＦ強化樹脂を導入することが可能で、かつ、エネルギー

起源ＣＯ２削減が期待され、ＣＮＦの物性を活かすことができる自動車部位を検討した。そ

の検討結果を本章にて概説する。 

 実施概要を以下に示す。 

  

 ＜2020 年における実現対象部位の特定」の実施概要＞ 

（１）技術コンセプトカーの概念の明確化 

2020 年における実現対象部位の特定の前提として、環境省としてＣＮＦの自動車部材へ

活用する意義を整理した。 
 
（２）検討対象部位候補の選定 

自動車は、２～３万点の部品で構成されている。しかし、各部品は複数が一体となって

一部位を形成しているのであって、全部品について個別に検討することは効率的ではない。

よって文献調査に基づき、自動車の主要と考えられる部位を抽出・整理した。また同様に、

自動車車両全体のうちに、占める割合が多い部材を、主要部材として整理した。 

 

（３）主要部位の部材の調査 

文献調査を実施し、（２）に抽出した部位に、主に利用されている部材を調査した。 

 

（４）部位・部材別の要求性能の整理 

文献調査、ヒアリング調査を通じ、（２）（３）にて選定した部位・部材に対し、どのよ

うな性能が求められるかを整理した。 

 

（５）部位・部材別の適用可能性評価 

上記複数の評価指標を設け、（２）で特定した部位毎に評点をつけた。またこれらの部位

にＣＮＦが利用された場合、どの程度の軽量化効果があるかを検討した。 

 

（６）対象部位の特定 

上記（５）の評価結果をもとに、多面的な検討を行った。 
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4.1 技術コンセプトカーの概念の明確化 

自動車における適応可能部位の選定、並びに、2020 年におけるコンセプトを打ち出す前

に、ＣＮＦの自動車部材への適応の意義を再認識する必要がある。まずはじめに、環境省

としてのＣＮＦの自動車部材への適応の意義を整理した。 

 

  
 

図 4.1-1 ＣＮＦの特徴と自動車における活用の意義 

 

環境省がＣＮＦを自動車部材に活用する意義としては、走行時におけるＣＯ２削減が第一

に挙げられる。次に、バイオマス素材でありＬＣＡ的にも低炭素である可能性があり、そ

の点も評価すべき点である。また、広くＣＮＦカーが普及するためには、ＣＮＦの素材特

性を生かし、より魅力的な自動車を製造する必要があると考えられる。よって、ＣＮＦの

素材と特性を生かし、消費者の利便性が向上する、例えば安全性や、快適性が向上する等

の付加価値を訴求すべきであると考える。 

上記を踏まえ、コンセプトカーの概念を整理した結果を図 4.1-2～3に示す。ＣＮＦを最

大限活用し、走行時のＣＯ２削減と、低炭素素材の利点を訴求しつつ、一般消費者に受け入

れやすい、広く普及するＣＮＦ素材特性に基づく利便性の向上を図っていくことが求めら

れる。 

CNFの特徴と自動車での意義

低炭素素材

素材特性に
よる利便性

向上

走行時の
CO2削減

バイオマス由来の素材であり、低炭素化可能
• 原材料は、バイオマス由来（木材等）

• 利用段階で、軽量化可能（金属素材より軽く、樹脂素材より硬
い）

• LCAでの低炭素化の可能性あり

引張強度や弾性率が高い、また単体では透明
• CNF単体で強化剤、金属部材。樹脂部材より引張強度が高い
• 同じく、強化剤、樹脂部材より弾性率が高い
• 他にも特徴（透明等）を持ちCFPR等の新素材との差別化要因と

なりえる

金属素材より軽量かつ、主要なフィラーより軽
量
• 金属部材より比重が小さい
• 主要なフィラーより比重が小さい

1

2

3

自動車の製造段階まで踏まえた
低炭素が可能
「素材がエコ（低炭素）」

自動車の走行時での燃費改善、
並びに、CO2排出量の削減が
可能
「走行時もエコ（低炭素）」

走行時の利便性向上（安全性・
快適性）が可能
「CNFの特有機能による利便性向上」
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図 4.1-2 自動車部材へのＣＮＦ適用のイメージ 

 

 

図 4.1-3 ＣＮＦコンセプトカーのイメージ（再掲） 
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4.2 検討対象部位の選定 

自動車部品は２～３万点存在するといわれ、その点数は、自動車メーカー、車種によっ

て異なる。また、各部品は複数が一体となって一部位を形成しているのであって、全部品

について個別に検討することは効率的ではない。本検討では、はじめに、自動車のうち、

主要と考えられる部位を特定するための文献調査を行った。調査対象とした文献を巻末資

料１示す。 

その結果、抽出された主要部位を表 4.2-1 に示す。これらの部位の総重量は、平均的な

乗用車重量 1,200kg の６割を占める。 

なお、上記の過程で、調査文献に記載があった部位・部材をまとめた結果を巻末資料２

に示す。 
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表 4.2-1 自動車の主要部位とその重量 

対象部品 重量 
メインボディ メインボディ（モノコックボディ） 

260.7kg 
サブフレーム 

ボディ周辺（外装・外板） 

外装（エアロパーツ、ボディー周辺部品他） 10kg 付近 
バックドア 約 30kg 
ドアトリム・アームレスト 

約 50kg サイドドア 
ボンネット 
ルーフ 5.6kg 
フェンダー  

バンパーフェース・リーンフォースメント 13kg 
エンジン部材 エンジン本体 141.4kg 

エンジン補機・カバー・バン 11.7kg 
構造部材 オートマチックミッション 70.7kg 

フロントサスペンション 59.6kg 

内装材 
シート 

45kg 
シートフレーム 
インスツルメントパネル 7.1kg 
フロア周辺 14.8kg 

電装材 ワイヤーハーネス 約 3.4kg 
タイヤ タイヤ 32kg 
窓ガラス 窓ガラス 33.2kg 
出典：巻末資料 2参照 
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4.3 主要部位の部材の調査 

前項にて抽出した部位における、主に利用されている部材の構成材料について文献調査

を実施した。調査対象とした文献を巻末資料１に示す。その結果を図 4.3-1～2 及び表 4.3-1

に示す。 

自動車部材のうち、もっとも利用されているものは、鋼鉄であり、次がアルミである。

樹脂は全体の１割弱の占めるのみであり（図 4.3-1）、樹脂部材の中では、ＰＰ（ポリプロ

ピレン）が約４割を占める（図 4.3-2）。  

その結果を表 4.3-1 に示す。 

 

 
図 4.3-1 主要部材（全体）の総重量に占める割合 

 

 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

1973年 1980年 1992年 2001年 2011年

鉄 アルミ 樹脂 その他

出典：関口常久（日本大学）,「軽量化のための非鉄金属の適用方法―特集 部材軽量化に挑戦するアルミニウム鍛造技
術―」,素形材 53 巻 8 号 P.2-11,2012 年 8 月 



34 

 

図 4.3-2 主要部材（樹脂のみ）の総重量に占める割合 

  

素材名
1台あたり

使用量（kg）

全合計に対

する割合（%）

汎用

PP 61.5 42.7

ABS 10.5 7.3

PVC 4.5 3.1

PMMA 1.3 0.9

汎用合計 77.8 54.0

エンプラ

PC 6.5 4.5

PBT 3.5 2.4

M-PPE 1.7 1.2

POM 4.2 2.9

GF-PET 0.7 0.5

PA6 6.2 4.3

PA66 7.2 5.0

エンプラ合計 30.0 20.8

スーパー
エンプラ

PA11/PA12 0.6 0.4

PA6T/PA9T 0.4 0.3

PPS 0.8 0.6

SP 0.08 0.1

LCP 0.03 0.02

フッ素樹脂 0.2 0.1

スーパーエンプラ合計 2.1 1.5

素材名
1台あたり

使用量（kg）

全合計に対

する割合（%）

エラストマ

TPO 3.3 2.3

TPS 0.4 0.3

TPU 0.7 0.5

TPC 1.4 1.0

TPVC 0.3 0.2

エラストマ合計 6.1 4.2

熱硬化性
樹脂

エポキシ樹脂 3 2.1

ポリウレタン(PUR) 13.3 9.2

シリコン 0.1 0.1

フェノール樹脂 2.7 1.9

不飽和ポリエステル
(SMC/BMC)

8.9 6.2

熱硬化性樹脂合計 28.0 19.4

バイオプラ 0.03 0.02

CFRP 0.03 0.02

全合計 144.1 100.0

：樹脂材料投入量が5kg以上

出典：富士経済「2012EV・HEV プラスチック市場の現状と将来展望」2012 年 1 月 
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表 4.3-1 主要部位の主要部材 

対象部位 主要部材 
メインボディ メインボディ（モノコックボディ） 金属部材 

サブフレーム 金属部材 

ボディ周辺（外装・外板） 

外装（エアロパーツ、ボディー周辺部品他） 樹脂部材多数 
バックドア 金属部材 
ドアトリム・アームレスト 樹脂部材 
サイドドア 金属部材 
ボンネット 金属部材 
ルーフ 樹脂部材・ガラス 
フェンダー 樹脂部材 
バンパーフェース・リーンフォースメント 樹脂部材 

エンジン部材 エンジン本体 金属部材 
エンジン補機・カバー・バン 樹脂部材多数 

構造部材 オートマチックミッション 金属部材 
フロントサスペンション 金属部材 

内装材 
シート 樹脂部材多数 
シートフレーム 金属部材 
インスツルメントパネル 樹脂部材 
フロア周辺 樹脂部材 

電装材 ワイヤーハーネス 樹脂部材 
タイヤ タイヤ ゴム 
窓ガラス 窓ガラス ガラス 
出典：巻末資料 2参照 
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4.4 部位・部材別の要求性能の整理 

 前項と前々項にて抽出した部位・部材について、求められる物性等の要求性能を整理し

た。最初に文献調査を行い、その後ヒアリング調査によってその情報を補完・精緻化した。 

 （１）文献調査 

 調査対象とした文献を巻末資料１に示す。 

 その結果、得られた部位・部材別の要求性能を図 4.4-1～10 に示す。 

 

 

 

 

図 4.4-1 部位ごとの主要部材及び要求性能（メインボディ） 

 

 

 

図 4.4-2 部位ごとの主要部材及び要求性能（エンジン） 

  

メインボディの要求性能

指標 物性値

比重 7.8

引張強度（MPa） 400

曲げ強度（MPa） N/A

弾性率（MPa） 206

衝撃強度（Izod, kJ/m3） N/A

【定性的要求性能】※1

【メインボディ部材：鋼板の要求性能】※2

• 張り剛性
• 耐デント性※
• 成形性
• 軽量化

エンジンの要求性能

指標 物性値

比重 2.7

引張強度（MPa） 300

曲げ強度（MPa） N/A

弾性率（MPa） 72

【定性的要求性能】※1
【エンジン部材：アルミの要求性能】※2• 耐摩耗性

• 耐寒性
• 耐油性
• 耐熱性
• 高い剛性
• 小型化
• 軽量化
• 高い冷却性能
• 耐久性
• 塗膜金属接着性
• 金属非固着性
• 耐久性
• 低動倍率
• 耐ヘタリ性
• 疲労耐久性

出典 
※1 巻末資料 2 参照 
※2 ラブノーツ Web ページ（http://www.labnotes.jp） 

※2 

出典 
※1 巻末資料 2 参照 

※2 ラブノーツ Web ページ（http://www.labnotes.jp） 
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図 4.4-3 部位ごとの主要部材及び要求性能（ドア・前後フード） 

 

 

 

 

図 4.4-4 部位ごとの主要部材及び要求性能（オートマチックミッション） 

  

ドア＋前後フード要求性能

指標 物性値

比重 7.8

引張強度（MPa） 400

曲げ強度（MPa） N/A

弾性率（GPa） 206

衝撃強度（Izod, kJ/m3） N/A

線膨張係数(×10-5/K) 237

【定性的要求性能】※1

【ドア＋前後フード部材：鋼板の要求性能】
※2

• 複雑な形状に耐え
うる成形性

• ささくれたり割れた
りしない弾性

• 外観の美しさ

オートマチックミッションの
要求性能

指標 物性値

比重 2.7

引張強度（MPa） 300

曲げ強度（MPa） N/A

弾性率（GPa） 72

線膨張係数(×10-5/K) 237

【定性的要求性能】※1

【オートマチックミッション部材：
アルミの要求性能】※2

• 文献調査では確認
できず

出典 

※1 巻末資料 2 参照 
※2 ラブノーツ Web ページ（http://www.labnotes.jp） 

出典 
※1 巻末資料 2 参照 
※2 ラブノーツ Web ページ（http://www.labnotes.jp） 
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図 4.4-5 部位ごとの主要部材及び要求性能（フロントサスペンション） 

 

 

 

 

 

図 4.4-6 部位ごとの主要部材及び要求性能（バンパー） 

 

  

指標 物性値

比重 2.7

引張強度（MPa） 300

曲げ強度（MPa） N/A

弾性率（GPa） 72

衝撃強度（Izod, kJ/m3） N/A

【フロントサスペンション部材：
アルミの要求性能】※2

フロントサスペンションの
要求性能

【定性的要求性能】※1
• 部材剛性
• 耐久強度

バンパーの要求性能

【定性的要求性能】※1

【バンパー部材：PP+GFの要求性能】※2

• 耐衝撃性
• 高剛性
• 軽量性
• 塗装製
• リサイクル性

指標 物性値

比重 1.12

引張強度（MPa） 142

曲げ強度（MPa） 147

弾性率（GPa） 5.8

衝撃強度（Izod, kJ/m3） 25

MFR(g/10min) 4

出典 

※1 巻末資料 2 参照 
※2 住友化学スミストラン PG3013（PP+GF30%）参照 
ただし MFR はダイセルポリマー社ダイセル PP(PP+GF30%)を引用 
化学工業日報社「2016 年版プラスチック成型材料商取引便覧」 

出典 
※1 巻末資料 2 参照 
※2 ラブノーツ Web ページ（http://www.labnotes.jp） 
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図 4.4-7 部位ごとの主要部材及び要求性能（ボディ周辺） 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-8 部位ごとの主要部材及び要求性能（インスツルメントパネル） 

  

ボディ周辺部品の要求性能

【ボディ周辺部材：PP＋タルクの要求性能】※2

【定性的要求性能】※1
• 低線膨張係数
• 剛性（タルク入りPPで

対応できる程度）

指標 物性値

比重 1.11

引張強度（MPa） 25

曲げ強度（MPa） 40

弾性率（GPa） 3

衝撃強度（Izod, kJ/m3） N/A

インスツルメントパネルの
要求性能

【インツルメントパネル部材：PP+GFの要求性能】※2

• 安全性
• 意匠性
• 流動性
• 光沢性
• 耐熱性
• 耐衝撃性
• 割れないこと
• 高剛性

【定性的要求性能】※1

指標 物性値

比重 1.12

引張強度（MPa） 142

曲げ強度（MPa） 147

弾性率（GPa） 5.8

衝撃強度（Izod, kJ/m3） 25

MFR(g/10min) 4

出典 
※1 巻末資料 2 参照 
※2 ダイセルポリマー社ダイセルＰＰ ＰＴ6ＮＩ（PP+GF30%） 
化学工業日報社「2016 年版プラスチック成型材料商取引便覧」 

出典 

※1 巻末資料 2 参照 
※2 住友化学スミストラン PG3013（PP+GF30%）参照、 
ただし MFR はダイセルポリマー社ダイセル PP(PP+GF30%)を引用 
化学工業日報社「2016 年版プラスチック成型材料商取引便覧」 
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図 4.4-9 部位ごとの主要部材及び要求性能（ドア周辺） 

 

 

 

 

図 4.4-10 部位ごとの主要部材及び要求性能（シート） 

 

  

ドア周辺部品の要求性能

【ドア周辺部材： PP＋タルクの要求性能】※2

• 複雑な形状に耐え
うる成形性

【定性的要求性能】※1

指標 物性値

比重 1.11

引張強度（MPa） 25

曲げ強度（MPa） 40

弾性率（GPa） 3

衝撃強度（Izod, kJ/m3） N/A

シートの要求性能

【シート部材：PPの要求性能】※2
• クッション性
• 難燃性
• 耐衝撃吸収性
• 快適性
• 高強度
• 安全性
• 意匠性
• 成形性
• 吸湿性
• 耐化学薬品性

【定性的要求性能】※1

指標 物性値

比重 0.9～0.91

引張強度（MPa） 29.4～38.22

曲げ強度（MPa） 41.16～54.9

弾性率（MPa） 1.08~1.5

衝撃強度（Izod, kJ/m3） 2.9~7.8

出典 
※1 巻末資料 2 参照、ヒアリング 
※2 ダイセルポリマー社ダイセルＰＰ ＰＴ6ＮＩ（PP+GF30%） 
化学工業日報社「2016 年版プラスチック成型材料商取引便覧」 

出典 

※1 巻末資料 2 参照 
※2 化学工業日報社「2016 年版プラスチック成型材料商取引便覧」 
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（２）ヒアリング調査 

文献調査で得られた結果をもとに、自動車メーカー、自動車部品メーカー、部材メーカ

ー、素材メーカー、自動車エンジニアリング会社にヒアリング調査を行った。ヒアリング

調査では、自動車部位・部品ごとの要求性能に加え、以下の項目について聞き取りを行っ

た。 

 ＣＮＦに対する取組状況 

 ＣＮＦの自動車部品への適用可能性 

 ＣＮＦのメリット・デメリット 

 ＣＮＦの自動車部品適用可能性 

 環境省のＣＮＦ事業への協力可能性 

  

4.5 部位・部材別の適用可能性評価 

 実現対象部位の特定にあたり、部位ごとに適用可能性を評価する評価指標を設定した。

設定した評価指標を表 4.5-1 に示す。 

 なお、本項に示す評価指標、評価結果は、自動車部品メーカー、樹脂メーカー、自動車エ

ンジニアリング会社、学識経験者が参加する「用途開発ターゲットＷＧ」（後述）において

検討を行い、得られた結果である。 

 



 

 

表 4.5-1 評価指標 

 

 

 

評価指標（案） 評価方法 配点 評価

走行時でのCO2削
減

1.軽量化効果 1-1.既存部材
○：1.0点
△：0.5点
×：0点

（例）
○：既存が主に金属部材
△：既存が樹脂、ガラス、ゴム
×：その他

低炭素素材 2.CNFの使用重量 2-1.重量
○：1.0点
△：0.5点
×：0点

（例）
○：50kg以上
△：30kg以上
×：30kg未満

素材特性による利
便性向上

3.独自の素材特性の
適応有無

3-1.（透明等の）
CNFの素材特性の適応有無

○：1.0点
△：0.5点
×：0点

（例）

○：素材特性の適応が有る

×：素材特性の適応が無い

3-2.
CNFのリサイクル性の適応有無

○であれば+0.5点
（例）

○：熱可塑性樹脂・ゴム＋CNFの利用が期待される部位

4 適用可能性

4-1.樹脂化の事例有無
（CNFの強度により、樹脂化が促
進される）

○1つにつき、+0.5点

（例）
○：過去に樹脂化事例ありの部位（現在は主流ではない）（バックドア等）
×：既存樹脂での製造が一般的な部位（バンパー）
△：樹脂化事例無し（もしくは一部）

4-2.（既存が鉄の場合）
樹脂材への適応可能性

（例）
○：樹脂化の可能性がある部位
△：樹脂化は現状困難な部位
×：将来にわたって（2020年にわたって）、樹脂化が困難であると想定される部
位

4-3.
設計変更によるCNF適応可能性

（例）
○：設計変更によりCNFの適用可能性がある部位
△：単純なCNF代替が可能な部位
×：将来にわたって（2020年にわたって）、樹脂化が困難であると想定される部
位

5. 強度以外の適合性 5-1.強度以外の課題（耐熱性等） ○であれば+0.5点

（例）

○：特に課題はない

×：課題がある

コ
ン
セ
プ
ト

実
現
可
能
性

22 
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 評価指標は、①コンセプトの観点及び②当該部位をＣＮＦで製造することの実現可能性

の観点より設定した。 

 

①コンセプト 

本事業においては、エネルギー起源ＣＯ２の削減が期待でき、ＣＮＦの物性が活かせる用

途として自動車部位への適用を検討していることを前提としている。よって評価指標とし

て以下の 3つを採用した。 

1)軽量化効果 

走行時のＣＯ２削減量は、当該部位の重量を基準に、ＣＮＦを適用することで、どの程

度の軽量化効果が応じて決まる。たとえば、金属の部位をＣＮＦ強化樹脂にて軽量化で

きれば、より多くの走行時ＣＯ２削減に寄与すると考えられる。その考え方より、当該部

位の既存部材が、主に金属であるか、主に樹脂・ガラス・ゴムであるかによって、それ

ぞれ 1点、0.5 点と評点をつけた。それ以外の部材で製造されている部位は 0点としてい

る。 

2)ＣＮＦの使用量 

ＣＮＦは植物由来のカーボンニュートラルな、低炭素素材である。そのようなＣＮＦ

の利用量を増やすためには、対象となる部位の重量が大きいほうがよいと考えられる。

すなわち、比重が同程度の金属でできた部位であれば、より重量が大きい部位のほうが

体積も大きく、ＣＮＦ強化樹脂にて製造する場合に、より多くの樹脂材が必要となるた

めである。その考え方より、既存の対象部位の「重量」が、50kg 以上であれば 1点、30kg

以上 50kg 未満であれば 0.5 点、30kg 未満であれば 0 点と評点をつけた。 

3)独自の素材特性の適応有無 

ＣＮＦには透明であること、染色が可能なこと等の特性がある。ヒアリング調査によ

って得られた特性を、図 4.5-1 に示す。これらの特性を活用することができる部位は 1

点、それ以外は 0点と評点をつけた。また、ヒアリング調査ではＣＮＦはリサイクル性

に長けていることもわかった。炭素繊維等の長繊維では複数回リサイクルを行うと、繊

維が裁断され強度等の物性が下がる。しかしＣＮＦはナノサイズの短繊維であるため裁

断による物性の下落が少ないためリサイクルに長けている。母材となる樹脂が熱可塑性

樹脂である場合、特にそのメリットが大きい。この特長を加点事由として考慮すべく、

将来的にＣＮＦ強化熱可塑性樹脂・ゴムによって製造される可能性が高い部位に 0.5 点

を加えた。 
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図 4.5-1  ＣＮＦの特徴と特性が活かせると考えられる部位例 
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②当該部位をＣＮＦで製造することの実現可能性 

 本事業においては、５年後にＣＮＦを使ったコンセプトカーを製作することを検討して

いる。よって①のようなコンセプト重視で部位を評価するとともに、ＣＮＦを当該部位に

採用できるか、その適用可能性も考慮に入れる必要がある。実現可能性を図る評価方法と

して以下３点を検討し、加点事由として考慮した。 

1)樹脂化の事例有無 

現時点では強度等の観点より金属等で製造されているものの、過去に樹脂化の事例が

ある部位については、ＣＮＦで強化された樹脂が適用される可能性が高いと考えられる。

よって該当する場合は、加点事由として、0.5 点を評点として加えた。 

2)既存部材が金属の部位における、樹脂材への適応可能性 

現時点で金属で製造されている部位には、樹脂では実現できない性能を要求している

箇所がある。たとえば衝撃強度を要求している箇所である。よって、ヒアリング調査を

通じ、金属製である必要性が比較的小さく部位には、加点事由として 0.5 点を加えた。 

3)設計変更によるＣＮＦ適用可能性 

従来のクルマの軽量化の取り組みにおいても、複数の部品をモジュール化して部位全

体として素材変更を検討することや、部品の形状変更を行い軽量化・素材変更を実現す

ることがあった。よって、設計変更によりＣＮＦを適用することが可能な部位について

は、加点事由として 0.5 点を加えた。 

 

ＣＮＦには、いくつかのデメリットがあり、これらが自動車への適用の障害となると懸

念されている。たとえば耐熱性が低いことや、水等の耐候性が低いこと、流動性が低く成

形性に劣る点である。現時点で、これらの懸念がない場合には、適用可能性が高くなると

考えられる。よって、加点事由として 0.5 点を加えた。 

 

上記の評価指標を用いて採点を行った結果を表 4.5-2 に示す。 
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表 4.5-2 評価結果 

 

 

対象部品 評点

軽量化効果 軽量化効果/CNF使用量 素材特性による利便性向上 実現可能性

1-1 既存部材 2-1.重量
3-1- CNFの素材特性の

適応有無
3-2 CNFのリサイクル性

の適応有無
4-1 樹脂化の事例有無

4-2 樹脂材への適応可能
性（強度）

4-3設計変更によるCNF
適応可能性

5.強度以外の課題（耐熱
性等）

メイン
ボディ

メインボディ（モノコックボディ） 4.0 ○
（金属部材）

○
（260.7kg）

○（※一部を透明等にす
る場合）

- ○
（有）

△
（衝撃強度の要検証）

○
（構造開発・部品削減）

×
（接合方法開発・疲労強度）

サブフレーム 2.5 ○
（金属部材）

×（それ以外） - ○
（有）

△
（衝撃強度の要検証）

×
×

（結合方法クリープ強度等）

ボディ
周辺
（外装・
外板）

外装（エアロパーツ、ボディー周辺
部品他）

1.0 △
（樹脂部材多数）

×
(10kg付近）

×
○

（PP+CNF）
× - △

×
（耐候性等）

バックドア 3.0 ○
（金属部材）

△
（約30kg) × - ○

（有）
○

○
（ブロー成形・一体化）

×
（耐候性等）

ドアトリム・アームレスト 2.0 △
（樹脂部材）

△
（約50ｋｇ）

○
（防臭、難燃性等活かす）

- × - △
×

（耐候性等）

サイドドア 3.5 ○
（金属部材）

×
○

（PP+CNF）
○

（有）
○

○
（ブロー成形・一体化）

×
（耐候性等）

ボンネット 2.5 ○
（金属部材）

×
○

（PP+CNF）
○

（有）
△

（衝撃強度の要検証）
○

（ブロー成形・一体化）
×

（耐候性等）

ルーフ 2.5 △
（樹脂部材・ガラス）

×
（5.6ｋｇ）

○
（透明にする）

○
（PC,PP＋CNF）

× - ○
（ブロー成形・一体化）

×
（耐候性等）

フェンダー 1.5 △
（樹脂部材）

× ×
○

（PP+CNF）
× - △

×
（耐候性等）

バンパーフェース・リーンフォースメ
ント

1.5 △
（樹脂部材）

×
（13kg) ×

○
（PP+CNF）

× - ○
（薄肉化）

×
（耐候性等）

エンジ
ン部材

エンジン本体 2.0（－）
○

（金属部材）
○

（141.4kg）
× - △

（一部品有）
△

（衝撃強度の要検証）
×

×（－）
（耐熱性）

エンジン補機・カバー・バン 2.0 △
（樹脂部材多数）

×
（11.7ｋｇ）

○
（高熱伝導率等活かす）

○
（PA+CNF）

× - △
×

（耐熱性）

構造部
材

オートマチックミッション 2.0 ○
（金属部材）

○
（70 .7kg）

× - △
（一部有・Dupont試作）

△
（衝撃強度の要検証）

×
×

（成形性）

フロントサスペンション 2.0 ○
（金属部材）

○
（59 .6kg）

× - △
（一部有・アウディ試作）

△
（衝撃強度の要検証）

×
×

（成形性）

内装材

シート 1.0 △
（樹脂部材多数） △

（45kg）

× - × - ×
×

（元がPRU)

シートフレーム 2.0 ○
（金属部材）

× - × - ○
（中空化一体成型）

×
（耐衝撃性）

インスツルメントパネル 2.5 △
（樹脂部材）

×
（7.1ｋｇ）

○
（防臭、着色性等活かす）

○
（PP+CNF）

× - ○
（一体化・部品削減）

×
（臭い）

フロア周辺 1.0 △
（樹脂部材）

×
（14.8.ｋｇ）

× - × - × ○

電装材 ワイヤーハーネス 0.5 △
（樹脂部材）

×
（約3.4ｋｇ）

× - × - ×
×

（成形性）

タイヤ タイヤ 2.5 △
（ゴム）

△
（32kg）

○
（着色性活かす）

○
（ゴム+CNF）

× - ×
×

（耐久性等）

窓ガラ
ス

窓ガラス 2.5 △
（ガラス）

△
（33.2kg）

○
（透明性等活かす）

○
（PC＋CNF）

△
（一部有）

- △
×

（耐候性等）
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上記の結果を踏まえ、これらの部位にＣＮＦが適用された場合にどの程度の軽量化効果

が見込まれるかについて、以下の３ケースを検討した。検討結果を表 4.5-3 に示す。  

 

 

ケース１：評点の高い順番にＣＮＦ強化樹脂の採用が行われるケース 

メインボディから始まり、オートマチックミッションまでに、ＣＮＦ強化

樹脂が採用された場合には、車両全体の約 20％の軽量化が可能となる。 

 

ケース２：原則として評点が高い部位から順にＣＮＦ強化樹脂の採用が進むものの、サ

ブフレームは対象外となるケース 

サブフレーム以外の主要な部位としてあげたすべての部位をＣＮＦ強化樹

脂で代替した場合でも、車両全体の約 18％の軽量化に留まる。 

 

ケース３：原則として評点が高い部位から順にＣＮＦ強化樹脂の採用が進むものの、サ

ブフレームを含むメインボディは対象外となるケース 

メインボディ以外の主要な部位としてあげたすべての部位をＣＮＦ強化樹

脂で代替した場合でも、車両全体の約 14％の軽量化に留まる。 
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表 4.5-3 軽量化効果を考慮した検討結果 

 

 

対象部品 評点
1-1 既存部

材
2-1.重量 既存部材

既存重量 CNF適用後重量 削減量 CASE①全部適用 CASE②サブフレーム除く CASE③メインボディ除く

部材重量
（kg)

（参考）
全体の割合

軽量化率
（%) CNF素材想定

CNF適用後の
重量(kg) 削減量（kg）

対総重量削
減率（%）

累計削減量
（kg)

類型削減率
（%)

累計削減量
（kg)

類型削減率
（%)

累計削減量
（kg)

類型削減率
（%)

メインボディ（モノコックボ
ディ）

4 ○ ○ 金属 78 6.4% -58%
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

32.8 45.2 4% 45.2 4% 45.2 4%

サイドドア 3.5 ○ 金属 20 1.6% -58%
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

8.4 11.6 1% 56.7 5% 56.7 5% 11.6 1%

バックドア 3 ○ △ 金属 30 2.5% -58%
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

12.6 17.4 1% 74.1 6% 74.1 6% 29.0 2%

サブフレーム 2.5 ○ 金属 182 15.0% -58%
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

76.6 105.4 9% 179.5 15%

ボンネット 2.5 ○ 金属 20 1.6% -58%
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

8.4 11.6 1% 191.1 16% 85.7 7% 40.5 3%

ルーフ 2.5 △ × 樹脂・ガラス 6 0.5% -29.4%
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

4.2 1.8 0% 192.8 16% 87.5 7% 42.3 4%

インスツルメントパネル 2.5 △ × 樹脂 7.1 0.6% -29.4%
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

5.0 2.1 0% 194.9 16% 89.5 7% 44.4 4%

タイヤ 2.5 △ △ ゴム 32 2.6% -20%
TEMPO-CNFゴム
複合材料

25.6 6.4 1% 201.3 17% 95.9 8% 50.8 4%

窓ガラス 2.5 △ △ ガラス 33.2 2.7% -5.0% リグノCNF 31.5 1.7 0% 203.0 17% 97.6 8% 52.4 4%

ドアトリム・アームレスト 2 △ △ 樹脂 10 0.8% -29.4%
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

7.1 2.9 0% 205.9 17% 100.5 8% 55.4 5%

エンジン補機・カバー・バ
ン

2 △ × 樹脂 11.7 1.0% -29.4%
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

8.3 3.4 0% 209.4 17% 104.0 9% 58.8 5%

オートマチックミッション 2 ○ ○ 金属 70.7 5.8% -58%
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

29.8 40.9 3% 250.3 21% 144.9 12% 99.8 8%

フロントサスペンション 2 ○ ○ 金属 59.6 4.9% -58%
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

25.1 34.5 3% 284.8 23% 179.4 15% 134.3 11%

シートフレーム 2 ○ 金属 40 3.3% -58%
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

16.8 23.2 2% 308.0 25% 202.6 17% 157.4 13%

フェンダー 1.5 △ × 樹脂 10 0.8% -29.4%
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

7.1 2.9 0% 310.9 26% 205.5 17% 160.4 13%

バンパーフェース・リーン
フォースメント

1.5 △ × 樹脂 13 1.1% -29.4%
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

9.2 3.8 0% 314.7 26% 209.3 17% 164.2 14%

外装（エアロパーツ、ボ
ディー周辺部品他）

1 △ × 樹脂 10 0.8% -29.4%
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

7.1 2.9 0% 317.7 26% 212.3 17% 167.1 14%

シート 1 △ △ 樹脂 5 0.4% -29.4%
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

3.5 1.5 0% 319.1 26% 213.8 18% 168.6 14%

フロア周辺 1 △ × 樹脂 14.8 1.2% -29.4%
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

10.4 4.4 0% 323.5 27% 218.1 18% 172.9 14%

ワイヤーハーネス 0.5 △ × 樹脂 3.4 0.3% -29.4%
発泡変性リグノ
CNF10%＋PA

2.4 1.0 0% 324.5 27% 219.1 18% 173.9 14%

エンジン本体 - ○ ○ 金属 141.4 11.6% 0% 耐熱温度が不足 141.4 0.0 0% 324.5 27% 219.1 18% 173.9 14%
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4.6 対象部位の特定 

 来年度以降、公募を募るモデル事業では、これまでの部位別の適用可能性の検討を踏ま

え、より推進可能性が高い部位に特定する必要がある。 

 推進可能性を高めるために以下の検討を行った。 

 本章では、最初に検討対象を主要部位に限定した。しかし、事業者がより柔軟に検

討ができるよう、更に大きな部位での適用可能性を探る。 

 燃費を 10％改善するために車体の重量を 20％削減することを前提に検討を進めてき

た。しかし、燃費改善は、車体重量を削減する以外の方法でも可能である。よって

それ以外の方法も加味する必要がある。具体的には、軽量化による走行段階のＣＯ２

削減効果を 7％以上と設定する。 

 

これらの検討を踏まえて、ＣＮＦの用途として特定した部位を以下及び図 4.6-1 に示す。

これらの部位を中心に性能評価を行うことが望ましいと考えられる。 

 

【評点 3点以上の最も優先すべき部位】 

 メインボディ（モノコックボディ） 

 サイドドア 

 バックドア 

【評点 2.5 点以上の次いで優先すべき部位】 

 サブフレーム 

 ボンネット 

 ルーフ 

 インスツルメントパネル 

 タイヤ 

 窓ガラス 
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図 4.6-1 性能評価を行うことが望ましいと考えられる部位 
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第５章 評価項目・方法の整理 

本章では、ＣＯ２排出削減量以外とＣＯ２排出削減量に関する評価項目・評価方法につい

て調査・整理を行った結果を示す。 

 

5.1 ＣＯ２排出量削減以外に関する評価項目・評価方法の整理 

5.1.1 技術コンセプトカーの部位等として要求される機能及び評価項目の設定 

技術コンセプトカーの部位としてＣＮＦを用いた部位等が有効に機能するためには、自

動車としての当該部位に求められる機能を最低限満足する必要がある。 

ここでは、自動車の部位としての必要機能及び指標を整理した上で、技術コンセプトカ

ーに用いられる部位等において支配的となる可能性のある機能を評価項目とすることとし

た。検討結果を表 5.1-1 に示す。なお、参考とした法令・規格は以下の４点である。 

1)国土交通省道路運送車両の保安基準 

2)JIS（日本工業規格）         

3)JASO（日本自動車技術会規格）     

4)JFS（日本鉄鋼連盟規格）       

このうち、保安基準の項目である「破壊試験」及び「前面衝突時の乗員保護」に関しては、

実用上は必須項目であるが、試験のために複数の車を製作することはモデル事業では困難

と思われることから評価項目からは除くこととした。 

 

表 5.1-1 技術コンセプトカーの部位として要求される機能及び評価項目の設定表 

区分 必要機能 指標 指標の説明 評価項目 

保安基

準 

破壊試験 同一構造を有する装置の破壊

試験 

衝突等による衝撃は破壊試験に適合しなければ

ならない。 
 

外部表面 突起 外部表面には外向きに鋭く突起した部分があっ

てはならない。 
○ 

曲率半径 外部表面には曲率半径が 2.5mm 未満の突起があ

ってはならない。突出量は 1.5mm 未満にあって

はこのかぎりでない。 

○ 

歩行者若しくは自転車又は二

輪自動車等の乗車人員との接

触 

接触の恐れがあるいかなる部品もあってはなら

ない。 
○ 

前面衝突時の乗

員保護 

ダミーに加わる加速度 頭部特性左右方加速度の最大値は 147m/s2以下

であること。 
 

難燃性 燃焼速度など 燃焼しないことまたは燃焼速度の最大値は

100mm/分を超えないこと。 
○ 

道路を破損する

おそれのないも

の 

タイヤ接地圧 
タイヤの接地部の幅 1cm あたり 200kg を超えな

いこと。 
○ 

窓ガラスは破砕

しないこと 

破片の個数 
40 個以上 400 個以内 ○ 

絶縁被覆 ワイヤハーネス絶縁抵抗 作動電圧 1Vあたり 100Ω以上 ○ 

蓄電池電解液の

漏れ 

電解液漏れ量 衝突試験時、電解液総量の 7%を超えてはならな

い。 
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区分 必要機能 指標 指標の説明 評価項目 

基本性

能 

機械的性質 引張強度 引張荷重による破断時の応力＝荷重/断面積 ○ 

圧縮強度 圧縮荷重による破断時の応力  

曲げ強度 曲げ試験において破断した時の曲げ応力 ○ 

ロックウェル硬度 ロックウェル硬さ試験機を使用する方法  

デュロメータ硬度 ゴムの硬さ測定に使用される  

クリープ強さ 一定の荷重をかけると時間とともに変形してい

く現象 
 

研磨材による磨耗量 耐磨耗性の指標  

剛性 弾性率 弾性変形における応力とひずみの間の比例定数 ○ 

曲げ弾性率 曲げ試験において測定された弾性率 ○ 

石跳ね衝撃耐性 石跳ねによるへこみが生じない ○ 

曲げ剛性 メインボディの曲げ剛性 ○ 

ねじり剛性 メインボディのねじり剛性 ○ 

衝突変位 衝突試験時の変位量  

耐熱性 融点（融解温度） プラスチックが液体になる温度 ○ 

荷重たわみ温度 温度の上昇に伴い、試験片のたわみが限界のた

わみに達した時の温度 
 

熱伝導率 熱の伝わりやすさを示す物性値 ○ 

体積膨張率 温度変化に対する体積変化  

線膨張率 温度変化に対する長さ変化 ○ 

オンライン塗装性 金属部品と同時に塗装ができるかどうか ○ 

吸水性 吸水率 24 時間水中に浸した時の重量変化 ○ 

加工性 MFR(ﾒﾙﾄﾌﾛｰｲﾝﾃﾞｯｸｽ) 溶融プラスチックの流動性の大きさ ○ 

塗装膜密着度 塗装の付着性能を 6段階で評価する ○ 

高品位外観性 着色性 射出成形後、退色が生じるか ○ 

スクラッチ性 擦り傷の生じにくさ  

耐薬品性 耐酸性 24 時間、浸した後の重量変化などを調べる ○ 

耐ｱﾙｶﾘ性 24 時間、浸した後の重量変化などを調べる ○ 

耐候性 色変化など外観 太陽光に長時間暴露した後の退色、機械的性質

などの変化をみる。アメリカの自動車規格では

アリゾナとフロリダで暴露する 

 

透明性 可視光線透過率 透過光束と入射光束の両者の比を百分率で表し

た値 
○ 

安全性

能 

耐衝撃性 アイゾット衝撃強さ 試験片の片端を固定して、振り子で衝撃を与え

る。靭性の評価値 
〇 

シャルピー衝撃強さ 試験片の両端を固定して、振り子で衝撃を与え

る。靭性の評価値 
○ 

耐摩耗性 研磨材による磨耗量 耐磨耗性の指標  

難燃性 酸素指数 プラスチックに火をつけた状態で、その燃焼が

持続するのに必要な最低酸素濃度をパーセンテ

ージで示した指標 

 

衝突安全性 HIC 値（頭部障害基準値） 1,000 以下（死亡確率ゼロ）  

同上 シャープエッジがないこと 衝突時にシャープエッジがないこと  

タイヤ衝撃性 ウェットグリップ性能 G G>110 省エネタイヤラベリング制度 ○ 

ナノ材料安全性 化学物質安全性評価 国際基準、国内法規への適合  

環境性

能 

低燃費性 軽量化率 軽量化率と燃費改善率には相関関係がある。 

【部材別に具体的数値を設定】 
○ 

低炭素性 CO2削減効果(LCCO2) 商用化段階において従来製品に比べて、LCCO2が

減少する 
○ 

ﾘｻｲｸﾙ性 ･部品点数 

･マテリアルリサイクル回数 

･サーマルリサイクル時の排出

係数 

商用化段階において従来製品に比べて、ﾘｻｲｸﾙ

性が向上する可能性がある 
○ 

経済性 経済性 製造原価 商用化段階において従来製品に比べて、加工費

を含めた製造原価が安価となる可能性がある 
○ 

販売価格 付加価値が見い出せる  
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5.1.2 評価対象とする自動車部位等の選定 

 第４章で優先すべきとされた部位を含む主要部位、及び電気自動車への適用を考えた際

に重要になると思われるリチウムイオン電池ケーシングを評価対象とした。 
 

表 5.1-2 評価対象とする対象部位のまとめ 

No 対象部品 備考 
1 メインボディ 接合方法の開発や疲労強度の測定も今後重要な要素となって

くる。 
2 バックドア・フェンダ

ー・サイドドア 
－ 

3 サブフレーム － 
4 ルーフ・ボンネット － 
5 インスツルメントパ

ネル 
－ 

6 タイヤ － 
7 窓ガラス － 
8 ドアトリム・アームレ

スト 
－ 

9 エンジン補機・エンジ

ンカバー・オイルパン 
PA6+ガラス繊維の採用事例がある。 

10 オートマチックミッ

ション 
288℃連続使用、480℃断続使用に耐える耐熱エンプラの採用事

例があるが、現状の PA6＋10%CNF の耐熱温度はオンライン

塗装 190℃30 分である。 
11 フロントサスペンシ

ョン 
サスペンションコイルを金属から CFRP に代替する開発がお

こなわれているが、CFRP の引張強度は 2GPa であり、現状の

CNF シートの引張強度は 0.2GPa である。 
12 シートフレーム 980MPa 高張力鋼の採用事例がある。熱可塑性 CFRP でさらに

軽量化する開発事例もある。 
13 バンパーフェース・リ

ーンフォースメント 
リーンフォースメントには1,800MPa高張力鋼の採用事例があ

る。 
14 外装（エアロパーツ、

ボディー周辺部品他） 
－ 

15 シート － 
16 フロア周辺 － 
17 ワイヤーハーネス － 
18 リチウムイオン電池

ケーシング 
－ 
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5.1.3 評価対象部位別の評価項目（案）及び必要水準（案）の設定 

評価対象部位別の評価項目（案）及び必要水準（案）を以下の（１）～（18）に示す。 

なお、軽量化率の必要水準は、以下のとおりとする。 

・金属部材を代替する場合は 50％ 

・樹脂を代替する場合は 25％ 

・保安基準が適用されるガラスを代替する場合は４％ 

・保安基準が適用されないガラスを代替する場合は 12％ 

・タイヤ用ゴムを代替する場合は 16％ 

 

（１）メインボディ（モノコックボディ） 

メインボディ（モノコックボディ）に関する評価項目と必要水準（案）を表 5.1-3 に示

す。メインボディ（モノコックボディ）については、下記以外に接合方法の開発や疲労強

度の測定も今後重要な要素となってくると考えられる。 

なお、メインボディ（モノコックボディ）の曲げ剛性は車種ごとに異なるが、軸距（ホ

イール間距離）に比例する傾向にある（図 5.1-1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

出典：堀川裕貴,「乗用車のフレームの超軽量化設計、製作」,平成 20 年度高知工科大学修士論文,P.49 

 

 

図 5.1-1 市販車の曲げ剛性と軸距の関係 
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表 5.1-3 メインボディ（モノコックボディ）に関する評価項目と必要水準（案） 

区分 評価項目 指標 
測定方法 

準拠規格 
必要水準 

保安基準 外部表面 突起 保安基準第 18

条 車枠及び車

体 

 

保安基準別添 20 外装の技術規

準(P860-868) 

 外部表面には外向きに鋭く突起

した部分があってはならない。 

曲率半径 

同上 

外部表面には曲率半径が 2.5mm

未満の突起があってはならない。

突出量は 1.5mm 未満にあっては

このかぎりではない。 

歩行者若しくは自転車又は

二輪自動車等の乗車人員と

の接触 

同上 
接触の恐れがあるいかなる部品

もあってはならない。 

基本性能 強度 引張強度 
JIS K7161 

部材中の最大引張応力に対して

十分な安全率が確保されること。 

曲げ強度 
JIS K7171 

部材中の最大曲げ応力に対して

十分な安全率が確保されること。 

剛性 弾性率 
JIS K7161 

鋼板より比剛性が高く、高い軽量

化率がえられること 

曲げ弾性率 
JIS K7171 

鋼板より比剛性が高く、高い軽量

化率がえられること 

曲げ剛性 

― 

軸距（ホイールベース間距離）が

同程度のクルマと同等であるこ

と※ 

ねじり剛性 ― 同上 

衝突変位 ― 同上 

耐熱性 融点 

JIS K7121 

PA6 同等以上 

最大環境温度 120℃ 

オンライン塗装時 190℃ 30 分

に耐えること 

熱伝導率 JIS A1412 従来樹脂同等以上 

体積膨張率 ISO 6801 従来樹脂同等以下 

線膨張率 JIS K7197 鉄、アルミと同水準であること 

吸水性 吸水率 JIS K7209 従来樹脂同等以下 

加工性 MFR(ﾒﾙﾄﾌﾛｰｲﾝﾃﾞｯｸｽ) JIS K7210 従来熱可塑性樹脂同等以上 

塗装膜密着度 

JIS K5600 

クロスカット法 6 段階のうち、

「どの格子の目にもはがれがな

い」 

高品位外観性 着色性 
JIS K7102 

カーボンアーク燈光に対しての

変退色が少ないこと 

安全性能 耐衝撃性 シャルピー衝撃値 
JIS K7111 

常温で非破壊 -30℃で＞

5kJ/m2 

アイゾット衝撃値 JIS K7110 3.1 kJ/m2 以上 

耐摩耗性 磨耗量 JIS K7205 従来樹脂同等以下 

耐薬品性（耐酸性・耐ｱﾙ

ｶﾘ性） 

重量変化率 
JIS K7114 従来汎用樹脂と同等以上 

耐雷性 導電率 
― 

適当な落雷対策がなされている

こと 

環境性能 低燃費性 軽量化率 JIS D 1012 軽量化率が 50%以上であること 

低炭素性 CO2削減効果(LCCO2) 
JIS Q 14040 

商用化段階において従来製品に

比べて、LCCO2が減少する 

ﾘｻｲｸﾙ性 ･部品点数 

･マテリアルリサイクル回数 

･サーマルリサイクル時の排

出係数 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、ﾘｻｲｸﾙ性が向上する可能

性がある 

経済性 経済性 製造原価 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、加工費を含めた製造原価

が安価となる可能性がある 
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（２）バックドア・フェンダー・サイドドア 

バックドア・フェンダー・サイドドアに関する評価項目と必要水準（案）を表 5.1-4 に

示す。 

表 5.1-4 バックドア・フェンダー・サイドドアに関する評価項目と必要水準（案） 

区分 評価項目 指標 
測定方法 

準拠規格 
必要水準 

保安基準 外部表面 突起 
保安基準第 18 条 

車枠及び車体 

 

保安基準別添 20 外装の技術規準

(P860-868) 

 外部表面には外向きに鋭く突起し

た部分があってはならない。 

曲率半径 

同上 

外部表面には曲率半径が 2.5mm 未

満の突起があってはならない。突出

量は 1.5mm 未満にあってはこのか

ぎりではない。 

歩行者若しくは自転車又は二

輪自動車等の乗車人員との接

触 

同上 
接触の恐れがあるいかなる部品も

あってはならない。 

基本性能 強度 引張強度 
JIS K7161 

部材中の最大引張応力に対して十

分な安全率が確保されること。 

曲げ強度 
JIS K7171 

部材中の最大曲げ応力に対して十

分な安全率が確保されること。 

剛性 弾性率 
JIS K7161 

鋼板より比剛性が高く、高い軽量化

率がえられること 

曲げ弾性率 
JIS K7171 

鋼板より比剛性が高く、高い軽量化

率がえられること 

耐熱性 融点 

JIS K7121 

PA6 同等以上 

最大環境温度 120℃ 

オンライン塗装時 190℃ 30 分に

耐えること 

熱伝導率 JIS A1412 従来樹脂同等以上 

体積膨張率 ISO 6801 従来樹脂同等以下 

線膨張率 JIS K7197 鉄、アルミと同水準であること 

吸水性 吸水率 JIS K7209 従来樹脂同等以下 

加工性 MFR(ﾒﾙﾄﾌﾛｰｲﾝﾃﾞｯｸｽ) JIS K7210 従来熱可塑性樹脂同等以上 

塗装膜密着度 
JIS K5600 

クロスカット法 6 段階のうち、「ど

の格子の目にもはがれがない」 

高品位外観性 着色性 
JIS K7102 

カーボンアーク燈光に対しての変

退色が少ないこと 

安全性能 耐衝撃性 シャルピー衝撃値 JIS K7111 常温で非破壊 -30℃で＞5kJ/m2 

アイゾット衝撃値 JIS K7110 3.1 kJ/m2 以上 

衝撃吸収性 小球バネ力 JIS K6902 損傷の発生がないこと 

耐摩耗性 磨耗量 JIS K7205 従来樹脂同等以下 

耐薬品性（耐酸性・耐ｱﾙｶ

ﾘ性） 

重量変化率 
JIS K7114 従来汎用樹脂と同等以上 

耐雷性 導電率 
― 

適当な落雷対策がなされているこ

と 

環境性能 低燃費性 軽量化率 

JIS D 1012 

サイドドア・バックドア 

軽量化率が 50%以上であること 

フェンダー 

軽量化率が 25%以上であること 

低炭素性 CO2削減効果(LCCO2) 
JIS Q 14040 

商用化段階において従来製品に比

べて、LCCO2が減少する 

ﾘｻｲｸﾙ性 ･部品点数 

･マテリアルリサイクル回数 

･サーマルリサイクル時の排出

係数 

― 

商用化段階において従来製品に比

べて、ﾘｻｲｸﾙ性が向上する可能性が

ある 

経済性 経済性 製造原価 

― 

商用化段階において従来製品に比

べて、加工費を含めた製造原価が安

価となる可能性がある 
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（３）サブフレーム 

サブフレームに関する評価項目と必要水準（案）を表 5.1-5 に示す。 

 

表 5.1-5 サブフレームに関する評価項目と必要水準（案） 

区分 評価項目 指標 
測定方法 

準拠規格 
必要水準 

基本性能 強度 引張強度 
JIS K7161 

部材中の最大引張応力に対して

十分な安全率が確保されること。 

曲げ強度 
JIS K7171 

部材中の最大曲げ応力に対して

十分な安全率が確保されること。 

剛性 弾性率 
JIS K7161 

鋼板より比剛性が高く、高い軽量

化率がえられること 

曲げ弾性率 
JIS K7171 

鋼板より比剛性が高く、高い軽量

化率がえられること 

耐熱性 融点 

JIS K7121 

PA6 同等以上 

最大環境温度 120℃ 

 

熱伝導率 JIS A1412 従来樹脂同等以上 

体積膨張率 ISO 6801 従来樹脂同等以下 

線膨張率 JIS K7197 鉄、アルミと同水準であること 

吸水性 吸水率 JIS K7209 従来樹脂同等以下 

加工性 MFR(ﾒﾙﾄﾌﾛｰｲﾝﾃﾞｯｸｽ) JIS K7210 従来熱可塑性樹脂同等以上 

塗装膜密着度 

JIS K5600 

クロスカット法 6 段階のうち、

「どの格子の目にもはがれがな

い」 

高品位外観性 着色性 
JIS K7102 

カーボンアーク燈光に対しての

変退色が少ないこと 

安全性能 耐衝撃性 シャルピー衝撃値 
JIS K7111 

常温で非破壊 -30℃で＞

5kJ/m2 

アイゾット衝撃値 JIS K7110 3.1 kJ/m2 以上 

衝撃吸収性 小球バネ力 JIS K6902 損傷の発生がないこと 

耐摩耗性 磨耗量 JIS K7205 従来樹脂同等以下 

耐薬品性（耐酸性・耐ｱﾙ

ｶﾘ性） 

重量変化率 
JIS K7114 従来汎用樹脂と同等以上 

耐雷性 導電率 
― 

適当な落雷対策がなされている

こと 

環境性能 低燃費性 軽量化率 JIS D 1012 軽量化率が 50%以上であること 

低炭素性 CO2削減効果(LCCO2) 
JIS Q 14040 

商用化段階において従来製品に

比べて、LCCO2が減少する 

ﾘｻｲｸﾙ性 ･部品点数 

･マテリアルリサイクル回数 

･サーマルリサイクル時の排

出係数 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、ﾘｻｲｸﾙ性が向上する可能

性がある 

経済性 経済性 製造原価 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、加工費を含めた製造原価

が安価となる可能性がある 
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（４）ルーフ・ボンネット 

ルーフ・ボンネットに関する評価項目と必要水準（案）を表 5.1-6 に示す。 

 

表 5.1-6 ルーフ・ボンネットに関する評価項目と必要水準（案） 

区分 評価項目 指標 
測定方法 

準拠規格 
必要水準 

保安基準 外部表面 突起 保安基準第 18

条 車枠及び車

体 

 

保安基準別添 20 外装の技術規

準(P860-868) 

 外部表面には外向きに鋭く突起

した部分があってはならない。 

曲率半径 

同上 

外部表面には曲率半径が 2.5mm

未満の突起があってはならない。

突出量は 1.5mm 未満にあっては

このかぎりではない。 

歩行者若しくは自転車又は

二輪自動車等の乗車人員と

の接触 

同上 
接触の恐れがあるいかなる部品

もあってはならない。 

基本性能 強度 引張強度 
JIS K7161 

部材中の最大引張応力に対して

十分な安全率が確保されること。 

曲げ強度 
JIS K7171 

部材中の最大曲げ応力に対して

十分な安全率が確保されること。 

剛性 弾性率 
JIS K7161 

鋼板より比剛性が高く、高い軽量

化率がえられること 

曲げ弾性率 
JIS K7171 

鋼板より比剛性が高く、高い軽量

化率がえられること 

耐熱性 融点 

JIS K7121 

PA6 同等以上 

最大環境温度 120℃ 

オンライン塗装時 190℃ 30 分

に耐えること 

熱伝導率 JIS A1412 従来樹脂同等以上 

体積膨張率 ISO 6801 従来樹脂同等以下 

線膨張率 JIS K7197 鉄、アルミと同水準であること 

吸水性 吸水率 JIS K7209 従来樹脂同等以下 

加工性 MFR(ﾒﾙﾄﾌﾛｰｲﾝﾃﾞｯｸｽ) JIS K7210 従来熱可塑性樹脂同等以上 

塗装膜密着度 

JIS K5600 

クロスカット法 6 段階のうち、

「どの格子の目にもはがれがな

い」 

高品位外観性 着色性 
JIS K7102 

カーボンアーク燈光に対しての

変退色が少ないこと 

安全性能 難燃性 燃焼速度 
JIS D1201 

燃焼しないか、燃焼速度が 100 

mm/分以下であること 

環境性能 低燃費性 軽量化率 

JIS D 1012 

ボンネット 

軽量化率が 50%以上であること 

ルーフ 

軽量化率が 25%以上であること 

低炭素性 CO2削減効果(LCCO2) 
JIS Q 14040 

商用化段階において従来製品に

比べて、LCCO2が減少する 

ﾘｻｲｸﾙ性 ･部品点数 

･マテリアルリサイクル回数 

･サーマルリサイクル時の排

出係数 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、ﾘｻｲｸﾙ性が向上する可能

性がある 

経済性 経済性 製造原価 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、加工費を含めた製造原価

が安価となる可能性がある 
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（５）インスツルメントパネル 

インスツルメントパネルに関する評価項目と必要水準（案）を表 5.1-7 に示す。 

 

表 5.1-7 インスツルメントパネルに関する評価項目と必要水準（案） 

区分 評価項目 指標 
測定方法 

準拠規格 
必要水準 

保安基準 難燃性 燃焼速度など 

保安基準第 20

条 乗車装置 

別添 27 内装

材料の難燃性の

技術基準 

・燃焼しないこと 

・または燃焼速度の最大値は

100mm/分を超えないこと 

・試験片の燃焼が、A 標線に達し

てから 60 秒経過する前に停止

し、かつ、A 標線に達した後の試

験片の燃焼 

・鋼板、アルミ板、FRP、厚さ 3mm

以上の木製の板（合板を含む）及

び天然の皮革は難燃性の材料と

みなす。 

基本性能 強度 引張強度 
JIS K7161 

部材中の最大引張応力に対して

十分な安全率が確保されること。 

曲げ強度 
JIS K7171 

部材中の最大曲げ応力に対して

十分な安全率が確保されること。 

剛性 弾性率 
JIS K7161 

既存樹脂より比剛性が高く、高い

軽量化率がえられること 

曲げ弾性率 
JIS K7171 

既存樹脂より比剛性が高く、高い

軽量化率がえられること 

耐熱性 融点 

JIS K7121 

PP 同等以上 

最大表面温度 105℃に耐え、変形

しないこと 

熱伝導率 JIS A1412 従来樹脂同等以上 

体積膨張率 ISO 6801 従来樹脂同等以下 

線膨張率 JIS K7197 鉄、アルミと同水準であること 

吸水性 吸水率 JIS K7209 従来樹脂同等以下 

加工性 MFR(ﾒﾙﾄﾌﾛｰｲﾝﾃﾞｯｸｽ) JIS K7210 従来熱可塑性樹脂同等以上 

塗装膜密着度 

JIS K5600 

クロスカット法 6 段階のうち、

「どの格子の目にもはがれがな

い」 

高品位外観性 着色性 
JIS K7102 

カーボンアーク燈光に対しての

変退色が少ないこと 

安全性能 難燃性 燃焼速度 
JIS D1201 

燃焼しないか、燃焼速度が 100 

mm/分以下であること 

衝撃性  
― 

衝突時の破片でシャープエッジ

が生じないこと 

環境性能 低燃費性 軽量化率 JIS D 1012 軽量化率が 25%以上であること 

低炭素性 CO2削減効果(LCCO2) 
JIS Q 14040 

商用化段階において従来製品に

比べて、LCCO2が減少する 

ﾘｻｲｸﾙ性 ･部品点数 

･マテリアルリサイクル回数 

･サーマルリサイクル時の排

出係数 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、ﾘｻｲｸﾙ性が向上する可能

性がある 

経済性 経済性 製造原価 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、加工費を含めた製造原価

が安価となる可能性がある 
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（６）タイヤ 

タイヤに関する評価項目と必要水準（案）を表 5.1-8 に示す。 

 

表 5.1-8 タイヤに関する評価項目と必要水準（案） 

区分 評価項目 指標 
測定方法 

準拠規格 
必要水準 

保安基準 道路を破損するおそれ

のないもの 

接地圧 保安基準第 7 条

接地部及び接地

圧  

タイヤの接地部の幅 1cm あたり

200kg を超えないこと。 

基本性能 剛性 ゴム硬度 JIS K6253-3 従来タイヤと同水準であること 

柔軟性 切断時伸び EB 
JIS K6251 

従来タイヤより切断時伸びが大

きいこと 

高品位外観性 着色性 ― カラータイヤに対応できるか 

安全性能 耐衝撃性 ウエットグリップ性能 G EU 規則 Wet 

Grip グレーデ

ィング試験法

（案） 

G>110 省エネタイヤラベリング

制度 

環境性能 低燃費性 軽量化率 JIS D 1012 軽量化率が 16%以上であること 

転がり抵抗係数 RRC 
JIS D4.134 

RRC＜12 省エネタイヤラベリ

ング制度 

低炭素性 CO2削減効果(LCCO2) 
JIS Q 14040 

商用化段階において従来製品に

比べて、LCCO2が減少する 

ﾘｻｲｸﾙ性 ･部品点数 

･マテリアルリサイクル回数 

･サーマルリサイクル時の排

出係数 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、ﾘｻｲｸﾙ性が向上する可能

性がある 

経済性 経済性 製造原価 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、加工費を含めた製造原価

が安価となる可能性がある 
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（７）窓ガラス 

窓ガラスに関する評価項目と必要水準（案）を表 5.1-9 に示す。 

 

表 5.1-9 窓ガラスに関する評価項目と必要水準（案） 

区分 評価項目 指標 
測定方法 

準拠規格 
必要水準 

保安基準 破砕試験 破片の個数 保安基準第 29 条

別添 37 窓ガラス

の技術基準 

保安基準別添 37(P.959-976) 

 40 個以上 400 個以内。 

耐衝撃性試験 鋼球の貫通 
同上 

鋼球が供試体を貫通していないこ

と。 

対貫通性試験 鋼球の貫通 
同上 

鋼球が衝撃後 5 秒以内に貫通しな

いこと。 

ヘッドフォーム（人頭模

型）衝撃試験 

ヘッドフォーム（人頭模型）の

貫通 
同上 ヘッドフォームが貫通しないこと。 

耐摩耗性試験 磨耗による曇値 

同上 

前面ガラスとして用いるものの車

外面 2%未満。 

前面ガラスとして用いるものの車

内面 4%未満。 

耐熱性試験 泡、変色、その他の欠陥 
同上 

供試体の縁から 15mm を超えて 

泡、変色、その他の欠陥がないこと。 

耐光性試験 紫外線照射前後の可視光線透

過率 同上 

95%以上。白色の背景で検査したと

き、著しい変化（変色、泡、濁り等）

を生じていないこと。 

耐湿性試験 泡、変色、その他の欠陥 
同上 

供試体の縁から 10mm を超えて 

泡、変色、その他欠陥がないこと。 

可視光線透過率試験 可視光線透過率 同上 70%以上 

透視ひずみ試験 透視ひずみの最大値 同上 6 分以内とする。 

二重像試験 一次像と二次像の分離の最大

値 
同上 25 分以内とする。 

耐薬品性試験 塗布試験前後の可視光線透過

率 
同上 

95%以上。塗布表面に粘着又はひび

割れがないこと。 

対燃焼性試験 燃焼試験  
同上 

燃焼速度が 89mm/min を超えない

こと。 

耐候性試験 耐候性試験前後の可視光線透

過率 
同上 

95%以上。著しい変色、あわ及び濁

りがないこと。 

寸法安定性試験 そりの増加量 同上 1.3mm 以下 

温度依存性試験 ひび割れ、曇り、その他著しい

劣化 
同上 ひび割れ、曇り、その他著しい劣化 

基本性能

安全性能 

耐破砕性 破片の個数 JISR3212 40 個以上 400 個以内。 

耐衝撃性 試験鋼球による貫通状況 JISR3212 破片が飛び散らないこと 

視認性 可視光線透過率 JIS R3212 70%以上 

耐雷性 導電率 
― 

適当な落雷対策がなされているこ

と 

環境性能 低燃費性 軽量化率 

JIS D 1012 

保安基準が適用されるガラス： 

軽量化率が４%以上であること 

保安基準が適用されないガラス： 

軽量化率が 12%以上であること 

低炭素性 CO2削減効果(LCCO2) 
JIS Q 14040 

商用化段階において従来製品に比

べて、LCCO2が減少する 

ﾘｻｲｸﾙ性 ･部品点数 

･マテリアルリサイクル回数 

･サーマルリサイクル時の排出

係数 

― 

商用化段階において従来製品に比

べて、ﾘｻｲｸﾙ性が向上する可能性が

ある 

経済性 経済性 製造原価 

― 

商用化段階において従来製品に比

べて、加工費を含めた製造原価が安

価となる可能性がある 

※保安基準が適用される窓ガラスは前面及び運転席側面である。運転席より後方にある窓ガラスは外装の

技術基準（衝突や接触で負傷する危険性を減らす）を満足し、ルーフ・ボンネットなどの外装材と同等

の性能を満足すること。 
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（８）ドアトリム・アームレスト 

ドアトリム・アームレストに関する評価項目と必要水準（案）を表 5.1-10 に示す。 

 

表 5.1-10 ドアトリム・アームレストに関する評価項目と必要水準（案） 

区分 評価項目 指標 
測定方法 

準拠規格 
必要水準 

保安基準 難燃性 燃焼速度など 

保安基準第 20

条 乗車装置 

別添 27 内装

材料の難燃性の

技術基準 

・燃焼しないこと 

・または燃焼速度の最大値は

100mm/分を超えないこと 

・試験片の燃焼が、A 標線に達し

てから 60 秒経過する前に停止

し、かつ、A 標線に達した後の試

験片の燃焼 

・鋼板、アルミ板、FRP、厚さ 3mm

以上の木製の板（合板を含む）及

び天然の皮革は難燃性の材料と

みなす。 

基本性能 強度 引張強度 
JIS K7161 

部材中の最大引張応力に対して

十分な安全率が確保されること。 

曲げ強度 
JIS K7171 

部材中の最大曲げ応力に対して

十分な安全率が確保されること。 

剛性 弾性率 
JIS K7161 

既存樹脂より比剛性が高く、高い

軽量化率がえられること 

曲げ弾性率 
JIS K7171 

既存樹脂より比剛性が高く、高い

軽量化率がえられること 

耐熱性 融点 

JIS K7121 

PP 同等以上 

最大表面温度 105℃に耐え、変形

しないこと 

熱伝導率 JIS A1412 従来樹脂同等以上 

体積膨張率 ISO 6801 従来樹脂同等以下 

線膨張率 JIS K7197 鉄、アルミと同水準であること 

吸水性 吸水率 JIS K7209 従来樹脂同等以下 

加工性 MFR(ﾒﾙﾄﾌﾛｰｲﾝﾃﾞｯｸｽ) JIS K7210 従来熱可塑性樹脂同等以上 

塗装膜密着度 

JIS K5600 

クロスカット法 6 段階のうち、

「どの格子の目にもはがれがな

い」 

高品位外観性 着色性 
JIS K7102 

カーボンアーク燈光に対しての

変退色が少ないこと 

安全性能 難燃性 燃焼速度 
JIS D1201 

燃焼しないか、燃焼速度が 100 

mm/分以下であること 

衝撃性  
― 

衝突時の破片でシャープエッジ

が生じないこと 

衝突安全性 側面衝突時のエネルギー吸

収 
― 

衝撃吸収対策がとられているこ

と 

環境性能 低燃費性 軽量化率 JIS D 1012 軽量化率が 25%以上であること 

低炭素性 CO2削減効果(LCCO2) 
JIS Q 14040 

商用化段階において従来製品に

比べて、LCCO2が減少する 

ﾘｻｲｸﾙ性 ･部品点数 

･マテリアルリサイクル回数 

･サーマルリサイクル時の排

出係数 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、ﾘｻｲｸﾙ性が向上する可能

性がある 

経済性 経済性 製造原価 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、加工費を含めた製造原価

が安価となる可能性がある 
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（９）エンジン補機・エンジンカバー・オイルパン 

エンジン補機・エンジンカバー・オイルパンに関する評価項目と必要水準（案）を表 5.1-11

に示す。エンジン補機・エンジンカバー・オイルパンについては、PA6＋ガラス繊維の採用

事例がある。 

 

表 5.1-11 エンジン補機・エンジンカバー・オイルパンに関する評価項目と必要水準（案） 

区分 評価項目 指標 
測定方法 

準拠規格 
必要水準 

基本性能 強度 引張強度 
JIS K7161 

部材中の最大引張応力に対して

十分な安全率が確保されること。 

曲げ強度 
JIS K7171 

部材中の最大曲げ応力に対して

十分な安全率が確保されること。 

剛性 弾性率 
JIS K7161 

鋼板より比剛性が高く、高い軽量

化率がえられること 

曲げ弾性率 
JIS K7171 

鋼板より比剛性が高く、高い軽量

化率がえられること 

耐熱性 融点 

JIS K7121 

PA6 同等以上 

エンジンルーム温度 120℃ 

オイル温度 150℃ 

 

熱伝導率 JIS A1412 従来樹脂同等以上 

体積膨張率 ISO 6801 従来樹脂同等以下 

線膨張率 JIS K7197 鉄、アルミと同水準であること 

吸水性 吸水率 JIS K7209 従来樹脂同等以下 

加工性 MFR(ﾒﾙﾄﾌﾛｰｲﾝﾃﾞｯｸｽ) JIS K7210 従来熱可塑性樹脂同等以上 

塗装膜密着度 

JIS K5600 

クロスカット法 6 段階のうち、

「どの格子の目にもはがれがな

い」 

高品位外観性 着色性 
JIS K7102 

カーボンアーク燈光に対しての

変退色が少ないこと 

安全性能 耐衝撃性 シャルピー衝撃値 
JIS K7111 

常温で非破壊 -30℃で＞

5kJ/m2 

アイゾット衝撃値 JIS K7110 23℃で ＞300J/m 

衝撃吸収性 小球バネ力 JIS K6902 損傷の発生がないこと 

耐摩耗性 磨耗量 JIS K7205 従来樹脂同等以下 

耐薬品性（耐酸性・耐ｱﾙ

ｶﾘ性） 

重量変化率 
JIS K7114 従来汎用樹脂と同等以上 

耐雷性 導電率 
― 

適当な落雷対策がなされている

こと 

石跳ね衝撃耐性 石跳ねで破損がないこと ― リブ等で補強がされていること 

環境性能 低燃費性 軽量化率 JIS D 1012 軽量化率が 25%以上であること 

低炭素性 CO2削減効果(LCCO2) 
JIS Q 14040 

商用化段階において従来製品に

比べて、LCCO2が減少する 

ﾘｻｲｸﾙ性 ･部品点数 

･マテリアルリサイクル回数 

･サーマルリサイクル時の排

出係数 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、ﾘｻｲｸﾙ性が向上する可能

性がある 

経済性 経済性 製造原価 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、加工費を含めた製造原価

が安価となる可能性がある 
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（10）オートマチックミッション 

オートマチックミッションに関する評価項目と必要水準（案）を表 5.1-12 に示す。オー

トマチックミッションについては、288℃連続使用、480℃断続使用に耐える耐熱エンプラ

の採用事例がある。現状のPA6＋10%CNFの耐熱温度はオンライン塗装190℃30分である。 

 

表 5.1-12 オートマチックミッションに関する評価項目と必要水準（案） 

区分 評価項目 指標 
測定方法 

準拠規格 
必要水準 

基本性能 強度 引張強度 
JIS K7161 

部材中の最大引張応力に対して

十分な安全率が確保されること。 

曲げ強度 
JIS K7171 

部材中の最大曲げ応力に対して

十分な安全率が確保されること。 

剛性 弾性率 
JIS K7161 

鋼板より比剛性が高く、高い軽量

化率がえられること 

曲げ弾性率 
JIS K7171 

鋼板より比剛性が高く、高い軽量

化率がえられること 

耐熱性 融点 

JIS K7121 

288℃連続使用 

480℃断続使用に耐える耐

熱エンプラ 

熱伝導率 JIS A1412 従来樹脂同等以上 

体積膨張率 ISO 6801 従来樹脂同等以下 

線膨張率 JIS K7197 鉄、アルミと同水準であること 

吸水性 吸水率 JIS K7209 従来樹脂同等以下 

加工性 MFR(ﾒﾙﾄﾌﾛｰｲﾝﾃﾞｯｸｽ) JIS K7210 従来熱可塑性樹脂同等以上 

塗装膜密着度 

JIS K5600 

クロスカット法 6 段階のうち、

「どの格子の目にもはがれがな

い」 

高品位外観性 着色性 
JIS K7102 

カーボンアーク燈光に対しての

変退色が少ないこと 

安全性能 耐衝撃性 シャルピー衝撃値 
JIS K7111 

常温で非破壊 -30℃で＞

5kJ/m2 

アイゾット衝撃値 JIS K7110 23℃で ＞300J/m 

衝撃吸収性 小球バネ力 JIS K6902 損傷の発生がないこと 

耐摩耗性 磨耗量 JIS K7205 従来樹脂同等以下 

耐薬品性（耐酸性・耐ｱﾙ

ｶﾘ性） 

重量変化率 
JIS K7114 従来汎用樹脂と同等以上 

耐雷性 導電率 
― 

適当な落雷対策がなされている

こと 

石跳ね衝撃耐性 石跳ねで破損がないこと ― リブ等で補強がされていること 

環境性能 低燃費性 軽量化率 JIS D 1012 軽量化率が 50%以上であること 

低炭素性 CO2削減効果(LCCO2) 
JIS Q 14040 

商用化段階において従来製品に

比べて、LCCO2が減少する 

ﾘｻｲｸﾙ性 ･部品点数 

･マテリアルリサイクル回数 

･サーマルリサイクル時の排

出係数 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、ﾘｻｲｸﾙ性が向上する可能

性がある 

経済性 経済性 製造原価 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、加工費を含めた製造原価

が安価となる可能性がある 
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（11）フロントサスペンション 

フロントサスペンションに関する評価項目と必要水準（案）を表 5.1-13 に示す。フロン

トサスペンションについては、サスペンションコイルを金属から CFRP に代替する開発が

おこなわれている。CFRP の引張強度は 2GPa であり、現状の CNF シートの引張強度は

0.2GPa である。 

 

表 5.1-13 フロントサスペンションに関する評価項目と必要水準（案） 

区分 評価項目 指標 
測定方法 

準拠規格 
必要水準 

基本性能 強度 引張強度 
JIS K7161 

部材中の最大引張応力に対して

十分な安全率が確保されること。 

曲げ強度 
JIS K7171 

部材中の最大曲げ応力に対して

十分な安全率が確保されること。 

剛性 弾性率 
JIS K7161 

鋼板より比剛性が高く、高い軽量

化率がえられること 

曲げ弾性率 
JIS K7171 

鋼板より比剛性が高く、高い軽量

化率がえられること 

耐熱性 融点 

JIS K7121 

PA6 同等以上 

エンジンルーム温度 120℃ 

オイル温度 150℃ 

 

熱伝導率 JIS A1412 従来樹脂同等以上 

体積膨張率 ISO 6801 従来樹脂同等以下 

線膨張率 JIS K7197 鉄、アルミと同水準であること 

吸水性 吸水率 JIS K7209 従来樹脂同等以下 

加工性 MFR(ﾒﾙﾄﾌﾛｰｲﾝﾃﾞｯｸｽ) JIS K7210 従来熱可塑性樹脂同等以上 

塗装膜密着度 

JIS K5600 

クロスカット法 6 段階のうち、

「どの格子の目にもはがれがな

い」 

高品位外観性 着色性 
JIS K7102 

カーボンアーク燈光に対しての

変退色が少ないこと 

安全性能 耐衝撃性 シャルピー衝撃値 
JIS K7111 

常温で非破壊 -30℃で＞

5kJ/m2 

アイゾット衝撃値 JIS K7110 23℃で ＞300J/m 

衝撃吸収性 小球バネ力 JIS K6902 損傷の発生がないこと 

耐摩耗性 磨耗量 JIS K7205 従来樹脂同等以下 

耐薬品性（耐酸性・耐ｱﾙ

ｶﾘ性） 

重量変化率 
JIS K7114 従来汎用樹脂と同等以上 

耐雷性 導電率 
― 

適当な落雷対策がなされている

こと 

石跳ね衝撃耐性 石跳ねで破損がないこと ― リブ等で補強がされていること 

環境性能 低燃費性 軽量化率 JIS D 1012 軽量化率が 50%以上であること 

低炭素性 CO2削減効果(LCCO2) 
JIS Q 14040 

商用化段階において従来製品に

比べて、LCCO2が減少する 

ﾘｻｲｸﾙ性 ･部品点数 

･マテリアルリサイクル回数 

･サーマルリサイクル時の排

出係数 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、ﾘｻｲｸﾙ性が向上する可能

性がある 

経済性 経済性 製造原価 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、加工費を含めた製造原価

が安価となる可能性がある 
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（12）シートフレーム 

シートフレームに関する評価項目と必要水準（案）を表 5.1-14 に示す。シートフレーム

については、980MPa 高張力鋼の採用事例がある。熱可塑性 CFRP でさらに軽量化する開発事

例もある。 

 

表 5.1-14 シートフレームに関する評価項目と必要水準（案） 

区分 評価項目 指標 
測定方法 

準拠規格 
必要水準 

基本性能 強度 引張強度 
JIS K7161 

部材中の最大引張応力に対して

十分な安全率が確保されること。 

曲げ強度 
JIS K7171 

部材中の最大曲げ応力に対して

十分な安全率が確保されること。 

剛性 弾性率 
JIS K7161 

鋼板より比剛性が高く、高い軽量

化率がえられること 

曲げ弾性率 
JIS K7171 

鋼板より比剛性が高く、高い軽量

化率がえられること 

耐熱性 融点 

JIS K7121 

PA6 同等以上 

最大環境温度 120℃ 

 

熱伝導率 JIS A1412 従来樹脂同等以上 

体積膨張率 ISO 6801 従来樹脂同等以下 

線膨張率 JIS K7197 鉄、アルミと同水準であること 

吸水性 吸水率 JIS K7209 従来樹脂同等以下 

加工性 MFR(ﾒﾙﾄﾌﾛｰｲﾝﾃﾞｯｸｽ) JIS K7210 従来熱可塑性樹脂同等以上 

塗装膜密着度 

JIS K5600 

クロスカット法 6 段階のうち、

「どの格子の目にもはがれがな

い」 

高品位外観性 着色性 
JIS K7102 

カーボンアーク燈光に対しての

変退色が少ないこと 

安全性能 耐衝撃性 シャルピー衝撃値 
JIS K7111 

常温で非破壊 -30℃で＞

5kJ/m2 

アイゾット衝撃値 JIS K7110 23℃で ＞300J/m 

衝撃吸収性 小球バネ力 JIS K6902 損傷の発生がないこと 

耐摩耗性 磨耗量 JIS K7205 従来樹脂同等以下 

耐薬品性（耐酸性・耐ｱﾙ

ｶﾘ性） 

重量変化率 
JIS K7114 従来汎用樹脂と同等以上 

耐雷性 導電率 
― 

適当な落雷対策がなされている

こと 

環境性能 低燃費性 軽量化率 JIS D 1012 軽量化率が 50%以上であること 

低炭素性 CO2削減効果(LCCO2) 
JIS Q 14040 

商用化段階において従来製品に

比べて、LCCO2が減少する 

ﾘｻｲｸﾙ性 ･部品点数 

･マテリアルリサイクル回数 

･サーマルリサイクル時の排

出係数 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、ﾘｻｲｸﾙ性が向上する可能

性がある 

経済性 経済性 製造原価 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、加工費を含めた製造原価

が安価となる可能性がある 
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（13）バンパーフェース・リーンフォースメント 

バンパーフェース・リーンフォースメントに関する評価項目と必要水準（案）を表 5.1-15

に示す。リーンフォースメントには 1,800MPa の高張力鋼の採用事例がある。 

 

表 5.1-15 バンパーフェース・リーンフォースメントに関する評価項目と必要水準（案） 

区分 評価項目 指標 
測定方法 

準拠規格 
必要水準 

基本性能 強度 引張強度 
JIS K7161 

部材中の最大引張応力に対して

十分な安全率が確保されること。 

曲げ強度 
JIS K7171 

部材中の最大曲げ応力に対して

十分な安全率が確保されること。 

剛性 弾性率 
JIS K7161 

鋼板より比剛性が高く、高い軽量

化率がえられること 

曲げ弾性率 
JIS K7171 

鋼板より比剛性が高く、高い軽量

化率がえられること 

耐熱性 融点 

JIS K7121 

PA6 同等以上 

最大環境温度 120℃ 

オンライン塗装時 190℃ 30 分

に耐えること 

熱伝導率 JIS A1412 従来樹脂同等以上 

体積膨張率 ISO 6801 従来樹脂同等以下 

線膨張率 JIS K7197 鉄、アルミと同水準であること 

吸水性 吸水率 JIS K7209 従来樹脂同等以下 

加工性 MFR(ﾒﾙﾄﾌﾛｰｲﾝﾃﾞｯｸｽ) JIS K7210 従来熱可塑性樹脂同等以上 

塗装膜密着度 

JIS K5600 

クロスカット法 6 段階のうち、

「どの格子の目にもはがれがな

い」 

高品位外観性 着色性 
JIS K7102 

カーボンアーク燈光に対しての

変退色が少ないこと 

安全性能 耐衝撃性 シャルピー衝撃値 
JIS K7111 

常温で非破壊 -30℃で＞

5kJ/m2 

アイゾット衝撃値 JIS K7110 23℃で ＞300J/m 

衝撃吸収性 小球バネ力 JIS K6902 損傷の発生がないこと 

耐摩耗性 磨耗量 JIS K7205 従来樹脂同等以下 

耐薬品性（耐酸性・耐ｱﾙ

ｶﾘ性） 

重量変化率 
JIS K7114 従来汎用樹脂と同等以上 

耐雷性 導電率 
― 

適当な落雷対策がなされている

こと 

環境性能 低燃費性 軽量化率 JIS D 1012 軽量化率が 25%以上であること 

低炭素性 CO2削減効果(LCCO2) 
JIS Q 14040 

商用化段階において従来製品に

比べて、LCCO2が減少する 

ﾘｻｲｸﾙ性 ･部品点数 

･マテリアルリサイクル回数 

･サーマルリサイクル時の排

出係数 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、ﾘｻｲｸﾙ性が向上する可能

性がある 

経済性 経済性 製造原価 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、加工費を含めた製造原価

が安価となる可能性がある 
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（14）外装（エアロパーツ、ボディー周辺部品他） 

外装（エアロパーツ、ボディー周辺部品他）に関する評価項目と必要水準（案）を表 5.1-16

に示す。 

 

表 5.1-16 外装（エアロパーツ、ボディー周辺部品他）に関する評価項目と必要水準（案） 

区分 評価項目 指標 
測定方法 

準拠規格 
必要水準 

保安基準 外部表面 突起 保安基準第 18

条 車枠及び車

体 

 

保安基準別添 20 外装の技術規

準(P860-868) 

 外部表面には外向きに鋭く突起

した部分があってはならない。 

曲率半径 

同上 

外部表面には曲率半径が 2.5mm

未満の突起があってはならない。

突出量は 1.5mm 未満にあっては

このかぎりではない。 

歩行者若しくは自転車又は

二輪自動車等の乗車人員と

の接触 

同上 
接触の恐れがあるいかなる部品

もあってはならない。 

基本性能 強度 引張強度 
JIS K7161 

安全率が鋼板と同水準であるこ

と 

曲げ強度 
JIS K7171 

安全率が鋼板と同水準であるこ

と 

剛性 弾性率 
JIS K7161 

鋼板より比剛性が高く、高い軽量

化率がえられること 

曲げ弾性率 
JIS K7171 

鋼板より比剛性が高く、高い軽量

化率がえられること 

耐熱性 融点 

JIS K7121 

PA6 同等以上 

最大環境温度 120℃ 

オンライン塗装時 190℃ 30 分

に耐えること 

熱伝導率 JIS A1412 従来樹脂同等以上 

体積膨張率 ISO 6801 従来樹脂同等以下 

線膨張率 JIS K7197 鉄、アルミと同水準であること 

吸水性 吸水率 JIS K7209 従来樹脂同等以下 

加工性 MFR(ﾒﾙﾄﾌﾛｰｲﾝﾃﾞｯｸｽ) JIS K7210 従来熱可塑性樹脂同等以上 

塗装膜密着度 

JIS K5600 

クロスカット法 6 段階のうち、

「どの格子の目にもはがれがな

い」 

高品位外観性 着色性 
JIS K7102 

カーボンアーク燈光に対しての

変退色が少ないこと 

安全性能 耐衝撃性 シャルピー衝撃値 
JIS K7111 

常温で非破壊 -30℃で＞

5kJ/m2 

アイゾット衝撃値 JIS K7110 23℃で ＞300J/m 

衝撃吸収性 小球バネ力 JIS K6902 損傷の発生がないこと 

耐摩耗性 磨耗量 JIS K7205 従来樹脂同等以下 

耐薬品性（耐酸性・耐ｱﾙ

ｶﾘ性） 

重量変化率 
JIS K7114 従来汎用樹脂と同等以上 

耐雷性 導電率 
― 

適当な落雷対策がなされている

こと 

環境性能 低燃費性 軽量化率 JIS D 1012 軽量化率が 25%以上であること 

低炭素性 CO2削減効果(LCCO2) 
JIS Q 14040 

商用化段階において従来製品に

比べて、LCCO2が減少する 

ﾘｻｲｸﾙ性 ･部品点数 

･マテリアルリサイクル回数 

･サーマルリサイクル時の排

出係数 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、ﾘｻｲｸﾙ性が向上する可能

性がある 

経済性 経済性 製造原価 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、加工費を含めた製造原価

が安価となる可能性がある 
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（15）シート 

シートに関する評価項目と必要水準（案）を表 5.1-17 に示す。 

 

表 5.1-17 シートに関する評価項目と必要水準（案） 

区分 評価項目 指標 
測定方法 

準拠規格 
必要水準 

保安基準 難燃性 燃焼速度など 

保安基準第 20

条 乗車装置 

別添 27 内装

材料の難燃性の

技術基準 

・燃焼しないこと 

・または燃焼速度の最大値は

100mm/分を超えないこと 

・試験片の燃焼が、A 標線に達し

てから 60 秒経過する前に停止

し、かつ、A 標線に達した後の試

験片の燃焼 

・鋼板、アルミ板、FRP、厚さ 3mm

以上の木製の板（合板を含む）及

び天然の皮革は難燃性の材料と

みなす。 

基本性能 強度 引張強度 
JIS K7161 

部材中の最大引張応力に対して

十分な安全率が確保されること。 

曲げ強度 
JIS K7171 

部材中の最大曲げ応力に対して

十分な安全率が確保されること。 

剛性 弾性率 
JIS K7161 

従来樹脂より比剛性が高く、高い

軽量化率がえられること 

曲げ弾性率 
JIS K7171 

従来樹脂より比剛性が高く、高い

軽量化率がえられること 

耐熱性 融点 

JIS K7121 

PA6 同等以上 

最大環境温度 120℃ 

 

熱伝導率 JIS A1412 従来樹脂同等以上 

体積膨張率 ISO 6801 従来樹脂同等以下 

線膨張率 JIS K7197 鉄、アルミと同水準であること 

吸水性 吸水率 JIS K7209 従来樹脂同等以下 

加工性 MFR(ﾒﾙﾄﾌﾛｰｲﾝﾃﾞｯｸｽ) JIS K7210 従来熱可塑性樹脂同等以上 

塗装膜密着度 

JIS K5600 

クロスカット法 6 段階のうち、

「どの格子の目にもはがれがな

い」 

高品位外観性 着色性 
JIS K7102 

カーボンアーク燈光に対しての

変退色が少ないこと 

安全性能 耐衝撃性 シャルピー衝撃値 
JIS K7111 

常温で非破壊 -30℃で＞

5kJ/m2 

アイゾット衝撃値 JIS K7110 23℃で ＞300J/m 

衝撃吸収性 小球バネ力 JIS K6902 損傷の発生がないこと 

耐摩耗性 磨耗量 JIS K7205 従来樹脂同等以下 

耐薬品性（耐酸性・耐ｱﾙ

ｶﾘ性） 

重量変化率 
JIS K7114 従来汎用樹脂と同等以上 

耐雷性 導電率 
― 

適当な落雷対策がなされている

こと 

環境性能 低燃費性 軽量化率 JIS D 1012 軽量化率が 25%以上であること 

低炭素性 CO2削減効果(LCCO2) 
JIS Q 14040 

商用化段階において従来製品に

比べて、LCCO2が減少する 

ﾘｻｲｸﾙ性 ･部品点数 

･マテリアルリサイクル回数 

･サーマルリサイクル時の排

出係数 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、ﾘｻｲｸﾙ性が向上する可能

性がある 

経済性 経済性 製造原価 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、加工費を含めた製造原価

が安価となる可能性がある 
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（16）フロア周辺 

フロア周辺に関する評価項目と必要水準（案）を表 5.1-18 に示す。 

 

表 5.1-18 フロア周辺に関する評価項目と必要水準（案） 

区分 評価項目 指標 
測定方法 

準拠規格 
必要水準 

保安基準 難燃性 燃焼速度など 

保安基準第 20

条 乗車装置 

別添 27 内装

材料の難燃性の

技術基準 

・燃焼しないこと 

・または燃焼速度の最大値は

100mm/分を超えないこと 

・試験片の燃焼が、A 標線に達し

てから 60 秒経過する前に停止

し、かつ、A 標線に達した後の試

験片の燃焼 

・鋼板、アルミ板、FRP、厚さ 3mm

以上の木製の板（合板を含む）及

び天然の皮革は難燃性の材料と

みなす。 

基本性能 強度 引張強度 
JIS K7161 

部材中の最大引張応力に対して

十分な安全率が確保されること。 

曲げ強度 
JIS K7171 

部材中の最大曲げ応力に対して

十分な安全率が確保されること。 

剛性 弾性率 
JIS K7161 

従来樹脂より比剛性が高く、高い

軽量化率がえられること 

曲げ弾性率 
JIS K7171 

従来樹脂より比剛性が高く、高い

軽量化率がえられること 

耐熱性 融点 

JIS K7121 

PA6 同等以上 

最大環境温度 120℃ 

 

熱伝導率 JIS A1412 従来樹脂同等以上 

体積膨張率 ISO 6801 従来樹脂同等以下 

線膨張率 JIS K7197 鉄、アルミと同水準であること 

吸水性 吸水率 JIS K7209 従来樹脂同等以下 

加工性 MFR(ﾒﾙﾄﾌﾛｰｲﾝﾃﾞｯｸｽ) JIS K7210 従来熱可塑性樹脂同等以上 

塗装膜密着度 

JIS K5600 

クロスカット法 6 段階のうち、

「どの格子の目にもはがれがな

い」 

高品位外観性 着色性 
JIS K7102 

カーボンアーク燈光に対しての

変退色が少ないこと 

安全性能 耐衝撃性 シャルピー衝撃値 
JIS K7111 

常温で非破壊 -30℃で＞

5kJ/m2 

アイゾット衝撃値 JIS K7110 23℃で ＞300J/m 

衝撃吸収性 小球バネ力 JIS K6902 損傷の発生がないこと 

耐摩耗性 磨耗量 JIS K7205 従来樹脂同等以下 

耐薬品性（耐酸性・耐ｱﾙ

ｶﾘ性） 

重量変化率 
JIS K7114 従来汎用樹脂と同等以上 

耐雷性 導電率 
― 

適当な落雷対策がなされている

こと 

環境性能 低燃費性 軽量化率 JIS D 1012 軽量化率が 25%以上であること 

低炭素性 CO2削減効果(LCCO2) 
JIS Q 14040 

商用化段階において従来製品に

比べて、LCCO2が減少する 

ﾘｻｲｸﾙ性 ･部品点数 

･マテリアルリサイクル回数 

･サーマルリサイクル時の排

出係数 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、ﾘｻｲｸﾙ性が向上する可能

性がある 

経済性 経済性 製造原価 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、加工費を含めた製造原価

が安価となる可能性がある 
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（17）ワイヤーハーネス 

ワイヤーハーネスに関する評価項目と必要水準（案）を表 5.1-19 に示す。 

 

表 5.1-19 ワイヤーハーネスに関する評価項目と必要水準（案） 

区分 評価項目 指標 
測定方法 

準拠規格 
必要水準 

保安基準 絶縁被覆 絶縁抵抗 保安基準別添

110 電気自動

車及びハイブリ

ッド自動車の高

電圧からの乗車

人員の保護に関

する技術基準  

 

作動電圧 1V あたり 100Ω以上で

なければならない。 

基本性能 強度 引張強度 
JIS K7161 

部材中の最大引張応力に対して

十分な安全率が確保されること。 

曲げ強度 
JIS K7171 

部材中の最大曲げ応力に対して

十分な安全率が確保されること。 

剛性 弾性率 
JIS K7161 

従来樹脂より比剛性が高く、高い

軽量化率がえられること 

曲げ弾性率 
JIS K7171 

従来樹脂より比剛性が高く、高い

軽量化率がえられること 

耐熱性 融点 

JIS K7121 

PA6 同等以上 

最大環境温度 120℃ 

 

熱伝導率 JIS A1412 従来樹脂同等以上 

体積膨張率 ISO 6801 従来樹脂同等以下 

線膨張率 JIS K7197 鉄、アルミと同水準であること 

吸水性 吸水率 JIS K7209 従来樹脂同等以下 

加工性 MFR(ﾒﾙﾄﾌﾛｰｲﾝﾃﾞｯｸｽ) JIS K7210 従来熱可塑性樹脂同等以上 

塗装膜密着度 

JIS K5600 

クロスカット法 6 段階のうち、

「どの格子の目にもはがれがな

い」 

高品位外観性 着色性 
JIS K7102 

カーボンアーク燈光に対しての

変退色が少ないこと 

安全性能 耐衝撃性 シャルピー衝撃値 
JIS K7111 

常温で非破壊 -30℃で＞

5kJ/m2 

アイゾット衝撃値 JIS K7110 23℃で ＞300J/m 

衝撃吸収性 小球バネ力 JIS K6902 損傷の発生がないこと 

耐摩耗性 磨耗量 JIS K7205 従来樹脂同等以下 

耐薬品性（耐酸性・耐ｱﾙ

ｶﾘ性） 

重量変化率 
JIS K7114 従来汎用樹脂と同等以上 

耐雷性 導電率 
― 

適当な落雷対策がなされている

こと 

環境性能 低燃費性 軽量化率 JIS D 1012 軽量化率が 25%以上であること 

低炭素性 CO2削減効果(LCCO2) 
JIS Q 14040 

商用化段階において従来製品に

比べて、LCCO2が減少する 

ﾘｻｲｸﾙ性 ･部品点数 

･マテリアルリサイクル回数 

･サーマルリサイクル時の排

出係数 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、ﾘｻｲｸﾙ性が向上する可能

性がある 

経済性 経済性 製造原価 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、加工費を含めた製造原価

が安価となる可能性がある 
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（18）リチウムイオン電池ケーシング 

リチウムイオン電池ケーシングに関する評価項目と必要水準（案）を表 5.1-20 に示す。 

 

表 5.1-20 リチウムイオン電池ケーシングに関する評価項目と必要水準（案） 

区分 評価項目 指標 
測定方法 

準拠規格 
必要水準 

基本性能 ケーシング強度 引張強度 
JIS K7161 

部材中の最大引張応力に対して

十分な安全率が確保されること。 

曲げ強度 
JIS K7171 

部材中の最大曲げ応力に対して

十分な安全率が確保されること。 

ケーシング剛性 弾性率 
JIS K7161 

従来材料より比剛性が高く、高い

軽量化率がえられること 

曲げ弾性率 
JIS K7171 

従来材料より比剛性が高く、高い

軽量化率がえられること 

衝突変位 ― 同上 

耐熱性 融点 
JIS K7121 

最大環境温度 45℃以上 

 

熱伝導率 JIS A1412 従来樹脂同等以上 

体積膨張率 ISO 6801 従来樹脂同等以下 

線膨張率 JIS K7197 鉄、アルミと同水準であること 

吸水性 吸水率 JIS K7209 従来樹脂同等以下 

加工性 MFR(ﾒﾙﾄﾌﾛｰｲﾝﾃﾞｯｸｽ) JIS K7210 従来熱可塑性樹脂同等以上 

安全性能 耐衝撃性 シャルピー衝撃値 
JIS K7111 

常温で非破壊 -30℃で＞

5kJ/m2 

耐摩耗性 磨耗量 JIS K7205 従来樹脂同等以下 

耐薬品性（耐酸性・耐ｱﾙ

ｶﾘ性） 

重量変化率 
JIS K7114 従来汎用樹脂と同等以上 

環境性能 低燃費性 軽量化率 
JIS D 1012 

軽量化率が 20%の場合、燃費改善

率は 10%程度 

低炭素性 CO2削減効果(LCCO2) 
JIS Q 14040 

商用化段階において従来製品に

比べて、LCCO2が減少する 

ﾘｻｲｸﾙ性 ･部品点数 

･マテリアルリサイクル回数 

･サーマルリサイクル時の排

出係数 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、ﾘｻｲｸﾙ性が向上する可能

性がある 

経済性 経済性 製造原価 

― 

商用化段階において従来製品に

比べて、加工費を含めた製造原価

が安価となる可能性がある 
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軽量構造材のLCA

紙・板紙のLCA

CO2排出削減貢献量算定のガイ
ドライン（日本化学工業協会）

LC
A

の
考
え
方

素
材
視
点
で
の
個
別
事
例

カーボンフットプリント

バイオ燃料の温室効果ガス削減効
果に関するLCAガイドライン

バイオガス関連事業のLCAに関
する補足ガイドライン

地中熱利用システムの温室効果ガス排
出削減効果に関するLCAガイドライン

エコリーフ

環境省のガイドライン3種を
ベースとしつつ考え方を整理

バイオマス素材、紙、構造材、
並びに化学工業製品等の特
有の考え方を踏まえた事例
を参照し、個別の要件を整理

バイオ燃料の温室効果ガス削減効
果に関するLCAガイドライン

自動車部品工業会の
LCI算出ガイドライン

5.2  ＣＯ２排出削減量に関する評価項目・評価方法の整理 

5.2.1  ＣＯ２排出削減量に関する評価方法の基本的な考え方の整理 

（１）ＣＮＦにおけるＬＣＡの類似事例 

製造や輸送等の過程においてＣＯ２が排出されるため、サプライチェーン全体のＣＯ２排

出量の把握と削減が重要である。本項では、ＬＣＡ(Life Cycle Assessment：ライフサイ

クルアセスメント)の観点から、ＣＯ２排出削減量に関する評価方法についての整理を行い、

セルロースナノファイバーを用いた自動車製品に関するＬＣＡガイドライン（案）の作成

に向けて、類似する点が多いと思われる事例を調査した。まずは、ＣＮＦ(Cellulose 

Nanofiber：セルロースナノファイバー）におけるＬＣＡの考え方を整理し、次に類似事例

のＬＣＡにおける考え方について調査した。調査対象としたガイドラインを図 5.2-1 に示

す。 

今回は、サプライチェーンでＣＯ２排出量を把握することから、エネルギー＋マテリアル

でのバウンダリーを評価対象とした。ＣＮＦにおけるＬＣＡの類似事例として、樹脂材や

ＣＦＲＰ、紙のＣＦＰなどの算定が実施されていることから、これらを調査対象とした。

表 5.2-1 に参照した評価制度を示す。 

また、ＣＮＦのサプライチェーンとＣＯ２排出量の算定イメージを図 5.2-2 に、参照した

ＣＮＦの類似事例の概要を図 5.2-3～9に示す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.2-1 調査対象としたガイドライン 
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表 5.2-1 参照した評価制度 

制度 算定方法 発行者等 選定理由 

LCA ガイド

ライン 

バイオ燃料の温室効果ガス

削減効果に関する LCA ガイ

ドライン 

環境省 CNF と同じく、バイオ燃料を対象としたライ

フサイクルにおける環境負荷データを算出。 

LCA ガイド

ライン 

バイオガス関連事業の LCA

に関する補足ガイドライン 

環境省 CNF と同じく、バイオガスを対象としたライ

フサイクルにおける環境負荷データを算出。 

LCA ガイド

ライン 

地中熱利用システムの温室

効果ガス排出削減効果に関

する LCA ガイドライン 

環境省 CNF と同じく、地中熱利用を対象としたライ

フサイクルにおける環境負荷データを算出。 

LCA 

(独自算定) 

炭素繊維協会 LCA モデル 炭素繊維協

会 

CNF と同じく､CFRP での自動車部品の代替効

果を LCA で把握 

LCA 

(独自算定) 

紙・板紙のライフサイクル

における CO2排出量 

日本製紙連

合会・LCA

小委員会 

CNF と同じく、紙・板紙を対象としたライフ

サイクルにおける環境負荷データを算出。 

CO2 排出削

減貢献量算

定のガイド

ライン 

CO2排出削減貢献量算定の

ガイドライン 

(一社)日本

化学工業協

会 

評価対象製品と比較製品におけるライフサイ

クル全体の CO2を算出し、その差分を算出。 

(参考)カー

ボンフット

プリント制

度(CFP 制

度) 

｢紙製容器包装(中間財)｣

PCR･｢ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製容器包装｣

PCR 事業者のための GHG 排

出量算定ガイドライン 等 

(一社)日本

印刷産業連

合会 等 

・CFP 制度は､サプライチェーン全体の CO2削

減量を把握。 

・CNF は､原材料が紙であり､また､紙とサプラ

イチェーンが近い可能性もある。 

(参考)エコ

リーフ環境

ラベル 

エコリーフ環境ラベル (一社)産業

環境管理協

会 

ライフサイクルにおける定量的製品環境負荷

データを開示。 

(参考)LCI JAPIA  LCI算出ガイドライ

ン 

(一社)日本

自動車部品

工業会 

自動車等に用いられる部品のライフサイクル

における環境負荷データを算出。 
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名称 紙・板紙のライフサイクルにおけるCO2排出量

発行主体 日本製紙連合会・LCA小委員会 対象地域 日本

参照している国際規格・
ガイドライン等

特になし

算定・評価の概要

• 対象ガス：CO2、CH4、N2O

• 紙・板紙の大半が中間財として使用されるため、
「原材料調達段階」「生産段階」を対象とする。

• 「原材料調達段階」に含まれるCO2排出量
①原材料の製造まで
②原材料の紙・板紙工場までの輸送
③古紙については古紙問屋から紙・板紙工場までの輸送

算定の考え方

1．原材料調達段階
CO2排出量（kg-CO2/t-製品）＝∑{原材料の使用量（t-原材料/t-製品）×原材料のCO2排出原単位（kg-CO2/t-原材料）}

2．生産段階
CO2排出量（kg-CO2/t-製品）＝∑{生産時のエネルギー使用量（GJ/t-製品）×エネルギーのCO2排出原単位（kg-CO2/GJ）}

CNFのサプライチェーンとCO2排出量の算定 例
*2: 輸送に伴うCO2排出量はリーケージ扱い（5%以下と想定）であるが、来年度検
討を進めていく
*3 :リサイクルによる削減効果は今回は算定しない

コスト

CO2

原材料調達 製造 流通 最終製品化 利用 廃棄

60円/kg
～

100円/kg

数千円/kg
～

数万円/kg

流通経路で
異なる

製品ごとに異
なる

製品ごとに異
なる

原材料に従う
製品ごとに

異なる
軽量化による
CO2削減効果

（リサイクルによ
るCO2削減効

果*3 ）

-

- *214.9～86.6
kg-CO2/kg

コスト・CO2
算定のための条件

原材料の特定
製造方法の

特定
地域の特定 製品の特定

シーズの特定 ニーズの特定

CNFのニーズがある製品を特定し、それに対して製造地域、製造方法、原材料を仮定し算定していく必要がある

 

図 5.2-2 ＣＮＦのサプライチェーンとＣＯ２排出量の算定イメージ 

出典：平成 26 年度中長期的温室効果ガス排出削減に向けたセルロースナノファイバーの適用可能性調査委

託業務報告書 

 

 

図 5.2-3 紙・板紙のライフサイクルにおけるＣＯ２排出量 

出典：日本製紙連合会・LCA 小委員会『紙・板紙のライフサイクルにおけるＣＯ２排出量』より作成 
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名称 CO2排出削減貢献量算定のガイドライン

発行主体 一般社団法人日本化学工業協会 対象地域 全国

参照している国際規格・
ガイドライン等

ISO14040シリーズ、The GHG Protocol for Project Accounting

算定・評価の概要

• 評価対象製品と比較製品におけるライフサイクル全体のCO2排出量を算定し、その差分を求める。

＜比較製品選定の要件＞
①比較製品は、評価対象製品と同様の機能を発揮する製品・技術であること。（機能単位を揃える）
②原則として、評価年の時点で市場に流通しており、評価対象製品と競合、もしくは今後置き換えられていくことが想定される製品。
③過去に流通していた製品を比較製品としてもよい。

• 貢献製品の考え方とその範囲
CO2排出削減を実現する評価対象製品に用いられている化学製品・技術のうち、以下の①～④のいずれか１つを満たし、かつ皮革
製品との差別化を可能としているものを貢献製品と呼び、c-LCAによる評価をしてもよい。
①評価対象製品そのもの
②CO2排出削減機能に不可欠で、評価対象製品に物理的、物質的に残るもの
③CO2排出削減機能には直接寄与しないが、評価対象製品には必須の素材
④上記①②の材料を生産するプロセスで不可欠な原材料、触媒等の化学製品・技術だが、最終製品には物理的、物質的に残らな
いもの（CO2排出削減の機能には寄与しない代替可能な素材は含めない）

算定の考え方

• 製品の使用期間について
製品仕様に関する算定条件のうち、製品をライフエンドまで使用する期間である製品寿命があげられる。

（例1）自動車のボディ用炭素繊維（製品寿命：自動車＜炭素繊維）
製品寿命は炭素繊維の機能を維持できるまでの期間ではなく、自動車としてユーザーが廃車にするまでの期間とすべき

（例2）自動車用タイヤ（製品寿命：自動車＞タイヤ）
システム境界を自動車全体まで広げて燃費改善の効果を評価する。この場合の製品寿命はタイヤの寿命としてよい。

対象材料名 出典 考え方

CFRP

『CFRP軽量車のLCA』鈴木徹也、手柴富美、圖子

博昭、高橋淳、影山和郎、吉成仁志（東京大学大
学院、2002年）

＜原単位＞

剛性が要求されるボディと、強度が要求されるシャーシで、物性が異なる
CFRPで算出。前者は繊維体積含有率30%、樹脂は熱可塑性のPP、後者は
繊維体積含有率60%、樹脂は熱硬化性のエポキシ。
＜対象車の定義＞
4ドアセダン、ガソリンエンジン・FF、AT、車体重量1,380kg、排気量2,000cc

車体製造段階のエネルギー消費量は、自動車工業会の報告値を採用

走行段階におけるガソリンの製造に関するエネルギー消費量も計算

『炭素繊維強化プラスチックによる軽量化バスの構
造分析とLCA』T. Suzuki, M. Kan, M. Yamamoto, 

K. Uzawa, J. Takahashi, J. Kasai（東京大学、
2005年）

＜機能単位＞
15年間使用、43万km走行

PVC→TPO
PES、POM→PP

『Using LCA to Assess Eco-design in the 
Automotive Sector
Case Study of a Polyolefinic Door Panel』
Ivan Muñoz, Joan Rieradevall, Xavier 
Domènech and Cristina Gazulla（2006年）

＜リサイクル方法＞

シュレーダー＋埋め立て、シュレーダー＋焼却、シュレーダー＋セメント炉、リ
サイクル＋シュレーダー＋埋め立て
＜影響領域＞

資源枯渇、地球温暖化、酸性化、人体毒性、水系生態毒性、富栄養化、光化
学オキシダント、エネルギー消費、水消費、埋め立て廃棄物量

図 5.2-4 軽量構造材のＬＣＡの取り組みについて 

 

図 5.2-5 ＣＯ２排出削減貢献量算定のガイドラインの概要 

出典：一般社団法人日本化学工業協会『ＣＯ２排出削減貢献量算定のガイドライン』より作成 
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名称 カーボンフットプリント

発行主体 一般社団法人産業環境管理協会 対象地域 日本

参照している国際規格・
ガイドライン等

ISO/TS14067

算定・評価の概要

• 温室効果ガスのみを算定対象とする
• 算定範囲は、製品の機能を満たす範囲でありかつCO2排出量への寄与の大きさの観点から無視できないプロセ

スを含めるよう設定しなければならないものとする。

算定の考え方

• 算定方法は以下の式に従う。活動量には素材使用料、電力使用量、埋立量等が該当する。原単位は活動量あ
たりのライフサイクルにおけるCO2排出量である。

• 算定の単位は「機能単位」である。「製品単位」「販売単位」「物量単位」は機能単位に含まれる。

名称 バイオ燃料の温室効果ガス削減効果に関するLCAガイドライン

発行主体 環境省 対象地域 日本

参照している国際規格・
ガイドライン等

ISO14040

算定・評価の概要

＜プロセスフロー＞ ＜システム境界＞
「原料調達」「製造」「流通」「使用」「処分」を対象とする。
※バイオ燃料の「処分」段階は考慮しなくてもよい。

＜実施主体の想定＞
・バイオ燃料の製造・販売業者
・海外産バイオ燃料の輸入事業者

＜機能単位＞
1MJ相当の輸送用燃料の使用とする。

算定の考え方

＜原料調達段階における活動量データの収集範囲＞
①土地利用変化（資源作物を原料とするバイオ燃料の場合）
※土壌炭素ストック量、生体バイオマス炭素ストック量の影響による温室効果ガス排出量の変化を考慮しなければならない。
②栽培（資源作物を原料とするバイオ燃料の場合）
③原料輸送

＜原料輸送による温室効果ガス排出量算定式＞
原料輸送による温室効果ガス排出量＝平均的な片道輸送距離×2（往復を考慮する場合）÷燃費×燃料の温室効果ガス原単位
※輸送設備（トラック、トレーラー等）の製造時における温室効果ガス排出量は考慮しなくてもよい。

＜製造段階における活動量データの収集範囲＞ ＜温室効果ガス排出量算定式＞
・製造プロセスにおける廃棄物の発生を含む。 温室効果ガス排出量＝Σ{GWP×（活動量×排出原単位）}
・原料の貯蔵、中間処理に要した化石燃料や電力等の投入を含む。

図 5.2-6 バイオ燃料の温室効果ガス削減効果に関するＬＣＡガイドラインの概要 

出典：環境省『バイオ燃料の温室効果ガス削減効果に関する LCA ガイドライン』より作成 

 

図 5.2-7 カーボンフットプリント制度の概要（参考） 

出典：CFP プログラム、JEMAI 環境ラベルプログラム(エコリーフ/カーボンフットプリントコミュニケーシ

ョンプログラム)基本文書より作成 
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名称 JAPIA LCI算出ガイドライン

発行主体 一般社団法人日本自動車部品工業会 対象地域 日本

参照している国際規格・
ガイドライン等

ISO14040：2006

算定・評価の概要

＜システム境界＞
材料製造段階の環境負荷と購入部品製造及び自社製造段階の環境負荷とを積算する。

＜機能単位＞
自動車等（輸送機器）1台を適正に動作させる機能とする。対象製品は自動車等1台に搭載され、その自動車等の使用者の要求に
基づき、1台の自動車等に対してその製品の特性が機能すると考える。

＜輸送の関わる項目の扱い＞
材料や部品の輸送時における積載効率が非常に高いことは容易に推測されるので、その値は製部品の初期の評価に影響にほと
んど及ぼさないと考え、調査対象から除外する。

算定の考え方

＜環境負荷量算出方法＞
自動車部品のシステム境界内の環境負荷量
＝Σ（Mat×m）＋Σ（PNE×m）＋Σ（PE×n）

Mat：材料製造段階の環境負荷原単位
PNE：電子部品以外の製造段階（材料加工段階）環境負荷原単位
m：各材料の質量
PE：電子部品の製造（実装も含む）段階の環境負荷原単位
n：電子部品の端子数

名称 エコリーフ環境ラベル

発行主体 一般社団法人産業環境管理協会 対象地域 日本

参照している国際規格・
ガイドライン等

ISO14025

算定・評価の概要

• 定量的製品環境負荷データの開示を目的とする。また環境特性を多面的に評価する。
• 資源採取から製造、物流、使用、廃棄・リサイクルまでの製品の全ライフサイクルにわたって、LCA（ライフサイクルアセスメント）

による定量的な環境情報を開示する。
• 公開される製品環境情報はすべて、製品分類別基準（PCR ）を定める。 同じ分類に属する製品の環境負荷は、基本的に同一

条件で計算されるため、製品間の比較について配慮されている。
• 結果について合否判定せず、客観的な情報やデータの公開に止める。その評価は読み手に委ねられる。

算定の考え方

• エコリーフではLCAに基づくインベントリ分析及びインパクト評価の算出結果を製品環境情報とする。
＜インベントリ分析＞

消費負荷項目及び環境排出負荷項目の2つから構成される。
消費負荷項目・・・枯渇資源（石炭等のエネルギー資源と鉄鉱石等の鉱物資源）、水や木材等の再生可能資源の2つに大別。
環境負荷項目・・・CO2等の大気、BOD等の水域、土壌への排出の3つに大別。

＜インパクト評価＞
インベントリ分析と同様の環境影響項目

 

図 5.2-8 エコリーフ環境ラベルの概要（参考） 

出典：一般社団法人産業環境管理協会（エコリーフ事務局）資料より作成 

 

図 5.2-9 JAPIA  ＬＣＩ算出ガイドラインの概要（参考） 

出典：一般社団法人日本自動車部品工業会資料より作成 
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はじめに はじめに

用語の解説 用語の解説

バイオ燃料の LCA の基本的な考え方 本ガイドラインの位置づけ 本ガイドラインにおける基本的事項

対象とするバイオ燃料 対象とするバイオガス関連事業 対象とする地中熱利用システム

LCA 実施主体 LCA 実施主体 LCA 実施主体（※）

システム境界の考え方 ― ―

機能単位の設定 機能単位の設定に関する留意事項（※） 機能単位の設定（※）

LCA 実施フロー ― LCA 実施フロー

類似する基準等 ― ―

― バイオ燃料 LCA ガイドラインとの相違点 ―

算定事業モデルの設定とプロセスフローの明確化 LCA 実施の目的と調査範囲の設定

算定事業モデルの設定 対象事業および LCA の目的の明確化 算定事業モデルと LCA 実施の目的の設定

― システム境界の設定に関する留意事項 対象影響領域の設定

プロセスフローの明確化 ― プロセスフローとシステム境界の明確化

―
比較対象とするオリジナルプロセスの設定に関す
る留意事

比較対象とするオリジナルプロセスとそのプロセス
フローの設定

活動量データの収集・設定 活動量データの収集・設定に関する留意事項 活動量データの収集・設定

活動量データの収集 ― 活動量データの収集

― 原料調達段階に関する留意事項 ―

― 製造段階に関する留意事項 ―

― 流通段階に関する留意事項 ―

― 処分段階に関する留意事項 ―

 収集データの精度とカットオフ基準の考え方 ― 収集データの精度・カットオフ基準・配分の考え方

温室効果ガス排出原単位データの収集・設定 温室効果ガス排出原単位データの収集・設定 温室効果ガス排出原単位データの収集・設定

 地球温暖化対策法に基づく排出係数の利用 ― 地球温暖化対策推進法に基づく排出係数の利用

LCIデータベースの利用 ― LCIデータベースの利用

温室効果ガス排出量の評価 温室効果ガス排出量の評価 温室効果ガス排出量の評価

温室効果ガス排出量の算定方法 ― 温室効果ガス排出量の算定

― 感度分析の実施 感度分析の実施

温室効果ガス排出量の評価 温室効果ガス排出削減効果の評価 温室効果ガス排出削減効果の評価

本ガイドラインにおけるレビュー 本ガイドラインにおけるレビュー 本ガイドラインにおけるレビュー

バイオガス関連事業のLCAの基本的な考え方に関する

留意事項

―

バイオ燃料の温室効果ガス削減効果に関する
LCA ガイドライン

バイオガス関連事業の
LCA に関する補足ガイドライン

地中熱利用システムの温室効果ガス排出
削減効果に関する LCA ガイドライン

―

（２）ＣＮＦの算定手法の検討 

前項ではＬＣＡの考え方を整理するにあたり、ＣＮＦにおけるＬＣＡの類似事例を調査

した。本項ではＣＮＦの算定手法の検討を行った。まず、環境省が公表する 3 つのガイド

ライン「バイオ燃料の温室効果ガス削減効果に関するＬＣＡガイドライン」、「バイオガス

関連事業のＬＣＡに関する補足ガイドライン」及び「地中熱利用システムの温室効果ガス

削減効果に関するＬＣＡガイドライン」に基づいて、ＣＮＦを用いた自動車製品に関する

ＬＣＡガイドライン（案）の項目案を設定した。次に、この項目案に基づいて基本的なコ

ンセプトと論点を整理した後、類似事例におけるＬＣＡの考え方を参考として内容の網羅

性について確認した。環境省が公表する 3 つのガイドラインの目次を比較したものを図

5.2-10 に示す。 

また、参照した図 5.2-10 に基づき、ガイドラインの項目案を設定した。設定した項目案

を図 5.2-11 に示す。 

 

図 5.2-10 環境省が公表する 3つのガイドラインの目次比較 

出典：環境省『バイオ燃料の温室効果ガス削減効果に関する LCA ガイドライン』平成 22 年 3月、 

『バイオガス関連事業の LCA に関する補足ガイドライン』平成 24 年 3月、 

『地中熱利用システムの温室効果ガス排出削減効果に関する LCA ガイドライン』平成 24 年 3月 
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CNFのガイドライン項目案

1 基本的な考え方 4. 温室効果ガス排出量原単位データの収集・設定

1.1 目的 4.1 地球温暖化対策法に基づく排出係数の利用

1.2 対象とする製品 4.2 LCIデータベースの利用

1.3 LCA実施主体 5. 温室効果ガス排出量の評価

1.4 システム境界の考え方 5.1 温室効果ガス排出量の算定・評価方法

1.5 機能単位の設定 5.2 配分の方法

1.6 LCA実施フロー 5.3 感度分析の実施

1.7 比較対象とするオリジナルプロセスの設定に関する留意事項

2. 算定事業モデルの設定とプロセスフローの明確化 6. 本ガイドラインにおけるレビュー

2.1 算定事業モデルの設定 6.1 本ガイドラインにおけるレビュー

2.2 プロセスフローの明確化

3. 活動量データの収集・設定

3.1 活動量データの収集・設定

3.2 収集データの精度

3.3 カットオフ基準の考え方

 

 

図 5.2-11  ＣＮＦを用いた自動車製品に関するＬＣＡガイドライン（案）の項目 
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5.2.2 ＬＣＡ算定ガイドラインに関する基本的なコンセプトと論点の整理 

設定したガイドライン項目案に基づいて、基本的なコンセプトと論点を整理した。 
 

項目案 1.1 目的 

＜基本コンセプト＞ 

主に、ＣＮＦ部材等を導入した自動車ごとに削減効果を算定することを目的とする。算

定結果の利用用途と公表先は継続して検討が必要となる。 

＜論点＞ 

ＣＮＦ部材等を導入した自動車ごとに削減効果を算定することを目的とすることでよい

か。算定結果の利用用途と公表先は今後検討していくことでよいか。 

 

項目案 1.2 対象とする製品 

＜基本コンセプト＞ 

ＣＮＦ部材を導入した製品を対象とする。具体的には外装、車体、内装、エンジン回り

等である。製品機能や耐用年数をといった製品仕様を設定する。 

＜論点＞ 

上記の製品のみ対象とすることでよいか。設定する製品仕様については引き続き検討し

ていくことでよいか。 

 

項目案 1.3 LCA 実施主体 

＜基本コンセプト＞ 

 ＬＣＡを算定する実施主体として想定されるのが、ＣＮＦ部材の製造・販売業者である。 

＜論点＞ 

ＣＮＦ部材の製造・販売業者を実施主体とすることでよいか。 
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項目案 1.4 システム境界の考え方 

＜基本コンセプト＞ 

 システム境界は、原材料調達段階から廃棄段階を設定し、その際にはリサイクル性も考

慮する。なお、走行段階のＣＯ２排出量算定については、燃費法を用いて算定を行った後、

重量按分を行うものとする。燃費法及び輸送距離のデータについては、可能な限り実測値

を採用するものとする。不可能であれば省エネ法の燃費表を参照し、輸送距離は推定値と

する。 

＜論点＞ 

原材料調達段階～廃棄段階をシステム境界とすることでよいか。走行段階については、

燃費法を用いて総ＣＯ２排出量を算出後、重量按分を行うことでよいか。また燃費と輸送距

離のデータについては、可能であれば実測値とし、不可能であれば省エネ法の燃費表を参

照し、輸送距離は推定値とすることでよいか。 

 

項目案 1.5 機能単位の設定 

＜基本コンセプト＞ 

 機能単位としては、4ドアセダン、ガソリンエンジン・FF、AT、車体重量 1,380kg、排気

量 2,000cc、走行距離 10万 km/10 年、耐用年数 6年とし、同一の製品間の比較が容易とな

るようにする。 

※出典：（一社）日本自動車工業会、（一社）産業環境管理協会、国税庁『耐用年数表』 

＜論点＞ 

 上記の機能単位で設定してよいか。 
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①LCA実施の目的と調査範囲の設定
• 算定事業モデルとLCA実施の目的の設定
• 機能単位（製品の温室効果ガス排出量を表す基準となる単位）の設定
• 対象影響領域（評価対象とする環境問題）の設定
• プロセスフローとシステム境界（算定の対象単位）の明確化
• 比較対象とするオリジナルプロセス（対象プロセスが代替している既存の製品シス

テム）とそのプロセスフローの設定

②活動量データ（製品製造過程で
投入する物またはエネルギーの量

的データ）の収集・設定

④温室効果ガス排出量の評価
• 温室効果ガス排出量の算定
• 感度分析（採用したデータの変動が算定結果に及ぼす影響の分析）の実施
• 温室効果ガス排出削減効果の評価

⑤レビューの実施

③温室効果ガス排出原単位
データの収集・設定

⑥温室効果ガス排出削減効果等の表示

項目案 1.6 ＬＣＡ実施フロー 

＜基本コンセプト＞ 

 比較対象とするオリジナルプロセスを設定した実施フローを設定する。ＬＣＡの実施フ

ローを図 5.2-12 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.2-12 ＬＣＡの実施フロー 

 

＜論点＞ 

比較対象とするオリジナルプロセスのシステム境界は、対象製品が有する機能に応じて

設定するものとしてよいか。 

 

項目案 1.7 比較対象とするオリジナルプロセスの設定に関する留意事項 

＜基本コンセプト＞ 

 比較対象とするオリジナルプロセスのシステム境界は、対象製品が有する機能に応じて

設定するものとする。ＰＰ、ＰＡ６、鉄、アルミ、複合材のプロセスが考えられる。 

 

＜論点＞ 

比較対象とするオリジナルプロセスの設定については、引き続き検討を行うことでよい

か。 
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項目案 2.1 算定事業モデルの設定 

＜基本コンセプト＞ 

 算定事業モデルは環境省のＣＮＦ実証事業にのみ適用することを想定する。 

＜論点＞ 

環境省のＣＮＦ実証事業にのみ適用することでよいか。 
 
項目案 2.2 プロセスフローの明確化 

＜基本コンセプト＞ 

 原材料調達から廃棄（リサイクル）段階までのプロセスを対象とする。また、ＣＮＦ部

材等製造段階のフローとして、資本設備の加工・組立・解体によって生じる排出量は対象

とする（但し、商用化時の生産量を想定する）。さらに輸送においては往復分のデータを使

用することとし、輸送設備の製造については対象外とする。なお、2次データの活用を認め

る。 
＜論点＞ 

資本設備の加工・組立・解体によって生じる排出量を対象（但し、商用化時の生産量を

想定）とすることでよいか。また、既存の環境省ＬＣＡガイドラインと同様、往復分を想

定することでよいか。さらに、2次データの活用を認めてよいか。また 1次データとの一貫

性を満たす、といった 2次データ利用の条件付けを設定するか。 
 
項目案 3.1 活動量データの収集・設定 

＜基本コンセプト＞ 

明確にしたプロセスフローにおける各プロセスに関して、プロセスごとのエネルギーや

投入物の消費量、廃棄物や環境（大気等）への排出物の排出量を明らかにする。 
＜論点＞ 

上記の内容で設定してよいか。 
 
項目案 3.2 収集データの精度 

＜基本コンセプト＞ 

温室効果ガス排出量に大きな影響を与えるプロセスについては、高い精度でデータを収

集する必要がある。  
＜論点＞ 

データ収集の方法について、高い精度でデータを収集できるか。 
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項目案 3.3 カットオフ基準の考え方 

＜基本コンセプト＞ 

原材料調達コストの 5%未満であること、あるいは当該プロセスや投入物が起因する温室

効果ガス排出量が温室効果ガス総排出量に対して 5%未満であることとする。またカットオ

フを実施する場合に感度分析を実施するか引き続き検討が必要。 

＜論点＞ 

既存の環境省ＬＣＡガイドラインは 1%未満であるが、利用しやすさを踏まえ、5%未満と

してよいか。また感度分析は実施するか。 

 
項目案 4.1 地球温暖化対策法に基づく排出係数の利用 

＜基本コンセプト＞ 

化石燃料の燃焼に伴う発熱量とＣＯ２排出係数は温対法施行令第 3条の数値を使用する。

また電力の温室効果ガス排出原単位は、調達先の電力供給者から公表される排出係数を使

用する。 
＜論点＞ 

排出係数の参照先について上記の内容でよいか。 
 
項目案 4.2 LCI データベースの利用 

＜基本コンセプト＞ 

LCI データベース利用の優先順位は、下記の通りとする。 

レベル 1：事業者自らが実際のデータを調査して使用 

レベル 2：業界団体等で用いられている標準値を使用 

レベル 3：積み上げ法に基づくＬＣＩデータベースの参照値を使用 

レベル 4：産業連関表に基づく参照値を使用 
＜論点＞ 

 上記の優先順位で設定してよいか。 
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項目案 5.1 温室効果ガス排出量の算定・評価方法 

＜基本コンセプト＞ 

既存の環境省ガイドラインでは、温室効果ガス排出量の算定に際して IPCC 第 2 次報告書

の値を採用しているが、ＩＰＣＣ発行の最新データである第 5 次報告書で公表された値を

用いる。対象ガスを 7ガスとする。 

＜論点＞ 

最新データである第 5 次報告書の値を採用、対象ガスを 7 ガスとするということでよい

か。 
 
項目案 5.2 配分の方法 

＜基本コンセプト＞ 

配分を回避することを前提とする。回避できない場合には優先順位を下記とする。 
①物理的パラメータ（質量等） 
②製品及び機能間のその他の関係を反映する方法（例：経済価値） 
＜論点＞ 

配分を回避できない場合についての考え方は上記 2 パターンでよいか。またその他に設

定するか。 
 

項目案 5.3 感度分析の実施 

＜基本コンセプト＞ 

採用した活動量データや原単位データをある範囲で変動させたり、配分手法等を変更し

たりすることにより、温室効果ガス排出量の算定結果にどの程度の影響を及ぼすか、それ

が許容範囲であるかどうかを検討する。 
＜論点＞ 

 感度分析の実施については今後引き続き検討していくことでよいか。 
 
項目案 6.1 本ガイドラインにおけるレビュー 

＜基本コンセプト＞ 

既存の環境省ガイドラインは全て内部レビュー用のチェックシートを添付している。よ

って内部レビュー用のチェックシートを添付する。 

＜論点＞ 

レビューチェックシートを作成するかどうか。また内部用のみでよいか。 
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最後に、まとめた基本コンセプトと論点に加え、類似事例におけるＬＣＡの考え方を参

考に内容の網羅性について確認し、今後の方針（案）を設定した。基本コンセプト案及び

論点と、類似事例を参照した上でまとめた方針（案）を表 5.2-2 に示す。 

 

表 5.2-2 明確にしたコンセプト及び論点と類似事例におけるＬＣＡの考え方 

設定し

たガイ

ドライ

ンの項

目案 

基本コンセプ

ト案 

論点 類似事例 方針（案） 

紙・板

紙の

LCA 

軽量構造

材 

CO2 排出削減

貢献量算定

のガイドラ

イン 

環境省バ

イオ燃料

LCA ガイド

ライン 

1.1  

目的 

CNF部材等を導

入した自動車

ごとに削減効

果を算定する

ことを目的と

する。算定結果

の利用用途と

公表先は検討

が必要。 

 

CNF 部材等を導

入した自動車ご

とに削減効果を

算定することを

目的とすること

でよいか。算定結

果の利用用途と

公表先は今後検

討していくこと

でよいか。 

紙・板

紙を対

象とし

た環境

負荷デ

ータの

公開 

 

自動車の

軽量化に

よるCO2削

減の期待 

 

化学産業の

CO2排出削減

貢献量を算

定する手段

の統一化 

 

バイオ燃

料の製造

事業者や

輸入事業

者向けに

活用して

もらう 

 

CNF 部材等を

導入した自動

車ごとに削減

効果を算定す

ることを原則

とする。算定結

果の利用用途

と公表先は今

後検討する。 

1.2  

対象と

する製

品 

CNF部材を導入

した外装、車

体、内装、エン

ジン回り等を

対象とする。製

品機能や耐用

年数をといっ

た製品仕様を

設定する。 

 

左記の製品のみ

対象とすること

でよいか。設定す

る製品仕様につ

いては今後検討

していくことで

よいか。 

 

紙・板

紙（原

料調達

段階に

おける

薬品等

を含

む） 

 

CFRP、TPO、

PP 

 

貢献製品を

含む 

 

バイオエ

タノール、

バイオデ

ィーゼル、

バイオガ

ス 

 

CNF 部材を導

入した外装、車

体、内装、エン

ジン回り等を

対象とする。製

品機能や耐用

年数をといっ

た製品仕様を

設定する。 

1.3 

LCA 実

施主体 

CNF 部材の製

造・販売業者を

実施主体とす

る。 

 

CNF 部材の製

造・販売業者を実

施主体とするこ

とでよいか。 

日本製

紙連合

会・LCA

小委員

会 

 

記載なし 

 

一般社団法

人日本化学

工業協会 

 

バイオ燃

料の製

造・販売事

業者、海外

産バイオ

燃料の輸

入事業者 

CNF 部材の製

造・販売業者を

実施主体とす

る。 

 

1.4  

システ

ム境界

の考え

方 

原材料調達段

階～廃棄段階

をシステム境

界とする。走行

段階について

は、CNF 部材単

位の重量に対

して燃費法を

用いて CO2 排

出量を算定す

る。具体的に

は、燃費法を用

いて総 CO2 排

出量を算出し

た後、重量按分

を行う。燃費及

び輸送距離の

データについ

ては、実測が可

能であればこ

れを採用する。

不可能であれ

原材料調達段階

～廃棄段階をシ

ステム境界とす

ることでよいか。

走行段階につい

ては、燃費法を用

いて総 CO2 排出

量を算出後、重量

按分を行うこと

でよいか。また燃

費と輸送距離の

データについて

は、可能であれば

実測値とし、不可

能であれば省エ

ネ法の燃費表を

参照し、輸送距離

は推定値とする

ことでよいか。 

 

原材料

調達段

階、生

産段階

を対象

とし、

流通段

階、廃

棄・リ

サイク

ル段階

は含め

ていな

い 

 

走行段階

における

ガソリン

の製造に

関するエ

ネルギー

消費量も

含む 

 

原料採取か

ら廃棄まで 

 

原料調達

段階から

処分段階

までが基

本（但し、

バイオ燃

料の処分

は考慮し

なくても

よい。 

 

原材料調達段

階～廃棄段階

を設定する。リ

サイクルも考

慮する。走行段

階の CO2 排出

量算定につい

ては、燃費法を

用いて算定を

行い、その後重

量按分を行う。

燃費及び輸送

距離のデータ

については可

能であれば実

測値を採用す

る。 
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設定し

たガイ

ドライ

ンの項

目案 

基本コンセプ

ト案 

論点 類似事例 方針（案） 

紙・板

紙の

LCA 

軽量構造

材 

CO2 排出削減

貢献量算定

のガイドラ

イン 

環境省バ

イオ燃料

LCA ガイド

ライン 

ば省エネ法の

燃費表を参照

し、輸送距離は

推定値とする。 

1.5  

機能単

位の設

定 

4 ドアセダン、

ガソリンエン

ジン・FF、AT、

車体重量

1,380kg、排気

量 2,000cc、走

行距離 10 万

km/10 年、耐用

年数 6年を機

能単位とし、同

一の製品間の

比較が容易と

なるようにす

る。 

※出典：（一社）

日本自動車工

業会、（一社）

産業環境管理

協会『LCA の実

務』2005 年、

国税庁『耐用年

数表』 

左記の機能単位

でよいか。 

 

記載な

し 

 

4 ドアセダ

ン、ガソリ

ンエンジ

ン・FF、AT、

車体重量

1,380kg、

排気量

2,000cc 

 

評価対象製

品と比較製

品（同様の機

能を有する

製品・技術） 

 

1MJ 相当の

輸送用燃

料の使用 

 

4 ドアセダン、

ガソリンエン

ジン・FF、AT、

車体重量

1,380kg、排気

量 2,000cc、走

行距離 10 万

km/10 年、耐用

年数 6年を機

能単位とする

ことでよいか

検討が必要。 

 

1.6 

LCA 実

施フロ

ー 

比較対象とす

るオリジナル

プロセスを設

定した実施フ

ローを記載す

る。 

 

オリジナルプロ

セスを設定した

実施フローでよ

いか。 

 

記載な

し 

 

記載なし 

 

比較製品の

選定条件は、

①評価対象

製品と同様

の機能を有

する、②評価

年の時点で

市場に流通

している、③

過去に流通

していた製

品を比較製

品としても

よい。 

オリジナ

ルプロセ

スをフロ

ーに含む 

 

オリジナルプ

ロセスを実施

フローに含む。

同様の機能を

有し、市場に流

通している製

品を対象とす

る。 

 

1.7  

比較対

象とす

るオリ

ジナル

プロセ

スの設

定に関

する留

意事項 

比較対象とす

るオリジナル

プロセスのシ

ステム境界は、

対象製品が有

する機能に応

じて設定する

ものとする。 

 

比較対象とする

オリジナルプロ

セスのシステム

境界は、対象製品

が有する機能に

応じて設定する

ものとしてよい

か。 

 

記載な

し 

 

従来 

車と 

の比 

較 

 

同様の機能 

を有する比 

較製品を設 

定 

 

バイオ燃 

料の比較 

対象とし 

てガソリ 

ン、軽 

油、天然 

ガスを設 

定 

 

比較対象とす

るオリジナル

プロセスの設

定について検

討が必要。PP、

PA6、鉄、アル

ミ、エポキシ、

複材のプロセ

スが考えられ

る。 

2.1  

算定事

業モデ

ルの設

定 

環境省の CNF

実証事業にの

み適用するこ

とを想定する。 

 

環境省の CNF 実

証事業にのみ適

用することでよ

いか。 

 

記載な

し 

 

記載なし 

 

将来予測に

基づく削減

貢献量算定

について記

載 

 

バイオ燃

料の算定

事業モデ

ルに設定。

将来的な

事業化を

想定する

環境省の CNF

実証事業にの

み適用するこ

とを想定する。 
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設定し

たガイ

ドライ

ンの項

目案 

基本コンセプ

ト案 

論点 類似事例 方針（案） 

紙・板

紙の

LCA 

軽量構造

材 

CO2 排出削減

貢献量算定

のガイドラ

イン 

環境省バ

イオ燃料

LCA ガイド

ライン 

場合には、

詳細な条

件設定が

必要。 

2.2  

プロセ

スフロ

ーの明

確化 

①原材料調達

から廃棄（リサ

イクル）段階ま

でのプロセス

を対象とする。

②CNF部材等製

造段階のフロ

ーとして、資本

設備の加工・組

立・解体は対象

とする（但し、

商用化時の生

産量を想定）。

③輸送におい

ては往復分デ

ータを使用す

る。なお、輸送

設備の製造に

ついては対象

外。④2次デー

タの活用を認

める。 

 

①左記のプロセ

スと同様でよい

か。②資本設備の

加工・組立・解体

によって生じる

排出量を対象（但

し、商用化時の生

産量を想定）とす

ることでよいか。 

③既存の環境省

LCA ガイドライ

ンと同様、往復分

を想定すること

でよいか。④2次

データの活用を

認めてよいか。ま

た 1次データと

の一貫性を満た

す、といった 2

次データ利用の

条件付けを設定

するか。 

詳細な

ライフ

サイク

ルフロ

ー図を

記載し

ている 

 

素材 

製造部品

加工・組

立、走行、

リサイク

ル（リユー

スとマテ

リアルリ

サイクル） 

 

中間財・最終

製品の評価

を実施 

 

ISO14040

に準拠し

たプロセ

スフロー

図を作成

する。 

 

原材料調達か

ら廃棄（リサイ

クル）段階まで

のフローを作

成。資本設備の

加工や解体の

プロセスは対

象とする（但

し、商用化時の

生産量を想

定）。輸送は往

復分を想定し、

2次データの

活用は認める

が、条件付けを

行うか検討す

る。 

 

3.1  

活動量

データ

の収

集・設

定 

明確にしたプ

ロセスフロー

における各プ

ロセスに関し

て、プロセスご

とのエネルギ

ーや投入物の

消費量、廃棄物

や環境（大気

等）への排出物

の排出量を明

らかにする。 

 

左記の内容でよ

いか。 

 

日本製

紙連合

会が会

員各社

の製品

データ

を集

め、算

定。車

体製造

段階の

エネル

ギー消

費量

は、自

動車工

業会の

報告値

を採

用。 

『リチウ

ム電池を

対象にし

たライフ

サイクル

アセスメ

ントの実

施』をベー

スに算定。 

 

一次データ

を基本とす

る。客観性・

公平性を担

保できれば

二次データ

でもよい。 

 

明確にし

たプロセ

スフロー

における

各プロセ

スに関し

て、プロセ

スごとの

エネルギ

ーや投入

物の消費

量、廃棄物

や環境（大

気等）への

排出物の

排出量を

明らかに

する。 

 

各プロセスに

関して、プロセ

スごとのエネ

ルギーや投入

物の消費量、廃

棄物や環境（大

気等）への排出

物の排出量を

明らかにする。 

 

3.2  

収集デ

ータの

精度 

温室効果ガス

排出量に大き

な影響を与え

るプロセスに

ついては、高い

精度でデータ

を収集する必

要がある。 

 

データ収集の方

法について、高い

精度でデータを

収集できるか。 

 

一次デ

ータを

使用。

CO2 排

出原単

位は二

次デー

タを参

照 

 

二次デー

タを使用。 

 

一次データ

を基本とす

る。二次デー

タ選択の優

先順位は、①

公共機関デ

ータ、②業界

データ、③文

献データ、産

業連関表ベ

ースデータ 

収集する

データの

精度を高

めるよう

に配慮す

ること 

 

一次データの

使用を基本と

する。二次デー

タの選択の際、

優先順位は、①

公共機関デー

タ、②業界デー

タ、③文献デー

タ、産業連関表

ベースデータ

とする。 
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設定し

たガイ

ドライ

ンの項

目案 

基本コンセプ

ト案 

論点 類似事例 方針（案） 

紙・板

紙の

LCA 

軽量構造

材 

CO2 排出削減

貢献量算定

のガイドラ

イン 

環境省バ

イオ燃料

LCA ガイド

ライン 

3.3  

カット

オフ基

準の考

え方 

原材料調達コ

ストの 5%未満

であること、あ

るいは当該プ

ロセスや投入

物が起因する

温室効果ガス

排出量が温室

効果ガス総排

出量に対して

5%未満である

こととする。ま

たカットオフ

を行う場合は、

感度分析を実

施し、結果を記

載すること。 

 

既存の環境省

LCA ガイドライ

ンは 1%未満であ

るが、利用しやす

さを踏まえ、5%

未満としてよい

か。また感度分析

は実施するか。 

 

記載な

し 

 

記載なし 

 

記載なし 

 

原材料質

量の 1%未

満かつ原

材料調達

コストの

1%未満。あ

るいは当

該プロセ

スや投入

物が起因

する温室

効果ガス

がバイオ

燃料の温

室効果ガ

ス総排出

量に対し

て 1%未満

であるこ

と。感度分

析につい

ては、実施

すること

が望まし

い 

カットオフ基

準を 5%未満と

する。感度分析

については実

施するか検討

する。 

 

4.1 

地球温

暖化対

策法に

基づく

排出係

数の利

用 

化石燃料の燃

焼に伴う発熱

量と CO2 排出

係数は温対法

施行令第 3条

の数値を使用。

電力の温室効

果ガス排出原

単位は、調達先

の電力供給者

から公表され

る排出係数を

使用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排出係数の参照

先について左記

でよいか。 

 

温室効

果ガス

排出量

算定・

報告マ

ニュア

ル（環

境省）、

JLCA-L

CA デ

ータベ

ース

2009

年度版

3版

（産業

環境管

理協

会）、味

の素㈱

「食品

関連材

料 CO2

排出係

数デー

タベー

ス」 

記載なし 

 

電力の CO2

排出原単位

は、原則とし

て国別平均

の電源構成

に基づき設

定する。 

 

化石燃料

の燃焼に

伴う発熱

量とCO2排

出係数は

温対法施

行令第3条

の数値を

使用。電力

の温室効

果ガス排

出原単位

は、調達先

の電力供

給者から

公表され

る排出係

数を使用。 

 

左記の環境省

バイオ燃料

LCA ガイドラ

インと同様の

参照先とする。 
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設定し

たガイ

ドライ

ンの項

目案 

基本コンセプ

ト案 

論点 類似事例 方針（案） 

紙・板

紙の

LCA 

軽量構造

材 

CO2 排出削減

貢献量算定

のガイドラ

イン 

環境省バ

イオ燃料

LCA ガイド

ライン 

4.2 

LCI デ

ータベ

ースの

利用 

LCIデータベー

ス利用の優先

順位は、下記の

通りとする。 

レベル 1：事業

者自らが実際

のデータを調

査して使用 

レベル 2：業界

団体等で用い

られている標

準値を使用 

レベル 3：積み

上げ法に基づ

く LCI データ

ベースの参照

値を使用 

レベル 4：産業

連関表に基づ

く参照値を使

用 

 

優先順位につい

て左記でよいか。 

 

会員各

社のデ

ータを

使用。

「紙・

板紙主

要品種

の LCI

デー

タ」の

記載あ

り 

 

記載なし 

 

一次データ

を基本とす

る。二次デー

タ選択の優

先順位は、①

公共機関デ

ータ、②業界

データ、③文

献データ、産

業連関表ベ

ースデータ 

 

LCI データ

ベース利

用の優先

順位は、レ

ベル 1：事

業者自ら

が実際の

データを

調査して

使用、レベ

ル 2：業界

団体等で

用いられ

ている標

準値を使

用、レベル

3：積み上

げ法に基

づくLCIデ

ータベー

スの参照

値を使用、

レベル 4：

産業連関

表に基づ

く参照値

を使用 

左記の環境省

バイオ燃料

LCA ガイドラ

インと同様の

優先順位とす

る。 

 

5.1 

温室効

果ガス

排出量

の算

定・評

価方法  

既存の環境省

ガイドライン

では、温室効果

ガス排出量の

算定に際して

IPCC 第 2 次報

告書の値を採

用しているが、

IPCC 発行の最

新データであ

る第 5次報告

書で公表され

た値を用いる。

対象ガスを 7

ガスとする。 

 

最新データであ

る第 5次報告書

の値を採用、対象

ガスを 7ガスと

するということ

でよいか。 

 

CO2、

CH4、

N2O 

 

CO2 

 

CO2 

 

京都議定

書が定め

た6ガスを

対象 

 

7 ガスを対象

とし、IPCC 第 5

次報告書の値

を用いる。 

 

5.2  

配分の

方法 

配分を回避す

ることを前提

とする。回避で

きない場合に

は優先順位を

下記とする。 

①物理的パラ

メータ（質量

等） 

②製品及び機

能間のその他

の関係を反映

する方法（例：

経済価値） 

 

配分を回避でき

ない場合につい

ての考え方は左

記２パターンで

よいか。またその

他にあるか。 

 

記載な

し 

 

記載なし 

 

未設定 

 

プロセス

の細分化

により配

分を回避

すること

を原則と

する。 

 

配分の回避を

原則とする。回

避できない場

合には優先順

位を下記とす

る。①物理的パ

ラメータ（質量

等）、②製品及

び機能間のそ

の他の関係を

反映する方法

（例：経済価

値） 
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設定し

たガイ

ドライ

ンの項

目案 

基本コンセプ

ト案 

論点 類似事例 方針（案） 

紙・板

紙の

LCA 

軽量構造

材 

CO2 排出削減

貢献量算定

のガイドラ

イン 

環境省バ

イオ燃料

LCA ガイド

ライン 

5.3  

感度分

析の実

施 

採用した活動

量データや原

単位データを

ある範囲で変

動させたり、配

分手法等を変

更したりする

ことにより、温

室効果ガス排

出量の算定結

果にどの程度

の影響を及ぼ

すか、それが許

容範囲である

かどうかを検

討する。 

感度分析を実施

するか。 

 

記載な

し 

 

記載なし 

 

記載なし 

 

－ 感度分析を実

施するか検討

する。 

 

6.1  

本ガイ

ドライ

ンにお

けるレ

ビュー 

既存の環境省

ガイドライン

は全て内部レ

ビュー用のチ

ェックシート

を添付してい

る。本ガイドラ

インもこれに

従う。 

レビューチェッ

クシートを作成

するかどうか。ま

た内部用のみで

よいか。 

 

記載な

し 

 

記載なし 

 

c-LCA CO2 排

出削減貢献

評価チェッ

クリスト 

 

内部レビ

ューにお

けるチェ

ックシー

ト 

 

内部レビュー

用にチェック

リストを添付

する。 
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5.2.3 ＬＣＡガイドライン（案）の内容の検討 

前述の方針（案）をもとにＬＣＡガイドライン（案）を作成した。方針（案）及びＬＣ

Ａガイドライン（案）の内容と解説・参考をまとめたものを表 5.2-3 に示す。ＬＣＡガイ

ドライン（案）は巻末資料４に添付する。 

 

表 5.2-3 方針（案）をもとに作成したＬＣＡガイドライン（案）の内容と解説・参考 

設定したガイ

ドラインの項

目案 

方針（案） LCA ガイドライン（素案） 解説・参考 

1.1 目的 

CNF 部材等を導入し

た自動車ごとに削減

効果を算定すること

を原則とする。算定

結果の利用用途と公

表先は今後検討す

る。 

本ガイドラインは、「平成 27 年

度セルロースナノファイバー

活用製品の性能評価事業委託

業務」等の実証モデル事業で

の、CNF 素材を適用した自動車

用製品（CNF 部材）ごとの温室

効果ガス排出削減効果を、定量

的に LCA 観点から、事業者自ら

が評価する際に活用できるよ

う、ガイドラインの素案を作成

する。 

― 

 

(1.2) 用語の

解説 

― 

 

「用語の解説」を追加 ― 

 

1.2 対象とす

る製品 

CNF 部材を導入した

外装、車体、内装、

エンジン回り等を対

象とする。製品機能

や耐用年数をといっ

た製品仕様を設定す

る。 

本ガイドラインでは、 CNF 素

材を適用した自動車製品（以

後、CNF 部材）を対象とする。 

 

・バンパーや、フェンダー等の自動車用

製品を対象とする。 

・自動車製品ごとに、製品機能や耐用年

数といった製品仕様を設定する必要が

ある。 

・環境省での実証モデル事業の対象製品

ごとで算定することを想定している。 

 

1.3 LCA 実施主

体 

CNF 部材の製造・販売

業者を実施主体とす

る。 

 

LCA 実施者としては、以下を想

定している。 

・CNF 部材の製造者・販売業者 

 

・LCA の実施者は、LCA に関する知見を持

っていること、並びに、LCA の観点か

ら事業の評価ができるものであること

が望ましい。 

 

1.4 システム

境界の考え方 

原材料調達段階～廃

棄段階を設定する。

リサイクルも考慮す

る。走行段階の CO2

排出量算定について

は、燃費法を用いて

算定を行い、その後

重量按分を行う。燃

費及び輸送距離のデ

ータについては可能

であれば実測値を採

用する。 

 

セルロースナノファイバーを

用いた自動車製品（CNF 部材）

の LCA におけるシステム境界

は、原材料調達段階～廃棄（リ

サイクル）段階とする。 

 

・システム境界にはリサイクル段階も含

めるものとする。 

・CNF 素材の製造設備、CNF 部材の生産設

備に関するプロセスについても、本ガ

イドラインでは考慮している。 

・特に、CNF 素材の製造も含むモデル事

業については、CNF 素材の製造の詳細

データの収集が重要である。 

 

1.5 機能単位

の設定 

4 ドアセダン、ガソリ

ンエンジン・FF、AT、

車体重量 1,380kg、排

気量 2,000cc、走行距

離 10 万 km/10 年、耐

用年数 6年を機能単

位とすることでよい

か検討が必要。 

 

セルロースナノファイバーを

用いた自動車製品（CNF 部材）

の LCA における機能単位は、以

下とする。 

・使用段階：同一の車両条件で

の自動車 1台に組み込んだ、

1つのCNF部材の10万km/10

年の走行 

・その他：同一の車両条件での

自動車 1台に組み込んだ、1

・LCA 実施者は、対象とするＣＮＦ部材

の機能（性能特性）の仕様を明確にす

るとともに、その機能単位を明確に定

義し、計量可能なものとする必要があ

る。 

・本ガイドラインにおいては、使用段階

については、自動車の走行時を想定し

ている。 

・なお、リユース等で、該当の CNF 部材

が複数回使用される場合は、機能単位
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設定したガイ

ドラインの項

目案 

方針（案） LCA ガイドライン（素案） 解説・参考 

つの CNF 部材 

 

が 1つではなく、使用回数により按分

されていく。 

（例：CNF 部材を 1回リユース（つまり 2

回使う）場合： 

・利用段階：同一の車両条件での自動車

1/2 台に組み込んだ、1つの CNF 部材の

10 万 km/10 年の走行 

・その他：同一の車両条件での自動車 1/2

台に組み込んだ、1つの CNF 部材 

 

1.6 LCA 実施フ

ロー 

オリジナルプロセス

を実施フローに含

む。同様の機能を有

し、市場に流通して

いる製品を対象とす

る。 

別冊に図示 

 

― 

 

1.7 比較対象

とするオリジ

ナルプロセス

の設定に関す

る留意事項 

比較対象とす 

るオリジナル 

プロセスの設 

定について検 

討が必要。 

PP、PA6、鉄、 

アルミ、エポ 

キシ、複材の 

プロセスが考 

えられる。 

比較対象とするオリジナルプ

ロセスとして、対象プロセスと

同一の機能を持つプロセスを

採用し、そのプロセスフローを

明確化する必要がある。 

・オリジナルプロセスの設定も実施フロ

ーに含むものとする。オリジナルプロ

セスは、同様の機能を有し、市場に流

通している部材を対象とするものとす

る。 

・例えば、オリジナルプロセスについて

は、サイドドアであれば、鉄等を使用

したサイドドアが考えられる。 

・システム境界は、前項で設定した対象

プロセスのシステム境界に合致させな

ければならない。 

 

（1.8）類似す

る基準等 

― 

 

「類似する基準等」を追加 ― 

 

2.1 算定事業

モデルの設定 

環境省の CNF 実証事

業にのみ適用するこ

とを想定する。 

LCA 実施者は、LCA に先立って

対象とする CNF 部材を明確化

するとともに、その算定事業モ

デルを設定する。本ガイドライ

ンでは、環境省の CNF 実証事業

内での事業モデルを算定事業

モデルとし適用する。 

・環境省が実施する「平成 27 年度セルロ

ースナノファイバー活用製品の性能評価

事業委託業務」等の実証モデル事業内で

の、事業モデルで算定する。 

・ただし、原材料調達段階、製造段階にお

ける生産設備に関するプロセスについて

は、商用化時の生産量での算定を想定す

る。 

 

2.2 プロセス

フローの明確

化 

原材料調達から廃棄

（リサイクル）段階

までのフローを作

成。資本設備の加工

や解体のプロセスは

対象とする（但し、

商用化時の生産量を

想定）。輸送は往復分

を想定し、2次データ

の活用は認めるが、

条件付けを行うか検

討する。 

LCA 実施者は、対象とする CNF

部材の製品プロセスについて、

そのプロセスフローを明確化

する。 

プロセスフローは、「CNF 部材

の製造・販売事業者」の視点か

ら、「原材料調達段階」、「製造

段階」、「流通段階」、「使用段

階」、「廃棄（リサイクル）段階」

の各段階を設定する。 

・上述の全ての段階を境界内に含めること

を基本とする。 

・CNF 部材等製造・販売に伴い、新たに温

室効果ガス排出が生じる場合には、それ

についても可能な限り考慮するものとす

る。 

・製品プロセスは ISO14040 に規定されて

おり、それに準拠したプロセスフロー図

を作成する必要がある。 

・オリジナルプロセスについても、対象プ

ロセスのシステム境界に合致した形でプ

ロセスフロー図を作成する必要がある。 

 

3.1 活動量デ

ータの収集・設

定 

各プロセスに関し

て、プロセスごとの

エネルギーや投入物

の消費量、廃棄物や

環境（大気等）への

排出物の排出量を明

らかにする。 

LCA 実施者は、プロセスフロー

図に記述した各プロセスに関

して、プロセスごとのエネルギ

ーや投入物の消費量、廃棄物や

環境（大気等）への排出物の排

出量を明らかにする必要があ

る。 

各プロセスフローにおいて内容の取り決

めを実施。詳細は別冊に記載。 
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設定したガイ

ドラインの項

目案 

方針（案） LCA ガイドライン（素案） 解説・参考 

3.2 収集デー

タの精度 

一次データの使用を

基本とする。二次デ

ータの選択の際、優

先順位は、①公共機

関データ、②業界デ

ータ、③文献データ、

産業連関表ベースデ

ータとする。 

一次データの使用を基本とす

る。ライフサイクル全体に対す

る寄与度が低いプロセスや、

LCA実施者が一次データを入手

することが困難な場合につい

ては、二次データの利用も認め

る。二次データの選択の際、優

先順位は①公共機関データ、②

業界データ、③文献データ、④

産業連関表ベースデータとす

る。 

・LCA 実施者は、収集するデータの精度

を高めるように配慮しなければならな

い。特に温室効果ガス排出量に大きな

影響を与えるプロセスについては、高

い精度でデータを収集するよう留意す

る必要がある。 

・収集すべき活動量データの単位（重量、

価格等）は、入手可能な原単位データ

の単位にも影響される。最終的な活動

量データ、原単位データの選定に当た

っては、双方のデータの精度を高める

ように配慮しなければならない。 

 

3.3 カットオ

フ基準の考え

方 

原材料調達コストの

5%未満であること、

あるいは当該プロセ

スや投入物が起因す

る温室効果ガス排出

量が温室効果ガス総

排出量に対して 5%未

満であることとす

る。またカットオフ

を行う場合は、感度

分析を実施し、結果

を記載すること。 

・原材料調達コストの 5%程度

未満であること、または、当

該プロセスや投入物が起因

する温室効果ガス排出量が

温室効果ガス総排出量に対

して 5%程度未満であること 

 

・カットオフ基準について ISO14040 等に

明確な基準はなく、製品製造分野では

製品の質量に相当する5%程度が一般的

である。 

 

4.1 地球温暖

化対策法に基

づく排出係数

の利用 

左記の環境省バイオ

燃料 LCA ガイドライ

ンと同様の参照先と

する。 

・化石燃料の燃焼に伴う発熱量

と二酸化炭素排出係数は地

球温暖化対策の推進に関す

る法律施行令第３条におい

て示されている数値を用い

るものとする。 

・電力の原単位データについて

は、代替値である 0.000551

（t-CO2/kWh）を用いること

とする。 

・本ガイドラインは、CNF 部材の適用に

よる LCA での CO2 削減量を定量化する

ことを目的とすることから、地域によ

る電力の排出係数の差異が、CO2削減

量に影響を及ぼすのは望ましくない。

よって、代替値である 0.000551

（t-CO2/kWh）を用いることとする。 

 

4.2 LCI データ

ベースの利用 

左記の環境省バイオ

燃料 LCA ガイドライ

ンと同様の優先順位

とする。 

 

投入物の排出原単位に関して、

どのデータベースを使用する

かによって LCA の結果が変わ

るため、排出原単位設定の優先

順位を規定する。投入物の排出

原単位に関するデータベース

利用の優先順位は以下の通り

とする。 

・レベル１：事業者自らが実際

のデータを調査して使用 

・レベル２：業界団体等で用い

られている標準値を使用 

・レベル３：積み上げ法に基づ

く LCI データベースの参照

値を使用 

・レベル４：産業連関法に基づ

く参照値を使用 

データベースによっては分類が難しいも

の、公表されてから年数が経っているも

の等がある。よってプロセスや投入物等

における CO2 排出量の算定に用いるべき

データのレベルについては、別紙の算定

シート（Excel シート）を参考に参照先

を考慮すること。 

 

5.1 温室効果

ガス排出量の

算定・評価方法  

7 ガスを対象とし、

IPCC 第 5 次報告書の

値を用いる。 

・温室効果ガス排出量は、下式

により算定する。 

温室効果ガス排出量 = 

Σ{GWP ×（活動量 × 排

出原単位）}  

・GWP※（地球温暖化係数）は、

IPCC 第 5 次報告書に記載さ

れた 100 年係数（表 6参照）

・排出原単位として、産業連関表を用い

る場合などでは、必ずしもメタンガス

や一酸化二窒素の排出量が入手できな

い場合もある。これらについては、別

途データを準備することが適当と考え

られるが、概略検討の結果、二酸化炭

素排出量に比べて明らかに小さく、前

述のカットオフ基準に該当する場合に
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設定したガイ

ドラインの項

目案 

方針（案） LCA ガイドライン（素案） 解説・参考 

を使用し、算定対象とする温

室効果ガスを 7種類のガス

（二酸化炭素 [CO2]、メタン 

[CH4]、一酸化二窒素 [N2O]、

ハイドロフルオロカーボン 

[HFC]類、パーフルオロカー

ボン [PFC]類、六フッ化硫黄 

[SF6]、三フッ化窒素[NF3]）

とする。 

 

は、カットオフすることとしてもよい。 

・温室効果ガス排出削減効果は、以下の

いずれかの方法により算定する。 

 （１）排出削減量＝オリジナルプロセ

スの排出量－対象プロセスの排出量 

 （２）排出削減率＝（オリジナルプロ

セスの排出量－対象プロセスの排出

量）÷ オリジナルプロセスの排出量 

※GWP（Global Warming Potential 地球

温暖化係数）：温室効果ガスの温室効果

をもたらす程度を、二酸化炭素の当該

程度に対する比で示した係数 

5.2 配分の方

法 

配分の回避を原則と

する。回避できない

場合には優先順位を

下記とする。①物理

的パラメータ（質量

等）、②製品及び機能

間のその他の関係を

反映する方法（例：

経済価値） 

・プロセスの細分化やシステム

境界の拡張を図ることによ

り、配分を回避することを原

則とする。配分はどうしても

回避できないプロセスにつ

いてのみ行うものとする。 

・配分がどうしても回避できな

い場合は、以下の優先順位に

基づいて配分を行う。 

（１）物理的パラメータ（質量、

発熱量など）による配分 

（２）製品及び機能間のその他

の関係を反映する方法（例：

経済価値）による配分 

― 

 

5.3 感度分析

の実施 

感度分析を実施する

か検討する。 

・LCA 実施者は、LCA で採用し

た活動量データや原単位デ

ータをある範囲で変動させ

たり、配分手法等を変更した

りすることにより、温室効果

ガス排出量の算定結果にど

の程度の影響を及ぼすか、そ

れが許容範囲であるかどう

かを検討し、算定結果の信頼

性を評価するために、感度分

析を実施することが望まし

い。 

 

― 

 

6.1 本ガイド

ラインにおけ

るレビュー 

内部レビュー用にチ

ェックリストを添付

する。 

 

・LCA 実施者は、自らの所属団

体で内部レビューを実施す

る。レビュー実施者は、算定

結果の適切性、妥当性等を評

価する。 

・レビューはデータの選択や結

果等が LCA 実施主体にとっ

て過度に有利でないか確認

し、LCA の結果を客観的に評

価し信頼性を高める手続き

として位置づけられる。な

お、ここでいうレビューと

は、ISO14040 への準拠を確

認するものではなく、本ガイ

ドラインの算定基準との整

合性を取ることを目的とす

る。 

・ISO14040 では、本ガイドラインにおけ

る「対象プロセス」と「オリジナルプ

ロセス」のように、異なる製品間の比

較主張を行う場合、利害関係者による

レビューを実施しなければならないこ

ととされているが、本ガイドラインで

は「事業者にとっての作業負担」を考

慮し、内部レビューでよいこととした。

ただし、算定結果の適切性や妥当性等

に疑義がある場合や、内部レビューの

みでは不十分と考えられる場合には、

外部レビューを行うことが望ましい。 

 

 

 



97 
 

CO2排出量の考え方

原単位
（t-CO2/kg)

PP
ガラス
ゴム
・

重量
（kg)

既存部材

CNF部材
PP+CNF(10%)
・
・

PP
ガラス
ゴム
・

既存部材

CNF部材 PP+CNF(10%)
・
・

原材料調達段階 製造段階 使用段階輸送段階

CO2削減量
合計

廃棄（リサイク
ル）段階

既存LCAデー
タ活用

既存LCAデータ
活用

事業推進検討委員会・用途開発ターゲットWGのデータ使用
（例：メインボディ78kg）

事業推進検討委員会・用途開発ターゲットWGのデータ使用
（例：メインボディ33kg）

燃費法で算定
（重量に依存）

次年度以降
検証

既存LCAデータ
活用

本年度性能評価
モデル事業者等
から情報収集

A-1 A-3

A-2

B-1

B-2

A-1 B-1× － A-2 B-2×CO2削減量
（t-CO2)

×

=

A-3 B-1 =－ A-3 B-2×

原単位×重量の差分で算定
燃費法を用いて
原単位×重量の差分で算定

＋ ＋・・・×

使用する電力排出
係数のデフォルト値

C-1

サンプル計算
結果

C-2

事業者独自で
収集

次年度以降
検証

A-1

A-1

5.2.4 ＣＯ２排出削減量に関する試験的な評価の実施 

 作成したＣＮＦを用いた自動車製品に関するＬＣＡガイドライン（案）に則り、既存の

ＬＣＡデータや本年度性能評価モデル事業者等から収集したデータを用いて、ＣＯ２削減量

を概算し、それに対する評価を実施した。算定の基本的な考え方を図 5.2-13 にて示す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.2-13 ＣＯ２削減量の算定の考え方 

 

① 原単位の算定 

 原単位の算定は、既存のＬＣＡデータ、性能評価モデル事業者からの提供値、燃費法を

用いて算定を行う。図 5.2-24 の A-2 にあたるＣＮＦ素材の製造・調達に関してのデータに

ついては、『平成 26年度中長期的温室効果ガス排出削減に向けたセルロースナノファイバ

ーの適用可能性調査委託業務報告書』における事業者ヒアリングからの機械解繊並びに、

乾燥工程のエネルギー使用量から推計した数値である、1.49kg- CO2/kg を用いた。 

 また、本算定においては、ガイドラインをベースとしつつ、試験的な評価をするという

ことで、本調査において比較対象とした主要な自動車に対するＣＮＦ部材を対象とし、Ｌ

ＣＡデータの取得が可能な範囲かつ、排出量が多いであろう領域に重点を絞って試験的な

評価を実施している。 

 昨年度実施した『平成 26 年度中長期的温室効果ガス排出削減に向けたセルロースナノフ

ァイバーの適用可能性調査委託業務』においては、自動車一台当たりのＬＣＡの算定を実

施している（表 5.2-4,表 5.2-5）。 
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＃ システム対象
ガイドライン

対象
オリジナル
プロセス

対象プロセス

原材料調達 CNF素材の原材料調達 ○ ○
○

(※CNFの原材料は除く）

CNF素材の製造 ○ ○
○

（※機械解繊・乾燥工程含む）

CNF素材の輸送 ○ ○ ※地産地消想定

CNF素材生産設備 ○ ○ ※既存の生産設備利用想定

製造 CNF部材の製造 ○ （対象プロセスと合わせて対象外） （実績情報無し）

流通 CNF部材の輸送 ○ ○ ○

組立～輸送 × N/A N/A

使用
CNF部材を導入した自動車の走
行

○ ○ ○

廃棄リサイク
ル

CNF部材の解体・輸送・中間処
理・廃棄

○ （対象プロセスと合わせて対象外） （実績情報無し）

リサイクル ○ （対象プロセスと合わせて対象外） （実績情報無し）

試算対象

 

表 5.2-4 過年度実施のオリジナルプロセスのＬＣＡ算定結果 

工程 
原料調達段

階 
製造段階 流通段階 使用段階 処分段階 合計 

排出量 

（kgCO2/台） 
0.00E+00 4.21E+03 0.00E+00 2.08E+04 1.68E+01 2.50E+04 

割合 0.0% 16.8% 0.0% 83.1% 0.1% 100.0% 

※IPCC（2007）の 100 年値を用いて特性化を行った。 

 

表 5.2-5 過年度実施のＣＯ２削減効果結果 

工程 
原料調達段

階 
製造段階 流通段階 使用段階 処分段階 合計 

排出削減効果

（kgCO2/台） 
-2.56E+00 -2.34E+01 0.00E+00 1.39E+02 8.36E-02 1.13E+02 

削減割合 - -0.6% - 0.7% 0.5% 0.5% 

 

 このことからも、使用段階並びに製造段階が全体の排出量への寄与が高いことがわかる。 

  本年度においては、ガイドライン（案）の内容に従い、表 5.2-6 に従い試算を行った。 

 

表 5.2-6 ガイドラインの対象と試算対象 
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各素材のLCAデータ（原単位）

大項目 小項目 素材
原材料調達
（t-CO2/kg）

製造
（t-CO2/kg）

輸送
（t-CO2/kg）

使用
（t-CO2/kg）

廃棄
（t-CO2/kg）

合計
（t-CO2/kg）

原単位

既存素材

PP 0.00148

個別製造プロセスに
よることから、今回算

定外

0.000217

燃費法で算定後、
重量にて按分

－ 0.00170

銑鉄 0.00108 0.000217 － 0.00130

ｱﾙﾐ地金 0.00314 0.000217 － 0.00336

ｶﾞﾗｽ 0.00408 0.000217 － 0.00430

ｺﾞﾑ(SBR) 0.00567 0.000217 － 0.00589

ﾀｲﾔ 0.02350 0.000217 － 0.02372

銅 0.00168 0.000217 － 0.00190

PA6 0.00116 0.000217 － 0.00138

CNF素材

PP+CNF(10％) 0.00338 0.000217 － 0.00359

ガラス+CNF(10%) 0.00733 0.000217 － 0.00754

ゴム+CNF(10%) 0.00659 0.000217 － 0.00681

タイヤ+CNF(10%) 0.02206 0.000217 － 0.02228

PA6+CNF(10%) 0.00253 0.000217 － 0.00275

CNF単体※ 0.01490 0.000217 － 0.01512

削減量

既存素材 － 各原単位×重量 各原単位×重量 各原単位×重量
自動車1台当たりのCO2
排出量×(既存部材の重
量÷自動車1台の重量)

各原単位×重量 －

CNF素材 － 各原単位×重量 各原単位×重量 各原単位×重量

自動車1台当たりのCO2
排出量×(CNF部材の重
量÷自動車1台の重量)

各原単位×重量 －

 

表 5.2-7 既存部材における原材料調達段階、製造段階及び輸送段階の算定結果 

 

出典：平成 26 年度中長期的温室効果ガス排出削減に向けたセルロースナノファイバーの適用可能性調査委

託業務報告書、日本製紙連合会・ＬＣＡ小委員会 

 

 次に、図 5.2-13 の A-2 にあたる性能評価モデル事業者から入手したデータを表 5.2-8 に

示す。 
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項目 投入量 単位
GHG原単

位
単位

GHG排出量
（kg-CO2)

おが粉 22.41 kg 0.024 kg-CO2/kg 0.53

ポリプロピレン 18.34 kg 1.839 kg-CO2/kg 33.72

生産電力 54.56 kWh 0.554 kg-CO2/kWh 30.25

カウンター樹脂(ポリエステル) 6.4 kg 4.338 kg-CO2/kg 27.74

カウンター樹脂(メタクリル酸
メチル)

4.54 kg 2.882 kg-CO2/kg 13.07

カウンター樹脂(アクリロニトリ
ルスチレン)

0.87 kg 3.835 kg-CO2/kg 3.34

有機添加剤 0.21 kg 4.15 kg-CO2/kg 0.87

無機添加剤(水酸化アルミニ
ウム)

24.3 kg 0.905 kg-CO2/kg 22

無機添加剤(アルミナ) 0.74 kg 1.817 kg-CO2/kg 1.34

無機添加剤(チタニア) 0.08 kg 6.018 kg-CO2/kg 0.48

生産電力 147.24 kWh 0.554 kg-CO2/kWh 81.63

製品輸送 37.37 tkm 0.178 kg-CO2/tkm 6.65

木質系廃棄物処理 22.41 kg 0.028 kg-CO2/kg 0.62

プラスチック系廃棄物処理 30.35 kg 0.028 kg-CO2/kg 0.84

プラスチック系廃棄物直接排
出

30.35 kg 2.933 kg-CO2/kg 89.01

金属系廃棄物処理 25.12 kg 0.984 kg-CO2/kg 24.71

表 5.2-8 ＣＮＦ部材における原材料調達段階及び製造段階の算定結果 

 

 次に図 5.2-13 の A-3 にあたる使用段階のＣＯ２排出量について、燃費法を用いた算定を

行う。部材を組み入れた自動車 1台の走行を想定し、重量での按分によって 1部材あたり

のＣＯ２排出量を算定することとする。燃費法の算定に用いる算定式は以下の通りである。

算定結果については表 5.2-9 に示す。なお、輸送距離 10万 km とし、単位発熱量及びＣＯ２

排出係数は温対法の値を採用している。また、重量に比例した形で、実燃費を算定してお

り、今回は、国土交通省の『自動車燃費一覧（平成 27年 3月）』を用いて一次関数を定め

て実燃費を試算したのち、ＣＯ２排出量を算定している。 

 

＜国土交通省『自動車燃費一覧（平成 27 年 3 月）』を用いた CO2 排出量の算定式＞ 

・使用段階におけるＣＮＦ部材のＣＯ２排出量（t-CO2/kg） 

＝ 0.0077×ＣＮＦ部材の重量（kg）＋46.464 

※本試算においては、切片の値（46.464）が、複数部材で重複されることから、46.464 を除いた算定式 

使用段階におけるＣＮＦ部材の CO2 排出量（t-CO2/kg）＝ 0.0077×ＣＮＦ部材の重量（kg）で試算して

いる。 
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大項目 小項目 素材
原材料調達
（t-CO2/kg）

製造
（t-CO2/kg）

輸送
（t-CO2/kg）

使用
（t-CO2/kg）

廃棄
（t-CO2/kg）

合計
（t-CO2/kg）

原単位

既存素材

PP 0.00148

個別製造プロセスに
よることから、今回算

定外

0.000217

燃費法で算定後、
重量にて按分

－ 0.00170

銑鉄 0.00108 0.000217 － 0.00130

ｱﾙﾐ地金 0.00314 0.000217 － 0.00336

ｶﾞﾗｽ 0.00408 0.000217 － 0.00430

ｺﾞﾑ(SBR) 0.00567 0.000217 － 0.00589

ﾀｲﾔ 0.02350 0.000217 － 0.02372

銅 0.00168 0.000217 － 0.00190

PA6 0.00116 0.000217 － 0.00138

CNF素材

PP+CNF(10％) 0.00338 0.000217 － 0.00359

ガラス+CNF(10%) 0.00733 0.000217 － 0.00754

ゴム+CNF(10%) 0.00659 0.000217 － 0.00681

タイヤ+CNF(10%) 0.02206 0.000217 － 0.02228

PA6+CNF(10%) 0.00253 0.000217 － 0.00275

CNF単体※ 0.01490 0.000217 － 0.01512

削減量

既存素材 － 各原単位×重量 各原単位×重量 各原単位×重量
自動車1台当たりのCO2
排出量×(既存部材の重
量÷自動車1台の重量)

各原単位×重量 －

CNF素材 － 各原単位×重量 各原単位×重量 各原単位×重量

自動車1台当たりのCO2
排出量×(CNF部材の重
量÷自動車1台の重量)

各原単位×重量 －

＜燃費法における算定式＞ 

・ＣＮＦ部材単位での、ＣＯ２排出量（t-CO2） 

＝ ＣＮＦ部材を導入した自動車の使用段階での総ＣＯ２排出量（t-CO2） 

  ×（ＣＮＦ部材の重量（kg）÷ ＣＮＦ部材を導入した自動車 1台の重量（kg）） 

 

・総ＣＯ２排出量(t-CO2) 

＝ 燃料使用量(kL) × 単位発熱量（GJ/kL）× 排出係数（t-C/GJ）× 44/12 

 

 

・燃料使用量は以下の算定式にて算出する。 

燃料使用量(kL) 

＝ 輸送距離(km) ÷ 燃費（km/L）× 1/1,000 

 

表 5.2-9 既存部材及びＣＮＦ部材における原材料調達段階及び輸送・使用段階の算定結果 

 

 

② 重量の算定 

 図 5.2-13 の B-1、B-2 にあたる既存部材及びＣＮＦ部材の重量は、事業推進検討委員会

及び用途開発ターゲットＷＧで使用されたデータを用いて試算した。既存部材及びＣＮＦ

部材の重量を、それぞれ表 5.2-10～11 に示す。 
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対象部材 主要構成素材 代替想定の素材 CNF部材の重量（kg）

メインボディ 普通鋼（高張力鋼含む） PP+CNF(10％) 32.8

サイドドア 普通鋼（高張力鋼含む） PP+CNF(10％) 8.4

バックドア 普通鋼（高張力鋼含む） PP+CNF(10％) 12.6

サブフレーム 普通鋼（高張力鋼含む） PP+CNF(10％) 76.6

ボンネット 普通鋼（高張力鋼含む） PP+CNF(10％) 8.4

ルーフ 樹脂PA系 PA6+CNF(10%) 4.2

インスツルメントパネル 樹脂PP系 PP+CNF(10％) 5.0

タイヤ ゴム ゴム+CNF(10%) 25.6

窓ガラス ガラス ガラス+CNF(10%) 31.5

ドアトリム・アームレスト 樹脂PP系 PP+CNF(10％) 7.1

エンジン補機・カバー・バン 樹脂PP系 PP+CNF(10％) 8.3

オートマチックミッション アルミ PP+CNF(10％) 29.8

フロントサスペンション アルミ PP+CNF(10％) 25.1

シートフレーム 普通鋼（高張力鋼含む） PP+CNF(10％) 16.8

フェンダー 樹脂PP系 PP+CNF(10％) 7.1

バンパーフェース・リンフォースメント 樹脂PP系 PP+CNF(10％) 9.2

外装(エアロパーツ、ボディー周辺部品他) 樹脂PA系 PA6+CNF(10%) 7.1

シート
普通鋼（高張力鋼含む）、PUR（クッション

材）
PP+CNF(10％) 3.5

フロア周辺 樹脂PP系 PP+CNF(10％) 10.4

ワイヤーハーネス 銅 PP+CNF(10％) 2.4

エンジン本体 アルミ 耐熱温度が不足 141.4

対象部材 主要構成素材 代替想定の素材 既存部材の重量（kg）

メインボディ 普通鋼（高張力鋼含む） PP+CNF(10％) 78.0

サイドドア 普通鋼（高張力鋼含む） PP+CNF(10％) 20.0

バックドア 普通鋼（高張力鋼含む） PP+CNF(10％) 30.0

サブフレーム 普通鋼（高張力鋼含む） PP+CNF(10％) 182.0

ボンネット 普通鋼（高張力鋼含む） PP+CNF(10％) 20.0

ルーフ 樹脂PA系 PA6+CNF(10%) 6.0

インスツルメントパネル 樹脂PP系 PP+CNF(10％) 7.1

タイヤ ゴム ゴム+CNF(10%) 32.0

窓ガラス ガラス ガラス+CNF(10%) 33.2

ドアトリム・アームレスト 樹脂PP系 PP+CNF(10％) 10.0

エンジン補機・カバー・バン 樹脂PP系 PP+CNF(10％) 11.7

オートマチックミッション アルミ PP+CNF(10％) 70.7

フロントサスペンション アルミ PP+CNF(10％) 59.6

シートフレーム 普通鋼（高張力鋼含む） PP+CNF(10％) 40.0

フェンダー 樹脂PP系 PP+CNF(10％) 10.0

バンパーフェース・リンフォースメント 樹脂PP系 PP+CNF(10％) 13.0

外装(エアロパーツ、ボディー周辺部品他) 樹脂PA系 PA6+CNF(10%) 10.0

シート
普通鋼（高張力鋼含む）、PUR（クッション

材）
PP+CNF(10％) 5.0

フロア周辺 樹脂PP系 PP+CNF(10％) 14.8

ワイヤーハーネス 銅 PP+CNF(10％) 3.4

エンジン本体 アルミ 耐熱温度が不足 141.4

表 5.2-10 既存部材の重量 

 

 

表 5.2-11 ＣＮＦ部材の重量 
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対象部材

① 既存部材
合計

（t-CO2)
(A+B+C+D+E)

A 原材料調
達

（t-CO2)
B 製造
（t-CO2)

C 輸送
（t-CO2)

D 使用
（t-CO2)

E 廃棄
（t-CO2)

② CNF部材合
計

（t-CO2)
(F+G+H+I+J)

F 原材料調達
（t-CO2)

G 製造
（t-CO2)

H 輸送
（t-CO2)

I 使用
（t-CO2)

J 廃棄
（t-CO2)

CO2削減量
（t-CO2)
(①－ ②)

メインボディ 0.70 0.084 - 0.017 0.601 - 0.37 0.111 - 0.007 0.253 - 0.331

サイドドア 0.18 0.022 - 0.004 0.154 - 0.10 0.028 - 0.002 0.065 - 0.085

バックドア 0.27 0.032 - 0.007 0.231 - 0.14 0.043 - 0.003 0.097 - 0.127

サブフレーム 1.64 0.197 - 0.039 1.401 - 0.87 0.259 - 0.017 0.590 - 0.772

ボンネット 0.18 0.022 - 0.004 0.154 - 0.10 0.028 - 0.002 0.065 - 0.085

ルーフ 0.05 0.007 - 0.001 0.046 - 0.03 0.000 - 0.001 0.033 - 0.021

インスツルメントパ
ネル

0.10 0.043 - 0.007 0.055 - 0.08 0.040 - 0.007 0.039 - 0.020

タイヤ 1.01 0.752 - 0.007 0.246 - 0.77 0.565 - 0.006 0.197 - 0.238

窓ガラス 0.40 0.136 - 0.007 0.256 - 0.48 0.231 - 0.007 0.243 - -0.082

ドアトリム・アームレスト 0.09 0.015 - 0.002 0.077 - 0.08 0.024 - 0.002 0.054 - 0.014

エンジン補機・カバー・
バン

0.11 0.017 - 0.003 0.090 - 0.09 0.028 - 0.002 0.064 - 0.017

オートマチックミッション 0.78 0.222 - 0.015 0.544 - 0.34 0.100 - 0.006 0.229 - 0.446

フロントサスペンション 0.66 0.187 - 0.013 0.459 - 0.28 0.085 - 0.005 0.193 - 0.376

シートフレーム 0.36 0.043 - 0.009 0.308 - 0.19 0.057 - 0.004 0.130 - 0.170
フェンダー 0.09 0.015 - 0.002 0.077 - 0.08 0.024 - 0.002 0.054 - 0.014

バンパーフェース・リン
フォースメント

0.12 0.019 - 0.003 0.100 - 0.10 0.031 - 0.002 0.071 - 0.019

外装(エアロパーツ、ボ
ディー周辺部品他)

0.09 0.012 - 0.002 0.077 - 0.08 0.024 - 0.002 0.054 - 0.011

シート 0.04 0.005 - 0.001 0.039 - 0.04 0.012 - 0.001 0.027 - 0.005

フロア周辺 0.14 0.022 - 0.003 0.114 - 0.12 0.035 - 0.002 0.080 - 0.021

ワイヤーハーネス 0.03 0.006 - 0.001 0.026 - 0.03 0.008 - 0.001 0.018 - 0.006

エンジン本体 － － － － － － － － － － － － －

③ ＣＯ２削減量の算定 

これまでに算定した原単位と重量の値を用いて、図 5.2-13 の C-2 にあたるＣＯ２削減量

を試算した。算定結果を表 5.2-12 に示す。 

 

表 5.2-12 ＣＯ２削減量の算定結果 

 

 試算の結果、用途開発ターゲットＷＧ等で選定された、メインボディやサブフレーム、

タイヤ、構造部材などは、重量の削減量が大きく、使用段階でのＣＯ２排出量が大幅に低減

することから、概算ではあるがＬＣＡでの削減量も比較的大きい結果となった。一方、窓

ガラスにおいては、重量での削減率が不明であり、暫定で 5％としていることから、結果と

してＣＮＦの製造（調達）工程におけるＣＯ２排出量の増加が大きく影響しており、ＣＯ２

が全体として増加する結果となった。窓ガラスにおいては、今後ともＣＮＦの適用による

重量削減率について適切に把握し、ＣＯ２がＬＣＡで算定して優位になるように留意する必

要がある。 
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第６章 モデル事業の推進計画の策定 

 本章では、これまでの検討結果をもとに、モデル事業を提案し、費用対効果（採算性）

の分析、課題の抽出を行い、事業の実現性を評価するとともに、モデル事業の推進計画を

策定した。 

 

6.1 別途環境省が実施中のＣＮＦ関連事業の整理 

（１）平成 27 年度地域における低炭素なセルロースナノファイバー用途開発ＦＳ委託業務 

「平成 27年度地域における低炭素なセルロースナノファイバー用途開発 FS委託業務」

に関する整理結果を表 6.1-1 に示す。 

 

表 6.1-1 地域 FS業務に関する整理結果 

整理 No. 地域 FS-1 地域 FS-2 地域 FS-3 

代表事業者 (国)静岡大学 (公財)三重県産業支援

ｾﾝﾀｰ 

岡山県 

共同事業者 ﾄｸﾗｽ(株) 三重県工業研究所 - 

地域 静岡県 三重県 岡山県 

事業概要 CNF(素材､技術)を利用し､

革新的で地球温暖化対策

に貢献できる住宅部材用

途（キッチン木材部材）を

提案するとともに､静岡県

内産業を利用し｢原料調

達､製品製造､製品使用､廃

棄｣の一貫した事業性のあ

る地域ﾓﾃﾞﾙを構築する｡ 

地域資源から特徴のあ

る物性を有する CNF の

｢製造ﾌﾟﾛｾｽ｣､高度部材

(住宅建材､高機能製品

用途)としての｢製品活

用｣について県内企業

と共に検討し､地域ﾓﾃﾞ

ﾙとしての妥当性を検

証する｡また CNF のｻﾌﾟ

ﾗｲﾁｪｰﾝ､地域内企業連

携の可能性について検

討する｡ 

CNF の特性を活かし､

かつ､経済性及び環境

性の面で最も効果が

見込まれる用途とし

て､自動車部材への適

用を提案し､CNF 製造

から部品製造までの

工程を本県内産業で

一貫して行う地域ﾓﾃﾞ

ﾙを構築する｡ 

モデル事業と

の連携の可能

性（想定） 

乗用車を対象にはしてい

ないが､原料調達､廃棄･ﾘｻ

ｲｸﾙに関しては成果が活用

可能｡ 

部位ﾚﾍﾞﾙでの成果､ｻﾌﾟ

ﾗｲﾁｪｰﾝの考え方等につ

いてはﾓﾃﾞﾙ事業でも活

用可能｡ 

当該部材に関する考

え方はﾓﾃﾞﾙ事業でも

活用可能｡ 

※事業の詳細は非公開情報を含むため報告書上では簡略化している。  
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（２）平成 27年度セルロースナノファイバー活用製品の性能評価事業委託業務 

「平成 27年度セルロースナノファイバー活用製品の性能評価事業委託業務」に関する整

理結果を表 6.1-2 に示す。 

 

表 6.1-2 性能評価業務に関する整理結果（その１） 

整理 No. 性能評価-1 性能評価-2 性能評価-3 性能評価-4 

代表事業者 トクラス(株) トヨタ車体(株) (国)九州大学大

学院農学研究

院. 

第一工業製薬

(株) 

共同事業者 山口大学 

イオインダスト

リー（株） 

静岡大学 

岡山県森林研究

所 

－ 中越パルプ工業

（株） 

エレクセル（株） 

地域 静岡県 愛知県 福岡県 京都府 

事業概要 主にインパネ周

辺の内装材につ

いて、間伐材か

ら発生する木粉

等バイオマスフ

ィラーを添加し

たウッドプラス

チック（WPC）

に CNF を添加

材利用すること

で補強し軽量な

製品を製造し、

CNF 活用製品

の性能評価を行

う。また、イン

パネ周辺部材の

軽量化による自

動車の燃費向上

効果や CO2削減

効果の検証を行

う。 

自動車用金属部

品の樹脂代替を

狙い、高強度か

つ低比重な

CNF 複合樹脂

を用いて自動車

部品の試作と性

能評価を行う。

また、金属部材

の樹脂化で達成

された軽量化効

果により、自動

車の燃費向上お

よび CO2削減の

効果検証を行

う。 

ドアパネルの内

側や天井パネル

となる内装材に

ついて、九州産

の竹を利用し

「水中カウンタ

ーコリジョン

（ACC）法」に

よる竹由来

CNF から丈夫

で軽量な樹脂素

材を製造すると

ともに、竹 CNF
活用樹脂の性能

評価を行う。ま

た、竹 CNF 活用

樹脂を活用した

ドアパネルや天

井パネル内装の

軽量化に伴う燃

費向上の効果や

CO2削減効果の

検証を行う。 

自動車用バッテ

リーについて、

従来の鉛二次電

池の代替となる

軽量かつ小型の

CNF 活用リチ

ウムイオン二次

電池を製造する

とともに、CNF
活用リチウムイ

オン二次電池の

性能評価を行

う。また、CNF
を活用したバッ

テリーの軽量化

に伴う燃費向上

効果や CO2削減

効果の検証を行

う。 

ﾓﾃﾞﾙ事業との連携

の可能性（想定） 

インパネ周辺部

材の性能評価結

果はﾓﾃﾞﾙ事業で

も直接的に活用

可能。 

CNF 複合樹脂

を用いた自動車

部品の性能評価

はﾓﾃﾞﾙ事業でも

直接的に活用可

能。 

竹 CNF 活用樹

脂の性能評価は

ﾓﾃﾞﾙ事業でも直

接的に活用可

能。 

CNF 活用リチ

ウムイオン二次

電池の性能評価

はﾓﾃﾞﾙ事業でも

直接的に活用可

能。 

※事業の詳細は非公開情報を含むため報告書上では簡略化している。 
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（３）平成 27 年度セルロースナノファイバー製品製造工程の低炭素化対策の立案事業委託業務 

「平成 27 年度セルロースナノファイバー製品製造工程の低炭素化対策の立案事業委託業

務」に関する整理結果を表 6.1-3 に示す。 

 

表 6.1-3 製造工程低炭素化業務に関する整理結果 

整理 No. 製造工程低炭素化-1 製造工程低炭素化-2 製造工程低炭素化-3 

代表事業者 パナソニック(株) 愛媛大学紙産業イノベー

ションセンター 
大王製紙(株) 

共同事業者 － 愛媛県産業技術研究所紙

産業技術センター 

特種東海製紙（株） 

自動車用ゴム部材メーカー 

地域 大阪府 愛媛県 愛媛県 

事業概要 プラスチック製品の製造

工程について、セルロー

ス原料を樹脂に練り込み

ながらナノ化レベルに繊

維をほぐすことで CNF
複合樹脂を製造する段階

でのCO2排出量を評価す

るとともに、CNF 複合樹

脂を部材・製品へと成形

し、各段階での CO2排出

量を評価し、その削減対

策の立案を行う。 

透明樹脂製品の製造工程

において、独自の CNF 脱

水プロセスにより乾燥工

程でのCO2排出量の削減

を図るとともに、CNF 複

合透明樹脂を用いた部

材・製品を成形し、各製

造工程でのCO2排出量の

評価に基づいた低炭素化

対策の立案を行う。 

ゴム製品の製造工程につい

て、液体の CNF 素材をゴ

ムと混練する際に必要とな

る乾燥エネルギーを乾燥方

法の見直しにより低減する

ことで CO2排出量を削減

するとともに、CNF 複合ゴ

ムを製造し、部材・製品を

成形し、各段階での CO2排

出量を評価し、その削減対

策の立案を行う。 

ﾓﾃﾞﾙ事業との連

携の可能性（想

定） 

自動車のプラスチック製

品の製造工程の低炭素化

という観点でﾓﾃﾞﾙ事業で

も活用可能。 

自動車の透明樹脂製品製

造の低炭素化という観点

でﾓﾃﾞﾙ事業でも活用可

能。 

自動車のゴム製品の製造工

程の低炭素化という観点で

ﾓﾃﾞﾙ事業でも活用可能。 

※事業の詳細は非公開情報を含むため報告書上では簡略化している。 
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6.2 ＣＮＦの普及促進方策の検討 

6.2.1 ニーズ・課題の整理 

自動車部品メーカー、樹脂メーカーへのヒアリング結果を基にＣＮＦ導入促進に係るニ

ーズ・課題を整理した。結果を表 6.2-1 に示す。 

 
表 6.2-1 ＣＮＦ導入促進に係るニーズ・課題の整理 

分類 ニーズ・課題 素材としての視点 自動車部材としての視点 

素材としての 

課題 

一般的な認知度の向上 ・社会的認知が上がれば適用

のインセンティブとなる 

・工業用素材である自動車部材の選定において、社

会的認知度はさほど影響がないと考えられる 

・素材として使用量が増えると森林が減少するとい

う批判に対しては統一的な回答を準備しておく

必要があると考えられる 

グローバルな市場拡大 ・海外での市場拡大の可能性

の向上は、適用のインセン

ティブとなる。 

・自動車部材において国内はもとより、海外におけ

る選定例が増えることも導入促進に際しては重

要と考えられる 

自動車部材 

としての課題 

コスト低減 ・製造に要するコストの低減

が必要 

・自動車部材選定において最重要な事項が「コスト」

である 

・自動車部材として利用することを鑑みると、仮に

ロードマップ上の 500 円/kg でも高い可能性があ

る 

環境影響の明確化 ・製造に要するエネルギー消

費量が不明 

・自動車業界において、リサイクル性、低炭素化は

非常に重要な課題であるため、CNF でどの程度効

果があるか明確化が必要 

・現時点で CNF 製造に係るエネルギー消費量が不明

確なため CO2削減量が測定できない 

・リサイクルについて不明確な点も多く、自動車部

材としての採用判断ができない 

品質の安定性 ・ラボレベルの性能評価のみ

であり、実用環境での性能

が不明なため、標準化を進

める必要がある 

 

・品質が安定していなければ、量産化できないため、

自動車部材として採用できない 

グローバルな材料調達 ‐ ・自動車業界はグローバルなサプライチェーンを構

築しているため、自動車部材にはグローバルに調

達できる必要がある 

サンプル量産化技術の

向上 

‐ ・自動車部品では、金型を使って実製作を行う場合、

数百キロのサンプルが必要となるためCNFサンプ

ル量産化が必要である 

自
動
車
用
複
合
材
料
と
し
て
の
課
題 

複合段階 耐熱性の向上 ‐ ・母材と同等程度の耐熱性が必要であるが、現状 150

～200℃であり、エンプラには利用できない 

複合段階 表面改質 ‐ ・汎用樹脂と複合させるためには、親水性の CNF の

表面改質が必要 

複合段階 分散化技術の向上 ‐ ・樹脂内に均等に分散させる必要がある 

複合段階 におい対策 ‐ ・CNF を混練する過程で、焦げ臭さが出る場合があ

る 

・インパネ等の内装材では、臭いがあると採用でき

ない 

複合段階 着色対策 ‐ ・CNF を混練する過程で、黄色に着色する 

・塗装に影響するので対策を考える必要がある 

複合段階 落雷対策 ‐ ・CNF を用いて外板を作る場合、落雷対策のために

導電性を付与する必要がある 

複合段階 機械側の摩耗の明確化 ‐ ・自動車素材として採用する場合には、混練・成形

する機械の摩耗がどの程度あるか情報が必要だ 

成形段階 流動性の向上（タクトタ

イムの短縮化） 

‐ ・自動車業界ではタクトタイムが短い必要がある 

・流動性が低い CNF は自動車部材としての採用が 

難しい 

・CNF の流動性を高めることと、母材選定において

流動性が高い素材を選ぶ必要がある 



108 
 

分類 ニーズ・課題 素材としての視点 自動車部材としての視点 

成形段階 表面硬化の対策 ‐ ・外装材に用いた場合、表面硬化するという課題が

ある 

部品選定段

階 

（複合材の） 

物性値の明確化・向上 

‐ ・利用する自動車部品の選定を行う場合、素材の物

性値が明らかでないと検討が進めづらい。また特

定の部位に適用することを検討した場合は物性

値の向上が必須となるケースがある。以下は主要

な物性値 

・耐熱性（エンジン） 

・アイゾット衝撃値 

・衝突時に割れない（部位によって） 

・線膨張係数 

・耐低温性 

・塗装性・密着性・メッキ加工可能性（意匠性が求

められる部位） 

・耐久性 

・転がり抵抗（タイヤ） 

・透明度（透明性を活かす部位） 

 部品組立段

階 

結合方法の検討が必要 ‐ ・金属結合を利用している部位では代替は難しい 

 クルマ組立

段階 

製造ライン設計が必要 ‐ ・外板に利用した場合、内部設計を含めた製造ライ

ン設計を含めて検討が必要 

・工場での組み付けプロセスを検討する必要がある 
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6.2.2 普及促進方策に関する手法区分の設定 

 ＣＮＦ導入の促進施策を検討するにあたっての手法区分を表 6.2-2 に示す。この手法区

分に基づいて考えられる施策を検討することとした。 

 

表 6.2-2 促進施策を検討するにあたっての手法区分 

手法区分 概要 事例 

枠組的手法 直接的に具体的行為の禁止、制限や義務付

けを行わず、到達目標や一定の手順や手続

を踏むことを義務付けることなどによって

規制の目的を達成しようとする手法。 

・PRTR 法による届出制度 
・大気汚染防止法による化学物質の規  

制 

経済的手法 市場メカニズムを前提とし、環境保全への

取組に経済的インセンティブを与え、経済

合理性に沿った各主体の行動を誘導するこ

とによって政策目的を達成しようとする手

法。 

・各種補助制度等 
・使用済み製品や容器包装等の確実な回

収のための預託払戻制度（デポジッ

ト） 
・排出権取引    等 

自主的取組

手法 

事業者などが自らの行動に一定の努力目標

を設けて対策を実施する自主的な環境保全

取組。 

・経済団体連合会の地球温暖化対策 
・個別企業の環境行動計画 
・温暖化対策の推進に関する法律 等 

情報的手法 消費者、投資家をはじめとする様々な利害

関係者が、環境保全への取組活動に積極的

な事業者や環境負荷の少ない製品などを評

価して選択できるよう、事業活動や製品・

サービスに関する環境情報の開示と提供を

進めることにより、各主体の環境に配慮し

た行動を促進しようとする手法。 

・環境報告書 
・環境ラベル 
・環境会計 
・LCA(Life Cycle Assessment) 
・ESG 投資 

(Environment,Social,Governance) 
・GDP(Gross Domestic Product) 等 

手続的手法 各主体の意思決定過程の要所要所に環境配

慮のための判断が行われる機会と環境配慮

に際しての判断基準を組み込んでいく手

法。 

・環境影響評価制度 
・ISO14001 など 

技術開発・実

証支援 

官が主導的に施設や設備等の整備、新たな

技術開発等を促進・実施し、政策目標を達

成しようとする手法。 

・各種技術開発支援事業  
・実証施設や設備の整備 等 

※環境白書にある手法を基に、一部を独自にアレンジしている。 
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6.2.3 自動車へのＣＮＦ導入を促進するための施策の検討 

前述の手法区分に従い、自動車へのＣＮＦ導入を促進するための施策を検討した。結果

を表 6.2-3 に示す。 

 

表 6.2-3 自動車へのＣＮＦ導入を促進するための施策 

手法区分 施策の方向性 施策（案） 
対応する

課題 
施策の概要 備考 

枠組的手

法 
規格統一 

CNFの品質認証

規格化 
品質向上 

CNF の品質認証規格を

環境性能といった視点

で追加的に検討 

ISO 化については、ナノセルロース

フォーラムで実施しているが、自

動車限定ではない。 

枠組的手

法 

グリーン購入

法 

グリーン購入

法への適応 

製 造 原 価

の低減 

導 入 イ ン

セ ン テ ィ

ブの向上 

グリーン購入法環境配

慮事項（自動車）に、

植物由来の文脈がある

ように変更 

来年度以降に反映予定（植物を原

料とするプラスチック又は合成繊

維であって環境負荷低減効果が確

認されたものが可能な限り使用さ

れていること。「環境負荷低減効

果が確認されたもの」とは、製品

のライフサイクル全般にわたる環

境負荷についてトレードオフを含

め定量的、客観的かつ科学的に分

析・評価し、第三者の LCA 専門家

等により環境負荷低減効果が確認

されたものをいう。) 

経済的手

法 
排出権取引 

J-クレジット

制度への適応 

製 造 原 価

の低減 

自動車分野における低

炭素化（軽量化による

CO2削減）による環境価

値をクレジットとして

認証 

 

 

 

 

 

Ｊ-クレジット制度において、電気

自動車・天然ガス自動車の導入は

存在するが、植物由来の素材の高

効率化は現状対象外 

情報的手

法 

企業間マッチ

ング 

マッチングシ

ステムプラッ

トフォーム構

築 

導 入 イ ン

セ ン テ ィ

ブの向上 

ＣＮＦ製造メーカー、

樹脂メーカー、自動車

部品メーカ等のマッチ

ングが可能なプラット

フォーム（マッチング

イベント、マッチング

システム等）を整備す

る。 

 

情報的手

法 
情報管理 

海外メーカー

情報整理 

導 入 イ ン

セ ン テ ィ

ブの向上 

海外のメーカー（自動

車メーカー）の CNF の

実用化状況をチェック

するために情報の整理

を行う。 

  

情報的手

法 
情報管理 

パテントマッ

プ整理 
品質向上 

パテントマップ整理を

行い、ＣＮＦへの新規

参入を促す 

  

情報的手

法 
情報管理 

物性データベ

ース構築 
品質向上 

物性データの集積のた

めに、データベースを

構築する。また環境省

  



111 
 

手法区分 施策の方向性 施策（案） 
対応する

課題 
施策の概要 備考 

におけるＣＮＦの取り

組みについても一元管

理していく。 

情報的手

法 
事業体の組成 

SPC/JV 等 の

CNF専門会社の

設立・窓口の一

元化 

認 知 度 向

上 

ＣＮＦのサンプル提供

を一元化し、ＣＮＦと、

素材メーカーとのドア

ノックツール（機関）

を構築することでＣＮ

Ｆの社会認知度と、企

業の取り込みを推進し

ていく。 

同時にサンプルの大量

供給を可能とする。 

  

情報的手

法 
認知度向上 

広報の実施（パ

ンフレット・HP

等の作成） 

認 知 度 向

上 

自動車部材メーカー

や、素材メーカーに対

して広報を実施し、CNF

の認知度向上に努める 

  

技術開発・ 

実証支援 

低炭素化技術

開発 

性能評価・低炭

素化効果検証

委託事業 

製 造 原 価

の低減 

ＣＮＦの低炭素化に向

けた技術開発を推進

（H27 年度継続） 

LCAでのCO2排出量を検

証 

（平成 27 年度より実施） 

技術開発・ 

実証支援 

リサイクル性

検証 

リサイクル性

能を検証する

ためのモデル

事業 

導 入 イ ン

セ ン テ ィ

ブの向上 

リサイクル（環境性能）

向上・検証に向けた実

証を推進 

  

技術開発・ 

実証支援 

コンセプトカ

ーの組立・試験

走行 

CNF車の性能評

価（主として

CO2 削減効果）

するためのモ

デル事業 

・導入イン

セ ン テ ィ

ブの向上 

・認知度向

上 

コンセプトカーの設

計・製造し、その走行

性能（燃費を含む）を

検証する 

 

技術開発・ 

実証支援 

開発用サンプ

ル提供 

ＣＮＦサンプ

ルの提供する

モデル事業 

導 入 イ ン

セ ン テ ィ

ブの向上 

自動車部品への適用可

能性を研究・開発する

ためにＣＮＦサンプル

を希望する事業者に無

償で提供する。 
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6.3 新規モデル事業の検討 

整理した「自動車へのＣＮＦ導入を促進するための施策（案）」において、「技術開発・

実証支援」に位置づけられた施策について、「平成 28 年度以降の新規モデル事業」の候補

として、より具体的な検討を行った。 

 平成 28年度以降の新規モデル事業の候補のまとめを表 6.3-1 に、各モデル事業の概要を

次頁より示す。 
 

表 6.3-1 平成 28年度以降の新規モデル事業の候補のまとめ 

No. Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
モ デ ル 事

業名 
CNF 活用製品の性

能評価モデル事業 
（仮称）CNF 複合材

のリサイクル性能実

証モデル事業 

（仮称）CNF コン

セ プ ト カ ー の 設

計・製作・性能評価

モデル事業 

（仮称）CO2 削減に

有効な CNF 用途開

発促進モデル事業

（サンプル素材提供

事業） 
事業概要 自動車部材等として

の実証モデル事業 
自動車部材、素材の

リユース、リサイク

ルに関するモデル事

業 

クルマ（部材の複合

体）としての実証モ

デル事業 

CO2 削減に有効な

CNF の用途開発を

促進するために、

CNF サンプルを無

償提供する事業 
想 定 さ れ

る 対 象 事

業者 

各種研究試験機関、

民間企業等（自動車

部材、素材メーカー

を想定） 

各種研究試験機関、

民間企業等（自動車

部材、素材メーカー

を想定） 

自動車メーカー、Ｒ

＆Ｄ、商社、大学、

等 

各種研究機関、自動

車メーカー、家電メ

ーカー、住宅建材メ

ーカー、産業用機械

メーカ、等 
※CNF 素材供給メ

ーカーに対して委託 
対象期間 ２～３年間 ２～３年間 １年間単位 ２～３年間 
備考 平成 27 年度から開

始している 
主要部材は平成 28
年度からスタート 
性能評価が完了した

部材から追加するイ

メージ 

 自動車用用途に限定

しない 
 

※エネルギー対策特別会計による予算を想定 

※環境省委託業務を想定 
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Ⅰ．ＣＮＦ活用製品の性能評価モデル事業（部材等の実証） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.3-1 ＣＮＦ活用製品の性能評価モデル事業（部材等の実証）の概要（案） 

 
＜概要＞ 

・自動車用部材等としての性能評価事業 
・用途開発ターゲットＷＧにおいて、ＣＮＦ複合化が有効と判断された部位・部材等を指

定して、性能評価を実施する事業者を公募・選定する。 
・対象は素材メーカー、部材メーカー等とする。 
・必要な知的所有権を保有する事業者を優先的に選定する。 
・用途開発ＷＧにて優先度が高いと判定された部位を対象とする 

例：メインボディ、サブフレーム、バックドア、ボンネット、窓ガラス等 
・できるだけ２年以内で成果を得られることが望ましい。 
・年度終了時には意見交換会等において、自動車メーカー等に性能をＰＲしてもらう。 
 →「Ⅲ．（仮称）ＣＮＦコンセプトカー設計・製作・性能評価モデル事業」に繋げる 
  

ｻﾌﾞﾌﾚｰﾑ ﾊﾞｯｸﾄﾞｱ 
 

・・・ 
 

Ａ社 Ｂ社 

H27 からのモデル事業（継続あり） 

ﾎﾞﾝﾈｯﾄ 
 

窓ｶﾞﾗｽ 
 

ﾒｲﾝﾎﾞﾃﾞｨ 

Ｃ社 Ｄ社 Ｅ社 F 社 

H28 以降のモデル事業 

環境省 

トクラス トヨタ車体 九州大学大学院 

ｲﾝﾊﾟﾈ 金属部材 ﾄﾞｱﾊﾟﾈﾙ内側 
天井パネル 

ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ二次電池 

第一工業製薬 

事業推進検討委員会 

ＣＮＦ化が有効な部

材・部位等を用途開

発ターゲット WG に

て抽出 
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Ⅱ．（仮称）ＣＮＦ複合材のリサイクル性能実証モデル事業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.3-2 （仮称）ＣＮＦ複合材のリサイクル性能実証モデル事業の概要（案） 

 
＜概要＞ 

・ＣＮＦ複合材のリサイクル性を確認するとともに、低炭素なリサイクル技術を確立する

ことを目標とするモデル事業。 
・対象は素材メーカーや各種試験研究機関等が考えられる（コンソーシアムも可）。 
・まずは主要部材となる「ＣＮＦ＋PP」と「ＣＮＦ＋エポキシ」について平成 28 年度から

スタートする。平成 29 年度以降は、平成 28 年度までの性能評価モデル事業の中で、自

動車部材としての必要性能が確認されたもの（タイヤ、窓ガラス等）に対して順次評価

を実施していく。 
・熱可塑性樹脂と熱硬化性樹脂で難易度が異なる。 
・単に耐久性等を試験するだけでなく、カスケード利用等、付加価値の高い技術の確立を

図る。 
 
  

H28 以降のモデル事業 

Ａ社 B 社 C 社 

環境省 

ﾀｲﾔ 
 

素材メーカー、各種試験

研究機関 

窓ｶﾞﾗｽ 

ＣＮＦ＋PP ＣＮＦ+エポキシ 

・・・ 

事業推進検討委員会 

素材メーカー、各種試験

研究機関 

H29 以降のモデル事業 
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Ⅲ．（仮称）ＣＮＦコンセプトカー設計・製作・性能評価モデル事業 

＜案１：複数コンソーシアム想定ケース＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6.3-3 （仮称）ＣＮＦコンセプトカー設計・製作・性能評価モデル事業の概要（案１） 

＜概要＞ 

・性能評価モデル事業で実証された部材等を用いて、ＣＮＦコンセプトカーを組み上げる

ことを目標としたモデル事業。 
・対象事業者は自動車メーカー、自動車エンジニアリング会社、商社、大学等を想定 

※共同実施、コンソーシアムによる事業が想定される。 
※自動車を作った実績のある事業者を優先的に採択する。 

・最終的に 2020 年に走行段階のＣＯ２削減効果が 10%以上（うち軽量化による走行段階の

ＣＯ２削減効果が７%以上）の技術コンセプトカーを製造し、その性能評価を実施するこ

とを目標とする。 
・知的所有権関係はコンソーシアム内で調整する。 
・以下のような段階を経ることを想定している（単年度ごとに体制を変える）。 

平成 28 年度：コンセプト検討・実現可能性評価・基本設計  

平成 29 年度：詳細設計・コア部材製造等製作  

平成 30～31 年度：コンセプトカー製造 

平成 32 年度(2020 年)：性能評価（燃費計測等）、展示走行 

・他のモデル事業も本モデル事業に集約していく。 
・最終的にコンセプトカーは１台あれば性能検証は可能である。初期の頃は複数のコンソ

ーシアムに委託するが、徐々にコンソーシアムとして纏まってもらうことを想定する。 

素材ﾒｰｶｰ 工業ﾃﾞｻﾞｲﾅｰ 

部材ﾒｰｶｰ 

部材ﾒｰｶｰ 

環境省 

自動車メーカー 
（じｄ 

H28 のモデル事業 

部材ﾒｰｶｰ 素材ﾒｰｶｰ 自動車ｴﾝｼﾞﾆｱﾘ

ﾝｸﾞ会社 

知財管理 工業ﾃﾞｻﾞｲﾅｰ 

自動車ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ会

社 ・ 商社 等 

部材ﾒｰｶｰ 自動車ﾒｰｶｰ 

大学・研究所 

事業推進検討委員会 

H29 以降のモデル事業 

自動車ﾒｰｶｰ 

Ⅰ．性能評価モデル

事業の部材・素材ﾒｰ

ｶｰも入る 
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＜案２：単一企業連合形成ケース＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6.3-4 （仮称）ＣＮＦコンセプトカー設計・製作・性能評価モデル事業の概要（案２） 

＜概要＞ 

・性能評価モデル事業で実証された部材等を用いて、ＣＮＦコンセプトカーを組み上げる

ことを目標としたモデル事業。 
・最終的に 2020 年に走行段階のＣＯ２削減効果が 10%以上（うち軽量化による走行段階の

ＣＯ２削減効果が７%以上）の技術コンセプトカーを製造し、その性能評価を実施するこ

とを目標とする。 
・他のモデル事業も本モデル事業に集約していく。 
・想定スケジュールは以下のとおり。 

平成 28 年度前半：コンソーシアム形成、実現可能性評価 

平成 28 年度後半：コンセプト検討、基本設計（意匠） 

平成 29 年度：構造設計・コア部材等製作 

平成 30～31 年度：コンセプトカー製造 

平成 32 年度(2020 年)：性能評価（燃費計測等）、展示走行  

自動車ｴﾝｼﾞﾆｱﾘ

ﾝｸﾞ会社 自動車ﾒｰｶｰ 

工業ﾃﾞｻﾞｲﾅｰ 
電気系統部品 

ﾒｰｶｰ 
樹脂部品 

ﾒｰｶｰ 

素材ﾒｰｶｰ 
（PA6･CNF）

 

大学・研究所 
(PA6/CNF 主体) 

素材ﾒｰｶｰ 
(PP/CNF、
PE/CNF) 

ﾎﾞﾃﾞｨﾒｰｶｰ 

設計・組立ユニット 部品等供給ユニット 
 

金属機能部品 
ﾒｰｶｰ 

＜プロジェクトリーダー＞ 
〇〇〇〇 

ｺﾞﾑ部品ﾒｰｶｰ 

環境省 

アドバイザリーボード 
＜メンバー＞ 
・外部専門家 

 
 

事業推進検討委員会 

成形ﾒｰｶｰ 

コンセプトカーの設計・製作・実証を委託 

助言等 

＜ユニット責任者＞ 
〇〇〇〇 

ＣＮＦ素材評価ユニット 
 ＜ユニット責任者＞ 

〇〇〇〇〇 
＜ユニット責任者＞ 

〇〇〇〇 

要件伝達 

要件伝達 

素材供給 部品供給 
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Ⅳ．（仮称）ＣＯ２削減に有効なＣＮＦ用途開発促進モデル事業（サンプル素材提供事業） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.3-5 （仮称）ＣＯ２削減に有効なＣＮＦ用途開発促進モデル事業の概要（案） 

 

＜概要＞ 

・ＣＯ２削減に有効な用途開発を公募し、有効と考えられる事業者を選定して、ＣＮＦ素材

（サンプル）を提供する事業。 
・対象事業者は各種試験研究機関、自動車関連事業者、家電関連事業者、建材関連事業者

等を想定。 
・環境省からの直接的な委託先は素材メーカーになる。対象事業者の公募時に、必要数量

の申請を受け付けて、その合計量に応じて、素材メーカーに製造を委託する。 
・提供するＣＮＦ素材の品質等については別途検討が必要。 
・単年度ごとに実施。 
 
 
  

ＣＮＦ素材を提供（有償もしくは無償）

環境省 

自動車関

連事業者 

事業推進検討委員会 

ＣＮＦ素材メーカ

ー 

各種試験 
研究機関 

家電関連

事業者 
建材関連 
事業者 その他 

公募 

審査 

選定 

成果報告 
ＣＮＦ素材の製

造を委託 
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＜その他の環境省として求められる施策等（例）＞ 

 
（１）ＣＮＦ等の推進計画等作成及びモデル事業工程・品質管理 

 ・ＣＮＦ等の推進計画の立案・見直し、マネジメント 
・各種モデル事業の工程・品質管理 
・事業推進検討委員会の運営 
・意見交換会等の開催  
・LCA 評価（全般的な評価） ※各部材の LCA 評価は性能評価モデル事業にて実施 

 ・その他 
 

（２）ＣＯ２排出量削減のためのＣＮＦ基本情報等整備 

 ・ＣＮＦのＣＯ２排出量削減に貢献する用途開発に係る事業者情報の整理 
・パテントマップの整理 
・物性データベース構築 
・ビジネスマッチングのための場の提供 

 
（３）広報 

 ・パンフレットの作成・配布 
・環境省のＣＮＦポータルサイト整備 

 
（４）その他 

 ・他省庁（経産省等）と連携したＣＮＦの標準化・規格化の推進 
 ・ＣＮＦ複合材の廃棄・リサイクル・リユースに関する調査・検討 
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6.4 モデル事業の費用対効果（採算性）の分析 

6.4.1 モデル事業の費用対効果の評価方法の基本的な考え方の整理 

平成 28 年度以降のＣＮＦ実証モデル事業の費用対効果について、評価方法を設定し、分

析を行う。これは地球温暖化対策としてのＣＯ２削減効果の最大化と費用対効果の最大化の

観点から、対象とすべきモデル事業を設定することを目的としており、これによって最適

なＣＮＦ部材の選定が可能となる。    

具体的な評価方法としては、まず評価対象とする事業範囲を設定し、次に評価指標を用

いて費用対効果の分析を行う。評価手法として用いる評価軸は、「モデル事業の想定費用

（円）」、「ＣＮＦ部材と既存部材でのＣＯ２削減量（t-CO2）」と「費用対効果（円/t-CO2）」

とする。 

評価の対象範囲を設定するにあたり、バリューチェーン内における複数の実証モデル事

業の位置づけを明確にしたものを、図 6.4-1 に示す。なお、モデル事業の費用対効果の評

価の際には、リサイクル性能モデル事業は対象外とし、「ＣＮＦ活用製品の性能評価モデル

事業」、「ＣＮＦコンセプトカー設計・製作・性能評価モデル事業」におけるＣＮＦ部材を

対象としている。 

 

 

図 6.4-1 費用対効果分析の対象範囲 

 

  

①÷②の
費用対効果で検証

部品単位で
円で検証

部品単位で
t-CO2で検証

CNFの製造 樹脂の製造

• 原材料調達段階 • 製造段階

成型品の
製造

自動車の
製造 廃棄

・ 廃棄（リサイクル）段階

CNF活用製品の性能評価モデル事業

評価

指標
(案）

数千円～数万円

14.9～86.6
(kg-CO2/kg)×kg

X円

Y(kg-CO2/kg)  ×kg

分析

CNF複合材のリサイクル性能実証モデル事業

モデ
ル

事業
の
範囲

CNFコンセプトカー設計・製作・性能評価モデル事業

輸送・利用

• 輸送・使用段階

・製品のLCA視点での評価を実施
・利用段階のCO2は燃費法で算定（重量比例）
・廃棄段階は現状不明であるので対象外

・製品のLCA視点での評価を実施
・利用段階のCO2は燃費法で算定（重量比例）
・廃棄段階は現状不明であるので対象外

・廃棄段階について検証（必要であれば製造段階
も含める）
・一方で、データが無いので評価の対象外とする

1

2

3
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指標①モデル事業の想定コスト（円）

指標③費用対効果（①÷②）（円/t-CO2)

指標② CO2削減量（t-CO2)

コスト経済的なモデル事業、部品の選定が可能となる

CO2削減量高いモデル事業、部品の選定が可能となる

コストの安いモデル事業、部品の選定が可能となる

評価の位置づけ 温暖化対策の効果 施策の効率性

×

◎

△～◎

◎○

・CO2は判断しない

・CO2で適正に評価

・CO2で評価
・一方で、温暖化対策としての
効果の最大化は目指せない

・コスト効率的ではあるが
最終的な削減目標への達成は

保証できず

・コスト面については
言及せず

・コスト効率的である

△～◎

温暖化対策としての効果の最大化と、費用対効果の最大化を目指し、
「指標③費用対効果（円/t-CO2）」と「指標②CO2削減量（t-CO2)」をベースとして評価を実施

次に、評価軸として設定した 3つの指標について、ベースとなる考え方を図 6.4-2 に示

す。 

 3 つの指標のうち、温暖化対策としての意義を訴求するためにも、「指標② ＣＯ２削減量

（t-CO2）」を重視すべきであり、次いで、コスト効率的に温暖化対策を実施するという意味

で、「指標③ 費用対効果」も指標として有効であると考えられる。本分析では、指標②と

指標③を評価指標として分析を実施する。 

 

 

 

 

図 6.4-2 設定した 3つの評価軸のベースとする評価の考え方 
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対象部材 事業期間 想定費用（円） 主要構成材料 代替想定の素材 備考

メインボディ H28-29 300,000,000 普通鋼（高張力鋼含む） PP+CNF(10％) －

サイドドア H28-29 200,000,000 普通鋼（高張力鋼含む） PP+CNF(10％) －

バックドア H28-29 200,000,000 普通鋼（高張力鋼含む） PP+CNF(10％) －

サブフレーム H28-29 300,000,000 普通鋼（高張力鋼含む） PP+CNF(10％) －

ボンネット H28-29 100,000,000 普通鋼（高張力鋼含む） PP+CNF(10％) －

ルーフ H28-29 100,000,000 樹脂PA系 PA6+CNF(10%) －

インスツルメントパネル H28-29 － 樹脂PP系 PP+CNF(10％) 他モデル事業にて実施中

タイヤ H28-29 100,000,000 ゴム ゴム+CNF(10%) －

窓ガラス H28-29 100,000,000 ガラス ガラス+CNF(10%) －

ドアトリム・アームレスト H28-29 70,000,000 樹脂PP系 PP+CNF(10％) －

エンジン補機・カバー・バン H28-29 70,000,000 樹脂PP系 PP+CNF(10％) －

オートマチックミッション H28-29 120,000,000 アルミ PP+CNF(10％) －

フロントサスペンション H28-29 120,000,000 アルミ PP+CNF(10％) －

シートフレーム H28-29 70,000,000 普通鋼（高張力鋼含む） PP+CNF(10％) －

フェンダー H28-29 100,000,000 樹脂PP系 PP+CNF(10％) －

バンパーフェース・リンフォースメ
ント

H28-29 100,000,000 樹脂PP系 PP+CNF(10％) －

外装(エアロパーツ、ボディー周辺
部品他)

H28-29 100,000,000 樹脂PA系 PA6+CNF(10%) －

シート H28-29 70,000,000
普通鋼（高張力鋼含む）、
PUR（クッション材）

PP+CNF(10％) －

フロア周辺 H28-29 70,000,000 樹脂PP系 PP+CNF(10％) －

ワイヤーハーネス H28-29 － 銅 PP+CNF(10％) データなし

エンジン本体 － － アルミ 耐熱温度が不足 耐熱性の不足により困難

6.4.2 評価の実施 

前項ではモデル事業の費用対効果の評価手法の基本的な考え方を整理した。本項では、

設定した評価手法を用いてモデル事業の評価を行った。分析にあたっては費用の設定が必

要であったため、モデル事業の想定費用を仮に設定し、次にＣＯ２削減量の算定方法として、

既存の部材とＣＮＦ部材ごとにＬＣＡ(Life Cycle Assessment：ライフサイクルアセスメ

ント)をベースとして概算した。最後にモデル事業の想定費用と算定したＣＯ２削減量を用

いて費用対効果を算定し、これに基づいてモデル事業の費用対効果の分析を行った。 

 

① 想定コストとＣＯ２削減量試算 

まず、仮に設定したモデル事業の想定費用を表 6.4-1 に示す。 

 

表 6.4-1 仮に設定したモデル事業の想定費用 
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次に、ＣＯ２削減量としては、5.2.4 項で試算した LCA ベースでのＣＯ２削減量を用いるこ

ととした（表 6.4-2）。 

 

表 6.4-2 ＣＯ２削減量の算定結果 
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対象部材 想定費用（円） CO2削減量（t-CO2) 費用対効果（百万円/t-CO2）

メインボディ 300,000,000 0.331 906.6

サイドドア 200,000,000 0.085 2,357.2

バックドア 200,000,000 0.127 1,571.4

サブフレーム 300,000,000 0.772 388.5

ボンネット 100,000,000 0.085 1,178.6

ルーフ 100,000,000 0.021 4,778.2

インスツルメントパネル - 0.020 N/A

タイヤ 100,000,000 0.238 420.5

窓ガラス 100,000,000 -0.082 -1,213.0

ドアトリム・アームレスト 70,000,000 0.014 4,915.2

エンジン補機・カバー・バン 70,000,000 0.017 4,201.1

オートマチックミッション 120,000,000 0.446 269.3

フロントサスペンション 120,000,000 0.376 319.5

シートフレーム 70,000,000 0.170 412.5
フェンダー 100,000,000 0.014 7,021.8

バンパーフェース・リンフォースメント 100,000,000 0.019 5,401.4

外装(エアロパーツ、ボディー周辺部品他) 100,000,000 0.011 9,052.8

シート 70,000,000 0.005 13,673.3

フロア周辺 70,000,000 0.021 3,321.1
ワイヤーハーネス - 0.006 N/A
エンジン本体 N/A N/A N/A

② 費用対効果の算定 

 モデル事業の想定費用（表 6.4-1）と算出したＣＯ２削減量（表 6.4-2）を用いて、モデ

ル事業の費用対効果を算定した。算定結果を表 6.4-3 に示す。 

 

表 6.4-3 モデル事業の費用対効果の算定結果 
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メインボディ

サイドドア バックドア

サブフレーム

ボンネット

ルーフ

インスツルメントパネル

タイヤ

窓ガラス

ドアトリム・アームレスト

エンジン補機・カバー・バン

オートマチックミッション

フロントサスペンション

シートフレーム

フロア周辺

-1,300.0

-300.0

700.0

1,700.0

2,700.0

3,700.0

4,700.0

-0.25 0 0.25 0.5 0.75 1 1.25 1.5

費
用
対
効
果

(百
万
円

/t-
C

O
2)

CO2削減量(t-CO2)

採算性分析の評価方法

・・・評価が高い部材。CO2削減量が多いものから順に選定

近似曲線

よ
り
費
用
対
効
果
が
悪
い
（
コ
ス
ト
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6.4.3 モデル事業の費用対効果の分析 

これまでに算定した、「モデル事業の想定費用（円）」、「ＣＮＦ部材と既存部材でのＣＯ２

削減量（t-CO2）」、「費用対効果（円/t-CO2）」をもとに、モデル事業の費用対効果の分析を

行った。「ＣＮＦ部材と既存部材でのＣＯ２削減量（t-CO2）」を X軸、「費用対効果（円/t-CO2）」

を Y軸に設定した。分析結果を図 6.4-4 に示す。 

 

 

 

 

 

 

図 6.4-4 モデル事業の費用対効果の分析結果 
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ＣＯ２削減量が多い順及び費用対効果が良い順に、評価が高い部材を選定した（図 5.2-4

参照）。評価が高い部材はサブフレーム、オートマチックミッション、フロントサスペンシ

ョンなどであった。これは金属部材であるため代替による効果が大きいこと、並びに構造

部材においてはモデル事業の想定コストが、金型の発注が必要な外装材関係と比較して低

減可能であることが考えられる。 

 表 6.4-4 に、これまで算定したＣＯ２削減量、費用対効果を評価の高い部材から降順にま

とめた。 

 

表 6.4-4 算定したＣＯ２削減量、費用対効果及び評価の高い部材（降順） 

 

 
  
 
  

区分 主要構成材料 代替想定の素材 ①想定費用(円) ②CO2削減量(t-CO2) ③費用対効果(百万円/t-CO2)

サブフレーム 普通鋼（高張力鋼含む） 発泡変性リグノCNF10%＋PA 300,000,000 0.77 388.5

オートマチックミッション アルミ 発泡変性リグノCNF10%＋PA 120,000,000 0.45 269.3

フロントサスペンション アルミ 発泡変性リグノCNF10%＋PA 120,000,000 0.38 319.5

メインボディ 普通鋼（高張力鋼含む） 発泡変性リグノCNF10%＋PA 300,000,000 0.33 906.6

タイヤ ゴム TEMPO-CNFゴム複合材料 100,000,000 0.24 420.5

シートフレーム 普通鋼（高張力鋼含む） 発泡変性リグノCNF10%＋PA 70,000,000 0.17 412.5

バックドア 普通鋼（高張力鋼含む） 発泡変性リグノCNF10%＋PA 200,000,000 0.13 1,571.4

サイドドア 普通鋼（高張力鋼含む） 発泡変性リグノCNF10%＋PA 200,000,000 0.08 2,357.2

ボンネット 普通鋼（高張力鋼含む） 発泡変性リグノCNF10%＋PA 100,000,000 0.08 1,178.6

フロア周辺 樹脂PP系 発泡変性リグノCNF10%＋PA 70,000,000 0.02 3,321.1

ルーフ 樹脂PA系 発泡変性リグノCNF10%＋PA 100,000,000 0.02 4,778.2

バンパーフェース・リンフォースメント 樹脂PP系 発泡変性リグノCNF10%＋PA 100,000,000 0.02 5,401.4

エンジン補機・カバー・バン 樹脂PP系 発泡変性リグノCNF10%＋PA 70,000,000 0.02 4,201.1

ドアトリム・アームレスト 樹脂PP系 発泡変性リグノCNF10%＋PA 70,000,000 0.01 4,915.2

フェンダー 樹脂PP系 発泡変性リグノCNF10%＋PA 100,000,000 0.01 7,021.8

外装(エアロパーツ、ボディー周辺部品他) 樹脂PA系 発泡変性リグノCNF10%＋PA 100,000,000 0.01 9,052.8

シート
普通鋼（高張力鋼含む）、
PUR（クッション材）

発泡変性リグノCNF10%＋PA 70,000,000 0.01 13,673.3

窓ガラス ガラス リグノCNF 100,000,000 -0.08 -1,213.0

ワイヤーハーネス 銅 発泡変性リグノCNF10%＋PA - 0.01 -

インスツルメントパネル 樹脂PP系 発泡変性リグノCNF10%＋PA - 0.02 -

エンジン本体 アルミ 耐熱温度が不足につき対象外 - - -

区分 主要構成材料 代替想定の素材 ①想定費用(円) ②CO2削減量 ③費用対効果



126 
 

6.5 モデル事業の課題の抽出と事業実現性の評価 

モデル事業の課題と事業実現性の評価を行った。結果を表 6.5-1～2に示す。これにより、

以下の３事業は実現可能性があると考えられる。 

・ＣＮＦ活用製品の性能評価モデル事業 

・（仮称）ＣＮＦ複合材のリサイクル性能実証モデル事業 

・（仮称）ＣＮＦコンセプトカーの設計・製作・性能評価モデル事業（案２） 

 

表 6.5-1 モデル事業の課題と事業実現性の評価（1/2） 

No. Ⅰ Ⅱ 
モデル事業名 CNF 活用製品の性能評価モデル事業 （仮称）CNF 複合材のリサイクル性能実

証モデル事業 
事業推進検討

委員会で出さ

れた課題 

・メインボディは自動車会社が内製して

いる部品なので手を挙げる会社はない

のではないか 

（特になし） 

用途開発ター

ゲット WG で

出された課題 

（特になし） （特になし） 

事業実現性評

価※ ○ ○ 

評価所見 ･平成 27 年度（2015 年度）から実施し

ているモデル事業である。 
･部材等によって CO2 削減効果の程度が

異なる点に留意する必要がある。 
･部材等によっては応募事業者が皆無と

なる可能性がある（特にメインボディや

サブフレーム）。 

･まずは CNF+PP、CNF+エポキシを対象

とする。 
･ヒアリング調査では関心を示す事業者が

存在した。 
･熱可塑性樹脂と熱硬化性樹脂では実証の

難易度が異なり、後者は応募事業者が出

ない可能性がある。 
･2020 年（平成 32 年）の技術コンセプト

カー製作に対しては、平成 28 年度から実

施することは必ずしもクリティカルにな

らないと考えられる。 
※事業実現性評価の凡例：○：実現可能と考えられる △：実現は困難と考えられる －：評価対象外 
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表 6.5-2 モデル事業の課題と事業実現性の評価（2/2） 

※事業実現性評価の凡例：○：実現可能と考えられる △：実現は困難と考えられる －：評価対象外 

  

No. Ⅲ（案１） Ⅲ（案２） Ⅳ 
モ デ ル

事業名 
（仮称）CNF コンセプトカ

ーの設計・製作・性能評価

モデル事業（案１） 

（仮称）CNF コンセプトカ

ーの設計・製作・性能評価

モデル事業（案２） 

（仮称）CO2削減に有効な

CNF 用途開発促進モデル

事業（サンプル素材提供事

業） 
事 業 推

進 検 討

委 員 会

で 出 さ

れ た 課

題 

・複数のコンソーシアムが

並行して設計をスタート

し、最後に集約するとい

うのは考えにくい 
・既存のラインに複合材が

入るとは思えない 

・既存のラインに複合材が

入るとは思えない 
・必要な供給量を示してほ

しい 

用 途 開

発 タ ー

ゲ ッ ト

WG で

出 さ れ

た課題 

・研究開発が進むにつれ主

役が変わる 
・植物で自動車をつくれと

いうミッションについて

自動車メーカーは行わな

いだろう 

・研究開発が進むにつれ主

役となる分野が変わるの

ではないか 
・植物で自動車をつくれと

いうミッションについて

自動車メーカーは行わな

いだろう 

（特になし） 

事 業 実

現 性 評

価※ 
△ ○ － 

評 価 所

見 
･新たな自動車設計思想の

誘発も期待できる。 
･トータルの実証費用はⅢ

（案２）よりも高額となる

可能性が高い。 
･最終的なコンセプトカー

の製作台数が複数でもよ

い場合には有効なモデル

事業と考えられるが、１台

のみ製作すればよいとい

う制約の中では馴染まな

い。 

･新たな自動車設計思想の

誘発も期待できる。 
･応募事業者（人材）が存在

するのであれば、実証のた

めのコンセプトカーを製

作するという目標に対し

て、最も経済的かつ合理的

なモデル事業と考えられ

る。 
･研究開発が進むにつれて

主役となる分野が変わる

ことは問題ないが、モデル

事業開始時点から多分野

の人材にコミットしても

らう必要がある。 
･2020 年（平成 32 年）まで

にコンセプトカーを完成

させるためには、時間的猶

予は少ない。 

･自動車以外の分野でも有

効なモデル事業である。 
･環境省の事業としては必

ずしも馴染まない。 
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6.6 モデル事業の推進計画の策定 

実現可能性があると判断されたモデル事業等について、推進計画を策定した。推進計画（工程

表）を図 6.6-1 に示す。
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１０月～ １月～ ４月～ ７月～ １０月～ １月～ ４月～ ７月～ １０月～ １月～ ４月～ ７月～ １０月～ １月～ ４月～ ７月～ １０月～ １月～ ４月～ ７月～ １０月～ １月～
★東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ

推進計画作成・見直し・マネ
ジメント

環境省
委託先
（支援）

モデル事業の工程・品質管
理

環境省
委託先
（支援）

CO2排出量削減のための
CNF基本情報等整備業務

環境省
委託先
（支援）

モデル事業の工程・品質管
理

環境省
委託先
（支援）

環境省の取組説明用パンフ
レットの作成・配布

環境省
委託先
（支援）

環境省ＨＰ整備・運用 環境省
委託先
（支援）

成果報告会・シンポジウム等
の開催

環境省
委託先
（支援）

コンセプトカーの展示等 環境省 未定

住宅部材用途提案 環境省 静岡大学

製造プロセス等 環境省
三重県産業
支援センター

原料調達（伐採・運搬等） 環境省 岡山県

ＣＮＦ複合樹脂 環境省 パナソニック

ＣＮＦ複合樹脂製品 環境省
愛媛大学紙
産業イノベー

ゴム製品 環境省 大王製紙

インパネ周辺内装材 環境省 トクラス

自動車用金属部材 環境省 トヨタ車体

ドアパネル内側・天井パネル
等内装材

環境省 九州大学

自動車用バッテリー（リチウ
ムイオン二次電池）

環境省
第一工業製

薬

メインボディ 環境省 未定

サブフレーム 環境省 未定

バックドア 環境省 未定

ボンネット 環境省 未定

窓ガラス 環境省 未定

・・・ 環境省 未定

廃棄・リサイクル・リユースに
関する調査・検討

環境省 未定 廃リ部と連携が望ましい

実証試験実施・評価 環境省 未定 廃リ部と連携が望ましい

体制検討 － －

コンソーシアムの形成 － －

実現可能性評価 環境省 未定

基本設計（意匠） 環境省 未定

構造設計 環境省 未定

コア部材等製造 環境省 未定

コア部材等実証 環境省 未定

製造 環境省 未定

フィールド実証 環境省 未定

自動車関連用途 － －

家電関連用途 － －

建材関連用途 － －

その他
標準化・規格
化

経済産業省
（（国研）産
業技術総合
研究所）

－
ナノフォーラム、経産省と連携
自動車環境対策課と連携

コンソーシア
ムの形成

各種媒体に
よる広報

サンプル素
材提供事業

CO2削減に
有効なCNF
用途開発促
進モデル事

業

ＣＮＦ活用製
品の性能評
価モデル事

業部材としての
実証

ＣＮＦ複合材
のリサイクル
性能実証モ
デル事業

実現可能性
評価・基本設
計

詳細設計・コ
ア部材等実
証

ＣＮＦコンセプ
トカー製造・
フィールド実
証

原料調達・製
造工程・供給
体制等の検

討

地域におけ
る低炭素な
CNF用途開
発FS委託業

務

CNF製品製
造工程の低
炭素化対策
の立案事業

広報

自動車として
の実証（CNF
コンセプト
カー設計・製
作・性能評価
モデル事業）

平成３０年度（４年目） 平成３１年度（５年目） 平成３２年度
備考

推進計画策定及び工程・品
質管理支援業務等

タスク 実施責任者 実施者
H２７（１年目） 平成２８年度（２年目） 平成２９年度（３年目）

ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

ああ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.6-1 モデル事業の推進計画（工程表） 
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第 7 章 広報資料の作成  

 
 本事業では、環境省におけるＣＮＦの取り組み等を簡潔にまとめた広報資料を企画、Ｃ

ＮＦの認知度向上、普及拡大に資する配布先を検討した。検討結果を本章にて記述する。

なお、平成 27年度の段階では、広報資料の掲載可能なＣＮＦの取り組み事例は限定的であ

る。よって、平成 28 年度に、その時点の環境省のＣＮＦに関する事業成果やその他研究開

発動向を反映させた広報資料の更新を行うことが望ましい。 

実施概要を以下に示す。  

 

 ＜「広報資料の作成」の実施概要＞  

（１）広報資料(リーフレット)内容の検討 

（ア）ターゲット層の検討 

ＣＮＦの社会普及のためには、消費者へのプロモーションが必要となる。消費者行動

モデルのひとつ AISAS®で検討すると、現時点では、一般消費者（個人）は、まだＣＮＦ

を認知しておらず、「注意（Attention）」段階にある。また、メーカー等の事業者は、Ｃ

ＮＦに興味関心はあるが様子見をしており、「関心（interest）」の段階にある。本年度

は、これら注意・関心段階にある大部分の消費者をターゲットとする。 

（イ）掲載内容の検討 

広報資料は、環境省の低炭素化の取り組みの一環としてのＣＮＦを紹介する。ＣＮＦ

に対する認知を深めてもらうため、ＣＮＦの特徴や、環境省の取り組みの内容、実用化

されているＣＮＦ商品について紹介する。 

情報収集段階に至っていない消費者に気軽に手に取ってもらうため、A4 見開き両面の

シンプルな体裁とする。 

 

（２）配布先の検討 

上記（１）に述べたとおり、現時点では、消費者のＣＮＦに対する認知・関心は低い。

その消費者に対し、マスメディア等を使ったプッシュ型のアプローチは効果が高いと考

えられるものの、コストが高い。よって、パブリシティ活動として、マスメディア等に

露出が期待される大規模なイベントにて広報資料を配布する。また、大規模イベントの

選定も、ＣＮＦに対して関心を持つ可能性が高い消費者を集客しているものを優先とす

る。 

 

（３）広報資料（リーフレット）の作成（平成 27年度版） 

上記（１）～（２）を踏まえ、リーフレットを作成した。 
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7.1 広報資料(リーフレット)内容の検討 

 平成 27年 10 月より、初版のリーフレット（案）製作に取りかかった。その後、環境省

内の合意、著作権等の関係各所との調整を行った。以下に検討した内容を示す。 

 

（ア）ターゲット層の検討 

 環境省はＣＮＦに関連する事業を通し、将来的なＣＮＦの社会実装を目指している。Ｃ

ＮＦを社会に普及させるためには、消費者がＣＮＦを利活用することが必要であり、本広

報資料はそのプロモーションの一端となる。 

 現在は、一部のマスメディアでＣＮＦが取り上げられることがあるものの、炭素繊維等

に比べ一般消費者に知られていない。ヒアリングによると、自動車メーカー、樹脂メーカ

ーといった事業者もＣＮＦを認知しているものの、どのような素材であるかを含め、様子

をうかがっているところであり、実用化に向け、積極的な情報収集を開始しているとはい

えない。 

 この状態は、消費者行動モデルのひとつの AISAS®モデルでいうところの、「注意

（Attention）」、「関心（interest）」段階といえる。AISAS モデルを図 7.1-1 に示す。 

 

 

図 7.1-1 AISAS モデル 

  出典：NEDO「水素エネルギーナビ」、ＴＯＹＯＴＡ「ＴＯＹＯＴＡ ＭＩＲＡＩショールーム」 

東京都庁ＨＰより事務局作成 
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 本事業の広報資料においては、ＣＮＦを知らない一般消費者、事業者、認知しているも

のの関心がない一般消費者、事業者をターゲットとする。 

 今回ターゲットとした消費者が、将来的に実用化のための情報収集・理解・共有段階に

進むことを期待している。 

 

（イ）掲載内容の検討 

 環境省では、ＣＮＦを低炭素化社会実現にむけた取り組みの一環として、ＣＮＦ事業を推

進している。ＣＮＦを認知してもらい、関心を持ってもらうために、リーフレットには以

下の内容を記述する。 

 

① ＣＮＦの概要：ＣＮＦの存在を知らない人に対し、ＣＮＦがなにか示す。 

(ア)植物由来 

(イ)ナノ繊維 

(ウ)利用方法、用途 

② ＣＮＦの特徴：もともとＣＮＦを認知した人、または①を通じＣＮＦを知った人に、

ＣＮＦにはどのような特徴があるか示す。 

(ア)ＣＯ２削減効果が高い素材であること 

(イ)日本で研究開発が進んでいる素材であること 

(ウ)国として普及を推進している素材であること 

(エ)環境省として普及を推進している素材であること 

(オ)高機能な素材であること 

前述のとおり、環境省ではＣＮＦのＣＯ２削減効果に着目しているため（ア）について

は特に重点的に示す。 

③ ＣＮＦを使うメリット：①②を通じＣＮＦがどのような素材が理解を深めた人に、Ｃ

ＮＦに更に関心を深めてもらうためにどのようなメリットがあるかを示す。 

(ア)環境に優しい素材であること 

(イ)産業の活性化に資する素材であること 

(ウ)資源の有効活用に資する素材であること 

④ ＣＮＦ関連事業・活用事例：ＣＮＦの特徴、メリットを具体的に示すためにＣＮＦ関

連事業と活用事例を紹介する。なお、事業者等は、環境省委託事業を紹介し、どのよ

うな企業が参画しているか示すことで、関心を深める可能性がある。 

 

 本リーフレットのターゲットが、認知に至っていない、または関心が薄い消費者、事業

者であることより、ＣＮＦが心理的負担なく受け取れるコンパクトな体裁とする。具体的

には、A3二つ折り（A4、4 ページ）カラーとする。 
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7.2 配布先の検討 

 本広報資料の効果的な配布先として、本資料をきっかけに、興味・関心を有する、また

は関心を高める可能性が高い人々が集っている場所とするべきである。 

また、本広報資料のターゲットが、ＣＮＦを認知していない、または関心が薄い消費者、

事業者であることを鑑みると、マスメディアを用いたプッシュ広告が最も効果が高いと考

えられる。一方で、マスメディアへ広告を依頼する場合、非常にコストがかかり、モデル

事業の推進を行う本事業の一環として採用するのは困難である。よって、マスメディアの

取材、報道で紹介されることを目標として（いわゆるパブリシティ）本広報資料を配布す

ることとした。 

 上記の観点より、配布場所として以下のような特徴を持つイベントを選択すると効果的

に認知・感心を高めることが可能と考えられる。 

 

① ＣＯ２削減に関するイベント、大規模環境関係イベント 

ＣＮＦが、環境省が推進し、ＣＯ２削減効果が期待できる環境に優しい素材であること

を鑑みれば、環境関係のイベントの来訪者はＣＮＦに対し関心を持つ可能性がきわめ

て高い。 

具体的には、L2-Tech 説明会等である。 

また、大規模なイベントにはマスメディアの取材担当者が多く集まることが想定され

るため、パブリシティを期待できる。 

具体的には、エコプロ 2016 等である。 

② 産業用素材、樹脂、繊維に関するイベント 

ＣＮＦが、高機能素材であることを鑑みれば、産業用素材、樹脂、繊維関係のイベン

トの来訪者はＣＮＦに対し関心を持つ可能性がきわめて高い。 

具体的には、地球温暖化防止展、高機能プラスチック展等である。 

③ ＣＮＦに関係するイベント 

ＣＮＦを取り扱うイベントにおいては、来場しているマスメディアの取材担当者の関

心がそもそも高いことが想定され、報道してもらえる可能性が高い。 

具体的には、セルロースナノフォーラム等である。 

 

7.3 広報資料（リーフレット）の作成（平成 27年度版） 

上記の検討を踏まえて、リーフレットを作成した。作成したリーフレットを巻末資料５

に添付する。 
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第８章 事業運営等 

  

本章では、平成 27年度に開催した各種会議体等の設置・運営について概説する。 

 

8.1 事業推進検討委員会の設置・運営                 

事業推進検討委員会を設置・運営した。以下に、事業推進検討委員会設置の目的等、事

業推進検討委員会の委員構成、主な議事及び配布資料を示す。 

 

（１）事業推進検討委員会設置の目的等 

事業の普及促進、ひいては環境保全と環境産業の発展による経済活性化に資するために

必要な事項について、専門的な知見を得ることを目的とした。 
主な検討事項を以下に示す。 
① 2020 年及び 2030 年における実現目標の設定 
② 2020 年における実現対象部位の特定 
③ 評価項目・方法の整理 
④ モデル事業の推進計画の策定 
⑤ 広報資料の作成 
⑥ その他、事業の運営等に係る事項 
 

（２）事業推進検討委員会の委員構成 

 事業推進検討委員会は、学識者３名、自動車メーカー２名、素材メーカー２名、自治体

関係１名の計８名で構成した。 

 

（３）主な議事及び配布資料 

 主な議事及び資料を表 8.1-1 に示す。 
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表 8.1-1 事業推進検討委員会の主な議事及び配布資料 

回 日付･場所 主な議事 配布資料 

第 

１ 

回 

平成 27 年

10月 16日

(金） 

15:00 ～

17:00 

弘済会館

「葵（東）」 

１．昨年度調査の概要と環

境省の取組みについて 

２．平成 27 年度業務の実施

計画について 

３．2020 年及び 2030 年の実

現目標の設定について 

４．用途開発ターゲットＷ

Ｇの進め方について 

５．広報資料の作成につい

て 

 

資料 1-1 昨年度調査の概要 

資料 1-2 平成 26 年度業務における今後の課題と対応方針案と平

成 27 年度業務等の関係 

資料 1-3 CNF に関する環境省の取組みについて 

資料 1-4 平成 28 年度概算要求資料 

資料 1-5 別途実施中のモデル事業の概要 

資料 2   平成 27 年度業務実施計画書（案） 

資料 3   2020 年及び 2030 年の実現目標について 

資料 4   用途開発ターゲットＷＧのすすめ方（案） 

資料 5   広報資料の作成計画（案） 

 

参考資料 1：趣意書（案） 

参考資料 2：昨年度調査の報告書コピー 

参考資料 3：事業推進検討委員会 設置要綱 

第 

２ 

回 

平成 28 年

1 月 15 日

(金) 

15:00 ～

17:00 

弘済会館

「梅（西）」 

１．前回議事及び対応方針

の確認 

２．2020 年及び 2030 年の実

現目標の設定について

（見直し案） 

３．2020 年の対象部位の特

定について（用途開発

ＷＧの進捗報告を含

む） 

４．ＣＮＦ事業の評価項目

及び評価方法について 

５.モデル事業の推進計画

(素案イメージ）につい

て 

６．全体討議 

７．その他 

資料 1-1 第１回事業推進委員会 議事録（案）   

資料 1-2 第１回事業推進委員会における委員コメントとその対

応方針（案） 

資料 2    2020 年及び 2030 年の実現目標について（見直し案）     

資料 3   2020 年の対象部位の設定について 

資料 4-1  ＣＮＦ事業に関する評価項目の整理             

資料 4-2  CO2排出削減量以外に関する評価方法（案）         

資料 4-3  CNF における CO2削減効果の評価手法の検討  

資料 5    モデル事業の推進計画（素案イメージ）        

 

参考資料１:事業推進検討委員会 設置要綱 

 

第

３

回 

平成 28 年

2 月 29 日

(月) 

13:00 ～

15:00 

弘済会館

｢梅(西）」 

１.前回議事及び対応方針の

確認 

２.2020 年及び 2030 年の実

現目標の設定について 

３.2020 年の対象部位の特

定について（用途開発

ＷＧの進捗報告を含

む） 

４．ＣＮＦ事業の評価項目

及び評価方法について 

 4.1 ＣＯ２排出削減量以

外に関する評価項

目・評価方法につい

て 

4.2 ＣＯ２排出削減量に

関する評価項目・評

価方法について 

５．モデル事業の推進計画

（案）について 

６．その他 

 

資料 1-1 第２回事業推進委員会 議事録（案）   

資料 1-2 第２回事業推進委員会における委員コメントとその対

応方針（案） 

資料 2   2020 年及び 2030 年の実現目標の設定について（最終

案） 

資料 3   2020 年の対象部位の特定について（用途開発ターゲッ

トＷＧ結果について） 

資料 4-1 ＣＯ２排出削減量以外に関する評価項目・評価方法の

整理（最終案） 

資料 4-2 ＣＯ２排出削減量に関する評価項目・評価方法の整理 

（最終案） 

資料 4-2 別冊 セルロースナノファイバーを用いた自動車製品

に関するＬＣＡガイドライン（素案）          
資料 5   モデル事業の推進計画（最終案）         

 

参考資料１：事業推進検討委員会 設置要綱 

参考資料２：セルロースナノファイバー(CNF)等の次世代素材活

用推進事業平成 28 年度予算（案） 

 

 

  



136 
 

8.2 用途開発ターゲットＷＧの設置・運営 

用途開発ターゲットＷＧを設置・運営した。以下に用途開発ターゲットＷＧ設置の目的

等、用途開発ターゲットＷＧの委員構成、主な議事及び配布資料を示す。 

 

（１）用途開発ターゲットＷＧ設置の目的等 

自動車を構成する２～３万の部品の中から、ＣＮＦの活用について実現可能性が高く、Ｃ

ＮＦの特性を活かした用途（部材や部品）について専門的な知見を得ることを目的とした。 
主な検討事項を以下に示す。 
① ＣＮＦの自動車分野における特性について 
② 2020年における実現対象部位の特定について 

 

（２）用途開発ターゲットＷＧの委員構成 

用途開発ターゲットＷＧは、学識者２名、樹脂メーカー１名、自動車部品メーカー２

名、自動車エンジニアリング会社１名、オブザーバー１名の計７名で構成した。 

 

（３）主な議事及び配布資料 

 主な議事及び配布資料を表 8.2-1 に示す。 

 

表 8.2-1 用途開発ターゲットＷＧの主な議事及び配布資料 

回 日付･場所 主な議事 配布資料 

第 

１ 

回 

平成 27 年

１２月８

日（火） 

10： 00～

12：00 

ホテルル

ポール麹

町「アメジ

スト」 

１.本 WG の目的について 

２.コンセプトカーのイメー

ジについて 

３.CNF の自動車分野におけ

る特性について 

４.評価指標（案）及び評価

結果（案）について 

５.今後のスケジュールにつ

いて 

資料１  委員名簿 

資料２  本 WG の目的 

資料３  コンセプトカーのイメージ 

資料４  CNF の自動車分野における特性 

資料５  評価指標（案）及び評価結果（案） 

資料６  今後のスケジュールについて 

 

参考資料１  環境省の取り組みについて 

参考資料２  平成 28 年度予算_セルロースナノファイバー

（CNF）等次世代素材活用推進事業 

参考資料３  CNF の基礎情報及び物性・特徴等 

参考資料４  自動車部材表 

参考資料５  H27CNF 実施計画書 

参考資料６  用途開発ターゲット WG 設置要綱 

第 

２ 

回 

平成 28 年

２月３日

（水）  

15： 00～

17：00 

リファレ

ンス新有

楽町ビル

貸会議室 

「セミナ

ールーム

Y201」 

１.前回までの議論について 

２.委員からのプレゼンテー

ション 

３.評価指標（案）及び評価結   

果 （案）について 

４.モデル事業推進計画

（案）について 

５.次年度以降の進め方に 

ついて 

 

資料１ 委員名簿 

資料２－１ 第１回用途開発ターゲット WG 議事録（案） 

資料２－２ 前回までの議論について 

資料３ CNF コンセプトカーにおけるコンセプトについて 

資料４ 評価指標（案）及び評価結果（案） 

資料５   モデル事業推進計画（案） 

資料６    次年度以降の進め方について 

 

参考資料１ 環境省の取り組みについて 

参考資料２ 事業推進委員会資料（2020 年及び 2030 年の実現目標

について） 

参考資料３ ＣＮＦの基礎情報及び物性・特徴等 

参考資料４ 自動車部材表 

参考資料５ 用途開発ターゲット WG 設置要鋼 
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8.3 意見交換会の開催 

意見交換会を開催した。以下に開催の目的、意見交換会の参加者、主な議事及び配布資

料を示す。 

 

（１）意見交換会開催の目的 

以下の３点を目的とした。 

１）ＣＮＦ技術全般に関する情報交換、意見交換 

２）環境省のＣＮＦ事業に関する情報交換、意見交換 

３）乗用車へのＣＮＦ適用に関するネットワーク形成を目的 

 

（２）意見交換会の参加者 

意見交換会の参加者は、事業推進検討委員会委員２名、用途開発ターゲットＷＧ委員１

名、平成 27 年度地域における低炭素なセルロースナノファイバー用途開発ＦＳ委託業務

受託者６名、平成 27 年度セルロースナノファイバー活用製品の性能評価事業委託業務受

託者３名、平成 27年度セルロースナノファイバー製品製造工程の低炭素化対策の立案事

業委託業務受託者６名の計 18名とした。 

 

（３）主な議事及び主な配布資料 

 主な議事及び主な配布資料を表 8.3-1 に示す。 

表 8.3-1 意見交換会の主な議事及び主な配布資料 

回 日付･場所 主な議事 主な配布資料 

第 

１ 

回 

平成 28 年

１月 15 日

（ 金 ）

10:00 ～

12:30 

弘済会館

「葵（中・

西）」 

１．平成 27 年度 CNF モデル

事業推進計画策定業務の

実施計画について（15 分） 

２．平成 27 年度 CNF モデル

事業推進計画策定業務の

進捗状況等について（10

分） 

３．環境省 CNF 関連事業受託

者からの報告 

3.1 地域FS事業受託者か

らの報告（25 分） 

3.2 性能評価事業受託者

からの報告（20 分） 

3.3 製造工程低炭素化立

案事業受託者からの報

告（25 分） 

４．CNF 事業の評価項目及び

評価方法について（15 分） 

５．モデル事業の推進計画

（素案イメージ）について

（20 分） 

６．全体を通じた意見交換

（10 分） 

７．その他 

資料 0-3  平成 27 年度環境省セルロースナノファイバー（CNF） 

事業概要 

資料１    平成 27 年度 CNF モデル事業推進計画策定業務実施計画

書【簡略版】 

資料 2-1 事業推進検討委員会の進捗状況 

資料 2-2 用途開発ターゲット WG の進捗状況 

資料 2-3 CNF の物性・特徴等 

資料 3   意見交換会で特にお聞きしたいテーマへのご意見 

（まとめ） 

資料 4-1 CNF 事業に関する評価項目の整理 

資料 4-2 CO2排出削減量以外に関する評価方法（案） 

資料 4-3 CNF における CO2削減効果の評価手法の検討 

 

資料 5   モデル事業の推進計画（素案イメージ） 

 

参考資料１ 趣意書（案） 

参考資料２ 平成 26 年度報告書 
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第 9 章 本年度業務のまとめと課題の整理 

 

本章では、本年度の業務を総括するとともに、課題を整理し、次年度以降の対応方針案

を提示する。 

 

9.1 本年度業務のまとめ 

本年度業務の実施項目と成果を表 9.1-1 に示す。 

 

表 9.1-1 本年度業務の実施項目と成果 

区分 実施項目 成果 

（１）2020 年及び

2030 年 に

おける実現

目標の設定 

乗用車部位及び構成

材料の整理 

・部位及び構成材料について、文献調査を行い、各構成材料の

市場における数量割合と求められる性能を整理した。 

ＣＮＦの物性と素材

代替の考え方の整理 

・ＣＮＦの物性・特徴等について、乗用車構成材料への利用に

フォーカスを当てて整理した。 

・乗用車の部位別の素材に対して、求められる性能を踏まえた

上で代替する CNF 複合材を設定した。 

ＣＮＦ代替によるＣ

Ｏ２削減効果のシナ

リオ分析 

・各部材のＣＮＦ代替の可能性について、３つのシナリオを設

定し、ＣＮＦ代替による軽量化効果とシナリオ別のＣＯ２削

減効果を試算した。 

2020 年及び 2030 年

の実現目標の設定 

・2020 年及び 2030 年の社会に求められる社会像やＣＮＦ使用

車の普及速度に関する検討を踏まえ、2020 年及び 2030 年の

実現目標を設定した。 

（２）2020 年にお

ける実現対

象部位の特

定 

技術コンセプトカー

の概念の明確化 

・ＣＮＦの自動車部材への利活用に向けて、「走行時のＣＯ２削

減」「低炭素素材」「素材特性による利便性向上」を軸とした

コンセプトカーの概念を整理した。 

検討対象部位の選定 ・自動車部品２～３万点について、主要な部位を把握した、自

動車部材表を作成した。 

・その結果、重量に占める割合の高い部位（ボディ等）を特定

した。 

主要部位の部材の調

査 

・主要部位における部材についても、上述した部材表に網羅的

に把握した。 

部位・部材別の要求

性能の整理 

・部位別・部材別の適用可能性について、有識者へのヒアリン

グを通じて一次スクリーニングを行った。 

・耐熱性の観点でエンジン部材について可能性が低いことが明

らかとなった。 

部位・部材別の適用

可能性評価 

・用途開発ターゲットＷＧに、有識者（部材メーカー、自動車

エンジニアリング会社、大学教授等）を招き、部位・部材別

の適用可能性について検討した。 

・軽量化効果のみではなく、コンセプトに基づく項目、実現可

能性基づく項目に分け、評価項目を設定し、評価を実施した。 

・主要部品に対しては、サブフレームとエンジン本体以外は概

ね可能性があるという結果が得られた。 

対象部位の特定 ・評価結果を踏まえ、２０２０年のコンセプトカーへの対象部

位の特定を行った。 

・メインボディ、サイドドア、バックドアの評価が高く、次い

で、サブフレームとボンネット、ルーフ、インスツルメント

パネル、タイヤ、窓ガラスが推進すべき部位として特定した。 



139 
 

区分 実施項目 成果 

（３）評価項目・

方法の整理 

ＣＯ２排出削減量以

外に関する評価項

目・評価方法の整理 

・保安基準等を基に、技術コンセプトカーの部位等として要求

される機能及び評価項目の設定を行い、評価対象部位別の必

要水準を設定した。 

ＣＯ２排出削減量に

関する評価項目・評

価方法の整理 

・『セルロースナノファイバーを用いた自動車製品に関するＬＣ

Ａガイドライン（素案）』を作成した。 

・ＬＣＡガイドライン（素案）に基づき、公表されている既存

のＬＣＡデータや性能評価事業者からの提供値を用いて、製

品別のＣＯ２削減量を概算した。 

（４）モデル事業

の推進計画の策定 

別途環境省が実施す

るＣＮＦ関連事業の

整理 

・別途環境省が実施する３つの事業に関して、事業概要や本業

務との連携の可能性等を整理した。 

ＣＮＦの普及促進方

策の検討 

・自動車部品メーカーや樹脂メーカーへのヒアリング調査結果

を基に、ＣＮＦ導入促進に係るニーズ・課題を視点別に整理

した。 

・ＣＮＦ導入の促進方策を検討するにあたっての手法区分を整

理し、区分に従って自動車へのＣＮＦ導入を促進するための

施策を検討・整理した。 

新規モデル事業の検

討 

・平成 28 年度以降の新規モデル事業として、４種類のモデル事

業の提案を行うとともに、環境省として求められる施策等も

整理した。 

モデル事業の費用対

効果の分析 

・モデル事業の想定費用と製品別のＣＯ２削減量の算定結果を

もとに、モデル事業の製品別費用対効果を分析した。 

・分析結果より、ＣＯ２削減量並びに費用対効果の観点から、

メインボディ関係（メインボディ、サブフレーム）や、構造

部材（オートマチックミッション等）、ドア関係（サイドドア

等）が有望であることが明らかとなった。 

モデル事業の課題の

抽出と事業実現性の

評価 

・新規モデル事業について、事業推進検討委員会及び用途開発

ターゲット WG で出された課題を整理し、事業実現性の評価を

行った。 

モデル事業の推進計

画の策定 

・上記を踏まえ、実現可能性があると判断されたモデル事業に

ついて、推進計画を策定した。 

（５）広報資料の

作成 

広報資料(リーフレ

ット)内容の検討・

作成 

・広報資料の内容について検討するとともに、リーフレットの

具体的な作成を行った。 

・対象としては、各消費者、メーカーであり、環境省事業の解

促進とＣＮＦの認知度の向上を図るものである。 

（６）事業運営等 事業推進検討委員会

の設置・運営 

・事業推進検討委員会を、全３回（10 月、１月、２月）実施し

た。 

・委員としては、自動車メーカー、素材メーカー、自治体関係

者、大学教授等の８名を選定した。 

用途開発ターゲット

ＷＧの設置・運営 

・用途開発ターゲットＷＧを、全２回（１２月、２月）実施し

た。 

・委員としては、部材メーカー、自動車エンジニアリング会社、

大学教授等の７名を選定した（オブザーバー１名含む）。 

意見交換会の開催 ・環境省が実施する CNF 事業受託者等による意見交換会を全１

回（１月）実施した。 

・各事業者による事業内容に関するプレゼンテーションを実施

した。 
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9.2 今後の課題と対応方針案 

今後の課題と対応方針案を以下に示す。 

 

（１）実現目標の進捗管理等 

本業務の中で、2020 年及び 2030 年の実現目標を設定したが、目標達成に向けて継続的な

目標の管理が必要となる。 

また、よりＣＮＦの適用を促進していくために、技術開発の進捗度合い等を考慮しなが

ら、必要に応じて実現目標の見直しも行うことが望ましい。 

 

（２）モデル事業推進計画等のＰＤＣＡ 

本業務の中で提案した新規モデル事業や推進計画に関して、次年度以降、ＰＤＣＡサイ

クルを回すことが望ましい。モデル事業の公募の際には、多くの事業者が応募できるよう

な仕組みづくりや受託者に確実に成果を上げてもらうことが必要となる。 

また、リサイクル性については不明な点が多いため、次年度以降、リサイクル性能モデ

ル事業の中で目標設定や評価を行うことが望ましい。 

 

（３）ＬＣＡガイドラインの一般化 

本業務で作成したＬＣＡガイドラインについては、まずはモデル事業採択者を対象とし

ながら、その内容について精緻化等を図る必要がある。 

また、自動車等の開発者は必ずしもＬＣＡに関する知見等を有しているわけではないの

で、必要に応じて説明の機会を設けることが望ましい。 

 

（４）環境省ＣＮＦ事業に関する更なる周知 

ＣＮＦについてはまだ周知が不十分である。本年度は平成 27 年度版のリーフレットは作

成したが、配布までは至っていない。今後は効果的な配布先へのタイムリーな配布が求め

られる。 

また、リーフレットの記載内容については、ＣＮＦ事業の成果を盛り込みつつアップデ

ートしていき、読み手にとって魅力的な内容にしていくことが望ましい。 

 

（５）自動車分野以外へのＣＮＦの適用拡大 

本年度は、自動車への適用に重点を置いて調査を行ったが、その他有望と考えられる分

野へのＣＮＦの適用を進めていく必要がある。「平成 26年度中長期的温室効果ガス排出削

減に向けたセルロースナノファイバーの適用可能性調査」では、自動車車体の他に、産業

用機器や家電、住宅建材等への適用可能性が示されている。 
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巻末資料１ 自動車部材に関する文献調査対象一覧 

文献名 出版社/著者名

自動車部品出荷動向調査結果 日本自動車部品工業会
部品分類コード表 マークラインズ
自動車リユース部品利用マニュアル 日本自動車リサイクル部品協議会
2009 自動車部品材料総調査 富士キメラ総研
2012 EV/HEV用プラスチック市場の現状と将来展望 富士経済研究所
自動車用高分子材料の開発 大庭敏之監修
自動車と材料(第2報､自動車の軽量化) 高 行夫
自動車用プラスチック部品のメーカー分析と需要予測 シーエムシーリサーチ
自動車樹脂部品の生産状況と材料調達 アイアールシー
プラスチック自動車部品への展開 岩野昌夫
主要自動車部品255品目の国内における納入マトリックスの現状分析 総合技研
自動車部品200品目の生産流通調査 2014年版 アイアールシー
軽量化のための非鉄金属の適用方法 素形材センター
車体材料の開発・加工技術と信頼性評価 技術情報協会
自動車の製造と材料の話 広田民郎
LCI算出ガイドライン初版（第1.1版） 環境対応委員会LCA分科会
日本の自動車工業 日本自動車工業会
自動車材料入門 高 行男
自動車技術を支える『プラスチックの現状と将来』-軽量材料（高張力鋼、アルミニウム、プラスチック）の
外板パネル部品、構造部品への適用の可能性の考察ー」配布資料

日本技術士会

タイヤのLCCO2算定ガイドライン Ver 2.0 日本自動車タイヤ協会
自動車構造用熱間圧延鋼板及び鋼帯[日本工業規格 (JIS) ] 日本工業標準審査会
自動車用加工性冷間圧延高張力鋼板及び鋼帯 日本工業標準審査会
日本工業標準調査会「JIS G 3134 自動車用加工性熱間圧延高張力鋼板および鋼帯」 日本工業標準審査会
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NO 大項目（大分類） ページ番号
1 エンジン主構造部品 1
2 エアー/フューエルマネージメント要素部品 4
3 ガソリン燃料噴射システム 6
4 ディーゼル燃料噴射システム 6
5 フューエルハンドリング&エバポシステム 6
6 排気システム 7
7 バルブトレイン 8
8 点火システム 9
9 過給機 10
10 エンジン潤滑装置 10
11 エンジン冷却装置 12
12 エンジン電装品 14
13 エンジンコントロール部品 15
14 エンジン部品 15
15 クラッチ 16
16 マニュアルトランスミッション 16
17 オートマチックトランスミッション 17
18 ディファレンシャル 17
19 4WDトランスファー 18
20 シャシー系モジュール 18
21 ステアリング 18
22 サスペンション 19
23 エアサスペンション 20
24 ショックアブソーバー類 20
25 ロードホイール類 20
26 タイヤ 20
27 アクスル 21
28 ブレーキ 21
29 サブブレーキ 23
30 車両ダイナミック制御システム 23
31 ボディパネル 23
32 フレーム 29
33 ボディ補強 / プロテクター 29
34 フロントエンドモジュール 29
35 バンパー 29
36 ドア 30
37 トランクリッド 31
38 ウィンドウガラス 31
39 ワイパーシステム 31
40 ウィンドウウォッシャー 31
41 外装 32
42 ランプ 33
43 アウトサイドミラー 34
44 サンルーフ 34
45 ペダル 35
46 燃料タンク 35
47 ウェザーストリップ 35
48 ホーン／ブザー類 36
49 コックピットモジュール 36
50 インストパネル ASSY 36
51 エアバッグシステム 38
52 ステアリングホイール 38
53 シート 39
54 シートベルト 40
55 内装トリム 40

巻末資料4　自動車部材表

inui
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NO 大項目（大分類） ページ番号
56 内装スイッチ 44
57 ヒーター 44
58 エアコン 44
59 クライメートコントロール周辺部品 45
60 エンターテインメント、オーディオ 45
61 ワイヤーハーネス 45
62 電装ケーブル 45
63 電装コネクタ 45
64 リレー 45
65 アクチュエーター 46
66 モーター 46
67 内部スイッチ 46
68 センサー 46
69 半導体 46
70 電子系構成部品 46
71 ファスナー／コネクター類 47
72 要素部品 47
73 パイプ／ホース類 47
74 ブシュ／シール類 48
75 接着剤／テープ類 49
76 ファブリック類 49
77 表面処理／熱処理 49
78 燃料電池システム 50
79 ドライブトレインシステム(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) 50
80 パワーコントロールシステム(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) 50
81 バッテリー/キャパシター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) 50



自動車部材表
大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
エンジン主構造部品 エンジンプーリー 鋳鉄
エンジン主構造部品 エンジンプーリー 鋼板
エンジン主構造部品 エンジンプーリー PF樹脂（フェノール） 耐熱性
エンジン主構造部品 エンジンプーリー PF樹脂（フェノール） 寸法安定性
エンジン主構造部品 エンジンプーリー PF樹脂（フェノール）
エンジン主構造部品 エンジンフロントカバー アルミニウム合金
エンジン主構造部品 エンジンフロントカバー PP樹脂（ポリプロピレン）
エンジン主構造部品 エンジンフロントカバー PP樹脂（ポリプロピレン）
エンジン主構造部品 エンジンフロントカバー PA樹脂（ポリアミド） 成形自由度
エンジン主構造部品 エンジンフロントカバー PA樹脂（ポリアミド） 耐熱性
エンジン主構造部品 エンジンフロントカバー PA6
エンジン主構造部品 エンジンフロントカバー PA6
エンジン主構造部品 エンジンフロントカバー PA66
エンジン主構造部品 エンジンフロントカバー PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
エンジン主構造部品 エンジンフロントカバー CFRP
エンジン主構造部品 エンジン構造部品 アルミニウム合金
エンジン主構造部品 エンジン構造部品 エチレン・酢酸ビニル・アクリル酸エステル多元共重合樹脂耐油性

エンジン主構造部品 エンジン構造部品 PA樹脂（ポリアミド） 強靭性
耐磨耗性
耐油性
剛性
耐熱性
耐薬品性

物性一覧No.47参照

エンジン主構造部品 エンジン構造部品 PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
エンジン主構造部品 エンジン構造部品 PA6
エンジン主構造部品 エンジン構造部品 PA66
エンジン主構造部品 エンジン構造部品 PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
エンジン主構造部品 エンジン構造部品 PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
エンジン主構造部品 エンジン構造部品 CFRP
エンジン主構造部品 エンジン構造部品 FKM（フッ素ゴム） 耐油性

耐燃料油性
耐薬品性

物性一覧No.62参照

エンジン主構造部品 エンジン構造部品 FKM（フッ素ゴム） 物性一覧No.62参照
エンジン主構造部品 エンジン構造部品 シリコンナイトライド 物性一覧No.64参照
エンジン主構造部品 エンジン構造部品 シリコンナイトライド 物性一覧No.64参照
エンジン主構造部品 オイルパン 耐寒性 鋼板
エンジン主構造部品 オイルパン 耐熱性 鋼板
エンジン主構造部品 オイルパン 耐劣化油性 アルミニウム合金
エンジン主構造部品 オイルパン アルミニウム合金
エンジン主構造部品 オイルパン マグネシウム 成形性が良い
エンジン主構造部品 オイルパン マグネシウム レイアウトの自由度向上
エンジン主構造部品 オイルパン マグネシウム
エンジン主構造部品 オイルパン マグネシウム合金 比強度が高い 物性一覧No.6を参照
エンジン主構造部品 オイルパン マグネシウム合金 熱伝導性 物性一覧No.6を参照
エンジン主構造部品 オイルパン マグネシウム合金 放熱性 物性一覧No.6を参照
エンジン主構造部品 オイルパン マグネシウム合金 電磁波シールド性 物性一覧No.6を参照
エンジン主構造部品 オイルパン マグネシウム合金 振動吸収性 物性一覧No.6を参照
エンジン主構造部品 オイルパン マグネシウム合金 リサイクル性 物性一覧No.6を参照
エンジン主構造部品 オイルパン マグネシウム合金 軽量化 物性一覧No.6を参照
エンジン主構造部品 オイルパン マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
エンジン主構造部品 オイルパン マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
エンジン主構造部品 オイルパン PA66
エンジン主構造部品 オイルパン PF樹脂（フェノール）-GF複合材 耐熱性

高温強度
剛性

物性一覧No.61参照

エンジン主構造部品 オイルパン PF樹脂（フェノール）-GF複合材 物性一覧No.61参照
エンジン主構造部品 オイルパン Q（シリコンゴム）
エンジン主構造部品 オイルパン ACM（アクリルゴム）
エンジン主構造部品 オイルパン RTVQ
エンジン主構造部品 クランクケース MCl-MC3系合金 強度高
エンジン主構造部品 クランクケース MCl-MC3系合金 靭性高
エンジン主構造部品 クランクシャフト 耐摩耗性 7kg ダクタイル鋳鉄
エンジン主構造部品 クランクシャフト 耐寒性 ダクタイル鋳鉄
エンジン主構造部品 クランクシャフト 耐油性 炭素鋼
エンジン主構造部品 クランクシャフト 耐熱性 非調質鋼
エンジン主構造部品 クランクシャフト 快削鋼
エンジン主構造部品 クランクシャフト バナジウム鋼
エンジン主構造部品 クランクシャフト ニッケルクロムモリブデン鋼
エンジン主構造部品 クランクシャフト ニッケルクロムモリブデン鋼 黒鉛形状鋳鉄
エンジン主構造部品 クランクシャフト アルミニウム
エンジン主構造部品 クランクシャフト アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51参照
エンジン主構造部品 クランクシャフト アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51参照
エンジン主構造部品 クランクシャフト マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
エンジン主構造部品 クランクシャフト Q（シリコンゴム）
エンジン主構造部品 クランクシャフト Q（シリコンゴム）
エンジン主構造部品 クランクシャフト FKM（フッ素ゴム）
エンジン主構造部品 クランクシャフト ACM（アクリルゴム）
エンジン主構造部品 コンロッド アルミニウム合金
エンジン主構造部品 コンロッド FRM 軽量化
エンジン主構造部品 コンロッド FRM
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
エンジン主構造部品 コンロッド チタン合金 低コスト化 物性一覧No.63参照
エンジン主構造部品 コンロッド チタン合金 高機能化
エンジン主構造部品 コンロッド チタン合金 高精度化
エンジン主構造部品 コンロッド チタン合金 軽量化
エンジン主構造部品 コンロッド チタン合金 低環境負荷の製造法
エンジン主構造部品 コンロッド チタン合金 軽量
エンジン主構造部品 コンロッド チタン合金 高比強度
エンジン主構造部品 コンロッド チタン合金 高温強度
エンジン主構造部品 コンロッド チタン合金 低熱伝導度
エンジン主構造部品 コンロッド チタン合金 高耐食性
エンジン主構造部品 コンロッド チタン合金 生体適合性
エンジン主構造部品 コンロッド チタン合金 静粛性

高出力化
エンジン主構造部品 コンロッド チタン合金
エンジン主構造部品 コンロッド PI樹脂（ポリイミド） 耐熱性

耐磨耗性
耐クリープ性

物性一覧No.44参照

エンジン主構造部品 コンロッド PI樹脂（ポリイミド） 物性一覧No.44参照
エンジン主構造部品 コンロッド PI樹脂（ポリイミド） 物性一覧No.44参照
エンジン主構造部品 コンロッド PI樹脂（ポリイミド） 物性一覧No.44参照
エンジン主構造部品 シリンダーブロック 高い剛性 鋳鉄
エンジン主構造部品 シリンダーブロック 小型化 鋳鉄
エンジン主構造部品 シリンダーブロック 軽量化 合金鋳鉄
エンジン主構造部品 シリンダーブロック 高い冷却性能 アルミニウム 低コスト化
エンジン主構造部品 シリンダーブロック 耐久性 アルミニウム 高機能化
エンジン主構造部品 シリンダーブロック 耐摩耗性が良い アルミニウム 高精度化
エンジン主構造部品 シリンダーブロック 軽量 アルミニウム 軽量化
エンジン主構造部品 シリンダーブロック アルミニウム 低環境負荷の製造法
エンジン主構造部品 シリンダーブロック アルミニウム 軽量
エンジン主構造部品 シリンダーブロック アルミニウム 高比強度
エンジン主構造部品 シリンダーブロック アルミニウム 耐食性良好
エンジン主構造部品 シリンダーブロック アルミニウム 非磁性
エンジン主構造部品 シリンダーブロック アルミニウム バーミキュラ鋳鉄
エンジン主構造部品 シリンダーブロック アルミニウム
エンジン主構造部品 シリンダーブロック アルミニウム
エンジン主構造部品 シリンダーブロック アルミニウム
エンジン主構造部品 シリンダーブロック アルミニウム
エンジン主構造部品 シリンダーブロック アルミニウム合金 軽量化 物性一覧No.6、45、46、51参照
エンジン主構造部品 シリンダーブロック アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51参照
エンジン主構造部品 シリンダーブロック アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51参照
エンジン主構造部品 シリンダーブロック アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51参照
エンジン主構造部品 シリンダーブロック アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51参照
エンジン主構造部品 シリンダーブロック アルミニウム合金（AI-Si-Cu系） 機能的特性
エンジン主構造部品 シリンダーブロック アルミニウム合金（AI-Si-Cu系） 鋳造性
エンジン主構造部品 シリンダーブロック アルミニウム合金（AI-Si-Cu系） 被削性
エンジン主構造部品 シリンダーブロック アルミニウム合金（AI-Si-Cu系） 耐摩耗性
エンジン主構造部品 シリンダーブロック アルミニウム合金（AI-Si-Cu系） 耐熱性
エンジン主構造部品 シリンダーブロック 再生塊合金
エンジン主構造部品 シリンダーブロック マグネシウム合金 軽量化 物性一覧No.6を参照
エンジン主構造部品 シリンダーブロック アルミ・マグネシウム複合
エンジン主構造部品 シリンダーブロック PF樹脂（フェノール）-GF複合材 耐熱性

高温強度
剛性

物性一覧No.61参照

エンジン主構造部品 シリンダーブロック PF樹脂（フェノール）-GF複合材 物性一覧No.61参照
エンジン主構造部品 シリンダーヘッド 高い熱疲労強度 鋳鉄
エンジン主構造部品 シリンダーヘッド 合金鋳鉄
エンジン主構造部品 シリンダーヘッド アルミニウム 低コスト化
エンジン主構造部品 シリンダーヘッド アルミニウム 高機能化
エンジン主構造部品 シリンダーヘッド アルミニウム 高精度化
エンジン主構造部品 シリンダーヘッド アルミニウム 軽量化
エンジン主構造部品 シリンダーヘッド アルミニウム 低環境負荷の製造法
エンジン主構造部品 シリンダーヘッド アルミニウム 軽量
エンジン主構造部品 シリンダーヘッド アルミニウム 高比強度
エンジン主構造部品 シリンダーヘッド アルミニウム 耐食性良好
エンジン主構造部品 シリンダーヘッド アルミニウム 非磁性
エンジン主構造部品 シリンダーヘッド アルミニウム
エンジン主構造部品 シリンダーヘッド アルミニウム合金 熱伝導性 物性一覧No..6、45、46、51参照
エンジン主構造部品 シリンダーヘッド アルミニウム合金 軽量化 物性一覧No..6、45、46、51参照
エンジン主構造部品 シリンダーヘッド アルミニウム合金 物性一覧No..6、45、46、51参照
エンジン主構造部品 シリンダーヘッド アルミニウム合金
エンジン主構造部品 シリンダーヘッド アルミニウム合金
エンジン主構造部品 シリンダーヘッド アルミニウム合金
エンジン主構造部品 シリンダーヘッド 再生塊合金
エンジン主構造部品 シリンダーヘッド 再生塊合金
エンジン主構造部品 シリンダーヘッド マグネシウム合金 軽量化 物性一覧No.6を参照
エンジン主構造部品 シリンダーヘッド PP樹脂（ポリプロピレン）
エンジン主構造部品 シリンダーヘッド PP樹脂（ポリプロピレン）
エンジン主構造部品 シリンダーヘッド PA6
エンジン主構造部品 シリンダーヘッド PA66
エンジン主構造部品 シリンダーヘッド PF樹脂（フェノール）-GF複合材 耐熱性

高温強度
剛性

物性一覧No.61参照

エンジン主構造部品 シリンダーヘッド PF樹脂（フェノール）-GF複合材 物性一覧No.61参照
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドガスケット 耐油性 ステンレス鋼
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドガスケット 耐熱性 ステンレス鋼
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドガスケット 塗膜金属接着性 ステンレス鋼
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドガスケット 軟鋼板
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドガスケット FKM（フッ素ゴム）
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドガスケット NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム）
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドガスケット HNBR(水素化ニトリルゴム）
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー ステンレス鋼
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー 鋼板
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー アルミニウム合金
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー アルミニウム合金
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー マグネシウム 成形性が良い
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー マグネシウム レイアウトの自由度向上
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー マグネシウム合金 超軽量 物性一覧No.6を参照
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー マグネシウム合金 高剛性 物性一覧No.6を参照
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー マグネシウム合金 比強度が高い 物性一覧No.6を参照
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー マグネシウム合金 熱伝導性 物性一覧No.6を参照
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー マグネシウム合金 放熱性 物性一覧No.6を参照
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー マグネシウム合金 電磁波シールド性 物性一覧No.6を参照
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー マグネシウム合金 振動吸収性 物性一覧No.6を参照
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー マグネシウム合金 リサイクル性 物性一覧No.6を参照
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー マグネシウム合金 軽量化 物性一覧No.6を参照
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー PA樹脂（ポリアミド） 強靭性

耐磨耗性
耐油性
剛性
耐熱性
耐薬品性

物性一覧No.47参照

エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー PA樹脂（ポリアミド）-強化材 耐熱性

耐油性
制振性
寸法制度
寸法安定性

物性一覧No.29、38参照

エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー PA樹脂（ポリアミド）-強化材 物性一覧No.29、38参照
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー PA‐MXD6 耐熱性

耐油性
制振性
寸法制度
寸法安定性

物性一覧No.42参照

エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー PA‐MXD6 物性一覧No.42参照
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー PA6 耐熱性

耐油性
制振性
寸法制度
寸法安定性

物性一覧No.5、51参照

エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー PA6 物性一覧No.5、51参照
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー PA6 物性一覧No.5、51参照
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー PA66
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー FRP(繊維強化プラスチック）
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー FRP(繊維強化プラスチック）
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー プラスチック 軽量化
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー プラスチック 意匠性
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー プラスチック
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー 樹脂
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドカバー 樹脂
エンジン主構造部品 シリンダーヘッドボルト 炭素鋼
エンジン主構造部品 シリンダーライナー 鋳鉄
エンジン主構造部品 シリンダーライナー ダクタイル鋳鉄
エンジン主構造部品 シリンダーライナー 合金鋳鉄
エンジン主構造部品 シリンダーライナー 合金鋼
エンジン主構造部品 シリンダーライナー AEM(エチレンアクリレ－トゴム） 耐油性

エンジン主構造部品 シリンダーライナー AEM(エチレンアクリレ－トゴム）
エンジン主構造部品 シリンダーライナー 焼結合金
エンジン主構造部品 トーショナルダンパー 低温度依存性 SBR（スチレン・ブタジエンゴム） 耐ブレーキ液性

防振特性
物性一覧No.62参照

エンジン主構造部品 トーショナルダンパー SBR（スチレン・ブタジエンゴム） 物性一覧No.62参照
エンジン主構造部品 トーショナルダンパー 防振ゴム 防振性能

耐久性(耐疲労性、耐熱性、耐ヘタリ性、耐寒
性、対オゾン性、耐金具接着性)

物性一覧No.62参照

エンジン主構造部品 トーショナルダンパー 防振ゴム 物性一覧No.62参照
エンジン主構造部品 ドライブプレート 炭素鋼
エンジン主構造部品 ドライブプレート 炭素鋼
エンジン主構造部品 ドライブプレート ハイテン鋼
エンジン主構造部品 ドライブプレート ハイテン鋼
エンジン主構造部品 ピストン 耐熱性 鋳鉄
エンジン主構造部品 ピストン 軽量 鋳鉄 耐摩耗性
エンジン主構造部品 ピストン 鋳鉄 振動吸収性
エンジン主構造部品 ピストン 鋳鉄 耐熱性
エンジン主構造部品 ピストン アルミニウム 軽量
エンジン主構造部品 ピストン アルミニウム 熱伝導性が高い

5 / 72 ページ



大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
エンジン主構造部品 ピストン アルミニウム 低コスト化
エンジン主構造部品 ピストン アルミニウム 高機能化
エンジン主構造部品 ピストン アルミニウム 高精度化
エンジン主構造部品 ピストン アルミニウム 軽量化
エンジン主構造部品 ピストン アルミニウム 低環境負荷の製造法
エンジン主構造部品 ピストン アルミニウム 軽量
エンジン主構造部品 ピストン アルミニウム 高比強度
エンジン主構造部品 ピストン アルミニウム 耐食性良好
エンジン主構造部品 ピストン アルミニウム 非磁性
エンジン主構造部品 ピストン アルミニウム
エンジン主構造部品 ピストン アルミニウム合金
エンジン主構造部品 ピストン アルミニウム合金
エンジン主構造部品 ピストン 再生塊合金
エンジン主構造部品 ピストン FRM 軽量化
エンジン主構造部品 ピストン FRM
エンジン主構造部品 ピストン マグネシウム合金 軽量化 物性一覧No.6を参照
エンジン主構造部品 ピストン PEEK樹脂（ポリエーテルケトン） 耐熱性

耐疲労性
耐薬品性

物性一覧No.5、44参照

エンジン主構造部品 ピストン PEEK樹脂（ポリエーテルケトン） 物性一覧No.5、44参照
エンジン主構造部品 ピストンピン 炭素鋼
エンジン主構造部品 ピストンピン クロム鋼
エンジン主構造部品 ピストンピン クロム鋼
エンジン主構造部品 ピストンピン クロムモリブデン鋼
エンジン主構造部品 ピストンピン クロムモリブデン鋼
エンジン主構造部品 ピストンリング 鋳鉄
エンジン主構造部品 ピストンリング ダクタイル鋳鉄
エンジン主構造部品 ピストンリング 合金鋳鉄
エンジン主構造部品 ピストンリング 炭素鋼
エンジン主構造部品 ピストンリング ステンレス鋼
エンジン主構造部品 ピストンリング ばね鋼
エンジン主構造部品 ピストンリング フッ素樹脂
エンジン主構造部品 フライホイール 鋳鉄
エンジン主構造部品 フライホイール ダクタイル鋳鉄
エンジン主構造部品 フライホイール 合金鋳鉄
エンジン主構造部品 フライホイール 炭素鋼
エンジン主構造部品 フライホイール クロムモリブデン鋼
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド 精密性 ハイテン鋼 軽量化
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド 自動的に熱を調整するような形状 ハイテン鋼 低コスト化
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド 断熱性 ハイテン鋼 強度
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド 振動に対する強度 ハイテン鋼
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド 剛性 超ハイテン鋼 強度
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド 平潤性 鋼管
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド 軽量化 アルミニウム合金 軽量化
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド 加工性 アルミニウム合金 耐食性
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド 軽量性 アルミニウム合金 展延性
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド 吸気温低減によるエンジン性能の向上 アルミニウム合金
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド 高温 アルミニウム合金
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド 吸気抵抗の低減 マグネシウム 成形性が良い
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド マグネシウム レイアウトの自由度向上
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド マグネシウム合金 最軽量 物性一覧No.6を参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド マグネシウム合金 強度 物性一覧No.6を参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド マグネシウム合金 剛性 物性一覧No.6を参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PP樹脂（ポリプロピレン） 熱変化温度

引っ張り強さ
耐衝撃性

熱変化温度が100℃未満
引っ張り強さが500kg/cm²未満
耐衝撃性が5kgf.cm/cm未満
引っ張り強度が約500kg/cm²以上
曲げ弾性率で20,000kg/cm²以上
耐熱性100℃以上

エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PP樹脂（ポリプロピレン）
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PP樹脂（ポリプロピレン）
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PP樹脂（ポリプロピレン）
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PP樹脂（ポリプロピレン）
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PP樹脂（ポリプロピレン）
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PP-強化材 物性一覧No.35参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PP-強化材 物性一覧No.35参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PE樹脂（ポリエチレン） 熱変化温度
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PE樹脂（ポリエチレン） 引っ張り強さ
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PE樹脂（ポリエチレン） 耐衝撃性
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PE樹脂（ポリエチレン）
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート） 熱変化温度
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート） 引っ張り強さ
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート） 耐衝撃性
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート）
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド ABS樹脂 熱変化温度
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド ABS樹脂 引っ張り強さ
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド ABS樹脂 耐衝撃性
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド ABS樹脂
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド BMC（バルク状不飽和ポリエステル） 物性一覧No.65参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド BMC（バルク状不飽和ポリエステル） 物性一覧No.65参照
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド ポリエステル 物性一覧No.66参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド ポリエステル 物性一覧No.66参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PA樹脂（ポリアミド） 引っ張り強度

曲げ弾性
耐熱性

引っ張り強度が約500kg/cm²以上
曲げ弾性率で20,000kg/cm²以上
耐熱性100℃以上

エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PA樹脂（ポリアミド） 耐熱性 物性一覧No.47参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PA樹脂（ポリアミド） 成形自由度
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PA樹脂（ポリアミド）
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PA樹脂（ポリアミド）
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PA樹脂（ポリアミド）
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PA樹脂（ポリアミド）
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PA樹脂（ポリアミド）
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PA樹脂（ポリアミド）-強化材 溶着性

耐熱性
耐油性

物性一覧No.29、38参照

エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PA樹脂（ポリアミド）-強化材 物性一覧No.29、38参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PA樹脂（ポリアミド）-強化材 物性一覧No.29、38参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PA樹脂（ポリアミド）-強化材 物性一覧No.29、38参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PA樹脂（ポリアミド）-GF複合材
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PA6
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PA66 耐熱性
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PA66 耐油性
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PA66 軽量化
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PA66 平潤性
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PA66 断熱性
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PA66
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PA66
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PA6-GF複合材 溶着性

耐熱性
耐油性

物性一覧No.38参照

エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PA6-GF複合材 物性一覧No.38参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PA66-GF複合材 比重　1.37

曲げ弾性率　80,000kg/㎝2
剛性メリット　6.77 物性一覧No.29参照

エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PA66-GF複合材 比重　1.37
曲げ弾性率　80,000kg/㎝2
剛性メリット　6.77 物性一覧No.29参照

エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PA66-GF複合材 比重　1.37
曲げ弾性率　80,000kg/㎝2
剛性メリット　6.77 物性一覧No.29参照

エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PA66-GF複合材 比重　1.37
曲げ弾性率　80,000kg/㎝2
剛性メリット　6.77 物性一覧No.29参照

エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド POM樹脂（ポリアセタール） 引っ張り強度
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド POM樹脂（ポリアセタール） 曲げ弾性
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド POM樹脂（ポリアセタール） 耐熱性
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PC樹脂（ポリカーボネート） 引っ張り強度
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PC樹脂（ポリカーボネート） 曲げ弾性
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PC樹脂（ポリカーボネート） 耐熱性
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート） 引っ張り強度
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート） 曲げ弾性
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート） 耐熱性
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 引っ張り強度
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 曲げ弾性
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 耐熱性
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 物性一覧No.5、47、50、51等参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 物性一覧No.5、47、50、51等参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 物性一覧No.5、47、50、51等参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 物性一覧No.5、47、50、51等参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PF樹脂（フェノール） 物性一覧No.61を参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド PF樹脂（フェノール） 物性一覧No.61を参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド TPU（ポリウレタン熱可塑性エラストマー）
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド プラスチック
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド 樹脂 錆びにくい
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド 樹脂 形状のフレキシビリティ
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド 樹脂
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド 樹脂
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド FKM（フッ素ゴム） 物性一覧No.62参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールド FKM（フッ素ゴム） 物性一覧No.62参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 インテークマニホールドモジュール PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
エアー/フューエルマネージメント要素部品 エアー／フューエルマネージメント部品 PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 エアー／フューエルマネージメント部品 PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 エアー／フューエルマネージメント部品 PA樹脂（ポリアミド） 強靭性

耐磨耗性
耐油性
剛性
耐熱性
耐薬品性

物性一覧No.47参照

エアー/フューエルマネージメント要素部品 エアー／フューエルマネージメント部品 PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 エアー／フューエルマネージメント部品 PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 エアー／フューエルマネージメント部品 PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
エアー/フューエルマネージメント要素部品 エアー／フューエルマネージメント部品 PA66-GF複合材 耐圧性

耐熱性
耐振動性
溶接性

比重　1.37
曲げ弾性率　80,000kg/㎝2
剛性メリット　6.77
物性一覧No.29参照

エアー/フューエルマネージメント要素部品 エアー／フューエルマネージメント部品 PA66-GF複合材 比重　1.37
曲げ弾性率　80,000kg/㎝2
剛性メリット　6.77
物性一覧No.29参照

エアー/フューエルマネージメント要素部品 エアークリーナー 鋼板 物性一覧No.6、8～26、35、45、46参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 エアークリーナー 鋼板 物性一覧No.6、8～26、35、45、46参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 エアークリーナー PP樹脂（ポリプロピレン） 高温クリープ特性 物性一覧No.7、51参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 エアークリーナー PP樹脂（ポリプロピレン） 寸法制度 物性一覧No.7、51参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 エアークリーナー PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 エアークリーナー PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 エアークリーナー PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 エアークリーナー PP樹脂（ポリプロピレン）-紙複合材
エアー/フューエルマネージメント要素部品 エアークリーナー PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材 高温クリープ特性

寸法制度
物性一覧No.27、31、37等を参照

エアー/フューエルマネージメント要素部品 エアークリーナー PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材 物性一覧No.27、31、37等を参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 エアークリーナー PA樹脂（ポリアミド） 成形自由度 物性一覧No.47参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 エアークリーナー PA樹脂（ポリアミド） 耐熱性 物性一覧No.47参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 エアークリーナー PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 エアークリーナー PA樹脂（ポリアミド）
エアー/フューエルマネージメント要素部品 エアークリーナー PA樹脂（ポリアミド）
エアー/フューエルマネージメント要素部品 エアークリーナー PA6
エアー/フューエルマネージメント要素部品 エアークリーナー m-PPE（変性PPE）
エアー/フューエルマネージメント要素部品 キャブレター PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 耐熱性

耐薬品性
難燃性

物性一覧No.5、47、51、56等参照

エアー/フューエルマネージメント要素部品 キャブレター PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 物性一覧No.5、47、51、56等参照
エアー/フューエルマネージメント要素部品 キャブレター PF樹脂（フェノール） 電気絶縁性
エアー/フューエルマネージメント要素部品 キャブレター PF樹脂（フェノール） 耐酸性
エアー/フューエルマネージメント要素部品 キャブレター PF樹脂（フェノール） 耐熱性
エアー/フューエルマネージメント要素部品 キャブレター PF樹脂（フェノール） 耐水性
エアー/フューエルマネージメント要素部品 キャブレター PF樹脂（フェノール） 難燃性
エアー/フューエルマネージメント要素部品 キャブレター UF樹脂（ユリア）
ガソリン燃料噴射システム エアフローチューブ PP樹脂（ポリプロピレン）
ガソリン燃料噴射システム エアフローメーター PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
ガソリン燃料噴射システム エアフローメーター PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-強化材 耐熱性

高剛性
寸法安定性
低クリープ

物性一覧No.67参照

ガソリン燃料噴射システム エアフローメーター PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-強化材 物性一覧No.67参照
ガソリン燃料噴射システム エアフローメーター PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
ガソリン燃料噴射システム エアフローメーター PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
ガソリン燃料噴射システム エアフローメーター PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
ガソリン燃料噴射システム スロットルボディ マルテンサイト系耐熱鋼
ガソリン燃料噴射システム スロットルボディ オーステナイト系耐熱鋼
ガソリン燃料噴射システム スロットルボディ アルミニウム合金
ガソリン燃料噴射システム スロットルボディ チタン合金
ガソリン燃料噴射システム スロットルボディ PA樹脂（ポリアミド）-強化材 物性一覧No.29、38参照
ガソリン燃料噴射システム スロットルボディ PA樹脂（ポリアミド）-強化材 物性一覧No.29、38参照
ガソリン燃料噴射システム スロットルボディ PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
ガソリン燃料噴射システム スロットルボディ PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
ガソリン燃料噴射システム スロットルボディ PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
ガソリン燃料噴射システム スロットルボディ アラミド
ガソリン燃料噴射システム スロットルボディ アラミド
ガソリン燃料噴射システム スロットルボディ 焼結合金
ガソリン燃料噴射システム スワールコントロールバルブ PA樹脂（ポリアミド） 強靭性

耐磨耗性
耐油性
剛性
耐熱性
耐薬品性

物性一覧No.47参照

ガソリン燃料噴射システム スワールコントロールバルブ PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
ガソリン燃料噴射システム スワールコントロールバルブ POM樹脂（ポリアセタール） 弾性回復性

耐磨耗疲労強度
耐薬品性
耐磨耗性

物性一覧No.5参照

ガソリン燃料噴射システム スワールコントロールバルブ シリコンナイトライド 物性一覧No.64参照
ガソリン燃料噴射システム スワールコントロールバルブ シリコンナイトライド 物性一覧No.64参照
ガソリン燃料噴射システム フューエルインジェクター ステンレス鋼
ガソリン燃料噴射システム フューエルインジェクター PA樹脂（ポリアミド） 成形自由度
ガソリン燃料噴射システム フューエルインジェクター PA樹脂（ポリアミド） 耐熱性
ガソリン燃料噴射システム フューエルインジェクター PA66
ガソリン燃料噴射システム フューエルインジェクター PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
ガソリン燃料噴射システム フューエルインジェクター アラミド
ガソリン燃料噴射システム プレッシャーレギュレーター PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
ガソリン燃料噴射システム 電子スロットル制御システム PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
ディーゼル燃料噴射システム コモンレール 炭素鋼 耐圧性
ディーゼル燃料噴射システム ディーゼル燃料噴射ポンプ アルミニウム合金
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター 耐燃料透過性 鋼板
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター 耐衝撃性 アルミニウム合金 保温性
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター 耐振動性 アルミニウム合金 気密性
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター 耐熱性 PP樹脂（ポリプロピレン） 耐熱性
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター 耐久性 PP樹脂（ポリプロピレン） 耐酸性
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター 保温性 PP樹脂（ポリプロピレン） 耐アルカリ性
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター PP樹脂（ポリプロピレン） 曲げ耐性
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター PP樹脂（ポリプロピレン） 安価
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター PA樹脂（ポリアミド） 成形自由度 物性一覧No.47参照
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター PA樹脂（ポリアミド） 耐熱性
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター PA樹脂（ポリアミド） 強靭性

耐磨耗性
耐油性
剛性
耐熱性
耐薬品性

フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター PA樹脂（ポリアミド）
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター エアバッグ布端材（PA/PE混合） 耐衝撃性
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター エアバッグ布端材（PA/PE混合） 低コスト
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター エアバッグ布端材（PA/PE混合）
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター PA6
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター PA6
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター PA66 耐熱性 物性一覧No.50参照
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター PA66 耐油性
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター PA66 気密性
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター PA66 耐衝撃性
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター PA66
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター PA66
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター PA66
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター PA66
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター PA66
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター POM樹脂（ポリアセタール） 耐疲労性
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター POM樹脂（ポリアセタール） 低コスト
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター POM樹脂（ポリアセタール） 小型化
フューエルハンドリング&エバポシステム キャニスター POM樹脂（ポリアセタール） 軽量化
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルチューブ 鋼板
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルチューブ PA樹脂（ポリアミド） 強靭性

耐磨耗性
耐油性
剛性
耐熱性
耐薬品性

物性一覧No.47参照

フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルチューブ PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルチューブ PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルチューブ フッ素樹脂
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルフィルター ステンレス鋼
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルフィルター 鋼板
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルフィルター PP樹脂（ポリプロピレン）
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルフィルター PA樹脂（ポリアミド）
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルフィルター PA樹脂（ポリアミド）
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルフィルター PA6
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルフィルター POM樹脂（ポリアセタール）
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルホース 耐寒性 NBR/PVC
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルホース 耐亀裂成長性 NBR/PVC
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルホース 耐オゾン性 NBR/PVC
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルホース 金属非腐食性 NBR/PVC
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルホース 耐ガソリン性 NBR/PVC
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルホース 耐劣化ガソリン性 NBR/PVC
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルホース 耐劣化ガソリン性 NBR/PVC
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルホース 耐混酸性 フッ素樹脂
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルホース 耐熱性 FKM（フッ素ゴム）
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルホース FKM（フッ素ゴム）
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルホース ECO（エピクロルヒドリンゴム）
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルホース NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム）
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルホース NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム）
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルホース HNBR(水素化ニトリルゴム）
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルホース HNBR(水素化ニトリルゴム）
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルポンプ 金属非腐食性 アルミニウム合金
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルポンプ 耐劣化ガソリン性 HDPE（高密度ポリエチレン）
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルポンプ PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルポンプ PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルポンプ POM樹脂（ポリアセタール） 弾性回復性

耐磨耗疲労強度
耐薬品性
耐磨耗性

物性一覧No.5参照

フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルポンプ POM樹脂（ポリアセタール） 耐ガソリン性 物性一覧No.5参照
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルポンプ PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルポンプ PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルポンプ NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム）
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルポンプ HNBR(水素化ニトリルゴム）
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルポンプ シリコンナイトライド 物性一覧No.64参照
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルポンプ シリコンナイトライド 物性一覧No.64参照
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルポンプモジュール POM樹脂（ポリアセタール） 耐薬品性

耐久性
クリープ特性

物性一覧No.5参照

フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルポンプモジュール POM樹脂（ポリアセタール） 物性一覧No.5参照
フューエルハンドリング&エバポシステム フューエルポンプモジュール POM樹脂（ポリアセタール） 物性一覧No.5参照
排気システム EGRパイプ 炭素鋼
排気システム EGRパイプ PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
排気システム EGRパイプ TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
排気システム EGRバルブ PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 耐熱性

耐衝撃性
耐薬品性
耐吸湿性

物性一覧No.5、47、51、56等参照

排気システム EGRバルブ PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 物性一覧No.5、47、51、56等参照
排気システム EGRバルブ PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 耐熱性

耐薬品性
難燃性

物性一覧No.5、47、50、51等参照

排気システム EGRバルブ PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 物性一覧No.5、47、50、51等参照
排気システム エキゾーストパイプ 23.4～11.4炭素鋼
排気システム エキゾーストパイプ ステンレス鋼
排気システム エキゾーストパイプ 炭素鋼管
排気システム エキゾーストパイプ アルミニウム合金
排気システム エキゾーストパイプ 黄銅
排気システム エキゾーストパイプ PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート）
排気システム エキゾーストパイプ ABS樹脂
排気システム エキゾーストパイプ PC樹脂（ポリカーボネート）
排気システム エキゾーストパイプ CFRP
排気システム エキゾーストパイプ CFRP
排気システム エキゾーストパイプ EPDM（エチレン・プロピレン・ジエンゴム）
排気システム エキゾーストマニホールド 鋳鉄
排気システム エキゾーストマニホールド ダクタイル鋳鉄
排気システム エキゾーストマニホールド 合金鋳鉄
排気システム エキゾーストマニホールド バナジウム鋳鉄
排気システム エキゾーストマニホールド ステンレス鋼
排気システム エキゾーストマニホールド アルミニウム
排気システム エキゾーストマニホールド アルミニウム合金
排気システム エキゾーストマニホールド PA樹脂（ポリアミド） 成形自由度
排気システム エキゾーストマニホールド PA樹脂（ポリアミド） 耐熱性
排気システム ディフューザー CFRP
排気システム マフラー 耐熱性 ステンレス鋼
排気システム マフラー 耐オゾン性 表面処理鋼
排気システム マフラー 低永久伸び チタン合金 軽量化

静粛性
高出力化

物性一覧No.63参照

排気システム マフラー チタン合金 物性一覧No.63参照
排気システム マフラー NR（天然性ゴム）
排気システム マフラー Q（シリコンゴム）
排気システム マフラー ACM（アクリルゴム）
排気システム マフラー EPDM（エチレン・プロピレン・ジエンゴム）
排気システム マフラー CR（クロロプレンゴム）
排気システム マフラー 防振ゴム 防振性能

耐久性(耐疲労性、耐熱性、耐ヘタリ性、耐寒
性、対オゾン性、耐金具接着性)

物性一覧No.62参照

排気システム マフラー 防振ゴム 物性一覧No.62参照
排気システム レゾネーター PP樹脂（ポリプロピレン）
排気システム レゾネーター PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材 耐熱剛性 物性一覧No.27、31、37等を参照
排気システム レゾネーター PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材 物性一覧No.27、31、37等を参照
排気システム レゾネーター PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
排気システム レゾネーター PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
排気システム レゾネーター アラミド
排気システム 触媒コンバーター ステンレス鋼
排気システム 触媒コンバーター 白金
排気システム 触媒コンバーター ロジウム
排気システム 触媒コンバーター パラジウム
排気システム 触媒コンバーター 担体
排気システム 排気系部品 耐熱性 NBR/PVC
排気システム 排気系部品 耐負圧性 PA/PPE系ポリマーアロイ 物性一覧No.34参照
排気システム 排気系部品 耐ガソリン性 PA/PPE系ポリマーアロイ 物性一覧No.34参照
排気システム 排気系部品 耐混酸性 TPC（ポリエステル系熱可塑性エラストマー）
排気システム 排気系部品 ECO（エピクロルヒドリンゴム）
排気システム 排気系部品 NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム）
排気システム 排気系部品 CSM（クロロスルホン化ポリエチレン）
バルブトレイン カムシャフト 鋳鉄
バルブトレイン カムシャフト ダクタイル鋳鉄
バルブトレイン カムシャフト 合金鋳鉄
バルブトレイン カムシャフト 炭素鋼管＋焼結合金
バルブトレイン カムシャフト 合金鋼 黒鉛形状鋳鉄
バルブトレイン カムシャフト 合金鋼
バルブトレイン タイミングギア 鋼板
バルブトレイン タイミングギア 鋼板
バルブトレイン タイミングギア PF樹脂（フェノール）
バルブトレイン タイミングギア PF樹脂（フェノール）
バルブトレイン タイミングギア PI樹脂（ポリイミド） 耐熱性

耐磨耗性
耐クリープ性

物性一覧No.44参照

バルブトレイン タイミングギア PI樹脂（ポリイミド） 物性一覧No.44参照
バルブトレイン タイミングギア 焼結合金
バルブトレイン タイミングギア 焼結合金
バルブトレイン タイミングチェーン･ベルト 耐磨耗伸び性 炭素鋼 強度 物性一覧No.68参照
バルブトレイン タイミングチェーン･ベルト 耐熱性 炭素鋼 物性一覧No.68参照
バルブトレイン タイミングチェーン･ベルト 高強度 炭素鋼 物性一覧No.68参照
バルブトレイン タイミングチェーン･ベルト 温度－弾性率平坦性 鋼板
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
バルブトレイン タイミングチェーン･ベルト アルミニウム
バルブトレイン タイミングチェーン･ベルト アルミニウム合金
バルブトレイン タイミングチェーン･ベルト アルミニウム合金
バルブトレイン タイミングチェーン･ベルト 再生塊合金
バルブトレイン タイミングチェーン･ベルト PP樹脂（ポリプロピレン）
バルブトレイン タイミングチェーン･ベルト PP樹脂（ポリプロピレン）
バルブトレイン タイミングチェーン･ベルト PP樹脂（ポリプロピレン）
バルブトレイン タイミングチェーン･ベルト PA66
バルブトレイン タイミングチェーン･ベルト TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
バルブトレイン タイミングチェーン･ベルト HNBR(水素化ニトリルゴム） 物性一覧No.69参照
バルブトレイン タイミングチェーン･ベルト HNBR(水素化ニトリルゴム） 耐候性

耐熱性
耐久性

物性一覧No.69参照

バルブトレイン タイミングチェーン･ベルト HNBR(水素化ニトリルゴム） 物性一覧No.69参照
バルブトレイン タイミングチェーン･ベルト 水素添加NBR
バルブトレイン タイミングチェーン･ベルト CR（クロロプレンゴム） 耐候性

耐熱性
機械的強度
耐油性
耐薬品性
耐焔性

物性一覧No.62参照

バルブトレイン タイミングチェーン･ベルト CR（クロロプレンゴム）
バルブトレイン タイミングチェーン･ベルト CR（クロロプレンゴム）
バルブトレイン タイミングチェーン･ベルト CR（クロロプレンゴム）
バルブトレイン タイミングチェーン･ベルト CR（クロロプレンゴム）
バルブトレイン チェーンガイド PA66
バルブトレイン チェーンテンショナー 耐摩耗性 PA樹脂（ポリアミド）
バルブトレイン チェーンテンショナー 耐熱性 PA66
バルブトレイン チェーンテンショナー NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム）
バルブトレイン チェーンテンショナー XNBR（カルボキシル化アクリロニトリルゴム）
バルブトレイン バルブガイド 合金鋳鉄
バルブトレイン バルブガイド 焼結合金
バルブトレイン バルブシート 焼結合金
バルブトレイン バルブスプリング 炭素鋼
バルブトレイン バルブスプリング ばね鋼
バルブトレイン バルブスプリング ピアノ鋼線
バルブトレイン バルブスプリング 合金鋼
バルブトレイン バルブスプリング チタン合金 軽量化

静粛性
高出力化

物性一覧No.63参照

バルブトレイン バルブスプリング チタン合金 物性一覧No.63参照
バルブトレイン バルブトレイン部品 耐寒性 炭素鋼
バルブトレイン バルブトレイン部品 耐熱性 鋼板
バルブトレイン バルブトレイン部品 耐油性 FKM（フッ素ゴム）
バルブトレイン バルブトレイン部品 耐摩耗性 ACM（アクリルゴム）
バルブトレイン バルブトレイン部品 ACM（アクリルゴム）
バルブトレイン バルブリテーナー チタン合金 軽量化

静粛性
高出力化

物性一覧No.63参照

バルブトレイン バルブリテーナー チタン合金 物性一覧No.63参照
バルブトレイン バルブリフタータペット 合金鋳鉄
バルブトレイン バルブリフタータペット 炭素鋼
バルブトレイン バルブリフタータペット クロム鋼
バルブトレイン バルブリフタータペット クロムモリブデン鋼
バルブトレイン バルブリフタータペット アルミニウム合金
バルブトレイン バルブリフタータペット アルミニウム合金
バルブトレイン バルブリフタータペット セラミックス
バルブトレイン バルブリフタータペット 焼結合金
バルブトレイン バルブロッカーアーム 炭素鋼
バルブトレイン バルブロッカーアーム 快削鋼
バルブトレイン バルブロッカーアーム クロムモリブデン鋼
バルブトレイン バルブロッカーアーム アルミニウム合金
バルブトレイン バルブロッカーアーム アルミニウム合金
バルブトレイン バルブロッカーアーム PA66 物性一覧No.51参照
バルブトレイン バルブロッカーアーム PA66 物性一覧No.51参照
バルブトレイン バルブロッカーアーム 焼結合金
バルブトレイン 吸気バルブ チタン合金 軽量化

静粛性
高出力化

物性一覧No.63参照

バルブトレイン 吸気バルブ チタン合金 物性一覧No.63参照
バルブトレイン 吸気バルブ PA樹脂（ポリアミド） 成形自由度
バルブトレイン 吸気バルブ PA樹脂（ポリアミド） 耐熱性
バルブトレイン 吸気バルブ PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
バルブトレイン 排気バルブ チタン合金 軽量化

静粛性
高出力化

物性一覧No.63参照

バルブトレイン 排気バルブ チタン合金 物性一覧No.63参照
バルブトレイン 排気バルブ PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
点火システム イグナイター 鋼板
点火システム イグニッションコイル 鋼板
点火システム イグニッションコイル アルミニウム合金
点火システム イグニッションコイル PP樹脂（ポリプロピレン）
点火システム イグニッションコイル AS樹脂（アクリロ二トリル・スチレン）
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
点火システム イグニッションコイル PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
点火システム イグニッションコイル m-PPE（変性PPE）
点火システム イグニッションコイル PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 耐熱性

耐衝撃性
耐薬品性
耐吸湿性

物性一覧No.5、47、51、56等参照

点火システム イグニッションコイル PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 電気絶縁性
耐熱性
耐アーク性
耐薬品性
耐吸湿性
寸法安定性

物性一覧No.5、47、51、56等参照

点火システム イグニッションコイル PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 物性一覧No.5、47、51、56等参照
点火システム イグニッションコイル PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 物性一覧No.5、47、51、56等参照
点火システム イグニッションコイル PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
点火システム イグニッションコイルハウジング PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
点火システム イグニッションコイルハウジング PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
点火システム イグニッションコイルボビン 鋼板
点火システム イグニッションコイルボビン PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
点火システム グロープラグ ニッケル
点火システム グロープラグ クロム
点火システム グロープラグ コバルト合金
点火システム グロープラグ シリコンナイトライド 絶縁性
点火システム グロープラグ セラミックス
点火システム コンタクトブレーカー PA6
点火システム スパークプラグ ニッケル
点火システム スパークプラグ クロム
点火システム スパークプラグ コバルト合金
点火システム スパークプラグ セラミックス
点火システム ディストリビューター 耐熱性 PP樹脂（ポリプロピレン）
点火システム ディストリビューター 耐混酸性 PA6
点火システム ディストリビューター 耐屈曲性 PA66
点火システム ディストリビューター 耐ガソリン性

耐オゾン性
PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 電気絶縁性

耐熱性
耐アーク性
耐薬品性
耐吸湿性
寸法安定性

物性一覧No.5、47、51、56等参照

点火システム ディストリビューター PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 物性一覧No.5、47、51、56等参照
点火システム ディストリビューター PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 物性一覧No.5、47、51、56等参照
点火システム ディストリビューター PEEK樹脂（ポリエーテルケトン） 耐熱性

耐疲労性
耐薬品性

物性一覧No.5、44参照

点火システム ディストリビューター PEEK樹脂（ポリエーテルケトン） 物性一覧No.5、44参照
点火システム ディストリビューター PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
点火システム ディストリビューター PAI樹脂（ポリアミドイミド） 耐熱性

耐磨耗性
高温機械強度

物性一覧No.70参照

点火システム ディストリビューター PAI樹脂（ポリアミドイミド） 物性一覧No.70参照
点火システム ディストリビューター EP樹脂（エポキシ） 耐薬品性
点火システム ディストリビューター EP樹脂（エポキシ） 金属接着性
点火システム ディストリビューター Q（シリコンゴム）
点火システム ディストリビューター FKM（フッ素ゴム）
点火システム ディストリビューター ECO（エピクロルヒドリンゴム）
点火システム ディストリビューター NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム）
点火システム ディストリビューター CR（クロロプレンゴム）
点火システム 点火コイルケーシング PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
点火システム 点火プラグ アルミニウム 絶縁性
過給機 ターボチャージャー アルミニウム 窒化ケイ素
過給機 ターボチャージャー アルミニウム合金
過給機 ターボチャージャー チタン合金 軽量化

静粛性
高出力化

物性一覧No.63参照

過給機 ターボチャージャー チタン合金 物性一覧No.63参照
過給機 ターボチャージャー PAI樹脂（ポリアミドイミド） 耐熱性

耐磨耗性
高温機械強度

物性一覧No.70参照

過給機 ターボチャージャー PAI樹脂（ポリアミドイミド） 物性一覧No.70参照
過給機 ターボチャージャー FKM（フッ素ゴム） 物性一覧No.62参照
過給機 ターボチャージャー FKM（フッ素ゴム） 物性一覧No.62参照
過給機 ターボチャージャー ECO（エピクロルヒドリンゴム） 物性一覧No.71参照
過給機 ターボチャージャー ECO（エピクロルヒドリンゴム） 物性一覧No.71参照
過給機 ターボチャージャー EPM（エチレン・プロピレンゴム） 物性一覧No.62参照
過給機 ターボチャージャー EPM（エチレン・プロピレンゴム） 物性一覧No.62参照
過給機 ターボチャージャー シリコンナイトライド 物性一覧No.64参照
過給機 ターボチャージャー シリコンナイトライド 物性一覧No.64参照
過給機 過給機インタークーラー アルミニウム合金
過給機 過給機インタークーラー アルミニウム合金
過給機 過給機インタークーラー アルミニウム合金
過給機 過給機インタークーラー アルミニウム合金
過給機 過給機インタークーラー CFRP
過給機 過給機インタークーラー アラミド
過給機 過給機インタークーラー アラミド
エンジン潤滑装置 オイルクーラー 耐圧性 アルミニウム合金
エンジン潤滑装置 オイルクーラー 耐熱性 PE樹脂（ポリエチレン）
エンジン潤滑装置 オイルクーラー 耐熱性 PC樹脂（ポリカーボネート）
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
エンジン潤滑装置 オイルクーラー 耐劣化エンジンオイル性 ACM（アクリルゴム）
エンジン潤滑装置 オイルクーラー 耐劣化ATF性 AEM(エチレンアクリレ－トゴム）
エンジン潤滑装置 オイルクーラー AEM(エチレンアクリレ－トゴム）
エンジン潤滑装置 オイルクーラー ECO（エピクロルヒドリンゴム）
エンジン潤滑装置 オイルクーラー ECO（エピクロルヒドリンゴム）
エンジン潤滑装置 オイルクーラー NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム）
エンジン潤滑装置 オイルクーラー HNBR(水素化ニトリルゴム）
エンジン潤滑装置 オイルクーラー HNBR(水素化ニトリルゴム）
エンジン潤滑装置 オイルクーラー 焼結合金
エンジン潤滑装置 オイルクーラー ER
エンジン潤滑装置 オイルクーラー ローター
エンジン潤滑装置 オイルシール 耐(劣化)ガソリン性 NBR/PVC
エンジン潤滑装置 オイルシール フッ素樹脂
エンジン潤滑装置 オイルシール Q（シリコンゴム） 耐寒性

耐侯性
耐圧縮永久歪み性

物性一覧No.62参照

エンジン潤滑装置 オイルシール Q（シリコンゴム） 物性一覧No.62参照
エンジン潤滑装置 オイルシール Q（シリコンゴム）
エンジン潤滑装置 オイルシール FKM（フッ素ゴム） 耐熱 物性一覧No.62参照
エンジン潤滑装置 オイルシール FKM（フッ素ゴム） 耐油性
エンジン潤滑装置 オイルシール FKM（フッ素ゴム） 耐薬品性
エンジン潤滑装置 オイルシール FKM（フッ素ゴム） 耐油性

耐燃料油性
耐薬品性

エンジン潤滑装置 オイルシール FKM（フッ素ゴム）
エンジン潤滑装置 オイルシール FKM（フッ素ゴム）
エンジン潤滑装置 オイルシール FKM（フッ素ゴム）
エンジン潤滑装置 オイルシール ACM（アクリルゴム） 耐油性 物性一覧No.62参照
エンジン潤滑装置 オイルシール ACM（アクリルゴム） 耐熱性
エンジン潤滑装置 オイルシール ACM（アクリルゴム） 耐油性

エンジン潤滑装置 オイルシール ACM（アクリルゴム）
エンジン潤滑装置 オイルシール NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム） 耐油性

耐摩耗性
物性バランス

物性一覧No.62参照

エンジン潤滑装置 オイルシール NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム） 物性一覧No.62参照
エンジン潤滑装置 オイルシール NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム） 物性一覧No.62参照
エンジン潤滑装置 オイルシール HNBR(水素化ニトリルゴム）
エンジン潤滑装置 オイルストレーナー ステンレス鋼
エンジン潤滑装置 オイルストレーナー 鋼管
エンジン潤滑装置 オイルストレーナー アルミニウム合金
エンジン潤滑装置 オイルストレーナー アルミニウム合金
エンジン潤滑装置 オイルストレーナー PA樹脂（ポリアミド）
エンジン潤滑装置 オイルストレーナー PA6 強靭性

耐磨耗性
耐油性
剛性
耐熱性
耐薬品性

物性一覧No.5、51参照

エンジン潤滑装置 オイルストレーナー PA6 物性一覧No.5、51参照
エンジン潤滑装置 オイルストレーナー PA6 物性一覧No.5、51参照
エンジン潤滑装置 オイルストレーナー PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
エンジン潤滑装置 オイルタンク PP樹脂（ポリプロピレン）
エンジン潤滑装置 オイルフィルター 耐油性 表面処理鋼板
エンジン潤滑装置 オイルフィルター 金属非固着性 アルミニウム合金
エンジン潤滑装置 オイルフィルター 耐熱性 アルミニウム合金
エンジン潤滑装置 オイルフィルター PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
エンジン潤滑装置 オイルフィルター PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
エンジン潤滑装置 オイルフィルター PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
エンジン潤滑装置 オイルフィルター PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
エンジン潤滑装置 オイルフィルター PA6 強靭性

耐磨耗性
耐油性
剛性
耐熱性
耐薬品性

物性一覧No.5、51参照

エンジン潤滑装置 オイルフィルター PA6 物性一覧No.5、51参照
エンジン潤滑装置 オイルフィルター ACM（アクリルゴム）
エンジン潤滑装置 オイルフィルター NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム）
エンジン潤滑装置 オイルフィルター NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム）
エンジン潤滑装置 オイルポンプ 耐久性 鋳鉄 軽量性

エンジン潤滑装置 オイルポンプ 耐油性 鋳鉄 耐圧性
エンジン潤滑装置 オイルポンプ 耐熱性 炭素鋼 軽量性 物性一覧No.68参照
エンジン潤滑装置 オイルポンプ 耐摩耗性 炭素鋼 耐圧性 物性一覧No.68参照
エンジン潤滑装置 オイルポンプ 耐寒性 炭素鋼 剛性 物性一覧No.68参照
エンジン潤滑装置 オイルポンプ 炭素鋼 物性一覧No.68参照
エンジン潤滑装置 オイルポンプ 炭素鋼 物性一覧No.68参照
エンジン潤滑装置 オイルポンプ 炭素鋼 物性一覧No.68参照
エンジン潤滑装置 オイルポンプ アルミニウム合金 軽量性

耐圧性
鋳造性

物性一覧No.6、45、46、51を参照

エンジン潤滑装置 オイルポンプ アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51を参照
エンジン潤滑装置 オイルポンプ アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51を参照
エンジン潤滑装置 オイルポンプ アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51を参照
エンジン潤滑装置 オイルポンプ アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51を参照
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
エンジン潤滑装置 オイルポンプ PF樹脂（フェノール）-GF複合材 耐熱性

高温強度
剛性

物性一覧No.61参照

エンジン潤滑装置 オイルポンプ PF樹脂（フェノール）-GF複合材 物性一覧No.61参照
エンジン潤滑装置 オイルポンプ FKM（フッ素ゴム）
エンジン潤滑装置 オイルポンプ ACM（アクリルゴム）
エンジン潤滑装置 オイルポンプ AEM(エチレンアクリレ－トゴム）
エンジン潤滑装置 オイルポンプ NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム）
エンジン潤滑装置 オイルポンプ 焼結合金 剛性

低コスト
エンジン潤滑装置 オイルレベルゲージ PA66
エンジン潤滑装置 オイルレベルゲージ PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
エンジン潤滑装置 オイルレベルゲージ PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
エンジン潤滑装置 オイルレベルゲージ PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ 耐LLC性 鋳鉄 耐熱性

エンジン冷却装置 ウォーターポンプ 耐水性 鋳鉄 耐熱性

エンジン冷却装置 ウォーターポンプ 耐熱性 ステンレス鋼 耐熱性

エンジン冷却装置 ウォーターポンプ ステンレス鋼 耐熱性
軽量性
低熱伝導率

エンジン冷却装置 ウォーターポンプ アルミニウム合金 軽量性 物性一覧No.6、45、46、51を参照
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ アルミニウム合金 鋳造性 物性一覧No.6、45、46、51を参照
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ アルミニウム合金 リサイクル性 物性一覧No.6、45、46、51を参照
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ アルミニウム合金 耐熱性 物性一覧No.6、45、46、51を参照
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51を参照
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51を参照
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51を参照
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ PA66
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ m-PPE（変性PPE）
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 耐熱性 物性一覧No.5、47、50、51参照
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 機械強度 物性一覧No.5、47、50、51参照
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 電気的特性 物性一覧No.5、47、50、51参照
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 耐薬品性 物性一覧No.5、47、50、51参照
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 軽量性 物性一覧No.5、47、50、51参照
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 物性一覧No.5、47、50、51参照
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 物性一覧No.5、47、50、51参照
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ PF樹脂（フェノール） 耐熱性

軽量性
難燃性

物性一覧No.61を参照

エンジン冷却装置 ウォーターポンプ PF樹脂（フェノール） 物性一覧No.61を参照
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ PF樹脂（フェノール） 物性一覧No.61を参照
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ PF樹脂（フェノール） 物性一覧No.61を参照
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ PF樹脂（フェノール） 物性一覧No.61を参照
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ PF樹脂（フェノール）-GF複合材 耐熱性

高温強度
剛性

物性一覧No.61参照

エンジン冷却装置 ウォーターポンプ PF樹脂（フェノール）-GF複合材 物性一覧No.61参照
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ アラミド
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ アラミド
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ アラミド
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ アラミド
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ アラミド
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ EPDM（エチレン・プロピレン・ジエンゴム）
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム）
エンジン冷却装置 ウォーターポンプ HNBR(水素化ニトリルゴム）
エンジン冷却装置 エンジン冷却系部品 PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
エンジン冷却装置 エンジン冷却系部品 PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
エンジン冷却装置 エンジン冷却系部品 アラミド
エンジン冷却装置 エンジン冷却系部品 AEM(エチレンアクリレ－トゴム） 耐油性 物性一覧No.72参照
エンジン冷却装置 エンジン冷却系部品 AEM(エチレンアクリレ－トゴム） 物性一覧No.72参照
エンジン冷却装置 エンジン冷却系部品 EPM（エチレン・プロピレンゴム） 物性一覧No.62参照
エンジン冷却装置 エンジン冷却系部品 EPM（エチレン・プロピレンゴム） 物性一覧No.62参照
エンジン冷却装置 エンジン冷却系部品 レーヨン
エンジン冷却装置 サーモスタット アルミニウム合金
エンジン冷却装置 サーモスタット m-PPE（変性PPE）
エンジン冷却装置 サーモスタット PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
エンジン冷却装置 サーモスタット PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
エンジン冷却装置 サーモスタット PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
エンジン冷却装置 サーモスタット PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
エンジン冷却装置 サーモスタット アラミド
エンジン冷却装置 サーモスタット アラミド
エンジン冷却装置 サーモスタット アラミド
エンジン冷却装置 ラジエーター アルミニウム 低コスト化
エンジン冷却装置 ラジエーター アルミニウム 高機能化
エンジン冷却装置 ラジエーター アルミニウム 高精度化
エンジン冷却装置 ラジエーター アルミニウム 軽量化
エンジン冷却装置 ラジエーター アルミニウム 低環境負荷の製造法
エンジン冷却装置 ラジエーター アルミニウム 軽量
エンジン冷却装置 ラジエーター アルミニウム 高比強度
エンジン冷却装置 ラジエーター アルミニウム 耐食性良好
エンジン冷却装置 ラジエーター アルミニウム 非磁性
エンジン冷却装置 ラジエーター アルミニウム合金
エンジン冷却装置 ラジエーター アルミニウム合金
エンジン冷却装置 ラジエーター 銅
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
エンジン冷却装置 ラジエーター 銅 アルミ
エンジン冷却装置 ラジエーター PA6 強靭性

耐磨耗性
耐油性
剛性
耐熱性
耐薬品性

物性一覧No.5、51参照

エンジン冷却装置 ラジエーター PA6 物性一覧No.5、51参照
エンジン冷却装置 ラジエーター PA66-GF複合材 比重　1.37

曲げ弾性率　80,000kg/㎝2
剛性メリット　6.77
物性一覧No.29参照

エンジン冷却装置 ラジエーター PA66-GF複合材 比重　1.37
曲げ弾性率　80,000kg/㎝2
剛性メリット　6.77
物性一覧No.29参照

エンジン冷却装置 ラジエーター POM樹脂（ポリアセタール） 弾性回復性
耐磨耗疲労強度
耐薬品性
耐磨耗性

物性一覧No.5参照

エンジン冷却装置 ラジエーター PP系スタンパブルシート 比重　1.18
曲げ弾性率　56,000kg/㎝2
剛性メリット　6.98
及び物性一覧No.3参照

エンジン冷却装置 ラジエーター PP系スタンパブルシート 比重　1.18
曲げ弾性率　56,000kg/㎝2
剛性メリット　6.98
及び物性一覧No.3参照

エンジン冷却装置 ラジエーター EPM（エチレン・プロピレンゴム） 耐水性
耐侯性
絶縁性
耐圧縮永久歪み性

物性一覧No.62参照

エンジン冷却装置 ラジエーター EPM（エチレン・プロピレンゴム） 物性一覧No.62参照
エンジン冷却装置 ラジエーターファンシュラウド 鋼板 物性一覧No.6、8～26、35、45、46参照
エンジン冷却装置 ラジエーターファンシュラウド 鋼板 物性一覧No.6、8～26、35、45、46参照
エンジン冷却装置 ラジエーターファンシュラウド PP樹脂（ポリプロピレン）
エンジン冷却装置 ラジエーターファンシュラウド PP樹脂（ポリプロピレン）
エンジン冷却装置 ラジエーターファンシュラウド PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材 耐熱剛性

(以下、モーターステイ付の場合)

振動疲労特性
高温クリープ特性

物性一覧No.27、31、37等を参照

エンジン冷却装置 ラジエーターファンシュラウド PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材 物性一覧No.27、31、37等を参照
エンジン冷却装置 ラジエーターファンシュラウド ABS樹脂
エンジン冷却装置 ラジエーターファンシュラウド PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
エンジン冷却装置 ラジエーターファンシュラウド PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
エンジン冷却装置 ラジエーターファンシュラウド PA6
エンジン冷却装置 ラジエーターファンシュラウド PA66
エンジン冷却装置 ラジエーターホース 耐水性 PP樹脂（ポリプロピレン）
エンジン冷却装置 ラジエーターホース 耐熱性 ABS樹脂
エンジン冷却装置 ラジエーターホース 耐LLC性 PA樹脂（ポリアミド） 耐摩耗性
エンジン冷却装置 ラジエーターホース PA樹脂（ポリアミド） 耐衝撃性
エンジン冷却装置 ラジエーターホース PA樹脂（ポリアミド） 耐熱性
エンジン冷却装置 ラジエーターホース PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
エンジン冷却装置 ラジエーターホース アラミド
エンジン冷却装置 ラジエーターホース EPDM（エチレン・プロピレン・ジエンゴム） 耐熱性
エンジン冷却装置 ラジエーターホース EPDM（エチレン・プロピレン・ジエンゴム） 耐候性
エンジン冷却装置 ラジエーターホース EPDM（エチレン・プロピレン・ジエンゴム） 耐オゾン性
エンジン冷却装置 ラジエーターホース EPDM（エチレン・プロピレン・ジエンゴム）
エンジン冷却装置 ラジエーターマウントブラケット ハイテン鋼
エンジン冷却装置 ラジエーターマウントブラケット m-PPE（変性PPE）
エンジン冷却装置 ラジエーターマウントブラケット PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
エンジン冷却装置 ラジエーターリザーバータンク 耐熱性

耐LCC(ラジエーター液)性
アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51を参照

エンジン冷却装置 ラジエーターリザーバータンク アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51を参照
エンジン冷却装置 ラジエーターリザーバータンク 黄銅 強度

展延性
エンジン冷却装置 ラジエーターリザーバータンク PP樹脂（ポリプロピレン）
エンジン冷却装置 ラジエーターリザーバータンク PP樹脂（ポリプロピレン）
エンジン冷却装置 ラジエーターリザーバータンク PP樹脂（ポリプロピレン）
エンジン冷却装置 ラジエーターリザーバータンク PE樹脂（ポリエチレン）
エンジン冷却装置 ラジエーターリザーバータンク PA樹脂（ポリアミド） 成形自由度
エンジン冷却装置 ラジエーターリザーバータンク PA樹脂（ポリアミド） 耐熱性
エンジン冷却装置 ラジエーターリザーバータンク PA樹脂（ポリアミド）-強化材 物性一覧No.29．38参照
エンジン冷却装置 ラジエーターリザーバータンク PA樹脂（ポリアミド）-強化材 物性一覧No.29．38参照
エンジン冷却装置 ラジエーターリザーバータンク PA66
エンジン冷却装置 ラジエーターリザーバータンク PA66-GF複合材 耐熱性

耐油性
耐摩擦性
機械特性
耐薬品性

比重　1.37
曲げ弾性率　80,000kg/㎝2
剛性メリット　6.77

エンジン冷却装置 ラジエーターリザーバータンク PA66-GF複合材 強靭性
剛性

比重　1.37
曲げ弾性率　80,000kg/㎝2
剛性メリット　6.77
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
エンジン冷却装置 ラジエーターリザーバータンク PA66-GF複合材 比重　1.37

曲げ弾性率　80,000kg/㎝2
剛性メリット　6.77

エンジン冷却装置 ラジエーターリザーバータンク アラミド
エンジン冷却装置 冷却ファンモジュール PP樹脂（ポリプロピレン）
エンジン冷却装置 冷却ファンモジュール PA66
エンジン冷却装置 冷却ファン 軽量化 鋼板 物性一覧No.6、8～26、35、45、46参照
エンジン冷却装置 冷却ファン 鋼板 物性一覧No.6、8～26、35、45、46参照
エンジン冷却装置 冷却ファン PP樹脂（ポリプロピレン） 高温引張特性 物性一覧No.7、51参照
エンジン冷却装置 冷却ファン PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
エンジン冷却装置 冷却ファン PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
エンジン冷却装置 冷却ファン PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
エンジン冷却装置 冷却ファン PP-強化材 物性一覧No.35参照
エンジン冷却装置 冷却ファン PP-強化材 物性一覧No.35参照
エンジン冷却装置 冷却ファン PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材 高温引張特性 物性一覧No.27、31、37等を参照
エンジン冷却装置 冷却ファン PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材 物性一覧No.27、31、37等を参照
エンジン冷却装置 冷却ファン PA樹脂（ポリアミド） 耐摩耗性 物性一覧No.47参照
エンジン冷却装置 冷却ファン PA樹脂（ポリアミド） 耐衝撃性 物性一覧No.47参照
エンジン冷却装置 冷却ファン PA樹脂（ポリアミド） 耐熱性
エンジン冷却装置 冷却ファン PA樹脂（ポリアミド） 成形自由度
エンジン冷却装置 冷却ファン PA樹脂（ポリアミド） 耐熱性
エンジン冷却装置 冷却ファン PA樹脂（ポリアミド）
エンジン冷却装置 冷却ファン PA樹脂（ポリアミド）
エンジン冷却装置 冷却ファン PA樹脂（ポリアミド）
エンジン冷却装置 冷却ファン PA樹脂（ポリアミド）-強化材 物性一覧No.29、38参照
エンジン冷却装置 冷却ファン PA樹脂（ポリアミド）-強化材 物性一覧No.29、38参照
エンジン冷却装置 冷却ファン m-PPE（変性PPE）
エンジン冷却装置 冷却ファンカップリング PA樹脂（ポリアミド） 成形自由度
エンジン冷却装置 冷却ファンカップリング m-PPE（変性PPE） 耐熱性
エンジン冷却装置 冷却ファンベルト 耐熱性 CR（クロロプレンゴム）
エンジン冷却装置 冷却ファンベルト 耐摩耗性 CR（クロロプレンゴム）
エンジン電装品 エンジン電装部品 アルミニウム合金
エンジン電装品 エンジン電装部品 m-PPE（変性PPE）
エンジン電装品 エンジン電装部品 PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
エンジン電装品 エンジン電装部品 PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
エンジン電装品 エンジン電装部品 PBT/PET系ポリマーアロイ 強度
エンジン電装品 エンジン電装部品 PBT/PET系ポリマーアロイ 剛性
エンジン電装品 エンジン電装部品 PBT/PET系ポリマーアロイ 耐摩耗性
エンジン電装品 エンジン電装部品 PBT/PET系ポリマーアロイ 寸法安定性
エンジン電装品 エンジン電装部品 PBT/PET系ポリマーアロイ 電気特性
エンジン電装品 エンジン電装部品 PBT/PET系ポリマーアロイ
エンジン電装品 オルタネーター 炭素鋼
エンジン電装品 オルタネーター アルミニウム
エンジン電装品 オルタネーター PP樹脂（ポリプロピレン）
エンジン電装品 オルタネーター AS樹脂（アクリロ二トリル・スチレン）
エンジン電装品 オルタネーター PA樹脂（ポリアミド）
エンジン電装品 オルタネーター PA66
エンジン電装品 オルタネーター PC樹脂（ポリカーボネート）
エンジン電装品 オルタネーター m-PPE（変性PPE）
エンジン電装品 オルタネーター PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
エンジン電装品 オルタネーター PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
エンジン電装品 オルタネーター PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
エンジン電装品 オルタネーター PEEK樹脂（ポリエーテルケトン） 耐熱性

耐疲労性
耐薬品性

物性一覧No.5,44参照

エンジン電装品 オルタネーター PEEK樹脂（ポリエーテルケトン） 物性一覧No.5,44参照
エンジン電装品 オルタネーター PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 耐熱性

耐薬品性
難燃性

物性一覧No.5、47、50、51参照

エンジン電装品 オルタネーター PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 物性一覧No.5、47、50、51参照
エンジン電装品 オルタネーター PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 物性一覧No.5、47、50、51参照
エンジン電装品 オルタネーター PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 物性一覧No.5、47、50、51参照
エンジン電装品 オルタネーター PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 物性一覧No.5、47、50、51参照
エンジン電装品 オルタネーター FRP(繊維強化プラスチック）
エンジン電装品 ジャンクションボックス 小型化 アルミニウム合金 放熱性 物性一覧No.6、45、46、51を参照
エンジン電装品 ジャンクションボックス アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51を参照
エンジン電装品 ジャンクションボックス PP樹脂（ポリプロピレン） リサイクル性

低コスト
耐薬品性
圧縮強度
対衝撃強度

物性一覧No.7、51参照

エンジン電装品 ジャンクションボックス PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
エンジン電装品 ジャンクションボックス PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材 耐熱剛性

寸法制度
物性一覧No.27、31、37等を参照

エンジン電装品 ジャンクションボックス PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材 物性一覧No.27、31、37等を参照
エンジン電装品 ジャンクションボックス PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
エンジン電装品 ジャンクションボックス PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
エンジン電装品 ジャンクションボックス PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 物性一覧No.5、47、51、56等参照
エンジン電装品 ジャンクションボックス PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 物性一覧No.5、47、51、56等参照
エンジン電装品 ジャンクションボックス PA/PPE系ポリマーアロイ 耐熱性

リサイクル性
物性一覧No.34参照

エンジン電装品 ジャンクションボックス PA/PPE系ポリマーアロイ 物性一覧No.34参照
エンジン電装品 スターターモーター 快削鋼
エンジン電装品 スターターモーター 合金鋼
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
エンジン電装品 スターターモーター AS樹脂（アクリロ二トリル・スチレン）
エンジン電装品 スターターモーター PA樹脂（ポリアミド）
エンジン電装品 スターターモーター PA66
エンジン電装品 スターターモーター PC樹脂（ポリカーボネート）
エンジン電装品 スターターモーター PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
エンジン電装品 スターターモーター PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
エンジン電装品 スターターモーター FRP(繊維強化プラスチック）
エンジン電装品 バッテリ・ケース PP樹脂（ポリプロピレン） 曲げに強い
エンジン電装品 バッテリ・ケース PP樹脂（ポリプロピレン） 耐熱性
エンジン電装品 バッテリ・ケース PP樹脂（ポリプロピレン） 耐溶剤性
エンジン電装品 バッテリー 11 アルミニウム合金 アルミ
エンジン電装品 バッテリー PP樹脂（ポリプロピレン） 耐薬品性

寸法制度
熱板溶着性

物性一覧No.7、51参照

エンジン電装品 バッテリー PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
エンジン電装品 バッテリー PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
エンジン電装品 バッテリー ABS樹脂
エンジン電装品 バッテリー AS樹脂（アクリロ二トリル・スチレン） 物性一覧No.74参照
エンジン電装品 バッテリー AS樹脂（アクリロ二トリル・スチレン） 物性一覧No.74参照
エンジン電装品 バッテリー AS樹脂（アクリロ二トリル・スチレン） 物性一覧No.74参照
エンジン電装品 バッテリー ASA樹脂
エンジン電装品 バッテリー AAS
エンジン電装品 バッテリー AES樹脂（アクリロニトリル・エチレン-プロピレン-ジエン・スチレン）
エンジン電装品 バッテリー PF樹脂（フェノール）
エンジン電装品 バッテリー PF樹脂（フェノール）
エンジン電装品 バッテリー エボナイト 物性一覧No.73参照
エンジン電装品 バッテリー エボナイト 物性一覧No.73参照
エンジン電装品 バッテリー PP系スタンパブルシート 比重　1.18

曲げ弾性率　56,000kg/㎝2
剛性メリット　6.98
及び物性一覧No.3参照

エンジン電装品 バッテリー 消去 アルミ
エンジン電装品 バッテリー 消去
エンジン電装品 ヒューズ PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 耐熱性

耐衝撃性
耐薬品性
耐吸湿性

物性一覧No.5、47、51、56等参照

エンジン電装品 ヒューズ PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 物性一覧No.5、47、51、56等参照
エンジン電装品 ヒューズボックス m-PPE（変性PPE）
エンジン電装品 ヒューズボックス PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
エンジンコントロール部品 エンジンECU PP樹脂（ポリプロピレン）
エンジンコントロール部品 エンジンECU POM樹脂（ポリアセタール）
エンジンコントロール部品 エンジンECU PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
エンジンコントロール部品 エンジンECU PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
エンジンコントロール部品 エンジンECU PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
エンジン部品 - マグネシウム合金 強度高
エンジン部品 - マグネシウム合金 靭性高
エンジン部品 Vベルト 耐屈曲性 PA66
エンジン部品 Vベルト 耐摩耗性 NR（天然性ゴム）
エンジン部品 Vベルト 耐熱性 EPDM（エチレン・プロピレン・ジエンゴム）
エンジン部品 Vベルト NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム）
エンジン部品 Vベルト HNBR(水素化ニトリルゴム）
エンジン部品 Vベルト HNBR(水素化ニトリルゴム）
エンジン部品 Vベルト CR（クロロプレンゴム） 耐候性
エンジン部品 Vベルト CR（クロロプレンゴム） 耐油性
エンジン部品 Vベルト CR（クロロプレンゴム）
エンジン部品 Vベルト CR（クロロプレンゴム）
エンジン部品 エンジンマウント 低動倍率 ハイテン鋼
エンジン部品 エンジンマウント 耐ヘタリ性 ハイテン鋼
エンジン部品 エンジンマウント 疲労耐久性 チタン合金 低コスト化
エンジン部品 エンジンマウント 耐熱性 チタン合金 高機能化
エンジン部品 エンジンマウント チタン合金 高精度化
エンジン部品 エンジンマウント チタン合金 軽量化
エンジン部品 エンジンマウント チタン合金 低環境負荷の製造法
エンジン部品 エンジンマウント チタン合金 軽量
エンジン部品 エンジンマウント チタン合金 高比強度
エンジン部品 エンジンマウント チタン合金 高温強度
エンジン部品 エンジンマウント チタン合金 低熱伝導度
エンジン部品 エンジンマウント チタン合金 高耐食性
エンジン部品 エンジンマウント チタン合金 生体適合性
エンジン部品 エンジンマウント PP-強化材 物性一覧No.35参照
エンジン部品 エンジンマウント PP-強化材 物性一覧No.35参照
エンジン部品 エンジンマウント PA樹脂（ポリアミド）
エンジン部品 エンジンマウント PA樹脂（ポリアミド）-強化材 物性一覧No.29．38参照
エンジン部品 エンジンマウント PA樹脂（ポリアミド）-強化材 物性一覧No.29．38参照
エンジン部品 エンジンマウント PA樹脂（ポリアミド）-強化材 物性一覧No.29．38参照
エンジン部品 エンジンマウント PA樹脂（ポリアミド）-強化材 物性一覧No.29．38参照
エンジン部品 エンジンマウント PA66
エンジン部品 エンジンマウント NR（天然性ゴム）
エンジン部品 エンジンマウント NR（天然性ゴム）
エンジン部品 エンジンマウント SBR（スチレン・ブタジエンゴム） 耐ブレーキ液性

防振特性
物性一覧No.62参照

エンジン部品 エンジンマウント SBR（スチレン・ブタジエンゴム） 物性一覧No.62参照
エンジン部品 エンジンマウント S-SBR（溶液重合SBR）

17 / 72 ページ



大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
エンジン部品 エンジンマウント BR（ブタジエンゴム）
エンジン部品 エンジンマウント CR（クロロプレンゴム） 耐侯性

耐疲労性
耐グリース性

物性一覧No.62参照

エンジン部品 エンジンマウント CR（クロロプレンゴム） 物性一覧No.62参照
エンジン部品 エンジンマウント 防振ゴム 防振性能

耐久性(耐疲労性、耐熱性、耐ヘタリ性、耐寒
性、対オゾン性、耐金具接着性)

物性一覧No.62参照

エンジン部品 エンジンマウント 防振ゴム 物性一覧No.62参照
エンジン部品 エンジン部品 アルミニウム合金 結晶化度
エンジン部品 エンジン部品 アルミニウム合金
エンジン部品 エンジン部品 アルミニウム合金
エンジン部品 エンジン部品 銅合金
エンジン部品 エンジン部品 PA樹脂（ポリアミド） 耐熱性
エンジン部品 エンジン部品 PA樹脂（ポリアミド） 遮音性
エンジン部品 エンジン部品 PA樹脂（ポリアミド） 耐油性
エンジン部品 エンジン部品 PA樹脂（ポリアミド） 強度
エンジン部品 エンジン部品 POM樹脂（ポリアセタール） 金属に近い性質
エンジン部品 エンジン部品 PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 耐熱性
エンジン部品 エンジン部品 PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 機械的強度
エンジン部品 エンジン部品 PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 剛性
エンジン部品 エンジン部品 PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 難燃性
エンジン部品 エンジン部品 PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 電気的特性
エンジン部品 エンジン部品 アラミド
クラッチ クラッチカバーCOMP 鋳鉄
クラッチ クラッチカバーCOMP ダクタイル鋳鉄
クラッチ クラッチカバーCOMP アルミニウム合金
クラッチ クラッチカバーCOMP 再生塊合金
クラッチ クラッチディスク 耐熱性 PF樹脂（フェノール）
クラッチ クラッチディスク 耐摩耗性 SBR（スチレン・ブタジエンゴム）
クラッチ クラッチディスク NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム）
クラッチ クラッチディスク HNBR(水素化ニトリルゴム）
クラッチ クラッチディスク GF
クラッチ クラッチマスターシリンダー／ポンプ 鋳鉄
クラッチ クラッチマスターシリンダー／ポンプ ダクタイル鋳鉄
クラッチ クラッチマスターシリンダー／ポンプ 炭素鋼
クラッチ クラッチマスターシリンダー／ポンプ 鋼板
クラッチ クラッチマスターシリンダー／ポンプ アルミニウム合金
クラッチ クラッチマスターシリンダー／ポンプ PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
クラッチ クラッチマスターシリンダー／ポンプ PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
クラッチ クラッチ部品 POM樹脂（ポリアセタール）
マニュアルトランスミッション シフトフォーク 可鍛鋳鉄
マニュアルトランスミッション シフトフォーク 炭素鋼
マニュアルトランスミッション シフトフォーク アルミニウム合金
マニュアルトランスミッション シフトレバー 炭素鋼
マニュアルトランスミッション シフトレバー 炭素鋼
マニュアルトランスミッション シフトレバー 快削鋼
マニュアルトランスミッション シフトレバー 鋼板
マニュアルトランスミッション シフトレバー アルミニウム合金
マニュアルトランスミッション シフトレバー アルミニウム合金
マニュアルトランスミッション シフトレバー アルミニウム合金
マニュアルトランスミッション シフトレバー アルミニウム合金
マニュアルトランスミッション シフトレバー アルミニウム合金
マニュアルトランスミッション シフトレバー PP樹脂（ポリプロピレン）
マニュアルトランスミッション シフトレバー PP樹脂（ポリプロピレン）
マニュアルトランスミッション シフトレバー PP樹脂（ポリプロピレン）
マニュアルトランスミッション シフトレバー PVC樹脂（ポリ塩化ビニル）
マニュアルトランスミッション シフトレバー PVC樹脂（ポリ塩化ビニル）
マニュアルトランスミッション シフトレバー SPVC（軟質ポリ塩化ビニール樹脂） 物性一覧No.78参照
マニュアルトランスミッション シフトレバー SPVC（軟質ポリ塩化ビニール樹脂） 物性一覧No.78参照
マニュアルトランスミッション シフトレバー ABS樹脂
マニュアルトランスミッション シフトレバー ABS樹脂
マニュアルトランスミッション シフトレバー PA樹脂（ポリアミド）
マニュアルトランスミッション シフトレバー PA樹脂（ポリアミド）
マニュアルトランスミッション シフトレバー PA樹脂（ポリアミド）
マニュアルトランスミッション シフトレバー POM樹脂（ポリアセタール）
マニュアルトランスミッション シフトレバー POM樹脂（ポリアセタール）
マニュアルトランスミッション シフトレバー POM樹脂（ポリアセタール）
マニュアルトランスミッション シフトレバー PC樹脂（ポリカーボネート）
マニュアルトランスミッション シフトレバー PF樹脂（フェノール）
マニュアルトランスミッション シフトレバー PF樹脂（フェノール）
マニュアルトランスミッション シフトレバー PUR樹脂（ポリウレタン）-TPU複合材
マニュアルトランスミッション シフトレバー PUR樹脂（ポリウレタン）-TPU複合材
マニュアルトランスミッション シフトレバー TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
マニュアルトランスミッション シフトレバー TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
マニュアルトランスミッション シフトレバー TPU（ポリウレタン熱可塑性エラストマー） 触感

耐摩耗性
物性一覧No.75参照

マニュアルトランスミッション シフトレバー TPU（ポリウレタン熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
マニュアルトランスミッション シフトレバー TPU（ポリウレタン熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
マニュアルトランスミッション シフトレバー TPE（熱可塑性エラストマー）
マニュアルトランスミッション シフトレバー TPE（熱可塑性エラストマー）
マニュアルトランスミッション シフトレバー TPE（熱可塑性エラストマー）
マニュアルトランスミッション シフトレバー TPS（スチレン系） 物性一覧No.77参照
マニュアルトランスミッション シフトレバー TPS（スチレン系） 物性一覧No.77参照
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
マニュアルトランスミッション シフトレバー CFRP
マニュアルトランスミッション シフトレバー CFRP
マニュアルトランスミッション マニュアルトランスミッション部品 アルミニウム合金
マニュアルトランスミッション マニュアルトランスミッション部品 アルミニウム合金
マニュアルトランスミッション マニュアルトランスミッション部品 マグネシウム合金 軽量化 物性一覧No.6を参照
マニュアルトランスミッション マニュアルトランスミッション部品 マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
マニュアルトランスミッション マニュアルトランスミッション部品 マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
マニュアルトランスミッション マニュアルトランスミッション部品 ポリエステル 物性一覧No.66参照
マニュアルトランスミッション マニュアルトランスミッション部品 ポリエステル 物性一覧No.66参照
マニュアルトランスミッション マニュアルトランスミッション部品 PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-強化材 耐熱性

高剛性
寸法安定性
低クリープ

物性一覧No.67参照

マニュアルトランスミッション マニュアルトランスミッション部品 PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-強化材 物性一覧No.67参照
マニュアルトランスミッション マニュアルトランスミッション部品 PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
マニュアルトランスミッション マニュアルトランスミッション部品 PF樹脂（フェノール）
マニュアルトランスミッション マニュアルトランスミッション部品 CFRP
マニュアルトランスミッション マニュアルトランスミッション部品 アラミド繊維 物性一覧No.79参照
マニュアルトランスミッション マニュアルトランスミッション部品 アラミド繊維 物性一覧No.79参照
マニュアルトランスミッション マニュアルトランスミッション部品 ACM（アクリルゴム） 物性一覧No.62参照
マニュアルトランスミッション マニュアルトランスミッション部品 ACM（アクリルゴム） 物性一覧No.62参照
マニュアルトランスミッション マニュアルトランスミッション部品 NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム） 物性一覧No.62参照
マニュアルトランスミッション マニュアルトランスミッション部品 NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム） 物性一覧No.62参照
マニュアルトランスミッション マニュアルトランスミッション部品 CR（クロロプレンゴム） 物性一覧No.62参照
マニュアルトランスミッション マニュアルトランスミッション部品 CR（クロロプレンゴム） 物性一覧No.62参照
マニュアルトランスミッション ミッションケース 剛性

軽量性「
アルミニウム合金 クリープ特性

鋳造性
耐食性
軽量性

物性一覧No.6、45、46、51を参照

マニュアルトランスミッション ミッションケース アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51を参照
マニュアルトランスミッション ミッションケース マグネシウム合金 剛性 物性一覧No.6を参照
マニュアルトランスミッション ミッションケース マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
マニュアルトランスミッション ミッションケース MCl-MC3系合金 強度高
マニュアルトランスミッション ミッションケース MCl-MC3系合金 靭性高
マニュアルトランスミッション ミッションケース MCl-MC3系合金 マグネシウム
オートマチックトランスミッション A/Tオイルポンプ ハイテン鋼
オートマチックトランスミッション A/Tオイルポンプ POM樹脂（ポリアセタール）
オートマチックトランスミッション A/Tクラッチ PF樹脂（フェノール）
オートマチックトランスミッション A/Tコントロール部品 硬鋼
オートマチックトランスミッション A/Tコントロール部品 ばね鋼
オートマチックトランスミッション A/Tコントロール部品 特殊鋼帯
オートマチックトランスミッション A/Tシフトレバー 炭素鋼
オートマチックトランスミッション A/Tシフトレバー 快削鋼
オートマチックトランスミッション A/Tシフトレバー 鋼板
オートマチックトランスミッション A/Tシフトレバー アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51参照
オートマチックトランスミッション A/Tシフトレバー アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51参照
オートマチックトランスミッション A/Tシフトレバー アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51参照
オートマチックトランスミッション A/Tシフトレバー アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51参照
オートマチックトランスミッション A/Tシフトレバー PP樹脂（ポリプロピレン）
オートマチックトランスミッション A/Tシフトレバー PP樹脂（ポリプロピレン）
オートマチックトランスミッション A/Tシフトレバー ABS樹脂
オートマチックトランスミッション A/Tシフトレバー PA樹脂（ポリアミド）
オートマチックトランスミッション A/Tシフトレバー PA樹脂（ポリアミド）
オートマチックトランスミッション A/Tシフトレバー PA樹脂（ポリアミド）-強化材 物性一覧No.29、38等参照
オートマチックトランスミッション A/Tシフトレバー PA樹脂（ポリアミド）-強化材 物性一覧No.29、38等参照
オートマチックトランスミッション A/Tシフトレバー POM樹脂（ポリアセタール） 物性一覧No.5参照
オートマチックトランスミッション A/Tシフトレバー POM樹脂（ポリアセタール） 物性一覧No.5参照
オートマチックトランスミッション A/Tシフトレバー CFRP
オートマチックトランスミッション A/T部品 アルミニウム合金
オートマチックトランスミッション A/T部品 アルミニウム合金
オートマチックトランスミッション A/T部品 アルミニウム合金
オートマチックトランスミッション A/T部品 マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
オートマチックトランスミッション A/T部品 PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
オートマチックトランスミッション A/T部品 PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
オートマチックトランスミッション A/T部品 PF樹脂（フェノール）
オートマチックトランスミッション A/T部品 PP系スタンパブルシート 比重　1.18

曲げ弾性率　56,000kg/㎝2
剛性メリット　6.98
及び物性一覧No.3参照

オートマチックトランスミッション A/T部品 TPC
オートマチックトランスミッション A/T部品 TPC
オートマチックトランスミッション トルクコンバーター アルミニウム合金
オートマチックトランスミッション トルクコンバーター アルミニウム合金
オートマチックトランスミッション トルクコンバーター ACM（アクリルゴム） 耐油性 物性一覧No.62参照

オートマチックトランスミッション トルクコンバーター ACM（アクリルゴム） 物性一覧No.62参照
ディファレンシャル 鋳鉄
ディファレンシャル 炭素鋼
ディファレンシャル クロム鋼
ディファレンシャル クロムモリブデン鋼
ディファレンシャル アルミニウム合金
ディファレンシャル アルミニウム合金
ディファレンシャル 焼結合金
ディファレンシャル デフギア 炭素鋼
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
ディファレンシャル デフギア 合金鋼
ディファレンシャル デフギア TSOP樹脂 耐熱性
ディファレンシャル デフギア TSOP樹脂 耐候性
ディファレンシャル デフギア TSOP樹脂 耐オゾン性
ディファレンシャル デフギア TPO(オレフィン系エラストマー） 耐熱性
ディファレンシャル デフギア TPO(オレフィン系エラストマー） 耐候性
ディファレンシャル デフギア TPO(オレフィン系エラストマー） 耐オゾン性
ディファレンシャル デフケース アルミニウム合金
ディファレンシャル デフ部品 耐摩耗性 再生塊合金
ディファレンシャル デフ部品 耐ギア油性 PP樹脂（ポリプロピレン）
ディファレンシャル デフ部品 耐寒性 PP樹脂（ポリプロピレン）
ディファレンシャル デフ部品 ABS樹脂
ディファレンシャル デフ部品 Q（シリコンゴム）
ディファレンシャル デフ部品 ACM（アクリルゴム）
ディファレンシャル デフ部品 AEM(エチレンアクリレ－トゴム）
4WDトランスファー クロム鋼
4WDトランスファー クロムモリブデン鋼
4WDトランスファー 4WDトランスファーケース アルミニウム合金
シャシー系モジュール エンジンサポート マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
シャシー系モジュール シャシーモジュール ハイテン鋼 物性一覧No.46参照
シャシー系モジュール シャシーモジュール ハイテン鋼 物性一覧No.46参照
シャシー系モジュール シャシーモジュール アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51参照
シャシー系モジュール シャシーモジュール アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51参照
シャシー系モジュール シャシーモジュール マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
シャシー系モジュール フロントサスペンションモジュール 59.6～31.7マグネシウム合金
シャシー系モジュール リアサスペンションモジュール 27.7～20.2マグネシウム合金
ステアリング ステアリングギア アルミニウム合金
ステアリング ステアリングギア TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ステアリング ステアリングギア TPE（熱可塑性エラストマー） リサイクル性
ステアリング ステアリングコラム 炭素鋼
ステアリング ステアリングコラムモジュール マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
ステアリング ステアリングシャフト 1.5~1.8kg（1.0~2.5 kg)鋼
ステアリング ステアリングシャフト 合金鋼
ステアリング ステアリングシャフト ニッケルクロムモリブデン鋼 軽量

高強度
比重7.8(g/cc)
引張強度140(kg/mm2)、ヤング率21000(kg/mm2)、比強
度18(103mm)、比弾性率27(103mm)

ステアリング ステアリングシャフト ニッケルクロムモリブデン鋼 比重7.8(g/cc)
引張強度140(kg/mm2)、ヤング率21000(kg/mm2)、比強
度18(103mm)、比弾性率27(103mm)

ステアリング ステアリングシャフト ニッケルクロムモリブデン鋼 比重7.8(g/cc)
引張強度140(kg/mm2)、ヤング率21000(kg/mm2)、比強
度18(103mm)、比弾性率27(103mm)

ステアリング ステアリングシャフト アルミニウム合金 光輝性
高強度
溶接性良好

対銀鏡値95%（羽布研磨、化学研磨、アルマイト後）、通
常合金の1.5倍
引張強さ250Mpa、耐力165Mpa、伸び13%
MIG溶接、TIG溶接等に適用可

ステアリング ステアリングシャフト アルミニウム合金 対銀鏡値95%（羽布研磨、化学研磨、アルマイト後）、通
常合金の1.5倍
引張強さ250Mpa、耐力165Mpa、伸び13%
MIG溶接、TIG溶接等に適用可

ステアリング ステアリングシャフト アルミニウム合金 対銀鏡値95%（羽布研磨、化学研磨、アルマイト後）、通
常合金の1.5倍
引張強さ250Mpa、耐力165Mpa、伸び13%
MIG溶接、TIG溶接等に適用可

ステアリング ステアリングシャフト アルミニウム合金 対銀鏡値95%（羽布研磨、化学研磨、アルマイト後）、通
常合金の1.5倍
引張強さ250Mpa、耐力165Mpa、伸び13%
MIG溶接、TIG溶接等に適用可

ステアリング ステアリングシャフト マグネシウム合金
ステアリング ステアリングジョイント 快削鋼
ステアリング ステアリングジョイント 合金鋼
ステアリング ステアリングジョイント マグネシウム 成形性が良い
ステアリング ステアリングジョイント マグネシウム レイアウトの自由度向上
ステアリング ステアリングジョイント マグネシウム合金
ステアリング ステアリングホース クロロスルフォン化ポリエチレン 物性一覧No.62参照
ステアリング ステアリングホース クロロスルフォン化ポリエチレン 物性一覧No.62参照
ステアリング ステアリングホース クロロスルフォン化ポリエチレン 物性一覧No.62参照
ステアリング ステアリングホース クロロスルフォン化ポリエチレン 物性一覧No.62参照
ステアリング ステアリングホース PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
ステアリング ステアリングホース PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
ステアリング ステアリングホース ACM（アクリルゴム） 物性一覧No.62参照
ステアリング ステアリングホース ACM（アクリルゴム） 物性一覧No.62参照
ステアリング ステアリングホース ACM（アクリルゴム） 物性一覧No.62参照
ステアリング ステアリングホース ACM（アクリルゴム） 物性一覧No.62参照
ステアリング ステアリングホース NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム） 物性一覧No.62参照
ステアリング ステアリングホース NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム） 物性一覧No.62参照
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
ステアリング ステアリングホース CR（クロロプレンゴム） 物性一覧No.62参照
ステアリング ステアリングホース CR（クロロプレンゴム） 物性一覧No.62参照
ステアリング ステアリングリンケージ 耐熱性 鋳鉄
ステアリング ステアリングリンケージ 触感性 炭素鋼
ステアリング ステアリングリンケージ 耐久性 炭素鋼
ステアリング ステアリングリンケージ 強度 快削鋼
ステアリング ステアリングリンケージ 合金鋼
ステアリング ステアリングリンケージ アルミニウム合金
ステアリング ステアリングリンケージ アルミニウム合金
ステアリング ステアリングリンケージ PP樹脂（ポリプロピレン） 低価格
ステアリング ステアリングリンケージ PP樹脂（ポリプロピレン） リサイクル性
ステアリング ステアリングリンケージ PP樹脂（ポリプロピレン） 加工特性
ステアリング ステアリングリンケージ PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 触感性
ステアリング ステアリングリンケージ PVC樹脂（ポリ塩化ビニル）
ステアリング ステアリングリンケージ ABS樹脂
ステアリング ステアリングリンケージ PUR樹脂（ポリウレタン） 触感性
ステアリング ステアリングリンケージ PUR樹脂（ポリウレタン）
ステアリング ステアリングリンケージ EP樹脂（エポキシ）
ステアリング ステアリングリンケージ TPC
ステアリング ステアリング部品 マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
ステアリング ステアリング部品 POM樹脂（ポリアセタール） 結晶化度
ステアリング ステアリング部品 POM樹脂（ポリアセタール） 金属に近い性質
ステアリング ステアリング部品 TPU（ポリウレタン熱可塑性エラストマー）
ステアリング ステアリング部品 TPU（ポリウレタン熱可塑性エラストマー）
ステアリング ステアリング部品 TPE（熱可塑性エラストマー） リサイクル性
ステアリング ステアリング部品 防振ゴム 防振性能

耐久性(耐疲労性、耐熱性、耐ヘタリ性、耐寒
性、対オゾン性、耐金具接着性)

物性一覧No.62参照

ステアリング ステアリング部品 防振ゴム 物性一覧No.62参照
ステアリング チルトステアリング マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
ステアリング パワーステアリング 耐熱性 21 鋳鉄
ステアリング パワーステアリング 耐圧性 アルミニウム合金
ステアリング パワーステアリング 耐劣化PSF性 アルミニウム合金
ステアリング パワーステアリング アルミニウム合金
ステアリング パワーステアリング アルミニウム合金
ステアリング パワーステアリング PA樹脂（ポリアミド）-強化材 物性一覧No.29、38等参照
ステアリング パワーステアリング PA樹脂（ポリアミド）-強化材 物性一覧No.29、38等参照
ステアリング パワーステアリング フッ素樹脂
ステアリング パワーステアリング FKM（フッ素ゴム）
ステアリング パワーステアリング ACM（アクリルゴム）
ステアリング パワーステアリング ACM（アクリルゴム）
ステアリング パワーステアリング ACM（アクリルゴム）
ステアリング パワーステアリング NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム）
ステアリング パワーステアリング NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム）
ステアリング パワーステアリング HNBR(水素化ニトリルゴム）
ステアリング パワーステアリング HNBR(水素化ニトリルゴム）
ステアリング パワーステアリング CSM（クロロスルホン化ポリエチレン）
ステアリング パワーステアリング 消去
ステアリング 電動パワーステアリング(EPS) PA6
サスペンション コイルスプリング 炭素鋼
サスペンション コイルスプリング ばね鋼
サスペンション コイルスプリング ばね鋼
サスペンション コイルスプリング アルミニウム合金
サスペンション コイルスプリング アルミニウム合金
サスペンション コントロールアーム 部材剛性 ハイテン鋼
サスペンション コントロールアーム 耐久強度 ハイテン鋼
サスペンション コントロールアーム アルミニウム合金
サスペンション コントロールアーム アルミニウム合金
サスペンション コントロールアーム 再生塊合金 強度
サスペンション コントロールアーム 再生塊合金 耐食性
サスペンション コントロールアーム 再生塊合金 強度
サスペンション コントロールアーム 再生塊合金 耐食性
サスペンション コントロールアーム マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
サスペンション コントロールアーム CFRP
サスペンション サスペンションクロスメンバー ハイテン鋼
サスペンション サスペンションストラット 疲労耐久性 チタン合金 低コスト化
サスペンション サスペンションストラット 低動倍率 チタン合金 高機能化
サスペンション サスペンションストラット チタン合金 高精度化
サスペンション サスペンションストラット チタン合金 軽量化
サスペンション サスペンションストラット チタン合金 低環境負荷の製造法
サスペンション サスペンションストラット チタン合金 軽量
サスペンション サスペンションストラット チタン合金 高比強度
サスペンション サスペンションストラット チタン合金 高温強度
サスペンション サスペンションストラット チタン合金 低熱伝導度
サスペンション サスペンションストラット チタン合金 高耐食性
サスペンション サスペンションストラット チタン合金 生体適合性
サスペンション サスペンションストラット TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
サスペンション サスペンションストラット 防振ゴム 防振性能

耐久性(耐疲労性、耐熱性、耐ヘタリ性、耐寒
性、対オゾン性、耐金具接着性)

物性一覧No.62参照

サスペンション サスペンションストラット 防振ゴム 物性一覧No.62参照
サスペンション サスペンションボールジョイント 鋳鉄
サスペンション サスペンションボールジョイント 炭素鋼
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
サスペンション サスペンションボールジョイント 軸受鋼
サスペンション サスペンションボールジョイント 合金鋼
サスペンション サスペンションボールジョイント PA66-GF複合材 強靭性

耐磨耗性
耐油性
剛性
耐熱性
耐薬品性

比重　1.37
曲げ弾性率　80,000kg/㎝2
剛性メリット　6.77
物性一覧No.29参照

サスペンション サスペンションボールジョイント PA66-GF複合材 比重　1.37
曲げ弾性率　80,000kg/㎝2
剛性メリット　6.77
物性一覧No.29参照

サスペンション サスペンションボールジョイント CR（クロロプレンゴム） 耐侯性
耐疲労性
耐グリース性

物性一覧No.62参照

サスペンション サスペンションボールジョイント CR（クロロプレンゴム） 物性一覧No.62参照
サスペンション サスペンションボールジョイント 焼結合金
サスペンション サスペンションボールジョイント TPC
サスペンション サスペンションマウントゴム TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
サスペンション サスペンションマウントゴム TPU（ポリウレタン熱可塑性エラストマー）
サスペンション サスペンション構成部品 ハイテン鋼
サスペンション サスペンション構成部品 ハイテン鋼
サスペンション サスペンション構成部品 ハイテン鋼
サスペンション サスペンション構成部品 ハイテン鋼
サスペンション スタビライザー 炭素鋼
サスペンション スタビライザー ばね鋼
サスペンション テンションロッド 防振ゴム 防振性能

耐久性(耐疲労性、耐熱性、耐ヘタリ性、耐寒
性、対オゾン性、耐金具接着性)

物性一覧No.62参照

サスペンション テンションロッド 防振ゴム 物性一覧No.62参照
サスペンション トーコントロールアーム ハイテン鋼
サスペンション リーフスプリング ばね鋼
サスペンション リーフスプリング FRP(繊維強化プラスチック）
サスペンション リーフスプリング TPC
エアサスペンション チタン合金 軽量化

静粛性
高出力化

エアサスペンション チタン合金
ショックアブソーバー類 ショックアブソーバー 耐熱性 炭素鋼
ショックアブソーバー類 ショックアブソーバー 耐油性 ABS樹脂
ショックアブソーバー類 ショックアブソーバー 耐摩耗性 ABS樹脂
ショックアブソーバー類 ショックアブソーバー 耐寒性 フッ素樹脂
ショックアブソーバー類 ショックアブソーバー フッ素樹脂
ショックアブソーバー類 ショックアブソーバー NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム）
ショックアブソーバー類 ショックアブソーバー HNBR(水素化ニトリルゴム）
ショックアブソーバー類 ショックアブソーバー HNBR(水素化ニトリルゴム）
ショックアブソーバー類 ショックアブソーバー HNBR(水素化ニトリルゴム）
ショックアブソーバー類 ショックアブソーバー部品 GFRP 物性一覧No.2参照
ロードホイール類 30.8～19.4マグネシウム合金（MG-Ai-Zn系） 軽量
ロードホイール類 マグネシウム合金（MG-Ai-Zn系） 高比強度
ロードホイール類 マグネシウム合金（MG-Ai-Zn系） 振動吸収性
ロードホイール類 マグネシウム合金（MG-Ai-Zn系） 耐くぼみ性
ロードホイール類 マグネシウム合金（MG-Ai-Zn系）
ロードホイール類 スチールホイール ハイテン鋼 マグネシウム
ロードホイール類 スチールホイール ハイテン鋼
ロードホイール類 スチールホイール ハイテン鋼
ロードホイール類 スチールホイール 超ハイテン鋼
ロードホイール類 スチールホイール 鋼板
ロードホイール類 スチールホイール アルミニウム合金
ロードホイール類 軽合金ホイール アルミニウム合金
ロードホイール類 軽合金ホイール 再生塊合金
タイヤ 高ウエットスキッド抵抗 32 亜鉛
タイヤ 高反発 11 カーボンブラック
タイヤ NR（天然性ゴム） 強い
タイヤ NR（天然性ゴム） 耐疲労性
タイヤ NR（天然性ゴム） 耐久性
タイヤ NR（天然性ゴム）
タイヤ SBR（スチレン・ブタジエンゴム） 強い
タイヤ SBR（スチレン・ブタジエンゴム） 耐疲労性
タイヤ SBR（スチレン・ブタジエンゴム） 耐久性
タイヤ SBR（スチレン・ブタジエンゴム）
タイヤ S-SBR（溶液重合SBR）
タイヤ E-SBR（乳化重合スチレン・ブタジエンゴム）
タイヤ BR（ブタジエンゴム） 耐摩耗性
タイヤ BR（ブタジエンゴム） 低発熱性
タイヤ BR（ブタジエンゴム）
タイヤ 高シスーブタジエンゴム
タイヤ IR（イソプレンゴム）
タイヤ IIR（ブチルゴム） 耐熱性
タイヤ IIR（ブチルゴム） 耐オゾン性
タイヤ IIR（ブチルゴム） 耐ガス透過性
タイヤ IIR（ブチルゴム） 衝撃吸収性
タイヤ IIR（ブチルゴム） 空気不透過性
タイヤ IIR（ブチルゴム）
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
タイヤ プロセスオイル
タイヤ 消去
タイヤ 消去
タイヤ 硫黄
タイヤ シリカ
タイヤ タイヤ部品 ハイテン鋼
タイヤ タイヤ部品 PLA（ポリ乳酸）
タイヤ タイヤ部品 TPU（ポリウレタン熱可塑性エラストマー）
タイヤ タイヤ部品 PP系スタンパブルシート 比重　1.18

曲げ弾性率　56,000kg/㎝2
剛性メリット　6.98
及び物性一覧No.3参照

タイヤ トラック・バス用タイヤ 低発熱性 NR（天然性ゴム）
タイヤ トラック・バス用タイヤ 耐チップカット性 IR（イソプレンゴム）
アクスル アクスルモジュール ハイテン鋼
アクスル アクスルモジュール ハイテン鋼
アクスル アクスル部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
アクスル アクスル部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
アクスル ドライブシャフト 13 ニッケルクロムモリブデン鋼
アクスル ドライブシャフト CFRP
アクスル ドライブシャフト CFRP
アクスル ドライブシャフト 消去
アクスル プロペラシャフト CFRP 強度
アクスル プロペラシャフト CFRP 剛性
アクスル プロペラシャフト CFRP
アクスル プロペラシャフト CFRP
アクスル プロペラシャフトセンターベアリング 防振ゴム 防振性能

耐久性(耐疲労性、耐熱性、耐ヘタリ性、耐寒
性、対オゾン性、耐金具接着性)

物性一覧No.62参照

アクスル プロペラシャフトセンターベアリング 防振ゴム 物性一覧No.62参照
アクスル ホイールハブ 57.9～22.3防振ゴム
アクスル 等速ジョイント タルク
アクスル 等速ジョイント エチレン共重合体
アクスル 等速ジョイント TSOP樹脂 耐熱性
アクスル 等速ジョイント TSOP樹脂 耐候性
アクスル 等速ジョイント TSOP樹脂 耐オゾン性
アクスル 等速ジョイント TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 耐熱性
アクスル 等速ジョイント TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 耐候性
アクスル 等速ジョイント TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 耐オゾン性
アクスル 等速ジョイント TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
アクスル 等速ジョイント TPC
ブレーキ 15.8～9.7タルク
ブレーキ サイドブレーキ マグネシウム合金
ブレーキ サイドブレーキ SPVC（軟質ポリ塩化ビニール樹脂）
ブレーキ サイドブレーキ SPVC（軟質ポリ塩化ビニール樹脂）
ブレーキ サイドブレーキ TPU（ポリウレタン熱可塑性エラストマー） 触感

耐摩耗性
ブレーキ サイドブレーキ TPU（ポリウレタン熱可塑性エラストマー）
ブレーキ サイドブレーキ TPS（スチレン系）
ブレーキ サイドブレーキ TPS（スチレン系）
ブレーキ ディスクブレーキ装置 鋳鉄
ブレーキ ディスクブレーキ装置 鋳鉄
ブレーキ ディスクブレーキ装置 鋳鉄
ブレーキ ディスクブレーキ装置 炭素鋼
ブレーキ ディスクブレーキ装置 ハイテン鋼
ブレーキ ディスクブレーキ装置 ハイテン鋼
ブレーキ ディスクブレーキ装置 鋼板
ブレーキ ディスクブレーキ装置 合金鋼
ブレーキ ディスクブレーキ装置 アルミニウム 低コスト化
ブレーキ ディスクブレーキ装置 アルミニウム 高機能化
ブレーキ ディスクブレーキ装置 アルミニウム 高精度化
ブレーキ ディスクブレーキ装置 アルミニウム 軽量化
ブレーキ ディスクブレーキ装置 アルミニウム 低環境負荷の製造法
ブレーキ ディスクブレーキ装置 アルミニウム 軽量
ブレーキ ディスクブレーキ装置 アルミニウム 高比強度
ブレーキ ディスクブレーキ装置 アルミニウム 耐食性良好
ブレーキ ディスクブレーキ装置 アルミニウム 非磁性
ブレーキ ディスクブレーキ装置 アルミニウム
ブレーキ ディスクブレーキ装置 アルミニウム合金
ブレーキ ディスクブレーキ装置 アルミニウム合金
ブレーキ ディスクブレーキ装置 アルミニウム合金
ブレーキ ディスクブレーキ装置 アルミニウム合金
ブレーキ ディスクブレーキ装置 アルミニウム合金
ブレーキ ディスクブレーキ装置 再生塊合金
ブレーキ ディスクブレーキ装置 SPVC（軟質ポリ塩化ビニール樹脂） 物性一覧No.78参照
ブレーキ ディスクブレーキ装置 SPVC（軟質ポリ塩化ビニール樹脂） 物性一覧No.78参照
ブレーキ ディスクブレーキ装置 PEEK樹脂（ポリエーテルケトン）
ブレーキ ディスクブレーキ装置 PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
ブレーキ ディスクブレーキ装置 PF樹脂（フェノール）
ブレーキ ディスクブレーキ装置 PF樹脂（フェノール）
ブレーキ ディスクブレーキ装置 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
ブレーキ ディスクブレーキ装置 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
ブレーキ ディスクブレーキ装置 TPU（ポリウレタン熱可塑性エラストマー） 触感

耐摩耗性
物性一覧No.76参照

ブレーキ ディスクブレーキ装置 TPU（ポリウレタン熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.76参照
ブレーキ ディスクブレーキ装置 TPS（スチレン系） 物性一覧No.77参照
ブレーキ ディスクブレーキ装置 TPS（スチレン系） 物性一覧No.77参照
ブレーキ ディスクブレーキ装置 アラミド
ブレーキ ディスクブレーキ装置 アラミド
ブレーキ ディスクブレーキ装置 カーボンセラミック
ブレーキ ディスクブレーキ装置 セラミックス
ブレーキ ディスクブレーキ装置 焼結合金
ブレーキ ディスクブレーキ装置 焼結合金
ブレーキ ディスクブレーキ装置 有機系摩擦材 熱的安定性

ブレーキ ディスクプレート ハイテン鋼
ブレーキ ドラムブレーキ装置 鋳鉄 プロポーショニングバルブ
ブレーキ ドラムブレーキ装置 鋳鉄
ブレーキ ドラムブレーキ装置 鋳鉄
ブレーキ ドラムブレーキ装置 鋳鉄
ブレーキ ドラムブレーキ装置 炭素鋼
ブレーキ ドラムブレーキ装置 アルミニウム合金 プロポーショニングバルブ
ブレーキ ドラムブレーキ装置 アルミニウム合金
ブレーキ ドラムブレーキ装置 アルミニウム合金
ブレーキ ドラムブレーキ装置 アルミニウム合金
ブレーキ ドラムブレーキ装置 アルミニウム合金
ブレーキ ドラムブレーキ装置 アルミニウム合金
ブレーキ ドラムブレーキ装置 アルミニウム合金
ブレーキ ドラムブレーキ装置 有機系摩擦材 熱的安定性

ブレーキ ブレーキチューブ 炭素鋼管
ブレーキ ブレーキバルブ 耐熱性 アルミニウム合金
ブレーキ ブレーキバルブ 耐ガソリン性 NBR/PVC
ブレーキ ブレーキバルブ 耐混酸性 PA樹脂（ポリアミド）
ブレーキ ブレーキバルブ 耐負圧性 EPDM（エチレン・プロピレン・ジエンゴム）
ブレーキ ブレーキバルブ ECO（エピクロルヒドリンゴム）
ブレーキ ブレーキブースター 炭素鋼
ブレーキ ブレーキブースター PF樹脂（フェノール）
ブレーキ ブレーキブースター 焼結合金
ブレーキ ブレーキホース 耐ブレーキフルード性 クロロスルフォン化ポリエチレン 物性一覧No.62参照
ブレーキ ブレーキホース クロロスルフォン化ポリエチレン 物性一覧No.62参照
ブレーキ ブレーキホース PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
ブレーキ ブレーキホース PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
ブレーキ ブレーキホース フッ素樹脂 耐熱性

耐薬品性
物性一覧No.75参照

ブレーキ ブレーキホース フッ素樹脂 物性一覧No.75参照
ブレーキ ブレーキホース PI樹脂（ポリイミド） 物性一覧No.44参照
ブレーキ ブレーキホース PI樹脂（ポリイミド） 物性一覧No.44参照
ブレーキ ブレーキホース ポリエステル繊維
ブレーキ ブレーキホース ビニロン
ブレーキ ブレーキホース SBR（スチレン・ブタジエンゴム） 物性一覧No.62参照
ブレーキ ブレーキホース SBR（スチレン・ブタジエンゴム） 物性一覧No.62参照
ブレーキ ブレーキホース SBR（スチレン・ブタジエンゴム） 物性一覧No.62参照
ブレーキ ブレーキホース EPDM（エチレン・プロピレン・ジエンゴム）
ブレーキ ブレーキホース NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム） 物性一覧No.62参照
ブレーキ ブレーキホース NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム） 物性一覧No.62参照
ブレーキ ブレーキホース CR（クロロプレンゴム） 物性一覧No.62参照
ブレーキ ブレーキホース CR（クロロプレンゴム） 物性一覧No.62参照
ブレーキ ブレーキホース CR（クロロプレンゴム） 物性一覧No.62参照
ブレーキ ブレーキホース EPM（エチレン・プロピレンゴム） 物性一覧No.62参照
ブレーキ ブレーキホース EPM（エチレン・プロピレンゴム） 物性一覧No.62参照
ブレーキ ブレーキホース EPM（エチレン・プロピレンゴム） 物性一覧No.62参照
ブレーキ ブレーキホース EPM（エチレン・プロピレンゴム） 物性一覧No.62参照
ブレーキ ブレーキホース EPM（エチレン・プロピレンゴム） 物性一覧No.62参照
ブレーキ ブレーキマスターシリンダー 鋳鉄
ブレーキ ブレーキマスターシリンダー アルミニウム合金
ブレーキ ブレーキマスターシリンダー PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
ブレーキ ブレーキライニング PF樹脂（フェノール）
ブレーキ ブレーキ部品 ハイテン鋼
ブレーキ ブレーキ部品 チタン合金 軽量化

静粛性
高出力化

物性一覧No.63を参照

ブレーキ ブレーキ部品 チタン合金 物性一覧No.63を参照
ブレーキ ブレーキ部品 チタン合金 物性一覧No.63を参照
ブレーキ ブレーキ部品 チタン合金 物性一覧No.63を参照
ブレーキ ブレーキ部品 PE樹脂（ポリエチレン） 水より軽い
ブレーキ ブレーキ部品 PE樹脂（ポリエチレン） 耐薬品性
ブレーキ ブレーキ部品 PE樹脂（ポリエチレン） 電気絶縁性
ブレーキ ブレーキ部品 PA樹脂（ポリアミド） 耐摩耗性
ブレーキ ブレーキ部品 PA樹脂（ポリアミド） 耐衝撃性
ブレーキ ブレーキ部品 PA樹脂（ポリアミド） 耐熱性
ブレーキ ブレーキ部品 PA6
ブレーキ ブレーキ部品 PA6
ブレーキ ブレーキ部品 POM樹脂（ポリアセタール） 結晶化度
ブレーキ ブレーキ部品 POM樹脂（ポリアセタール） 金属に近い性質
ブレーキ ブレーキ部品 PAI樹脂（ポリアミドイミド） 耐熱性

耐磨耗性
高温機械強度

物性一覧No.70参照
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
ブレーキ ブレーキ部品 PAI樹脂（ポリアミドイミド） 物性一覧No.70参照
ブレーキ ブレーキ部品 SBR（スチレン・ブタジエンゴム） 耐ブレーキ液性

防振特性
物性一覧No.62参照

ブレーキ ブレーキ部品 SBR（スチレン・ブタジエンゴム） 物性一覧No.62参照
サブブレーキ パーキングブレーキ ハイテン鋼
サブブレーキ パーキングブレーキ ハイテン鋼
サブブレーキ 補助ブレーキ（リターダー） 炭素鋼
車両ダイナミック制御システム ABS アルミニウム合金
車両ダイナミック制御システム ABS アルミニウム合金
車両ダイナミック制御システム ABS アルミニウム合金
車両ダイナミック制御システム ABS PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
車両ダイナミック制御システム ABS PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
車両ダイナミック制御システム ABS PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
ボディパネル 張り剛性 260.7～148.4鋳鉄
ボディパネル 耐デント性 合金鋳鉄
ボディパネル 成形性 ハイテン鋼
ボディパネル 軽量化 ハイテン鋼
ボディパネル アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51参照
ボディパネル アルミニウム合金
ボディパネル アルミニウム合金
ボディパネル アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51参照
ボディパネル アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51参照
ボディパネル アルミニウム合金（AI-Mg系） 高い伸び値、引張強度
ボディパネル アルミニウム合金（AI-Mg系） 高い伸び値、引張強度
ボディパネル アルミニウム合金（AI-Mg系） 低コスト
ボディパネル アルミニウム合金（AI-Mg系）
ボディパネル PP樹脂（ポリプロピレン）-LGF複合材
ボディパネル ABS樹脂 冷間圧延鋼板
ボディパネル ABS樹脂
ボディパネル ABS樹脂
ボディパネル m-PPE（変性PPE） 物性一覧No.7参照
ボディパネル m-PPE（変性PPE） 物性一覧No.7参照
ボディパネル PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 成形性
ボディパネル SMC（シート・モールディング・コンパウンド） 成形性
ボディパネル PA/PPE系ポリマーアロイ 成形性
ボディパネル PA/PPE系ポリマーアロイ 剛性
ボディパネル PA/PPE系ポリマーアロイ 耐熱性
ボディパネル PA/PPE系ポリマーアロイ 軽量
ボディパネル PA/PPE系ポリマーアロイ 成形性
ボディパネル PC/ABS系ポリマーアロイ 剛性
ボディパネル PC/ABS系ポリマーアロイ 耐熱性
ボディパネル PC/ABS系ポリマーアロイ 軽量
ボディパネル PC/ABS系ポリマーアロイ 成形性
ボディパネル PA/ABS系ポリマーアロイ 物性一覧No.33参照
ボディパネル PA/ABS系ポリマーアロイ 物性一覧No.33参照
ボディパネル PA/ABS系ポリマーアロイ
ボディパネル PC/PBT系ポリマーアロイ 物性一覧No.7、32等参照
ボディパネル PC/PBT系ポリマーアロイ 物性一覧No.7、32等参照
ボディパネル ポリウレア樹脂-GF複合材 成形性
ボディパネル FRP(繊維強化プラスチック） 電着塗装の有無
ボディパネル インサイドパネル ハイテン鋼
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 耐久性 鋼
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 リサイクル性 ハイテン鋼 強度
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 コスト面 ハイテン鋼
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 剛性 ハイテン鋼
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 耐衝撃性 IF鋼
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 機械強度 鋼板 強度

ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 機密性 鋼板 造形性
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 耐腐食性 鋼板 剛性

ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 安全性 鋼板 機密性
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 強度 鋼板
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 外観性 鋼板
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 耐侯性 鋼板
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 耐熱性 鋼板
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 低線膨張 鋼板
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 耐衝撃性 鋼板
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 意匠性 アルミニウム合金
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 耐傷付性 アルミニウム合金
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 長期外観 アルミニウム合金
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 質感 アルミニウム合金
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 クッション性 アルミニウム合金
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 軽量 アルミニウム合金
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 張り剛性 アルミニウム合金
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 耐デント性 アルミニウム合金
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 易異型押出性 アルミニウム合金
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 マグネシウム合金
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 マグネシウム合金
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 マグネシウム合金
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 マグネシウム合金
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 マグネシウム合金
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 マグネシウム合金
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 マグネシウム合金
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 マグネシウム合金
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン） 耐熱性

耐酸性
耐アルカリ性
機械強度

ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン） 耐熱剛性

ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン） 透明性
耐熱性

ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン） ヒンジ特性

ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP-強化材
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP-強化材
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP-強化材
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP-強化材
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材 剛性

衝撃性能
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材 耐候性

外観
耐熱性

ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材 耐熱剛性
塗装性

ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材 耐擦過傷性
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）-LGF複合材
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）-LGF複合材
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）-長繊維強化材
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）-長繊維強化材
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 変性PP
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 HDPE（高密度ポリエチレン） 軽量

耐衝撃性
耐薬品性
生産性

ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 HDPE（高密度ポリエチレン）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 HDPE（高密度ポリエチレン）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 HDPE（高密度ポリエチレン）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PVC樹脂（ポリ塩化ビニル）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PVC樹脂（ポリ塩化ビニル）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 SPVC（軟質ポリ塩化ビニール樹脂）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 SPVC（軟質ポリ塩化ビニール樹脂）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 SPVC（軟質ポリ塩化ビニール樹脂）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 SPVC（軟質ポリ塩化ビニール樹脂）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 SPVC（軟質ポリ塩化ビニール樹脂）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 SPVC（軟質ポリ塩化ビニール樹脂）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 ABS樹脂 耐衝撃性

成形性
低コスト

ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 ABS樹脂
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 ABS樹脂
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 ABS樹脂
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 ABS樹脂
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 ABS樹脂
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 ABS樹脂
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 ABS樹脂
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 ABS樹脂
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 ABS樹脂
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 ABS樹脂
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 ABS樹脂
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 ABS樹脂
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 ウレタン
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 BMC（バルク状不飽和ポリエステル） 耐熱性

金属との組み合わせが容易
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 BMC（バルク状不飽和ポリエステル）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PA樹脂（ポリアミド）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PA樹脂（ポリアミド）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PA樹脂（ポリアミド）-強化材
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PA樹脂（ポリアミド）-強化材
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PA樹脂（ポリアミド）-強化材
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PA樹脂（ポリアミド）-強化材
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PA樹脂（ポリアミド）-強化材
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PA樹脂（ポリアミド）-強化材
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PA‐MXD6 
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PA‐MXD6 
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PA‐MXD6 
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PA‐MXD6 
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PA‐MXD6 
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PA‐MXD6 
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PA‐MXD6 
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PA‐MXD6 
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PA樹脂（ポリアミド）-金属強化材
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PA樹脂（ポリアミド）-金属強化材
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 POM樹脂（ポリアセタール） 高ガスバリア製

ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 POM樹脂（ポリアセタール）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 POM樹脂（ポリアセタール）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 POM樹脂（ポリアセタール）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC樹脂（ポリカーボネート） 軽量化

耐衝撃性
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC樹脂（ポリカーボネート） 透明性

耐衝撃性
耐熱性
耐候性

ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC樹脂（ポリカーボネート）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC樹脂（ポリカーボネート）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC樹脂（ポリカーボネート）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC樹脂（ポリカーボネート）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC樹脂（ポリカーボネート）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC樹脂（ポリカーボネート）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC樹脂（ポリカーボネート）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC樹脂（ポリカーボネート）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 低そり性

寸法安定性
クリープ特性
セルフタップ性

ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 AAS
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 AES樹脂（アクリロニトリル・エチレン-プロピレン-ジエン・スチレン）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 AES樹脂（アクリロニトリル・エチレン-プロピレン-ジエン・スチレン）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 AES樹脂（アクリロニトリル・エチレン-プロピレン-ジエン・スチレン）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 AES樹脂（アクリロニトリル・エチレン-プロピレン-ジエン・スチレン）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 EVOH樹脂
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 SMC（シート・モールディング・コンパウンド） 表面平滑性

鋼板との色合わせの容易さ
装着の容易さ

ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 SMC（シート・モールディング・コンパウンド）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 SMC（シート・モールディング・コンパウンド）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 SMC（シート・モールディング・コンパウンド）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 SMC（シート・モールディング・コンパウンド）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 SMC（シート・モールディング・コンパウンド）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 SMC（シート・モールディング・コンパウンド）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 SMC（シート・モールディング・コンパウンド）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 SMC（シート・モールディング・コンパウンド）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 SMC（シート・モールディング・コンパウンド）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 SMC（シート・モールディング・コンパウンド）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 SMC（シート・モールディング・コンパウンド）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 S‐RIM
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 耐熱性

耐薬品性
寸法安定性
難燃性

ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PUR樹脂（ポリウレタン）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PA/PPE系ポリマーアロイ 耐熱性

ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PA/PPE系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PA/PPE系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PA/PPE系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/ABS系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/ABS系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/ABS系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/ABS系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/ABS系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/ABS系ポリマーアロイ

27 / 72 ページ



大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/ABS系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/ABS系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/ABS系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/ABS系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/ABS系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/ABS系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/PBT系ポリマーアロイ 耐衝撃性

寸法安定性
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/PBT系ポリマーアロイ 剛性

ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/PBT系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/PBT系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/PBT系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/PBT系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/PBT系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/PBT系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/PBT系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/PBT系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/PBT系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/PBT系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/PBT系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/PBT系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/PBT系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/PBT系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/AS系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/PET系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PC/PET系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PA/PPO系ポリマーアロイ 耐熱性

ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PA/PPO系ポリマーアロイ
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 耐薬品性

耐侯性
耐傷付性

ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPS（スチレン系）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPS（スチレン系）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPS（スチレン系）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPS（スチレン系）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPS（スチレン系）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPS（スチレン系）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPS（スチレン系）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPS（スチレン系）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPS（スチレン系）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPS（スチレン系）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPVC（ポリ塩化ビニル系熱可塑性エラストマー）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPVC（ポリ塩化ビニル系熱可塑性エラストマー）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 TPVC（ポリ塩化ビニル系熱可塑性エラストマー）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 CFRP
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 FRP(繊維強化プラスチック）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP系スタンパブルシート
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP系スタンパブルシート
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP系スタンパブルシート
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP系スタンパブルシート
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP系スタンパブルシート
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 PP系スタンパブルシート
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 RTM
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 RTM
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 RTM
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 EPDM（エチレン・プロピレン・ジエンゴム）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 EPDM（エチレン・プロピレン・ジエンゴム）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 EPM（エチレン・プロピレンゴム）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 EPM（エチレン・プロピレンゴム）
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 EPM（エチレン・プロピレンゴム）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 EPM（エチレン・プロピレンゴム）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 EPM（エチレン・プロピレンゴム）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 EPM（エチレン・プロピレンゴム）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 EPM（エチレン・プロピレンゴム）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 EPM（エチレン・プロピレンゴム）
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 LFG材 剛性

耐衝撃性
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 防振ゴム 防振性能

耐久性(耐疲労性、耐熱性、耐ヘタリ性、耐寒
性、対オゾン性、耐金具接着性)

ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 防振ゴム
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 ガラスマット 耐擦傷性

剛性
戦膨張係数

ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 ガラスマット 低コスト

ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 ガラスマット
ボディパネル エンジンコンパートメントパネル部品 ガラスマット
ボディパネル サイドインパクトビーム 疲労強度 ハイテン鋼 軽量化
ボディパネル サイドインパクトビーム 変形強度 ハイテン鋼
ボディパネル サイドインパクトビーム ハイテン鋼
ボディパネル サイドインパクトビーム 複合組織型ハイテン鋼版 延性
ボディパネル サイドインパクトビーム 複合組織型ハイテン鋼版
ボディパネル サイドインパクトビーム 複合組織型ハイテン鋼版
ボディパネル サイドインパクトビーム アルミニウム合金
ボディパネル サイドインパクトビーム CFRP
ボディパネル ダッシュパネル部品 ハイテン鋼
ボディパネル ダッシュパネル部品 マグネシウム合金 形状自由度

剛性
軽量化

物性一覧No.6を参照

ボディパネル ダッシュパネル部品 ABS樹脂
ボディパネル ダッシュパネル部品 CFRP
ボディパネル ダッシュパネル部品 CFRP
ボディパネル ダッシュパネル部品 制振材
ボディパネル ドア＋前後フード 55.7～81.9マグネシウム合金
ボディパネル ドアインナー CFRP
ボディパネル ドアパネル部品 衝突安全性 ハイテン鋼 剛性 物性一覧No.46参照
ボディパネル ドアパネル部品 クッション性 ハイテン鋼 物性一覧No.46参照
ボディパネル ドアパネル部品 IF鋼
ボディパネル ドアパネル部品 アルミニウム合金 軽量化 物性一覧No.6、45、46、51を参照
ボディパネル ドアパネル部品 アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51を参照
ボディパネル ドアパネル部品 マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
ボディパネル ドアパネル部品 POM樹脂（ポリアセタール）
ボディパネル ドアパネル部品 PC樹脂（ポリカーボネート）
ボディパネル ドアパネル部品 PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
ボディパネル ドアパネル部品 m-PPE（変性PPE）
ボディパネル ドアパネル部品 樹脂 成形性、軽量化

ボディパネル トランクリッド・テールゲートパネル部品 IF鋼
ボディパネル トランクリッド・テールゲートパネル部品 ベークハード鋼板
ボディパネル トランクリッド・テールゲートパネル部品 アルミニウム合金（AI-Zn-Mg系） 高強度･高靭性合金
ボディパネル トランクリッド・テールゲートパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン） コストパフォーマンス
ボディパネル トランクリッド・テールゲートパネル部品 PP-強化材 一体化

軽量化
耐腐蝕性

物性一覧No.35参照

ボディパネル トランクリッド・テールゲートパネル部品 PP-強化材 物性一覧No.35参照
ボディパネル トランクリッド・テールゲートパネル部品 PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート）
ボディパネル トランクリッド・テールゲートパネル部品 ABS樹脂
ボディパネル トランクリッド・テールゲートパネル部品 ABS樹脂
ボディパネル トランクリッド・テールゲートパネル部品 PA6
ボディパネル トランクリッド・テールゲートパネル部品 m-PPE（変性PPE） 一体化

軽量化
耐腐蝕性

物性一覧No.7参照

ボディパネル トランクリッド・テールゲートパネル部品 m-PPE（変性PPE） 物性一覧No.7参照
ボディパネル トランクリッド・テールゲートパネル部品 SMC（シート・モールディング・コンパウンド） 物性一覧No.35、36、45、46等参照
ボディパネル トランクリッド・テールゲートパネル部品 SMC（シート・モールディング・コンパウンド） 物性一覧No.35、36、45、46等参照
ボディパネル トランクリッド・テールゲートパネル部品 SMC（シート・モールディング・コンパウンド） 物性一覧No.35、36、45、46等参照
ボディパネル トランクリッド・テールゲートパネル部品 PA/PPE系ポリマーアロイ 成形性
ボディパネル トランクリッド・テールゲートパネル部品 PC/ABS系ポリマーアロイ 強度や耐久性
ボディパネル トランクリッド・テールゲートパネル部品 PC/PET系ポリマーアロイ 一体化

軽量化
耐腐蝕性

物性一覧No.81参照

ボディパネル トランクリッド・テールゲートパネル部品 PC/PET系ポリマーアロイ 物性一覧No.81参照
ボディパネル フードパネル部品 耐デント性 ハイテン鋼 軽量化 物性一覧No.46参照
ボディパネル フードパネル部品 衝突安全性 ハイテン鋼 剛性 物性一覧No.46参照
ボディパネル フードパネル部品 ハイテン鋼
ボディパネル フードパネル部品 アルミニウム 軽量化
ボディパネル フードパネル部品 アルミニウム 旋回性能向上
ボディパネル フードパネル部品 アルミニウム 剛性
ボディパネル フードパネル部品 アルミニウム合金 軽量化 物性一覧No.6、45、46、51を参照
ボディパネル フードパネル部品 アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51を参照
ボディパネル フードパネル部品 アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51を参照
ボディパネル フードパネル部品 アルミニウム合金（AI-Mg系） 成形性
ボディパネル フードパネル部品 アルミニウム合金（AI-Mg系） 軽量化
ボディパネル フードパネル部品 アルミニウム合金（AI-Mg系） リサイクル性
ボディパネル フードパネル部品 アルミニウム合金（AI-Mg-Si系） 耐力が上昇
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
ボディパネル フードパネル部品 アルミニウム合金（AI-Mg-Si系） 成形性
ボディパネル フードパネル部品 アルミニウム合金（AI-Mg-Si系） 耐食性
ボディパネル フードパネル部品 アルミニウム合金（AI-Mg-Si系） 溶接性
ボディパネル フードパネル部品 アルミニウム合金（AI-Mg-Si系） 軽量化
ボディパネル フードパネル部品 アルミニウム合金（AI-Mg-Si系） リサイクル性
ボディパネル フードパネル部品 PS樹脂（ポリスチレン） 電気絶縁性
ボディパネル フードパネル部品 SMC（シート・モールディング・コンパウンド） 物性一覧No.35、36、45、46等参照
ボディパネル フードパネル部品 SMC（シート・モールディング・コンパウンド） 物性一覧No.35、36、45、46等参照
ボディパネル フードパネル部品 分解　PC/ABSポリマーアロイ、PA/PPEポリマーアロイ、PA/ABS系ポリマーアロイ成形性、軽量化 物性一覧No.33、34参照
ボディパネル フードパネル部品 分解　PC/ABSポリマーアロイ、PA/PPEポリマーアロイ、PA/ABS系ポリマーアロイ 物性一覧No.33、34参照
ボディパネル フードパネル部品 CFRP 強度
ボディパネル フードパネル部品 CFRP 軽量
ボディパネル フードパネル部品 CFRP 剛性
ボディパネル フードパネル部品 CFRP
ボディパネル フードパネル部品 CFRP
ボディパネル フードパネル部品 CFRP
ボディパネル フードパネル部品 CFRP
ボディパネル フードパネル部品 CFRP
ボディパネル フードパネル部品 CFRP
ボディパネル フードパネル部品 CFRP
ボディパネル フードパネル部品 CFRP
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 耐衝撃性 ハイテン鋼 剛性 物性一覧No.46参照
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 ハイテン鋼 物性一覧No.46参照
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 ハイテン鋼
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 アルミニウム 軽量化
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 アルミニウム 旋回性能向上
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 アルミニウム 剛性
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 アルミニウム合金 軽量化 物性一覧No.6、45、46、51を参照
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51を参照
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 ABS樹脂
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 PC樹脂（ポリカーボネート） 軽量
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 PC樹脂（ポリカーボネート） 成形性
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 PC樹脂（ポリカーボネート）
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 SMC（シート・モールディング・コンパウンド） 物性一覧No.35、36、45、46等参照
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 SMC（シート・モールディング・コンパウンド） 物性一覧No.35、36、45、46等参照
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 R‐RIM 物性一覧No.1参照
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 PPO樹脂（変性ポリフェニレンオキサイド） 物性一覧No.7参照
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 PPO樹脂（変性ポリフェニレンオキサイド） 物性一覧No.7参照
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 PA/PPE系ポリマーアロイ 物性一覧No.34参照
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 PA/PPE系ポリマーアロイ 物性一覧No.34参照
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 PC/ABS系ポリマーアロイ
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 PC/ABS系ポリマーアロイ
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 PC/PBT系ポリマーアロイ 塗装性

低温衝撃性
成形性

物性一覧No.7、32等参照

ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 PC/PBT系ポリマーアロイ 物性一覧No.7、32等参照
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 分解　PC/ABSポリマーアロイ、PA/PPEポリマーアロイ、PA/ABS系ポリマーアロイ成形性、軽量化 物性一覧No.33、34参照
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 分解　PC/ABSポリマーアロイ、PA/PPEポリマーアロイ、PA/ABS系ポリマーアロイ 物性一覧No.33、34参照
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 CFRP 軽量
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 CFRP 強度
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 CFRP 剛性
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 CFRP
ボディパネル フェンダー・ホイールハウスパネル部品 制振材
ボディパネル フロアパネル部品 張り剛性 CFRP
ボディパネル フロアパネル部品 部材剛性

耐久強度
動的圧潰強度

PP系スタンパブルシート 比重　1.18
曲げ弾性率　56,000kg/㎝2
剛性メリット　6.98
及び物性一覧No.3参照

ボディパネル フロアパネル部品 制振材
ボディパネル ボディサイドパネル部品 軽量化 ハイテン鋼 軽量化
ボディパネル ボディサイドパネル部品 意匠性 ハイテン鋼
ボディパネル ボディサイドパネル部品 耐傷付性 ハイテン鋼
ボディパネル ボディサイドパネル部品 長期外観 複合組織型ハイテン鋼版 延性
ボディパネル ボディサイドパネル部品 アルミニウム合金（AI-Mg系） 高強度

ベークハード性
成形性
耐食性良好
溶接性良好
成形性
形状凍結性
ベークハード性

引張強さ285N/mm2、耐力135N/mm2
175°焼付塗装後の強度（耐力）145N/mm2
伸び30～34%
糸錆長さ1~1.2mm(糸錆耐食試験）
伸び29%
焼付塗装後の強度（耐力）160N/mm2
糸錆長さ1~1.3mm(糸錆耐食試験）

ボディパネル ボディサイドパネル部品 アルミニウム合金（AI-Mg系） PP樹脂
ボディパネル ボディサイドパネル部品 アルミニウム合金（AI-Mg系） PPE/PAアロイ
ボディパネル ボディサイドパネル部品 アルミニウム合金（AI-Mg系） PC/ABSアロイ
ボディパネル ボディサイドパネル部品 アルミニウム合金（AI-Mg系） SMC
ボディパネル ボディサイドパネル部品 アルミニウム合金（AI-Mg系）
ボディパネル ボディサイドパネル部品 アルミニウム合金（AI-Mg系）
ボディパネル ボディサイドパネル部品 アルミニウム合金（AI-Mg系）
ボディパネル ボディサイドパネル部品 アルミニウム合金（AI-Mg系）
ボディパネル ボディサイドパネル部品 アルミニウム合金（AI-Mg系）
ボディパネル ボディサイドパネル部品 アルミニウム合金（AI-Mg系）
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
ボディパネル ボディサイドパネル部品 アルミニウム合金（AI-Mg系）
ボディパネル ボディサイドパネル部品 アルミニウム合金（AI-Mg系）
ボディパネル ボディサイドパネル部品 アルミニウム合金（AI-Mg系）
ボディパネル ボディサイドパネル部品 SPVC（軟質ポリ塩化ビニール樹脂） 物性一覧No.78参照
ボディパネル ボディサイドパネル部品 SPVC（軟質ポリ塩化ビニール樹脂） 物性一覧No.78参照
ボディパネル ボディサイドパネル部品 SMC（シート・モールディング・コンパウンド） 物性一覧No.35、36、45、46等参照
ボディパネル ボディサイドパネル部品 SMC（シート・モールディング・コンパウンド） 物性一覧No.35、36、45、46等参照
ボディパネル ボディサイドパネル部品 PA/PPE系ポリマーアロイ 物性一覧No.34参照
ボディパネル ボディサイドパネル部品 PA/PPE系ポリマーアロイ 物性一覧No.34参照
ボディパネル ボディサイドパネル部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
ボディパネル ボディサイドパネル部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
ボディパネル ボディサイドパネル部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
ボディパネル ボディサイドパネル部品 TPS（スチレン系） 物性一覧No.77参照
ボディパネル ボディサイドパネル部品 TPS（スチレン系） 物性一覧No.77参照
ボディパネル ボディサイドパネル部品  
フレーム 疲労強度 炭素鋼
フレーム 変形強度 ハイテン鋼 軽量化
フレーム ハイテン鋼
フレーム シャシー･フレーム 疲労強度 ハイテン鋼 軽量化
フレーム シャシー･フレーム 変形強度 ハイテン鋼
フレーム シャシー･フレーム ハイテン鋼
フレーム シャシー･フレーム ハイテン鋼
フレーム シャシー･フレーム ハイテン鋼
フレーム シャシー･フレーム CFRP
フレーム シャシー･フレーム CFRP
フレーム スペースフレーム CFRP
フレーム ドアフレーム・ピラー CFRP
ボディ補強 / プロテクター エンジンアンダーカバー PP樹脂（ポリプロピレン）
ボディ補強 / プロテクター エンジンアンダーカバー PVC樹脂（ポリ塩化ビニル）
ボディ補強 / プロテクター エンジンアンダーカバー CFRP
ボディ補強 / プロテクター スプラッシュガード PP樹脂（ポリプロピレン）
ボディ補強 / プロテクター スプラッシュガード TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ボディ補強 / プロテクター ボディ補強プロテクター部品 アルミニウム合金
ボディ補強 / プロテクター ボディ補強プロテクター部品 PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート）
ボディ補強 / プロテクター ボディ補強プロテクター部品 CFRP
ボディ補強 / プロテクター ボディ補強材 ハイテン鋼
ボディ補強 / プロテクター ボディ補強材 ハイテン鋼
ボディ補強 / プロテクター ボディ補強材 CFRP
ボディ補強 / プロテクター マッドガード PP樹脂（ポリプロピレン）
ボディ補強 / プロテクター マッドガード TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
フロントエンドモジュール ハイテン鋼 軽量化
フロントエンドモジュール ハイテン鋼 低コスト化
フロントエンドモジュール PA6
フロントエンドモジュール 樹脂 軽量化
バンパー 0 剛性 6.4～13.6アルミニウム合金
バンパー 0 耐衝撃性 PP樹脂（ポリプロピレン） 過度な耐熱性 物性一覧No.7、51参照
バンパー 0 PP樹脂（ポリプロピレン） 剛性 物性一覧No.7、51参照
バンパー 0 PP樹脂（ポリプロピレン） 成形加工性
バンパー 0 PP樹脂（ポリプロピレン） 曲げに強い
バンパー 0 PP樹脂（ポリプロピレン） 耐熱性
バンパー 0 PP樹脂（ポリプロピレン） 耐溶剤性
バンパー 0 PP樹脂（ポリプロピレン）
バンパー 0 PP樹脂（ポリプロピレン）
バンパー 0 PP樹脂（ポリプロピレン）
バンパー 0 ABS樹脂
バンパー 0 PA6
バンパー 0 POM樹脂（ポリアセタール）
バンパー 0 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
バンパー 0 TPE（熱可塑性エラストマー）
バンパー バンパービーム ハイテン鋼
バンパー バンパーフェイシャー 高剛性 0.9072～0.9072ハイテン鋼 軽量化
バンパー バンパーフェイシャー 耐衝撃性 ハイテン鋼 強度
バンパー バンパーフェイシャー リサイクル性 複合組織型ハイテン鋼版 延性
バンパー バンパーフェイシャー 軽量性 アルミニウム合金 強度
バンパー バンパーフェイシャー 塗装性 タルク
バンパー バンパーフェイシャー PP樹脂（ポリプロピレン）-タルク強化材 軽量性
バンパー バンパーフェイシャー ABS樹脂 耐衝撃性

成形性
寸法安定性

ｼｬﾙﾋﾟｰ衝撃値　10kJ/㎡（-30℃）
MFR 40g/10min
線膨張係数　7.4　10^(-5)/℃

バンパー バンパーフェイシャー ABS樹脂 後加工性
バンパー バンパーフェイシャー ABS樹脂 外観性
バンパー バンパーフェイシャー ABS樹脂
バンパー バンパーフェイシャー ABS樹脂
バンパー バンパーフェイシャー エチレン共重合体
バンパー バンパーフェイシャー TSOP樹脂
バンパー バンパーフェイシャー TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
バンパー バンパーフェイシャー TPO(オレフィン系エラストマー）
バンパー バンパーフェイシャー （PPについて高結晶PPの開発進む） 耐熱性

耐薬品性
加工性

FM >1.5GPa
ｼｬﾙﾋﾟｰ衝撃値　>5kJ/㎡（-30℃）

バンパー バンパーフェイシャー （PPについて高結晶PPの開発進む）
バンパー バンパーフェイシャー （PPについて高結晶PPの開発進む）
バンパー バンパーフェイシャー （PPについて高結晶PPの開発進む）
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
バンパー バンパーフェイシャー 分解 圧縮永久歪

引っ張り強度
軽量性
耐熱性
耐候性

圧縮永久歪　51～72％
引張強度　3.4～15.7MPa
比重　0.89
　－40℃～130℃　融点160℃
83℃（UVフェードメーター）×1000ｈ以上

バンパー バンパーフェイシャー 分解
バンパー バンパーフェイシャー 分解
バンパー バンパーフェイシャー 分解
バンパー バンパーフェイシャー 分解
バンパー バンパー衝撃吸収装置 フェイシャで記載 PP発泡体：0.9072～1.134PP樹脂（ポリプロピレン）-タルク強化材
バンパー バンパー衝撃吸収装置 PC樹脂（ポリカーボネート）
バンパー バンパー衝撃吸収装置 PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 熱安定性
バンパー バンパー衝撃吸収装置 PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 寸法安定性
バンパー バンパー衝撃吸収装置 PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 耐候性
バンパー バンパー衝撃吸収装置 PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 耐薬品性
バンパー バンパー衝撃吸収装置 PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 自己消化性
バンパー バンパー衝撃吸収装置 PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 耐磨耗性
バンパー バンパー衝撃吸収装置 PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 成形性
バンパー バンパー衝撃吸収装置 PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
バンパー バンパー部品 フェイシャで記載 ハイテン鋼
バンパー バンパー部品 アルミニウム合金
バンパー バンパー部品 PP樹脂（ポリプロピレン）-タルク強化材
バンパー バンパー部品 PA6-GF複合材 耐薬品性
バンパー バンパー部品 PA6-GF複合材 耐衝撃性
バンパー バンパー部品 PA6-GF複合材 柔軟性
ドア CFRP 軽量
ドア CFRP 強度
ドア CFRP 剛性
ドア アウトサイドハンドル アルミニウム合金
ドア アウトサイドハンドル アルミニウム合金
ドア アウトサイドハンドル 亜鉛
ドア アウトサイドハンドル PP樹脂（ポリプロピレン）
ドア アウトサイドハンドル PP樹脂（ポリプロピレン）
ドア アウトサイドハンドル PA樹脂（ポリアミド）
ドア アウトサイドハンドル POM樹脂（ポリアセタール） 粘り強い
ドア アウトサイドハンドル POM樹脂（ポリアセタール） 耐摩耗性
ドア アウトサイドハンドル POM樹脂（ポリアセタール） 耐油性
ドア アウトサイドハンドル PC樹脂（ポリカーボネート）
ドア アウトサイドハンドル m-PPE（変性PPE）
ドア アウトサイドハンドル PPE樹脂（ポリフェニレンエーテル）
ドア アウトサイドハンドル PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
ドア アウトサイドハンドル PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
ドア アウトサイドハンドル TPU（ポリウレタン熱可塑性エラストマー）
ドア インサイドハンドル アルミニウム合金
ドア インサイドハンドル 亜鉛
ドア インサイドハンドル PP樹脂（ポリプロピレン）
ドア インサイドハンドル ABS樹脂
ドア インサイドハンドル ABS樹脂
ドア インサイドハンドル PA樹脂（ポリアミド）
ドア インサイドハンドル POM樹脂（ポリアセタール）
ドア インサイドハンドル PC樹脂（ポリカーボネート）
ドア インサイドハンドル PPE樹脂（ポリフェニレンエーテル）
ドア インサイドハンドル PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
ドア インサイドハンドル PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
ドア インサイドハンドル TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ドア ウィンドウレギュレーター 炭素鋼
ドア ウィンドウレギュレーター ハイテン鋼
ドア ウィンドウレギュレーター ハイテン鋼
ドア ウィンドウレギュレーター 鋼板
ドア ウィンドウレギュレーター 亜鉛
ドア ウィンドウレギュレーター POM樹脂（ポリアセタール） 粘り強い
ドア ウィンドウレギュレーター POM樹脂（ポリアセタール） 耐摩耗性
ドア ウィンドウレギュレーター POM樹脂（ポリアセタール） 耐油性
ドア ウィンドウレギュレーター POM樹脂（ポリアセタール）
ドア ウィンドウレギュレーター POM樹脂（ポリアセタール）
ドア ウィンドウレギュレーター PC樹脂（ポリカーボネート） 耐酸性
ドア ウィンドウレギュレーター PC樹脂（ポリカーボネート） 粘り強い
ドア ウィンドウレギュレーター PC樹脂（ポリカーボネート） 耐熱性
ドア ウィンドウレギュレーター PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
ドア ウィンドウレギュレーター アラミド
ドア ウィンドウレギュレーター 焼結合金
ドア グラスラン PVC樹脂（ポリ塩化ビニル）
ドア グラスラン TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
ドア ドアウィンドウスタビライザー フッ素樹脂
ドア ドアシール TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ドア ドアチェック TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ドア ドアヒンジ 鋳鉄
ドア ドアヒンジ ハイテン鋼
ドア ドアヒンジ ハイテン鋼
ドア ドアヒンジ 鋼板
ドア ドアヒンジ PA樹脂（ポリアミド）
ドア ドアモジュール アルミニウム合金
ドア ドアモジュール PP樹脂（ポリプロピレン）
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ドア ドアモジュール PP樹脂（ポリプロピレン）
ドア ドアモジュール PA6
ドア ドアモジュール PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
ドア ドアモジュール PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
ドア ドアモジュール PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
ドア ドアモジュール 樹脂 軽量化
ドア ドアリインホース ハイテン鋼
ドア ドアロック アルミニウム合金
ドア ドアロック PP樹脂（ポリプロピレン）
ドア ドアロック PA66
ドア ドアロック POM樹脂（ポリアセタール）
ドア ドアロック PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
ドア ドアロック 焼結合金
ドア ドアロックコントローラー POM樹脂（ポリアセタール） 粘り強い
ドア ドアロックコントローラー POM樹脂（ポリアセタール） 耐摩耗性
ドア ドアロックコントローラー POM樹脂（ポリアセタール） 耐油性
ドア ドアロックモジュール 鋼板
ドア ドアロックモジュール アルミニウム合金
ドア ドアロックモジュール POM樹脂（ポリアセタール）
ドア ドアロックモジュール TPU（ポリウレタン熱可塑性エラストマー）
ドア ドア部品 ハイテン鋼
ドア ドア部品 鋼板
ドア ドア部品 アルミニウム合金
ドア ドア部品 POM樹脂（ポリアセタール）
ドア ドア部品 焼結合金
ドア パワーウインドウ PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
ドア 窓枠ドアサッシュ PVC樹脂（ポリ塩化ビニル）
ドア 窓枠ドアサッシュ PA6
ドア 窓枠ドアサッシュ PC樹脂（ポリカーボネート）
ドア 窓枠ドアサッシュ PC樹脂（ポリカーボネート）
トランクリッド 耐デント性 ハイテン鋼 軽量化
トランクリッド アルミニウム 軽量化
トランクリッド アルミニウム 旋回性能向上
トランクリッド アルミニウム 剛性
トランクリッド トランクオープナー ABS樹脂
ウィンドウガラス 33.2～29.3ABS樹脂
ウィンドウガラス ウインドウシール 耐水性 NBR/PVC
ウィンドウガラス ウインドウシール 密着性 PVC樹脂（ポリ塩化ビニル）
ウィンドウガラス ウインドウシール 耐オゾン性 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ウィンドウガラス ウインドウシール EPDM（エチレン・プロピレン・ジエンゴム）
ウィンドウガラス ウインドウシールド PVC樹脂（ポリ塩化ビニル）
ウィンドウガラス クオーターウインドー 安全性（鋭利な破片とならない） 導電性ガラス（アンテナ入りガラス） 意匠性
ウィンドウガラス クオーターウインドー 導電性ガラス（アンテナ入りガラス） 成形性
ウィンドウガラス サイドガラス、クオーターガラス 強化ガラス
ウィンドウガラス 中間膜 PVB樹脂(ポリビニルブチラール)
ウィンドウガラス フロントガラス 透明性 合わせガラス（中間膜はPBV）
ウィンドウガラス フロントガラス 対傷性 合わせガラス（中間膜はPBV）
ウィンドウガラス フロントガラス 遮音性 合わせガラス（中間膜はPBV）
ウィンドウガラス フロントガラス 遮熱性 合わせガラス（中間膜はPBV）
ウィンドウガラス リアガラス 防曇性 導電性ガラス（アンテナ入りガラス）
ウィンドウガラス リアガラス 防霜性 導電性ガラス（アンテナ入りガラス）
ワイパーシステム ワイパーアーム ステンレス鋼
ワイパーシステム ワイパーアーム ステンレス鋼
ワイパーシステム ワイパーアーム アルミニウム合金
ワイパーシステム ワイパーアーム アルミニウム合金
ワイパーシステム ワイパーアーム POM樹脂（ポリアセタール）
ワイパーシステム ワイパーアーム POM樹脂（ポリアセタール）
ワイパーシステム ワイパーアーム PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
ワイパーシステム ワイパーアーム PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
ワイパーシステム ワイパーアーム PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
ワイパーシステム ワイパーアーム PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
ワイパーシステム ワイパーアーム PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
ワイパーシステム ワイパーブレード PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
ワイパーシステム ワイパーブレード PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
ワイパーシステム ワイパーブレード PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
ワイパーシステム ワイパーブレード PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
ワイパーシステム ワイパーブレード CR（クロロプレンゴム）
ワイパーシステム ワイパー部品 アルミニウム合金
ワイパーシステム ワイパー部品 タルク
ワイパーシステム ワイパー部品 PE樹脂（ポリエチレン）
ワイパーシステム ワイパー部品 PVC樹脂（ポリ塩化ビニル）
ワイパーシステム ワイパー部品 エチレン共重合体
ワイパーシステム ワイパー部品 POM樹脂（ポリアセタール）
ワイパーシステム ワイパー部品 POM樹脂（ポリアセタール）
ワイパーシステム ワイパー部品 TSOP樹脂
ワイパーシステム ワイパー部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ワイパーシステム ワイパー部品 SBR（スチレン・ブタジエンゴム）
ワイパーシステム ワイパー部品 EPDM（エチレン・プロピレン・ジエンゴム）
ワイパーシステム ワイパー部品 CR（クロロプレンゴム）
ウィンドウウォッシャー PE樹脂（ポリエチレン）
ウィンドウウォッシャー ウォッシャータンク PP樹脂（ポリプロピレン）
ウィンドウウォッシャー ウォッシャータンク PE樹脂（ポリエチレン） 水より軽い
ウィンドウウォッシャー ウォッシャータンク PE樹脂（ポリエチレン） 耐薬品性
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ウィンドウウォッシャー ウォッシャータンク PE樹脂（ポリエチレン） 電気絶縁性
外装 エンブレム PP樹脂（ポリプロピレン） 成形性
外装 エンブレム PP樹脂（ポリプロピレン） 耐薬品性
外装 エンブレム PP樹脂（ポリプロピレン） リサイクル性
外装 エンブレム PP樹脂（ポリプロピレン）
外装 エンブレム PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート）
外装 エンブレム ABS樹脂 成形性
外装 エンブレム ABS樹脂 耐衝撃性
外装 エンブレム ABS樹脂 寸法安定性
外装 エンブレム ABS樹脂
外装 エンブレム ABS樹脂
外装 サイドステップ ABS樹脂
外装 サイドステップ TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
外装 サイドバイザー ABS樹脂
外装 スポイラー 空気抵抗低減 PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
外装 スポイラー 揚力低減 PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
外装 スポイラー ファッション性 PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
外装 スポイラー 意匠性 PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
外装 スポイラー PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
外装 スポイラー PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート）
外装 スポイラー ABS樹脂 軽量化 物性一覧No.30参照
外装 スポイラー ABS樹脂 一体成形 物性一覧No.30参照
外装 スポイラー ABS樹脂 着色性 物性一覧No.30参照
外装 スポイラー ABS樹脂 塗装性 物性一覧No.30参照
外装 スポイラー ABS樹脂 低コスト
外装 スポイラー ABS樹脂 リサイクル性
外装 スポイラー ABS樹脂
外装 スポイラー ABS樹脂
外装 スポイラー ABS樹脂
外装 スポイラー PC樹脂（ポリカーボネート）
外装 スポイラー m-PPE（変性PPE） 耐熱性

引張り強度高
線膨張係数
寸法安定性

成型収縮率　flow,3.2mm 0.2～0.23%
溶融温度　260-300℃
熱膨張率　-40℃　to 40℃ flow 1.44E-05 1/℃

外装 スポイラー m-PPE（変性PPE） 耐熱性
耐熱劣化製

成型収縮率　flow,3.2mm 0.2～0.23%
溶融温度　260-300℃
熱膨張率　-40℃　to 40℃ flow 1.44E-05 1/℃

外装 スポイラー m-PPE（変性PPE） 成型収縮率　flow,3.2mm 0.2～0.23%
溶融温度　260-300℃
熱膨張率　-40℃　to 40℃ flow 1.44E-05 1/℃

外装 スポイラー m-PPE（変性PPE）
外装 スポイラー m-PPE（変性PPE）
外装 スポイラー m-PPE（変性PPE）
外装 スポイラー m-PPE（変性PPE）
外装 スポイラー SMC（シート・モールディング・コンパウンド） 熱劣化 物性一覧No.35、36、45、46等参照
外装 スポイラー SMC（シート・モールディング・コンパウンド） 寸法精度高
外装 スポイラー SMC（シート・モールディング・コンパウンド） 機械的高強度
外装 スポイラー SMC（シート・モールディング・コンパウンド）
外装 スポイラー PUR樹脂（ポリウレタン）
外装 スポイラー CFRP 軽量化
外装 スポイラー CFRP 意匠性
外装 スポイラー CFRP 高強度
外装 スポイラー CFRP 高剛性
外装 スポイラー CFRP
外装 ナンバープレートハウジング TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
外装 ナンバープレートランプレンズ PC樹脂（ポリカーボネート）
外装 ホイールキャップ/カバー PP樹脂（ポリプロピレン） 曲げに強い
外装 ホイールキャップ/カバー PP樹脂（ポリプロピレン） 耐熱性
外装 ホイールキャップ/カバー PP樹脂（ポリプロピレン） 耐溶剤性
外装 ホイールキャップ/カバー PP樹脂（ポリプロピレン）
外装 ホイールキャップ/カバー PP樹脂（ポリプロピレン）
外装 ホイールキャップ/カバー PE樹脂（ポリエチレン）
外装 ホイールキャップ/カバー ABS樹脂
外装 ホイールキャップ/カバー ABS樹脂
外装 ホイールキャップ/カバー ABS樹脂
外装 ホイールキャップ/カバー PA樹脂（ポリアミド）
外装 ホイールキャップ/カバー PA6
外装 ホイールキャップ/カバー PA6
外装 ホイールキャップ/カバー PC樹脂（ポリカーボネート）
外装 ホイールキャップ/カバー m-PPE（変性PPE）
外装 ホイールキャップ/カバー PPE樹脂（ポリフェニレンエーテル）
外装 ホイールキャップ/カバー PPO樹脂（変性ポリフェニレンオキサイド）
外装 ホイールキャップ/カバー PC/ABS系ポリマーアロイ
外装 モールディング アルミニウム合金
外装 モールディング アルミニウム合金
外装 モールディング 亜鉛
外装 モールディング タルク
外装 モールディング PP樹脂（ポリプロピレン）
外装 モールディング PVC樹脂（ポリ塩化ビニル）
外装 モールディング PVC樹脂（ポリ塩化ビニル）
外装 モールディング ABS樹脂
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外装 モールディング エチレン共重合体
外装 モールディング TSOP樹脂
外装 モールディング TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
外装 モールディング TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
外装 モールディング TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
外装 モールディング TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
外装 ラジエーターグリル PP樹脂（ポリプロピレン） 曲げに強い
外装 ラジエーターグリル PP樹脂（ポリプロピレン） 耐熱性
外装 ラジエーターグリル PP樹脂（ポリプロピレン） 耐溶剤性
外装 ラジエーターグリル PP樹脂（ポリプロピレン） 成形性
外装 ラジエーターグリル PP樹脂（ポリプロピレン） 耐薬品性
外装 ラジエーターグリル PP樹脂（ポリプロピレン） リサイクル性
外装 ラジエーターグリル PP樹脂（ポリプロピレン）
外装 ラジエーターグリル PP樹脂（ポリプロピレン）
外装 ラジエーターグリル ABS樹脂 成形性 物性一覧No.30参照
外装 ラジエーターグリル ABS樹脂 耐衝撃性 物性一覧No.30参照
外装 ラジエーターグリル ABS樹脂 耐酸性 物性一覧No.30参照
外装 ラジエーターグリル ABS樹脂 対アルカリ性
外装 ラジエーターグリル ABS樹脂 耐衝撃性
外装 ラジエーターグリル ABS樹脂 寸法安定性
外装 ラジエーターグリル ABS樹脂
外装 ラジエーターグリル ABS樹脂
外装 ラジエーターグリル PA6
外装 ラジエーターグリル PA66
外装 ラジエーターグリル PC樹脂（ポリカーボネート）
外装 ラジエーターグリル CFRP
外装 外装装飾品 PP樹脂（ポリプロピレン）
外装 外装装飾品 ABS樹脂
外装 外装装飾品 PC樹脂（ポリカーボネート）
外装 外装部品 ハイテン鋼
外装 外装部品 アルミニウム合金
外装 外装部品 PP樹脂（ポリプロピレン）
外装 外装部品 ABS樹脂
外装 外装部品 PA66
外装 外装部品 PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
外装 外装部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
外装 外装部品 TPU（ポリウレタン熱可塑性エラストマー）
外装 外装部品 メタクリル樹脂 加工性
ランプ 7 PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート）
ランプ PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
ランプ PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
ランプ 消去
ランプ ターンシグナルランプ PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート）
ランプ ターンシグナルランプ POM樹脂（ポリアセタール）
ランプ テールランプカバー 1 PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート）
ランプ テールリアランプ（HIDインナーレンズ） PC樹脂（ポリカーボネート）
ランプ ハイマウントストップランプ PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート）
ランプ フォグランプ PC樹脂（ポリカーボネート）
ランプ ヘッドランプ 耐熱性 3 PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
ランプ ヘッドランプ PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
ランプ ヘッドランプ PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート） 物性一覧No.51参照
ランプ ヘッドランプ PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート） 物性一覧No.51参照
ランプ ヘッドランプ ABS樹脂 物性一覧No.28、30等参照
ランプ ヘッドランプ AS樹脂（アクリロ二トリル・スチレン）
ランプ ヘッドランプ BMC（バルク状不飽和ポリエステル） 物性一覧No.65参照
ランプ ヘッドランプ PA樹脂（ポリアミド）
ランプ ヘッドランプ PC樹脂（ポリカーボネート） 透明度が高い 物性一覧No.5、51、56参照
ランプ ヘッドランプ PC樹脂（ポリカーボネート） 耐衝撃性 物性一覧No.5、51、56参照
ランプ ヘッドランプ PC樹脂（ポリカーボネート） 耐熱性 物性一覧No.5、51、56参照
ランプ ヘッドランプ PC樹脂（ポリカーボネート） 寸法安定性
ランプ ヘッドランプ PC樹脂（ポリカーボネート）
ランプ ヘッドランプ PC樹脂（ポリカーボネート）
ランプ ヘッドランプ PC樹脂（ポリカーボネート）
ランプ ヘッドランプ PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
ランプ ヘッドランプ m-PPE（変性PPE）
ランプ ヘッドランプ PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 物性一覧No.5、47、51、56参照
ランプ ヘッドランプ PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 物性一覧No.5、47、50、51参照
ランプ ヘッドランプ PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 物性一覧No.5、47、50、51参照
ランプ ランプ部品 耐熱性 アルミニウム合金 小さい
ランプ ランプ部品 アルミニウム合金 熱伝導が高い
ランプ ランプ部品 アルミニウム合金 耐食性が良い
ランプ ランプ部品 PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート） 透明度
ランプ ランプ部品 PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート） 光線透過率
ランプ ランプ部品 ABS樹脂 耐衝撃性
ランプ ランプ部品 ABS樹脂 耐酸性
ランプ ランプ部品 ABS樹脂 対アルカリ性
ランプ ランプ部品 不飽和ポリエステル樹脂
ランプ ランプ部品 ポリアミド6T
ランプ ランプ部品 PC樹脂（ポリカーボネート） 耐熱性
ランプ ランプ部品 PC樹脂（ポリカーボネート） 耐衝撃性
ランプ ランプ部品 アラミド
ランプ ランプ部品 アラミド
ランプ ランプ部品 メタクリル樹脂 加工性
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
ランプ ランプ部品 シリコン
ランプ リアコンビランプ PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
ランプ リアコンビランプ PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート） 物性一覧No.51参照
ランプ リアコンビランプ ABS樹脂
ランプ リアコンビランプ ABS樹脂
ランプ リアコンビランプ AS樹脂（アクリロ二トリル・スチレン）
ランプ リアコンビランプ BMC（バルク状不飽和ポリエステル）
ランプ リアコンビランプ PA樹脂（ポリアミド）
ランプ リアコンビランプ PC樹脂（ポリカーボネート） 透明度が高い
ランプ リアコンビランプ PC樹脂（ポリカーボネート） 耐衝撃性
ランプ リアコンビランプ PC樹脂（ポリカーボネート） 耐熱性
ランプ リアコンビランプ PC樹脂（ポリカーボネート） 寸法安定性
ランプ リアコンビランプ PC樹脂（ポリカーボネート）
ランプ リアコンビランプ PC樹脂（ポリカーボネート）
ランプ リアコンビランプ PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
ランプ リフレックスリフレクター PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
ランプ リフレックスリフレクター PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
ランプ リフレックスリフレクター PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
ランプ リフレックスリフレクター PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
アウトサイドミラー アウトサイドミラー部品 PP樹脂（ポリプロピレン）
アウトサイドミラー アウトサイドミラー部品 ABS樹脂 高剛性 物性一覧No.28、30等参照
アウトサイドミラー アウトサイドミラー部品 ABS樹脂 耐衝撃性 物性一覧No.28、30等参照
アウトサイドミラー アウトサイドミラー部品 ABS樹脂 機械的特性 物性一覧No.28、30等参照
アウトサイドミラー アウトサイドミラー部品 ABS樹脂 意匠性 物性一覧No.28、30等参照
アウトサイドミラー アウトサイドミラー部品 ABS樹脂 着色性 物性一覧No.28、30等参照
アウトサイドミラー アウトサイドミラー部品 ABS樹脂 塗装性 物性一覧No.28、30等参照
アウトサイドミラー アウトサイドミラー部品 ABS樹脂 リサイクル性 物性一覧No.28、30等参照
アウトサイドミラー アウトサイドミラー部品 ABS樹脂 低コスト 物性一覧No.28、30等参照
アウトサイドミラー アウトサイドミラー部品 AS樹脂（アクリロ二トリル・スチレン）
アウトサイドミラー アウトサイドミラー部品 ASA樹脂
アウトサイドミラー アウトサイドミラー部品 PA6 高剛性
アウトサイドミラー アウトサイドミラー部品 PA6 低吸水性
アウトサイドミラー アウトサイドミラー部品 PA6 良外観
アウトサイドミラー アウトサイドミラー部品 PA6 低ソリ性
アウトサイドミラー アウトサイドミラー部品 PA6 軽量化
アウトサイドミラー アウトサイドミラー部品 PA6 デザイン自由度高
アウトサイドミラー アウトサイドミラー部品 PA6 意匠性
アウトサイドミラー アウトサイドミラー部品 PA6 機械的高強度
アウトサイドミラー アウトサイドミラー部品 PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
アウトサイドミラー アウトサイドミラー部品 PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 成形加工性
アウトサイドミラー アウトサイドミラー部品 PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 寸法安定性
アウトサイドミラー アウトサイドミラー部品 AAS 耐衝撃性
アウトサイドミラー アウトサイドミラー部品 AAS 機械的強度
アウトサイドミラー アウトサイドミラー部品 AAS 成形加工性
アウトサイドミラー アウトサイドミラー部品 AAS 耐候性
アウトサイドミラー アウトサイドミラー部品 AAS 高外観性
アウトサイドミラー アウトサイドミラー部品 AES樹脂（アクリロニトリル・エチレン-プロピレン-ジエン・スチレン）
アウトサイドミラー ドアミラー PP樹脂（ポリプロピレン）
アウトサイドミラー ドアミラーケース ABS樹脂
アウトサイドミラー ドアミラーステイ PA6
アウトサイドミラー ドアミラーステイ PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
アウトサイドミラー ドアミラーステイハウジング PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
アウトサイドミラー ドアミラーブランケット PA6
アウトサイドミラー ドアミラーボディー PP樹脂（ポリプロピレン）
アウトサイドミラー ハウジング ABS樹脂 高剛性
アウトサイドミラー ハウジング ABS樹脂 耐衝撃性
アウトサイドミラー ハウジング ABS樹脂 機械的特性
アウトサイドミラー ハウジング ABS樹脂 意匠性
アウトサイドミラー ハウジング ABS樹脂 着色性
アウトサイドミラー ハウジング ABS樹脂 塗装性
アウトサイドミラー ハウジング ABS樹脂 リサイクル性
アウトサイドミラー ハウジング ABS樹脂 低コスト
アウトサイドミラー ハウジング PA6 高剛性
アウトサイドミラー ハウジング PA6 低吸水性
アウトサイドミラー ハウジング PA6 良外観
アウトサイドミラー ハウジング PA6 低ソリ性
アウトサイドミラー ハウジング PA6 軽量化
アウトサイドミラー ハウジング PA6 デザイン自由度高
アウトサイドミラー ハウジング PA6 意匠性
アウトサイドミラー ハウジング PA6 機械的高強度
アウトサイドミラー ハウジング PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 成形加工性
アウトサイドミラー ハウジング PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 寸法安定性
アウトサイドミラー ハウジング AAS 耐衝撃性
アウトサイドミラー ハウジング AAS 機械的強度
アウトサイドミラー ハウジング AAS 成形加工性
アウトサイドミラー ハウジング AAS 耐候性
アウトサイドミラー ハウジング AAS 高外観性
アウトサイドミラー ミラー 樹脂製ミラー 軽量化
アウトサイドミラー ミラー 樹脂製ミラー デザイン性
アウトサイドミラー ミラー 樹脂製ミラー 振動軽減
アウトサイドミラー ミラー ガラスミラー
サンルーフ 耐久性 アルミニウム合金
サンルーフ 居住性 ABS樹脂
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サンルーフ PA6
サンルーフ PA6
サンルーフ POM樹脂（ポリアセタール）
サンルーフ POM樹脂（ポリアセタール）
サンルーフ PC樹脂（ポリカーボネート） 軽量
サンルーフ PC樹脂（ポリカーボネート） 成形性
サンルーフ PC樹脂（ポリカーボネート） 軽量化
サンルーフ PC樹脂（ポリカーボネート） 成形性
サンルーフ PC樹脂（ポリカーボネート） 透明性
サンルーフ PC等樹脂ガラス 軽量化
サンルーフ PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
サンルーフ PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
サンルーフ PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
サンルーフ PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
サンルーフ CFRP
サンルーフ アラミド
サンルーフ 強化ガラス 高強度
サンルーフ 合わせガラス 透視性
サンルーフ 脱着式ルーフ PC樹脂（ポリカーボネート） リムーバブルルーフ
サンルーフ 脱着式ルーフ PC樹脂（ポリカーボネート） 成形性
ペダル ハイテン鋼
ペダル CFRP
ペダル アクセルペダルモジュール 鋼板 物性一覧No.6、8～26、35、45、46参照
ペダル アクセルペダルモジュール アルミニウム合金
ペダル アクセルペダルモジュール アルミニウム合金
ペダル アクセルペダルモジュール アルミニウム合金
ペダル アクセルペダルモジュール PA樹脂（ポリアミド）
ペダル アクセルペダルモジュール PA66
ペダル アクセルペダルモジュール POM樹脂（ポリアセタール）
ペダル アクセルペダルモジュール POM樹脂（ポリアセタール）
ペダル アクセルペダルモジュール PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 物性一覧No.5、47、51、56参照
ペダル アクセルペダルモジュール PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 物性一覧No.5、47、51、56参照
ペダル クラッチペダル 鋼板
ペダル クラッチペダル アラミド
ペダル クラッチペダル アラミド
ペダル クラッチペダル 樹脂
ペダル ブレーキペダル 炭素鋼
ペダル ブレーキペダル ハイテン鋼
ペダル ブレーキペダル ハイテン鋼
ペダル ブレーキペダル ハイテン鋼
ペダル ブレーキペダル ハイテン鋼
ペダル ブレーキペダル 鋼板
ペダル ブレーキペダル 合金鋼
ペダル ブレーキペダル アルミニウム合金
ペダル ブレーキペダル アルミニウム合金
ペダル ブレーキペダル アルミニウム合金
ペダル ブレーキペダル TPVC（ポリ塩化ビニル系熱可塑性エラストマー）
ペダル ブレーキペダル ゴム
燃料タンク 10.8~19.4PE樹脂（ポリエチレン）
燃料タンク HDPE（高密度ポリエチレン） 軽量化
燃料タンク HDPE（高密度ポリエチレン） 形状自由度高
燃料タンク HDPE（高密度ポリエチレン）
燃料タンク HDPE（高密度ポリエチレン）
燃料タンク EVOH樹脂 気体遮断性
燃料タンク CFRP
燃料タンク プラスチック
燃料タンク 樹脂
燃料タンク フィラーチューブ PA66
燃料タンク フィラーネック 耐ガソリン性 CPE（塩素化ポリエチレン）
燃料タンク フィラーネック 耐マンドレルクラック性 NBR/PVC
燃料タンク フィラーネック FKM（フッ素ゴム）
燃料タンク ロールオーバーバルブ POM樹脂（ポリアセタール） フューエルカットオフバルブ
燃料タンク ロールオーバーバルブ PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） フューエルカットバルブ
燃料タンク ロールオーバーバルブ アラミド フューエルカットオフバルブ
燃料タンク 燃料タンクゲージ PP樹脂（ポリプロピレン）
燃料タンク 燃料タンクゲージ アラミド
燃料タンク 燃料タンク部品 大幅な軽量化 PP樹脂（ポリプロピレン）
燃料タンク 燃料タンク部品 耐ガソリン性 HDPE（高密度ポリエチレン） 軽量化
燃料タンク 燃料タンク部品 HDPE（高密度ポリエチレン）
燃料タンク 燃料タンク部品 HDPE（高密度ポリエチレン）
燃料タンク 燃料タンク部品 PA樹脂（ポリアミド）
燃料タンク 燃料タンク部品 PA6
燃料タンク 燃料タンク部品 PA6
燃料タンク 燃料タンク部品 PA66
燃料タンク 燃料タンク部品 PA66
燃料タンク 燃料タンク部品 POM樹脂（ポリアセタール） 物性一覧No.5参照
燃料タンク 燃料タンク部品 POM樹脂（ポリアセタール） 物性一覧No.5参照
燃料タンク 燃料タンク部品 PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
燃料タンク 燃料タンク部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
燃料タンク 燃料タンク部品 アラミド
燃料タンク 燃料タンク部品 NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム）
ウェザーストリップ TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
ウェザーストリップ SBR（スチレン・ブタジエンゴム）
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ウェザーストリップ EPDM（エチレン・プロピレン・ジエンゴム）
ウェザーストリップ CR（クロロプレンゴム）
ウェザーストリップ ウェザーストリップ・グラスラン TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 軽量化
ウェザーストリップ ウェザーストリップ・グラスラン TPO(オレフィン系エラストマー） リサイクル性
ウェザーストリップ ウェザーストリップ・グラスラン TPO(オレフィン系エラストマー） 軽量化
ウェザーストリップ ウェザーストリップ・グラスラン TPO(オレフィン系エラストマー） 高生産効率
ウェザーストリップ ウェザーストリップ・グラスラン EPDM（エチレン・プロピレン・ジエンゴム） 耐熱性
ウェザーストリップ ウェザーストリップ・グラスラン EPDM（エチレン・プロピレン・ジエンゴム） 耐寒性
ウェザーストリップ ウェザーストリップ・グラスラン EPDM（エチレン・プロピレン・ジエンゴム） 軽量化
ウェザーストリップ ウェザーストリップ・グラスラン EPDM（エチレン・プロピレン・ジエンゴム） リサイクル性
ウェザーストリップ ウェザーストリップ・サンルーフ 気密性 CR（クロロプレンゴム） 弾力性
ウェザーストリップ ウェザーストリップ・ドアーアウター 耐久性 CR（クロロプレンゴム） ゴム弾性
ウェザーストリップ ウェザーストリップ・トランクリッド TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） リサイクル性
ウェザーストリップ ウェザーストリップ・ドリップ TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 低コスト
ウェザーストリップ ウェザーストリップ・ルーフサイド 遮音性 CR（クロロプレンゴム） 低硬度
ホーン／ブザー類 鋼板
ホーン／ブザー類 アルミニウム合金
ホーン／ブザー類 マグネシウム合金
ホーン／ブザー類 PP樹脂（ポリプロピレン）
ホーン／ブザー類 PC樹脂（ポリカーボネート）
コックピットモジュール CFRP
インストパネル ASSY インスツルメントパネル部品 合金鋼
インストパネル ASSY インスツルメントパネル部品 PP樹脂（ポリプロピレン）
インストパネル ASSY インスツルメントパネル部品 ABS樹脂
インストパネル ASSY インスツルメントパネル部品 PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
インストパネル ASSY インスツルメントパネル部品 PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
インストパネル ASSY インストパネル ハイテン鋼
インストパネル ASSY インストパネル マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
インストパネル ASSY インストパネル SMA（形状記憶合金） 耐熱性

耐衝撃性
インストパネル ASSY インストパネル PP樹脂（ポリプロピレン）
インストパネル ASSY インストパネル PP樹脂（ポリプロピレン）
インストパネル ASSY インストパネル PP樹脂（ポリプロピレン）
インストパネル ASSY インストパネル PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材 高温剛性

高衝撃性
外観

物性一覧No.37参照

インストパネル ASSY インストパネル PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材 物性一覧No.37参照
インストパネル ASSY インストパネル SPVC（軟質ポリ塩化ビニール樹脂） 物性一覧No.78参照
インストパネル ASSY インストパネル SPVC（軟質ポリ塩化ビニール樹脂） 物性一覧No.78参照
インストパネル ASSY インストパネル ABS樹脂 耐衝撃性 物性一覧No.4参照
インストパネル ASSY インストパネル ABS樹脂 耐酸性
インストパネル ASSY インストパネル ABS樹脂 対アルカリ性
インストパネル ASSY インストパネル ABS樹脂
インストパネル ASSY インストパネル ABS樹脂
インストパネル ASSY インストパネル ABS樹脂
インストパネル ASSY インストパネル AS樹脂（アクリロ二トリル・スチレン）-GF複合材 物性一覧No.4参照
インストパネル ASSY インストパネル 変性PC 耐熱性

耐衝撃性
インストパネル ASSY インストパネル PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
インストパネル ASSY インストパネル PC/ABS系ポリマーアロイ 耐熱性

耐衝撃性
物性一覧No.7参照

インストパネル ASSY インストパネル PC/ABS系ポリマーアロイ 物性一覧No.7参照
インストパネル ASSY インストパネル PC/PBT系ポリマーアロイ 耐熱性

耐衝撃性
インストパネル ASSY インストパネル PC/PBT系ポリマーアロイ
インストパネル ASSY インストパネル PPE/PS系ポリマーアロイ
インストパネル ASSY インストパネル PPE/PS系ポリマーアロイ 耐熱性

耐衝撃性
インストパネル ASSY インストパネル SMA/PC系ポリマーアロイ 耐熱性

耐衝撃性
インストパネル ASSY インストパネル TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
インストパネル ASSY インストパネル TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
インストパネル ASSY インストパネル TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
インストパネル ASSY インストパネル TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
インストパネル ASSY インストパネル TPU（ポリウレタン熱可塑性エラストマー） 触感

耐摩耗性
物性一覧No.76参照

インストパネル ASSY インストパネル TPU（ポリウレタン熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.76参照
インストパネル ASSY インストパネル TPV（動的架橋型TPO）
インストパネル ASSY インストパネル 変性PPO 耐熱性

耐衝撃性
物性一覧No.4参照

インストパネル ASSY インストフレーム PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 耐候性
インストパネル ASSY インストフレーム PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 耐水性
インストパネル ASSY インストフレーム PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 耐酸性
インストパネル ASSY インストフレーム PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 耐アルカリ性
インストパネル ASSY インストフレーム PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 低コスト
インストパネル ASSY インストフレーム PC/ABS系ポリマーアロイ 耐衝撃性
インストパネル ASSY インストフレーム PC/ABS系ポリマーアロイ 耐熱性
インストパネル ASSY インストフレーム PC/ABS系ポリマーアロイ 成形加工性
インストパネル ASSY インストフレーム TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 軽量
インストパネル ASSY インストフレーム TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） リサイクル性
インストパネル ASSY インストフレーム TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 低環境負荷
インストパネル ASSY インストフレーム バイオマス由来プラスチック 低環境負荷
インストパネル ASSY インストメーター 鋼板 物性一覧No.6、8～26、35、45、46参照
インストパネル ASSY インストメーター 鋼板 物性一覧No.6、8～26、35、45、46参照
インストパネル ASSY インストメーター 鋼板

38 / 72 ページ



大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
インストパネル ASSY インストメーター PP樹脂（ポリプロピレン）
インストパネル ASSY インストメーター PP樹脂（ポリプロピレン）
インストパネル ASSY インストメーター PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材 耐熱剛性

遮光性
物性一覧No.37参照

インストパネル ASSY インストメーター PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材 物性一覧No.37参照
インストパネル ASSY インストメーター PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート） 透明度
インストパネル ASSY インストメーター PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート） 光線透過率
インストパネル ASSY インストメーター PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート）
インストパネル ASSY インストメーター ABS樹脂 耐衝撃性
インストパネル ASSY インストメーター ABS樹脂 耐酸性
インストパネル ASSY インストメーター ABS樹脂 対アルカリ性
インストパネル ASSY インストメーター ABS樹脂
インストパネル ASSY インストメーター PA樹脂（ポリアミド） 耐摩耗性
インストパネル ASSY インストメーター PA樹脂（ポリアミド） 耐衝撃性
インストパネル ASSY インストメーター PA樹脂（ポリアミド） 耐熱性
インストパネル ASSY インストメーター POM樹脂（ポリアセタール）
インストパネル ASSY インストメーター PC樹脂（ポリカーボネート）
インストパネル ASSY インストメーター PC樹脂（ポリカーボネート）
インストパネル ASSY インストメーター m-PPE（変性PPE）
インストパネル ASSY インストメーター PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
インストパネル ASSY インストメーター PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
インストパネル ASSY インパネ基材 安全性 タルク
インストパネル ASSY インパネ基材 PP樹脂（ポリプロピレン） 耐熱性
インストパネル ASSY インパネ基材 PP樹脂（ポリプロピレン） 耐酸性
インストパネル ASSY インパネ基材 PP樹脂（ポリプロピレン） 耐アルカリ性
インストパネル ASSY インパネ基材 PP樹脂（ポリプロピレン） 高機械強度
インストパネル ASSY インパネ基材 PP樹脂（ポリプロピレン） リサイクル性
インストパネル ASSY インパネ基材 PP樹脂（ポリプロピレン） 安価
インストパネル ASSY インパネ基材 PP樹脂（ポリプロピレン） 成形性
インストパネル ASSY インパネ基材 PP樹脂（ポリプロピレン） 耐薬品性
インストパネル ASSY インパネ基材 PP樹脂（ポリプロピレン）
インストパネル ASSY インパネ基材 PVC樹脂（ポリ塩化ビニル）
インストパネル ASSY インパネ基材 PVC樹脂（ポリ塩化ビニル）
インストパネル ASSY インパネ基材 ABS樹脂 耐傷性
インストパネル ASSY インパネ基材 ABS樹脂 耐熱性
インストパネル ASSY インパネ基材 ABS樹脂 二次加工性
インストパネル ASSY インパネ基材 ABS樹脂 成形性
インストパネル ASSY インパネ基材 ABS樹脂 耐衝撃性
インストパネル ASSY インパネ基材 ABS樹脂 寸法安定性
インストパネル ASSY インパネ基材 ABS樹脂 剛性

耐熱性
成形性

インストパネル ASSY インパネ基材 ABS樹脂 軽量化
インストパネル ASSY インパネ基材 ABS樹脂
インストパネル ASSY インパネ基材 ABS樹脂
インストパネル ASSY インパネ基材 ABS樹脂
インストパネル ASSY インパネ基材 AS樹脂（アクリロ二トリル・スチレン） 耐傷性
インストパネル ASSY インパネ基材 AS樹脂（アクリロ二トリル・スチレン） 二次加工性
インストパネル ASSY インパネ基材 AS樹脂（アクリロ二トリル・スチレン）-GF複合材 剛性

耐熱性
成形性

インストパネル ASSY インパネ基材 エチレン共重合体
インストパネル ASSY インパネ基材 TSOP樹脂
インストパネル ASSY インパネ基材 PUR樹脂（ポリウレタン） 弾性
インストパネル ASSY インパネ基材 PUR樹脂（ポリウレタン） 強靭性
インストパネル ASSY インパネ基材 PUR樹脂（ポリウレタン） 引き裂き強度
インストパネル ASSY インパネ基材 PUR樹脂（ポリウレタン） 低温特性
インストパネル ASSY インパネ基材 PUR樹脂（ポリウレタン） 耐摩耗性
インストパネル ASSY インパネ基材 PUR樹脂（ポリウレタン） 耐老化性
インストパネル ASSY インパネ基材 PUR樹脂（ポリウレタン） 耐油性
インストパネル ASSY インパネ基材 PUR樹脂（ポリウレタン） 耐溶材性
インストパネル ASSY インパネ基材 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
インストパネル ASSY インパネ基材 TPU（ポリウレタン熱可塑性エラストマー）
インストパネル ASSY インパネ基材 TPO(オレフィン系エラストマー）
インストパネル ASSY インパネ基材 バイオマス由来プラスチック 低環境負荷
インストパネル ASSY カップホルダー ABS樹脂
インストパネル ASSY カップホルダー PA6
インストパネル ASSY カップホルダー PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
インストパネル ASSY グローブボックス PP樹脂（ポリプロピレン） 成形性
インストパネル ASSY グローブボックス PP樹脂（ポリプロピレン） 耐薬品性
インストパネル ASSY グローブボックス PP樹脂（ポリプロピレン） リサイクル性
インストパネル ASSY グローブボックス PP樹脂（ポリプロピレン）
インストパネル ASSY グローブボックス PP樹脂（ポリプロピレン）
インストパネル ASSY グローブボックス ABS樹脂 成形性
インストパネル ASSY グローブボックス ABS樹脂 耐衝撃性
インストパネル ASSY グローブボックス ABS樹脂 寸法安定性
インストパネル ASSY グローブボックス ABS樹脂
インストパネル ASSY グローブボックス ABS樹脂
インストパネル ASSY グローブボックス PUR樹脂（ポリウレタン）
インストパネル ASSY グローブボックス PUR樹脂（ポリウレタン）
インストパネル ASSY グローブボックス TPO(オレフィン系エラストマー）
インストパネル ASSY コンソールボックス PP樹脂（ポリプロピレン）
インストパネル ASSY コンソールボックス PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材 外観

耐擦過傷性
物性一覧No.37参照
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インストパネル ASSY コンソールボックス PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材 物性一覧No.37参照
インストパネル ASSY コンソールボックス SPVC（軟質ポリ塩化ビニール樹脂） 物性一覧No.78参照
インストパネル ASSY コンソールボックス SPVC（軟質ポリ塩化ビニール樹脂） 物性一覧No.78参照
インストパネル ASSY コンソールボックス ABS樹脂 物性一覧No.28、30等参照
インストパネル ASSY コンソールボックス ABS樹脂 物性一覧No.28、30等参照
インストパネル ASSY コンソールボックス ABS樹脂 物性一覧No.28、30等参照
インストパネル ASSY コンソールボックス PUR樹脂（ポリウレタン）
インストパネル ASSY コンソールボックス TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
インストパネル ASSY コンソールボックス TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
インストパネル ASSY コンソールボックス TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
インストパネル ASSY コンソールボックス TPO(オレフィン系エラストマー）
インストパネル ASSY パッケージトレイ PE樹脂（ポリエチレン） 水より軽い
インストパネル ASSY パッケージトレイ PE樹脂（ポリエチレン） 耐薬品性
インストパネル ASSY パッケージトレイ PE樹脂（ポリエチレン） 電気絶縁性
インストパネル ASSY パッケージトレイ バイオプラスチック CO2排出量が少ない
インストパネル ASSY パッケージトレイ バイオプラスチック リサイクル性
インストパネル ASSY 灰皿 PF樹脂（フェノール） 耐熱性
インストパネル ASSY 灰皿 PF樹脂（フェノール） 寸法安定性
インストパネル ASSY 灰皿 PF樹脂（フェノール）
インストパネル ASSY 灰皿 PF樹脂（フェノール）
インストパネル ASSY 灰皿 PF樹脂（フェノール）
エアバッグシステム エアバッグ ハイテン鋼
エアバッグシステム エアバッグ PP樹脂（ポリプロピレン）
エアバッグシステム エアバッグ TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
エアバッグシステム エアバッグ TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
エアバッグシステム エアバッグモジュール ステンレス鋼
エアバッグシステム エアバッグモジュール アルミニウム合金
エアバッグシステム エアバッグ部品 マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
エアバッグシステム エアバッグ部品 POM樹脂（ポリアセタール）
エアバッグシステム エアバッグ部品 PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
エアバッグシステム エアバッグ部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ステアリングホイール 炭素鋼
ステアリングホイール アルミニウム合金
ステアリングホイール マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
ステアリングホイール アルミ・マグネシウム複合
ステアリングホイール PP樹脂（ポリプロピレン） マグネシウム 物性一覧No.7、51参照
ステアリングホイール PP樹脂（ポリプロピレン） ヒートサイクル 物性一覧No.7、51参照
ステアリングホイール PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
ステアリングホイール PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
ステアリングホイール PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
ステアリングホイール PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 物性一覧No.51参照
ステアリングホイール PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 物性一覧No.51参照
ステアリングホイール POM樹脂（ポリアセタール）
ステアリングホイール PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
ステアリングホイール PUR樹脂（ポリウレタン）
ステアリングホイール PUR樹脂（ポリウレタン） 物性一覧No.1参照
ステアリングホイール 木
ステアリングホイール ステアリングホイール部品 鋼 軽量

加工性
ステアリングホイール ステアリングホイール部品 炭素鋼
ステアリングホイール ステアリングホイール部品 アルミニウム合金 軽量

加工性
物性一覧No.6、45、46、51を参照

ステアリングホイール ステアリングホイール部品 アルミニウム合金 物性一覧No.6、45、46、51を参照
ステアリングホイール ステアリングホイール部品 マグネシウム 成形性が良い
ステアリングホイール ステアリングホイール部品 マグネシウム レイアウトの自由度向上
ステアリングホイール ステアリングホイール部品 マグネシウム合金 比強度が高い 物性一覧No.6を参照
ステアリングホイール ステアリングホイール部品 マグネシウム合金 熱伝導性 物性一覧No.6を参照
ステアリングホイール ステアリングホイール部品 マグネシウム合金 放熱性 物性一覧No.6を参照
ステアリングホイール ステアリングホイール部品 マグネシウム合金 電磁波シールド性 物性一覧No.6を参照
ステアリングホイール ステアリングホイール部品 マグネシウム合金 振動吸収性 物性一覧No.6を参照
ステアリングホイール ステアリングホイール部品 マグネシウム合金 リサイクル性 物性一覧No.6を参照
ステアリングホイール ステアリングホイール部品 マグネシウム合金 軽量

加工性
物性一覧No.6を参照

ステアリングホイール ステアリングホイール部品 マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
ステアリングホイール ステアリングホイール部品 マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
ステアリングホイール ステアリングホイール部品 PP樹脂（ポリプロピレン） 耐久性

リサイクル性
触感性

物性一覧No.7、51参照

ステアリングホイール ステアリングホイール部品 PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
ステアリングホイール ステアリングホイール部品 PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
ステアリングホイール ステアリングホイール部品 PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
ステアリングホイール ステアリングホイール部品 PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 耐久性

リサイクル性
触感性

物性一覧No.51参照

ステアリングホイール ステアリングホイール部品 PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 物性一覧No.51参照
ステアリングホイール ステアリングホイール部品 ABS樹脂 耐久性

リサイクル性
触感性

物性一覧No.28、30等参照

ステアリングホイール ステアリングホイール部品 ABS樹脂 物性一覧No.28、30等参照
ステアリングホイール ステアリングホイール部品 ABS樹脂 物性一覧No.28、30等参照
ステアリングホイール ステアリングホイール部品 ABS樹脂 物性一覧No.28、30等参照
ステアリングホイール ステアリングホイール部品 PUR樹脂（ポリウレタン） 耐久性

リサイクル性
触感性

物性一覧No.62参照

ステアリングホイール ステアリングホイール部品 PUR樹脂（ポリウレタン） 物性一覧No.62参照
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ステアリングホイール ステアリングホイール部品 EP樹脂（エポキシ） 耐久性

リサイクル性
触感性

シート 45
シート シートアジャスタ ハイテン鋼
シート シートアジャスタ ハイテン鋼
シート シートアジャスタ 鋼板
シート シートアジャスタ 合金鋼
シート シートアジャスタ PP樹脂（ポリプロピレン）
シート シートアジャスタ ABS樹脂
シート シートアジャスタ ABS樹脂
シート シートアジャスタ PA6
シート シートアジャスタ POM樹脂（ポリアセタール）
シート シートアジャスタ PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
シート シートアジャスタ TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
シート シートクッションシートバック クッション性 ポリエーテルポリオール
シート シートクッションシートバック 難燃性 PUR樹脂（ポリウレタン） 弾性 物性一覧No.62参照
シート シートクッションシートバック 耐衝撃吸収性 PUR樹脂（ポリウレタン） 強靭性 物性一覧No.62参照
シート シートクッションシートバック 快適性 PUR樹脂（ポリウレタン） 引き裂き強度 物性一覧No.62参照
シート シートクッションシートバック PUR樹脂（ポリウレタン） 低温特性 物性一覧No.62参照
シート シートクッションシートバック PUR樹脂（ポリウレタン） 耐摩耗性 物性一覧No.62参照
シート シートクッションシートバック PUR樹脂（ポリウレタン） 耐老化性 物性一覧No.62参照
シート シートクッションシートバック PUR樹脂（ポリウレタン） 耐油性 物性一覧No.62参照
シート シートクッションシートバック PUR樹脂（ポリウレタン） 耐溶材性 物性一覧No.62参照
シート シートクッションシートバック PUR樹脂（ポリウレタン） クッション性

難燃性
対衝撃吸収性

物性一覧No.62参照

シート シートクッションシートバック PUR樹脂（ポリウレタン） 物性一覧No.62参照
シート シートクッションシートバック PUR樹脂（ポリウレタン） 物性一覧No.62参照
シート シートクッションシートバック TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
シート シートクッションシートバック CFRP
シート シートクッションシートバック TPO（オレフィン系エストラマー）への代替 リサイクル性向上（表皮一体型フォーム）
シート シートクッションシートバック TPO（オレフィン系エストラマー）への代替
シート シートフレーム 軽量化 ハイテン鋼 軽量化

高強度
物性一覧No.46参照

シート シートフレーム 高強度 ハイテン鋼 物性一覧No.46参照
シート シートフレーム 強度 ハイテン鋼
シート シートフレーム 剛性 ハイテン鋼
シート シートフレーム ハイテン鋼
シート シートフレーム 鋼板
シート シートフレーム 鋼板
シート シートフレーム 硬鋼線
シート シートフレーム 硬鋼線
シート シートフレーム 合金鋼
シート シートフレーム 合金鋼
シート シートフレーム アルミニウム合金
シート シートフレーム アルミニウム合金
シート シートフレーム アルミニウム合金
シート シートフレーム マグネシウム 成形性が良い
シート シートフレーム マグネシウム レイアウトの自由度向上
シート シートフレーム マグネシウム マグネシウム
シート シートフレーム マグネシウム合金 軽量化

強度
剛性
耐食性

物性一覧No.6を参照

シート シートフレーム マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
シート シートフレーム マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
シート シートフレーム マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
シート シートフレーム マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
シート シートフレーム マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
シート シートフレーム マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
シート シートフレーム PP樹脂（ポリプロピレン）
シート シートフレーム PVC樹脂（ポリ塩化ビニル）
シート シートフレーム ABS樹脂
シート シートフレーム PUR樹脂（ポリウレタン）
シート シートフレーム CFRP 強度
シート シートフレーム CFRP 剛性
シート シートフレーム CFRP
シート シートフレーム ファブリック
シート シートフレーム 繊維
シート シートフレーム 皮革
シート シートフレーム 普通鋼管
シート シートフレーム 普通鋼管
シート シート表皮 軽量 60～180kgPE樹脂（ポリエチレン） 耐光性（紫外線、赤外線等）
シート シート表皮 意匠性 PE樹脂（ポリエチレン） 堅牢性
シート シート表皮 風合い PE樹脂（ポリエチレン） 意匠性

シート シート表皮 肌触り PE樹脂（ポリエチレン） 風合い
シート シート表皮 難燃性 PE樹脂（ポリエチレン） 肌触り
シート シート表皮 リサイクル性 PE樹脂（ポリエチレン） 耐光性
シート シート表皮 衝撃・振動吸収性 PE樹脂（ポリエチレン） 堅牢性
シート シート表皮 耐光性 PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 耐薬品性 物性一覧No.51参照
シート シート表皮 制電性 PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 耐候性 物性一覧No.51参照
シート シート表皮 難燃性 PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 電気絶縁性 物性一覧No.51参照
シート シート表皮 防汚性 PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 強さ 物性一覧No.51参照
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
シート シート表皮 撥水性 PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 電気絶縁性 物性一覧No.51参照
シート シート表皮 耐久性 PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 耐薬品性 物性一覧No.51参照
シート シート表皮 快適性 PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 意匠性

風合い
肌触り
耐光性

物性一覧No.51参照

シート シート表皮 肌触り PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 物性一覧No.51参照
シート シート表皮 難燃性 PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 物性一覧No.51参照
シート シート表皮 難燃性 PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 物性一覧No.51参照
シート シート表皮 PVC樹脂（ポリ塩化ビニル）
シート シート表皮 PVC樹脂（ポリ塩化ビニル）
シート シート表皮 PVC樹脂（ポリ塩化ビニル）
シート シート表皮 ポリエステル 耐熱性

耐光性
物性一覧No.66参照

シート シート表皮 ポリエステル 物性一覧No.66参照
シート シート表皮 PUR樹脂（ポリウレタン） 耐溶剤性
シート シート表皮 PUR樹脂（ポリウレタン） 耐熱性
シート シート表皮 PUR樹脂（ポリウレタン） 耐薬品性
シート シート表皮 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
シート シート表皮 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
シート シート表皮 ナイロン繊維
シート シート表皮 ファブリック
シート シート表皮 繊維
シート シート表皮 天然皮革 耐久性
シート シート表皮 天然皮革 高級感
シート シート表皮 天然皮革 温度調整機能
シート シート表皮 天然皮革 意匠性

風合い
肌触り
耐光性

シート シート表皮 天然皮革
シート シート表皮 布地(織物・編み物)
シート シート表皮 ウール
シート シート部品 ハイテン鋼
シート シート部品 ハイテン鋼
シート シート部品 鋼板
シート シート部品 PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 物性一覧No.51参照
シート シート部品 PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 物性一覧No.51参照
シート シート部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
シート シート部品 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
シート シート部品 普通鋼管
シート ヘッドレスト PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 物性一覧No.51参照
シート ヘッドレスト PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 物性一覧No.51参照
シート ヘッドレスト ウレタン
シート ヘッドレスト PUR樹脂（ポリウレタン）
シート ヘッドレスト CFRP
シートベルト 5 POM樹脂（ポリアセタール）
シートベルト PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
シートベルト PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
シートベルト ポリエステル繊維
シートベルト ナイロン繊維
シートベルト シートベルトバックル PP樹脂（ポリプロピレン）
シートベルト シートベルトバックル ABS樹脂
シートベルト シートベルトバックル TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
シートベルト シートベルトリトラクター 39 ポリエステル繊維
シートベルト シートベルトリトラクター ナイロン繊維
内装トリム PP樹脂（ポリプロピレン） 外観

成形性
物性一覧No.7、51参照

内装トリム PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
内装トリム PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材 外観

寸法安定性
物性一覧No.37参照

内装トリム PP樹脂（ポリプロピレン）-複合材 物性一覧No.37参照
内装トリム ABS樹脂 物性一覧No.4、28、30等参照
内装トリム ABS樹脂 物性一覧No.4、28、30等参照
内装トリム ウッドファイバー
内装トリム アームレスト マグネシウム合金 物性一覧No.6を参照
内装トリム アームレスト PP樹脂（ポリプロピレン）
内装トリム アームレスト SPVC（軟質ポリ塩化ビニール樹脂） 物性一覧No.78参照
内装トリム アームレスト SPVC（軟質ポリ塩化ビニール樹脂） 物性一覧No.78参照
内装トリム アームレスト TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
内装トリム アームレスト TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
内装トリム アームレスト TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
内装トリム アームレスト PP系スタンパブルシート 比重　1.18

曲げ弾性率　56,000kg/㎝2
剛性メリット　6.98
及び物性一覧No.3参照

内装トリム アシストグリップ 耐久性 PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
内装トリム アシストグリップ 耐薬品性 PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
内装トリム アシストグリップ 耐磨耗性 PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
内装トリム アシストグリップ 触感 PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
内装トリム アシストグリップ 耐傷付性 SPVC（軟質ポリ塩化ビニール樹脂） 物性一覧No.78参照
内装トリム アシストグリップ SPVC（軟質ポリ塩化ビニール樹脂） 物性一覧No.78参照
内装トリム アシストグリップ ABS樹脂
内装トリム アシストグリップ POM樹脂（ポリアセタール）
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
内装トリム アシストグリップ TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
内装トリム アシストグリップ TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
内装トリム アシストグリップ TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
内装トリム アシストグリップ TPS（スチレン系） 物性一覧No.77参照
内装トリム アシストグリップ TPS（スチレン系） 物性一覧No.77参照
内装トリム インサイドミラー 酸化すず 透光性
内装トリム インサイドミラー 酸化すず 導電性
内装トリム インサイドミラー 酸化インジウム 透光性
内装トリム インサイドミラー 酸化インジウム 導電性
内装トリム インサイドミラー PP樹脂（ポリプロピレン）
内装トリム インサイドミラー PP樹脂（ポリプロピレン）
内装トリム インサイドミラー ABS樹脂
内装トリム インサイドミラー ガラスマット
内装トリム ガーニッシュ アルミニウム合金（AI-Mg-Si系） 高強度･高靭性合金
内装トリム ガーニッシュ アルミニウム合金（AI-Mg-Si系）
内装トリム ガーニッシュ PP樹脂（ポリプロピレン）
内装トリム ガーニッシュ PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 物性一覧No.51参照
内装トリム ガーニッシュ PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 物性一覧No.51参照
内装トリム ガーニッシュ ABS樹脂 耐衝撃性
内装トリム ガーニッシュ ABS樹脂 耐酸性
内装トリム ガーニッシュ ABS樹脂 対アルカリ性
内装トリム ガーニッシュ ABS樹脂
内装トリム ガーニッシュ PC/ABS系ポリマーアロイ 物性一覧No.7参照
内装トリム ガーニッシュ PC/ABS系ポリマーアロイ 物性一覧No.7参照
内装トリム ガーニッシュ PC/PBT系ポリマーアロイ 物性一覧No.7、32等参照
内装トリム ガーニッシュ PC/PBT系ポリマーアロイ 物性一覧No.7、32等参照
内装トリム ガーニッシュ PC/PBT系ポリマーアロイ 物性一覧No.7、32等参照
内装トリム ガーニッシュ PC/PBT系ポリマーアロイ 物性一覧No.7、32等参照
内装トリム サンバイザー 鋼線
内装トリム サンバイザー 鋼線
内装トリム サンバイザー PP樹脂（ポリプロピレン）
内装トリム サンバイザー PP樹脂（ポリプロピレン）
内装トリム サンバイザー PP樹脂（ポリプロピレン）
内装トリム サンバイザー PE樹脂（ポリエチレン）
内装トリム サンバイザー PVC樹脂（ポリ塩化ビニル）
内装トリム サンバイザー PVC樹脂（ポリ塩化ビニル）
内装トリム サンバイザー ABS樹脂
内装トリム サンバイザー ABS樹脂
内装トリム サンバイザー ABS樹脂
内装トリム サンバイザー PA樹脂（ポリアミド）
内装トリム サンバイザー PA樹脂（ポリアミド）
内装トリム サンバイザー PUR樹脂（ポリウレタン）
内装トリム サンバイザー PUR樹脂（ポリウレタン）
内装トリム サンバイザー PUR樹脂（ポリウレタン）
内装トリム サンバイザー TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
内装トリム サンバイザー ファブリック
内装トリム サンバイザー ファブリック
内装トリム サンバイザー 皮革
内装トリム サンバイザー 皮革
内装トリム サンバイザー 不織布
内装トリム サンバイザー 不織布
内装トリム ステアリングコラムカバー 強度（衝突時の乗員脚部保護） PP樹脂（ポリプロピレン） 低価格
内装トリム ステアリングコラムカバー 意匠性 PP樹脂（ポリプロピレン） リサイクル性
内装トリム ステアリングコラムカバー 耐候性 PP樹脂（ポリプロピレン） 加工特性
内装トリム ステアリングコラムカバー 耐屈曲性 PP樹脂（ポリプロピレン）
内装トリム ステアリングコラムカバー 耐油性 PP樹脂（ポリプロピレン）
内装トリム ステアリングコラムカバー ABS樹脂 加工性（塗装、めっき）
内装トリム ステアリングコラムカバー ABS樹脂
内装トリム ステアリングコラムカバー ABS樹脂
内装トリム ステアリングコラムカバー ABS樹脂
内装トリム ステアリングコラムカバー PA樹脂（ポリアミド）
内装トリム ダッシュインシュレーター PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
内装トリム ティビア・パッド PP樹脂（ポリプロピレン）
内装トリム ドアトリム 耐久性 タルク
内装トリム ドアトリム 耐薬品性 PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
内装トリム ドアトリム 耐磨耗性 PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
内装トリム ドアトリム 触感 PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
内装トリム ドアトリム 耐傷付性 PP樹脂（ポリプロピレン）
内装トリム ドアトリム PP樹脂（ポリプロピレン）
内装トリム ドアトリム PP樹脂（ポリプロピレン）
内装トリム ドアトリム PP/木粉
内装トリム ドアトリム PE樹脂（ポリエチレン）
内装トリム ドアトリム PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 耐候性
内装トリム ドアトリム PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 耐水性
内装トリム ドアトリム PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 耐酸性
内装トリム ドアトリム PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 耐アルカリ性
内装トリム ドアトリム SPVC（軟質ポリ塩化ビニール樹脂） 物性一覧No.78参照
内装トリム ドアトリム SPVC（軟質ポリ塩化ビニール樹脂） 物性一覧No.78参照
内装トリム ドアトリム SPVC（軟質ポリ塩化ビニール樹脂） 物性一覧No.78参照
内装トリム ドアトリム SPVC（軟質ポリ塩化ビニール樹脂） 物性一覧No.78参照
内装トリム ドアトリム ABS樹脂 物性一覧No.28、30等参照
内装トリム ドアトリム ABS樹脂 物性一覧No.28、30等参照
内装トリム ドアトリム ABS樹脂 物性一覧No.28、30等参照
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
内装トリム ドアトリム GMFU(硬質ウレタン)
内装トリム ドアトリム エチレン共重合体
内装トリム ドアトリム PLA（ポリ乳酸）
内装トリム ドアトリム PLA（ポリ乳酸）
内装トリム ドアトリム TSOP樹脂
内装トリム ドアトリム パルプ/フェノール樹脂
内装トリム ドアトリム TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 軽量 物性一覧No.75参照
内装トリム ドアトリム TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） リサイクル性 物性一覧No.75参照
内装トリム ドアトリム TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 低環境負荷 物性一覧No.75参照
内装トリム ドアトリム TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
内装トリム ドアトリム TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
内装トリム ドアトリム TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
内装トリム ドアトリム TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
内装トリム ドアトリム TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
内装トリム ドアトリム TPU（ポリウレタン熱可塑性エラストマー） 触感

耐摩耗性
物性一覧No.76参照

内装トリム ドアトリム TPU（ポリウレタン熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.76参照
内装トリム ドアトリム TPS（スチレン系） 物性一覧No.77参照
内装トリム ドアトリム TPS（スチレン系） 物性一覧No.77参照
内装トリム ドアトリム バイオプラスチック（PP再生材・ケナフ） リサイクル性
内装トリム ドアトリム EPT 耐候性
内装トリム ドアトリム EPT 耐オゾン性
内装トリム ドアトリム EPT 耐熱性
内装トリム ドアトリム EPT 耐寒性
内装トリム ドアトリム EPT 電気特性
内装トリム ドアトリム EPT 耐化学薬品性
内装トリム ドアトリム EPT 軽量
内装トリム ドアトリム EPT リサイクル性
内装トリム ドアトリム ファブリック
内装トリム ドアトリム ファブリック
内装トリム ドアトリム RPMマット 機材重量　1000～2000g/㎡

深絞り成形性最大伸び率　30％
成型収縮率　1/1000
曲げ剛性　5kg/50㎜

内装トリム ニーボルスター PP樹脂（ポリプロピレン）
内装トリム ピラーカバー PP樹脂（ポリプロピレン）
内装トリム ピラーカバー PP樹脂（ポリプロピレン）
内装トリム ピラーカバー PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート）
内装トリム ピラーカバー PC樹脂（ポリカーボネート） 物性一覧No.5、51、56参照
内装トリム ピラーカバー PC樹脂（ポリカーボネート） 物性一覧No.5、51、56参照
内装トリム フロアートリム クッション性 PP樹脂（ポリプロピレン）
内装トリム フロアートリム PP樹脂（ポリプロピレン）
内装トリム フロアートリム PE樹脂（ポリエチレン） 成形加工性
内装トリム フロアートリム PE樹脂（ポリエチレン） 耐衝撃性
内装トリム フロアートリム PE樹脂（ポリエチレン） 電気特性
内装トリム フロアートリム PE樹脂（ポリエチレン） 耐薬品性
内装トリム フロアートリム PE樹脂（ポリエチレン）
内装トリム フロアートリム PVC樹脂（ポリ塩化ビニル）
内装トリム フロアートリム PVC樹脂（ポリ塩化ビニル）
内装トリム フロアートリム ウレタン 吸音性

制振性
内装トリム フロアートリム PLA（ポリ乳酸）
内装トリム フロアートリム PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
内装トリム フロアートリム PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
内装トリム フロアートリム PUR樹脂（ポリウレタン） 物性一覧No.62参照
内装トリム フロアートリム PUR樹脂（ポリウレタン） 物性一覧No.62参照
内装トリム フロアートリム バイオプラスチック CO2排出量が少ない
内装トリム フロアートリム バイオプラスチック リサイクル性
内装トリム フロアートリム バイオプラスチック
内装トリム フロアートリム 繊維
内装トリム フロアートリム 繊維
内装トリム ラゲージ／トランクトリム PP樹脂（ポリプロピレン）
内装トリム ラゲージ／トランクトリム PP樹脂（ポリプロピレン）
内装トリム ラゲージ／トランクトリム PP樹脂（ポリプロピレン）
内装トリム ラゲージ／トランクトリム PE樹脂（ポリエチレン）
内装トリム ラゲージ／トランクトリム PE樹脂（ポリエチレン）
内装トリム ラゲージ／トランクトリム CFRP
内装トリム ラゲージ／トランクトリム ケナフ＋再生PP
内装トリム ラゲージ／トランクトリム ケナフ＋再生PP
内装トリム ラゲージ／トランクトリム 不織布
内装トリム ラゲージ／トランクトリム 不織布
内装トリム ラゲージ／トランクトリム 不織布
内装トリム ラゲージ／トランクトリム 不織布
内装トリム ラゲージ／トランクトリム 制振材
内装トリム ラゲージ／トランクトリム ハードボード
内装トリム ラゲージ／トランクトリム ハードボード
内装トリム リアパーシェル PP系スタンパブルシート 比重　1.18

曲げ弾性率　56,000kg/㎝2
剛性メリット　6.98
及び物性一覧No.3参照

内装トリム ルーフトリム クッション性 メタルラス/PEフォーム
内装トリム ルーフトリム PP樹脂（ポリプロピレン） 安価
内装トリム ルーフトリム PP樹脂（ポリプロピレン） 軽量
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
内装トリム ルーフトリム PP樹脂（ポリプロピレン） リサイクル性
内装トリム ルーフトリム PP樹脂（ポリプロピレン）
内装トリム ルーフトリム PP樹脂（ポリプロピレン）
内装トリム ルーフトリム PP樹脂（ポリプロピレン）
内装トリム ルーフトリム PP樹脂（ポリプロピレン）
内装トリム ルーフトリム PE樹脂（ポリエチレン）
内装トリム ルーフトリム PE樹脂（ポリエチレン）
内装トリム ルーフトリム PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 物性一覧No.51参照
内装トリム ルーフトリム PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 物性一覧No.51参照
内装トリム ルーフトリム PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 物性一覧No.51参照
内装トリム ルーフトリム SPVC（軟質ポリ塩化ビニール樹脂） 物性一覧No.78参照
内装トリム ルーフトリム SPVC（軟質ポリ塩化ビニール樹脂） 物性一覧No.78参照
内装トリム ルーフトリム PS樹脂（ポリスチレン）
内装トリム ルーフトリム PS樹脂（ポリスチレン）
内装トリム ルーフトリム 変性EPS 機材重量　535～880g/㎡

深絞り成形性最大伸び率　180％
成型収縮率　7/1000
曲げ剛性　0.5kg/50㎜

内装トリム ルーフトリム EPS（ビーズ法発泡スチロール）-GF複合材 機材重量　500～550g/㎡
深絞り成形性最大伸び率　40％
曲げ剛性　1kg/50㎜

内装トリム ルーフトリム ウレタン-ガラス強化材
内装トリム ルーフトリム PLA（ポリ乳酸） 低環境負荷
内装トリム ルーフトリム PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）
内装トリム ルーフトリム PF樹脂（フェノール）
内装トリム ルーフトリム PF樹脂（フェノール）
内装トリム ルーフトリム PF樹脂（フェノール）-GF複合材 物性一覧No.61参照
内装トリム ルーフトリム PF樹脂（フェノール）-GF複合材 物性一覧No.61参照
内装トリム ルーフトリム PUR樹脂（ポリウレタン） 柔軟性
内装トリム ルーフトリム PUR樹脂（ポリウレタン） 軽量
内装トリム ルーフトリム PUR樹脂（ポリウレタン） 吸音性
内装トリム ルーフトリム PUR樹脂（ポリウレタン） 高剛性
内装トリム ルーフトリム PUR樹脂（ポリウレタン）
内装トリム ルーフトリム PUR樹脂（ポリウレタン）
内装トリム ルーフトリム TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
内装トリム ルーフトリム TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
内装トリム ルーフトリム TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
内装トリム ルーフトリム TPS（スチレン系） 物性一覧No.77参照
内装トリム ルーフトリム TPS（スチレン系） 物性一覧No.77参照
内装トリム ルーフトリム 樹脂繊維
内装トリム ルーフトリム サイザル＋カーボン繊維＋PP
内装トリム ルーフトリム ケナフ
内装トリム ルーフトリム FSフォーム
内装トリム ルーフトリム FSフォーム
内装トリム ルーフトリム GF
内装トリム ルーフトリム ジュート
内装トリム ルーフトリム 粗毛
内装トリム ルーフトリム ニットファブリック
内装トリム ルーフトリム 植毛レザー
内装トリム ルーフトリム 不織布
内装トリム ルーフトリム 不織布
内装トリム ルーフトリム トリコット
内装トリム ルーフトリム レジンフェルト
内装トリム ルーフトリム ガラスマット
内装トリム ルーフトリム 制振材
内装トリム ルーフトリム ハードボード
内装トリム ルーフトリム バルブ
内装トリム ルーフトリム 段ボール
内装トリム ルーフトリム 段ボール
内装トリム ルーフトリム HTPSフォーム・シート
内装トリム ルームランプ PP樹脂（ポリプロピレン） 透明性

耐熱性
物性一覧No.7、51参照

内装トリム ルームランプ PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
内装トリム ルームランプ PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51参照
内装トリム ルームランプ PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート）
内装トリム ルームランプ PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート）
内装トリム ルームランプ PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート）
内装トリム ルームランプ PC樹脂（ポリカーボネート） 透明度が高い
内装トリム ルームランプ PC樹脂（ポリカーボネート） 耐衝撃性
内装トリム ルームランプ PC樹脂（ポリカーボネート） 耐熱性
内装トリム ルームランプ PC樹脂（ポリカーボネート） 寸法安定性
内装トリム ルームランプ PC樹脂（ポリカーボネート）
内装トリム 内装トリム部品 PP樹脂（ポリプロピレン） 成形性
内装トリム 内装トリム部品 PP樹脂（ポリプロピレン） 耐薬品性
内装トリム 内装トリム部品 PP樹脂（ポリプロピレン）
内装トリム 内装トリム部品 PE樹脂（ポリエチレン） 成形加工性
内装トリム 内装トリム部品 PE樹脂（ポリエチレン） 耐衝撃性
内装トリム 内装トリム部品 PE樹脂（ポリエチレン） 電気特性
内装トリム 内装トリム部品 PE樹脂（ポリエチレン） 耐薬品性
内装トリム 内装トリム部品 PE樹脂（ポリエチレン） リサイクル性
内装トリム 内装トリム部品 ABS樹脂 成形性
内装トリム 内装トリム部品 ABS樹脂 耐衝撃性
内装トリム 内装トリム部品 ABS樹脂 寸法安定性
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
内装トリム 内装トリム部品 PA66
内装トリム 内装トリム部品 POM樹脂（ポリアセタール） 結晶化度
内装トリム 内装トリム部品 POM樹脂（ポリアセタール） 金属に近い性質
内装トリム 内装トリム部品 POM樹脂（ポリアセタール）
内装トリム 内装トリム部品 バイオプラスチック CO2排出量が少ない
内装トリム 内装トリム部品 バイオプラスチック リサイクル性
内装スイッチ PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
内装スイッチ コンビネーションスイッチ PP樹脂（ポリプロピレン）
内装スイッチ コンビネーションスイッチ ABS樹脂
内装スイッチ コンビネーションスイッチ PA樹脂（ポリアミド）
内装スイッチ コンビネーションスイッチ PA66
内装スイッチ コンビネーションスイッチ PBT/PET系ポリマーアロイ
内装スイッチ ハザードスイッチ PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 電気絶縁性

耐熱性
耐アーク性
耐薬品性
耐吸湿性
寸法安定性

物性一覧No.5、47、51、56等参照

内装スイッチ ハザードスイッチ PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 物性一覧No.5、47、51、56等参照
内装スイッチ 内装スイッチ ABS樹脂 耐衝撃性
内装スイッチ 内装スイッチ ABS樹脂 耐酸性
内装スイッチ 内装スイッチ ABS樹脂 対アルカリ性
内装スイッチ 内装スイッチ PBT/PET系ポリマーアロイ 強度
内装スイッチ 内装スイッチ PBT/PET系ポリマーアロイ 剛性
内装スイッチ 内装スイッチ PBT/PET系ポリマーアロイ 耐摩耗性
内装スイッチ 内装スイッチ PBT/PET系ポリマーアロイ 寸法安定性
内装スイッチ 内装スイッチ PBT/PET系ポリマーアロイ 電気特性
内装スイッチ 内装スイッチ PBT/PET系ポリマーアロイ
ヒーター PP樹脂（ポリプロピレン）
ヒーター ヒーターコア チタン酸バリウム 電気抵抗の正温度特性
ヒーター ヒーターコア PP樹脂（ポリプロピレン）
ヒーター ヒーターホース TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ヒーター ヒーター部品 耐LLC性

耐熱性
POM樹脂（ポリアセタール） 弾性回復性

耐磨耗疲労強度
耐薬品性
耐磨耗性

物性一覧No.5参照

ヒーター ヒーター部品 EPDM（エチレン・プロピレン・ジエンゴム）
ヒーター ヒーター部品 ECO（エピクロルヒドリンゴム）
ヒーター ヒーター部品 NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム）
エアコン 16.8～10.1PP樹脂（ポリプロピレン）
エアコン PP樹脂（ポリプロピレン）
エアコン ABS樹脂
エアコン PA6
エアコン PA66
エアコン POM樹脂（ポリアセタール）
エアコン エアコンコンデンサー チタン酸バリウム 誘電性
エアコン エアコンコンプレッサー アルミニウム合金
エアコン エアコンホース 耐熱性 クロロスルフォン化ポリエチレン 物性一覧No.62参照
エアコン エアコンホース 低フ口ンガス透過性 クロロスルフォン化ポリエチレン 物性一覧No.62参照
エアコン エアコンホース 耐圧性 クロロスルフォン化ポリエチレン 物性一覧No.62参照
エアコン エアコンホース クロロスルフォン化ポリエチレン 物性一覧No.62参照
エアコン エアコンホース ポリエステル 物性一覧No.66参照
エアコン エアコンホース ポリエステル 物性一覧No.66参照
エアコン エアコンホース ポリエステル 物性一覧No.66参照
エアコン エアコンホース ポリエステル 物性一覧No.66参照
エアコン エアコンホース PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
エアコン エアコンホース PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
エアコン エアコンホース PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
エアコン エアコンホース サーモプラスチック
エアコン エアコンホース FKM（フッ素ゴム）
エアコン エアコンホース NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム） 物性一覧No.62参照
エアコン エアコンホース NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム） 物性一覧No.62参照
エアコン エアコンホース NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム） 物性一覧No.62参照
エアコン エアコンホース NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム） 物性一覧No.62参照
エアコン エアコンホース NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム） 物性一覧No.62参照
エアコン エアコンホース CR（クロロプレンゴム） 物性一覧No.62参照
エアコン エアコンホース CR（クロロプレンゴム） 物性一覧No.62参照
エアコン エアコンホース EPM（エチレン・プロピレンゴム） 物性一覧No.62参照
エアコン エアコンホース EPM（エチレン・プロピレンゴム） 物性一覧No.62参照
エアコン エアコンホース EPM（エチレン・プロピレンゴム） 物性一覧No.62参照
エアコン エアコンホース EPM（エチレン・プロピレンゴム） 物性一覧No.62参照
エアコン エアコンホース Aｌパイプ
エアコン エアコン部品 耐フ口ンガス脱圧発泡性 チタン酸バリウム 電気抵抗の正温度特性
エアコン エアコン部品 耐熱性 PP樹脂（ポリプロピレン）
エアコン エアコン部品 ABS樹脂
エアコン エアコン部品 POM樹脂（ポリアセタール）
エアコン エアコン部品 PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-強化材 耐熱性

高剛性
寸法安定性
低クリープ

物性一覧No.67参照

エアコン エアコン部品 PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-強化材 物性一覧No.67参照
エアコン エアコン部品 m-PPE（変性PPE）
エアコン エアコン部品 フッ素樹脂
エアコン エアコン部品 PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
エアコン エアコン部品 PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
エアコン エアコン部品 EPDM（エチレン・プロピレン・ジエンゴム）
エアコン エアコン部品 NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム）
エアコン エアコン部品 HNBR(水素化ニトリルゴム）
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト 耐熱性 鋳鉄
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト 耐オゾン性 炭素鋼
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト 炭素鋼
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト 炭素鋼
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト 炭素鋼
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト 炭素鋼
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト ばね鋼
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト 軸受鋼
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト 耐熱鋼
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト 電磁軟鉄
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト 合金鋼
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト 合金鋼
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト アルミニウム
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト アルミニウム合金
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト PP樹脂（ポリプロピレン）
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト PP樹脂（ポリプロピレン）
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト PP樹脂（ポリプロピレン）
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト PE樹脂（ポリエチレン）
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト PVC樹脂（ポリ塩化ビニル）
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト PS樹脂（ポリスチレン）
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト PA樹脂（ポリアミド）
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト PA樹脂（ポリアミド）
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト PC樹脂（ポリカーボネート）
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト PF樹脂（フェノール）
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト PF樹脂（フェノール）
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト PF樹脂（フェノール）
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト PUR樹脂（ポリウレタン）
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト 樹脂繊維
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト サイザル＋カーボン繊維＋PP
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト ケナフ
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト ACM（アクリルゴム）
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト EPDM（エチレン・プロピレン・ジエンゴム）
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト CR（クロロプレンゴム）
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト CSM（クロロスルホン化ポリエチレン）
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト ゴム
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト GF
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト ジュート
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト 粗毛
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト ニットファブリック
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト 植毛レザー
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト 不織布
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト ガラスマット
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト 焼結合金
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト 焼結合金
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト TPC PP
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト TPC PE
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト TPC ABS
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト TPC
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト バルブ
クライメートコントロール周辺部品 エアダクト 段ボール
クライメートコントロール周辺部品 キャビンエアフィルター PPE樹脂（ポリフェニレンエーテル） 耐水熱性

寸法安定性
物性一覧No.5参照

エンターテインメント、オーディオ アンテナ PP樹脂（ポリプロピレン）
エンターテインメント、オーディオ アンテナ ABS樹脂
エンターテインメント、オーディオ カーオーディオ PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
ワイヤーハーネス アルミニウム合金
ワイヤーハーネス 再生塊合金
ワイヤーハーネス PP樹脂（ポリプロピレン）
ワイヤーハーネス PP樹脂（ポリプロピレン）
ワイヤーハーネス PVC樹脂（ポリ塩化ビニル）
ワイヤーハーネス PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 耐薬品性
ワイヤーハーネス PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 耐候性
ワイヤーハーネス PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 電気絶縁性
ワイヤーハーネス PA6
ワイヤーハーネス PA66
ワイヤーハーネス フッ素樹脂
ワイヤーハーネス ポリオレフィン樹脂
電装ケーブル フッ素樹脂
電装コネクタ PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
電装コネクタ アラミド
電装コネクタ コネクタハウジング PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
リレー PP樹脂（ポリプロピレン）
リレー ABS樹脂
リレー PA樹脂（ポリアミド）
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
リレー PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
リレー フラッシャー PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート）
リレー フラッシャー BMC（バルク状不飽和ポリエステル）
リレー フラッシャー PA樹脂（ポリアミド）
リレー フラッシャー PC樹脂（ポリカーボネート）
リレー フラッシャー PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
アクチュエーター アクチュエーター IIR（ブチルゴム） 防振特性

低ガス透過性
アクチュエーター ソレノイドソレノイドバルブ PP樹脂（ポリプロピレン）
アクチュエーター ソレノイドソレノイドバルブ PA樹脂（ポリアミド）
アクチュエーター ソレノイドソレノイドバルブ m-PPE（変性PPE）
アクチュエーター ソレノイドソレノイドバルブ PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
モーター パワーウィンドウモーター PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
モーター ヘッドランプクリーナー用モーター POM樹脂（ポリアセタール）
モーター モーター POM樹脂（ポリアセタール）
モーター モーター PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
モーター モーター PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
モーター モーター PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
モーター モーター PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
モーター モーター PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
モーター モーター PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
モーター モーター PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
モーター モーター アラミド
モーター モーター フェライト 磁性
内部スイッチ スイッチ POM樹脂（ポリアセタール）
内部スイッチ スイッチ PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
内部スイッチ スイッチ PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
センサー エアコン水温センサー セラミックス 電気抵抗の負温度特性
センサー スロットルポジションセンサー PA66
センサー スロットルポジションセンサー PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
センサー センサー PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
センサー センサー アラミド
センサー センサー フォトセル 光電変換
センサー センサーハウジング PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
センサー センサーハウジング PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
センサー 超音波センサ PZT 圧電性
センサー ノックセンサー PZT 圧電性
センサー ラジエター水温センサー セラミックス 電気抵抗の負温度特性
センサー 酸素O2センサー チタニア イオン伝導性
センサー 酸素O2センサー セラミックス
センサー 酸素O2センサー ジルコニア イオン伝導性
センサー 酸素O2センサー ジルコニア イオン伝導性
センサー 車速センサー PEI樹脂（ポリエーテルイミド） 強靭性

剛性
スナップフィット性

比重　1.51
曲げ弾性率　84,700kg/㎝2
剛性メリット　6.26

センサー 油圧センサー PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
半導体 EP樹脂（エポキシ）
半導体 IC m-PPE（変性PPE）
半導体 IC PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
半導体 トランジスター m-PPE（変性PPE）
半導体 トランジスター PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
電子系構成部品 LCD液晶ディスプレイ PC樹脂（ポリカーボネート）
電子系構成部品 サーキットブレーカー PA6
電子系構成部品 サーキットブレーカー PA6
電子系構成部品 サーキットブレーカー PA6
電子系構成部品 ソケット クロロスルフォン化ポリエチレン 電気絶縁性

耐薬品性
難燃性
耐侯性

物性一覧No.62参照

電子系構成部品 ソケット クロロスルフォン化ポリエチレン 物性一覧No.62参照
電子系構成部品 ソケット PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
電子系構成部品 ソケット m-PPE（変性PPE）
電子系構成部品 ソケット PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
電子系構成部品 ソケット PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
電子系構成部品 ソケット PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
電子系構成部品 ソケット PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
電子系構成部品 ソケット アラミド
電子系構成部品 電子系コンデンサー アルミニウム合金
電子系構成部品 電子系コンデンサー PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
電子系構成部品 電子系コンデンサー PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
電子系構成部品 電子系コンデンサー EP樹脂（エポキシ）
電子系構成部品 電子電装部品 アルミニウム合金
電子系構成部品 電子電装部品 PP樹脂（ポリプロピレン） リサイクルが可能
電子系構成部品 電子電装部品 PE樹脂（ポリエチレン） リサイクルが可能
電子系構成部品 電子電装部品 PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
電子系構成部品 電子電装部品 PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 耐熱性
電子系構成部品 電子電装部品 PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 機械的強度
電子系構成部品 電子電装部品 PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 剛性
電子系構成部品 電子電装部品 PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 難燃性
電子系構成部品 電子電装部品 PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド） 電気的特性
電子系構成部品 電子電装部品 EP樹脂（エポキシ）
電子系構成部品 電装コンバーター PP樹脂（ポリプロピレン）
電子系構成部品 電装コンバーター PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
電子系構成部品 電装コンバーター PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
ファスナー／コネクター類 クリップ POM樹脂（ポリアセタール）
ファスナー／コネクター類 コネクター PA樹脂（ポリアミド） 強靭性

耐磨耗性
耐油性
剛性
耐熱性
耐薬品性

物性一覧No.47参照

ファスナー／コネクター類 コネクター PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
ファスナー／コネクター類 ファスナー チタン合金 軽量化

静粛性
高出力化

物性一覧No.63を参照

ファスナー／コネクター類 ファスナー チタン合金 物性一覧No.63を参照
ファスナー／コネクター類 ファスナー POM樹脂（ポリアセタール）
ファスナー／コネクター類 ボルト、ナット マグネシウム合金 軽量化 物性一覧No.6を参照
要素部品 ギア ニッケルクロムモリブデン鋼
要素部品 ギア MCl-MC3系合金 強度高
要素部品 ギア MCl-MC3系合金 靭性高
要素部品 ギア POM樹脂（ポリアセタール）
要素部品 ギア POM樹脂（ポリアセタール）
要素部品 コントロールケーブル PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
要素部品 コントロールケーブル フッ素樹脂
要素部品 シャフト 炭素鋼
要素部品 ダイヤフラム 耐屈曲性

耐ガソリン性
ECO（エピクロルヒドリンゴム） 低温性

物性バランス
物性一覧No.71参照

要素部品 ダイヤフラム ECO（エピクロルヒドリンゴム） 物性一覧No.71参照
要素部品 ダイヤフラム ECO（エピクロルヒドリンゴム） 物性一覧No.71参照
要素部品 ダイヤフラム NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム） 耐油性

耐摩耗性
物性バランス

物性一覧No.62参照

要素部品 ダイヤフラム NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム） 物性一覧No.62参照
要素部品 ダイヤフラム NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム） 物性一覧No.62参照
要素部品 ダイヤフラム HNBR(水素化ニトリルゴム）
要素部品 バルブ チタン合金 低コスト化
要素部品 バルブ チタン合金 高機能化
要素部品 バルブ チタン合金 高精度化
要素部品 バルブ チタン合金 軽量化
要素部品 バルブ チタン合金 低環境負荷の製造法
要素部品 バルブ チタン合金 軽量
要素部品 バルブ チタン合金 高比強度
要素部品 バルブ チタン合金 高温強度
要素部品 バルブ チタン合金 低熱伝導度
要素部品 バルブ チタン合金 高耐食性
要素部品 バルブ チタン合金 生体適合性
要素部品 バルブ 銅合金
要素部品 バルブ PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
要素部品 バルブ ECO（エピクロルヒドリンゴム） 低温性

物性バランス
物性一覧No.71参照

要素部品 バルブ ECO（エピクロルヒドリンゴム） 物性一覧No.71参照
要素部品 バルブ FVMQ(フロロシリコーンゴム） 耐油性

耐寒性
要素部品 ベアリング 炭素鋼
要素部品 ベアリング 合金鋼
要素部品 ベアリング PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
要素部品 ベアリング PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
要素部品 ベアリング フッ素樹脂
要素部品 ベアリング PEEK樹脂（ポリエーテルケトン） 耐熱性

耐疲労性
耐薬品性

物性一覧No.5、44参照

要素部品 ベアリング PEEK樹脂（ポリエーテルケトン） 物性一覧No.5、44参照
要素部品 ベアリング PEI樹脂（ポリエーテルイミド） 強靭性

剛性
スナップフィット性

比重　1.51
曲げ弾性率　84,700kg/㎝2
剛性メリット　6.26

パイプ／ホース類 パイプ／チューブ 鋼管
パイプ／ホース類 パイプ／チューブ CFRP
パイプ／ホース類 パイプ／チューブ 不織布
パイプ／ホース類 パイプ／チューブ ろ紙
パイプ／ホース類 ホース 耐流体性 ステンレス鋼
パイプ／ホース類 ホース 耐透過性 金属繊維
パイプ／ホース類 ホース 耐熱性

耐寒性
耐侯性
耐圧性

クロロスルフォン化ポリエチレン 電気絶縁性
耐薬品性
難燃性
耐侯性

物性一覧No.62参照

パイプ／ホース類 ホース 耐屈曲性 クロロスルフォン化ポリエチレン 物性一覧No.62参照
パイプ／ホース類 ホース 耐湿性 クロロスルフォン化ポリエチレン 物性一覧No.62参照
パイプ／ホース類 ホース 接着性 クロロスルフォン化ポリエチレン 物性一覧No.62参照
パイプ／ホース類 ホース 耐圧縮永久歪性 CPE（塩素化ポリエチレン）
パイプ／ホース類 ホース 耐ガソリン性 ポリエステル 物性一覧No.66参照
パイプ／ホース類 ホース 耐オゾン性 ポリエステル 物性一覧No.66参照
パイプ／ホース類 ホース PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
パイプ／ホース類 ホース PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
パイプ／ホース類 ホース PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
パイプ／ホース類 ホース PTFE樹脂（ポリテトラフルオロエチレン）
パイプ／ホース類 ホース TPC（ポリエステル系熱可塑性エラストマー）
パイプ／ホース類 ホース フェノール樹脂繊維など
パイプ／ホース類 ホース アラミド繊維 物性一覧No.79参照
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
パイプ／ホース類 ホース アラミド繊維 物性一覧No.79参照
パイプ／ホース類 ホース アラミド繊維 物性一覧No.79参照
パイプ／ホース類 ホース エピクロロヒドリン
パイプ／ホース類 ホース FKM（フッ素ゴム） 物性一覧No.62参照
パイプ／ホース類 ホース FKM（フッ素ゴム） 物性一覧No.62参照
パイプ／ホース類 ホース ECO（エピクロルヒドリンゴム）
パイプ／ホース類 ホース ECO（エピクロルヒドリンゴム）
パイプ／ホース類 ホース NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム） 物性一覧No.62参照
パイプ／ホース類 ホース NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム） 物性一覧No.62参照
パイプ／ホース類 ホース NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム） 物性一覧No.62参照
パイプ／ホース類 ホース HNBR(水素化ニトリルゴム）
パイプ／ホース類 ホース CR（クロロプレンゴム）
パイプ／ホース類 ホース CSM（クロロスルホン化ポリエチレン）
パイプ／ホース類 ホース コットン
パイプ／ホース類 ホース セラミック繊維
ブシュ／シール類 Oリング Q（シリコンゴム） 耐寒性

耐侯性
耐圧縮永久歪み性

物性一覧No.62参照

ブシュ／シール類 Oリング Q（シリコンゴム） 物性一覧No.62参照
ブシュ／シール類 Oリング ACM（アクリルゴム） 耐油性 物性一覧No.62参照

ブシュ／シール類 Oリング ACM（アクリルゴム） 物性一覧No.62参照
ブシュ／シール類 Oリング AEM(エチレンアクリレ－トゴム） 耐油性 物性一覧No.72参照
ブシュ／シール類 Oリング AEM(エチレンアクリレ－トゴム） 物性一覧No.72参照
ブシュ／シール類 Oリング NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム） 耐油性

耐摩耗性
物性バランス

物性一覧No.62参照

ブシュ／シール類 Oリング NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム） 耐薬品性
耐燃料油性
耐油性

物性一覧No.62参照

ブシュ／シール類 Oリング NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム）
ブシュ／シール類 Oリング NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム）
ブシュ／シール類 Oリング NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム）
ブシュ／シール類 Oリング NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム）
ブシュ／シール類 ガスケット 耐寒性 フッ素樹脂 耐熱性

耐薬品性
物性一覧No.75参照

ブシュ／シール類 ガスケット 耐油性 フッ素樹脂 物性一覧No.75参照
ブシュ／シール類 ガスケット 耐熱性 フッ素樹脂 物性一覧No.75参照
ブシュ／シール類 ガスケット フッ素樹脂 物性一覧No.75参照
ブシュ／シール類 ガスケット TPE（熱可塑性エラストマー） 安価
ブシュ／シール類 ガスケット TPE（熱可塑性エラストマー） 汎用ゴムに近い
ブシュ／シール類 ガスケット Q（シリコンゴム） 耐寒性

耐侯性
耐圧縮永久歪み性

物性一覧No.62参照

ブシュ／シール類 ガスケット Q（シリコンゴム） 物性一覧No.62参照
ブシュ／シール類 ガスケット Q（シリコンゴム） 物性一覧No.62参照
ブシュ／シール類 ガスケット FKM（フッ素ゴム） 耐熱
ブシュ／シール類 ガスケット FKM（フッ素ゴム） 耐油性
ブシュ／シール類 ガスケット FKM（フッ素ゴム） 耐薬品性
ブシュ／シール類 ガスケット FKM（フッ素ゴム）
ブシュ／シール類 ガスケット ACM（アクリルゴム） 耐油性 物性一覧No.62参照
ブシュ／シール類 ガスケット ACM（アクリルゴム） 耐熱性 物性一覧No.62参照
ブシュ／シール類 ガスケット ACM（アクリルゴム） 耐油性

ブシュ／シール類 ガスケット ACM（アクリルゴム）
ブシュ／シール類 ガスケット ACM（アクリルゴム）
ブシュ／シール類 ガスケット NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム） 耐油性

耐摩耗性
物性バランス

物性一覧No.62参照

ブシュ／シール類 ガスケット NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム） 物性一覧No.62参照
ブシュ／シール類 ガスケット NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム） 物性一覧No.62参照
ブシュ／シール類 ガスケット CR（クロロプレンゴム） 耐候性
ブシュ／シール類 ガスケット CR（クロロプレンゴム） 耐油性
ブシュ／シール類 シール 耐劣化ATF性 ハイテン鋼
ブシュ／シール類 シール 耐寒性 フッ素樹脂
ブシュ／シール類 シール 耐熱性 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
ブシュ／シール類 シール 耐摩耗性 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
ブシュ／シール類 シール 耐油性 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
ブシュ／シール類 シール 耐グリス性 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー） 物性一覧No.75参照
ブシュ／シール類 シール TPU（ポリウレタン熱可塑性エラストマー）
ブシュ／シール類 シール TPE（熱可塑性エラストマー） 安価
ブシュ／シール類 シール TPE（熱可塑性エラストマー） 汎用ゴムに近い
ブシュ／シール類 シール Q（シリコンゴム）
ブシュ／シール類 シール FKM（フッ素ゴム）
ブシュ／シール類 シール FKM（フッ素ゴム）
ブシュ／シール類 シール FKM（フッ素ゴム）
ブシュ／シール類 シール ACM（アクリルゴム）
ブシュ／シール類 シール ACM（アクリルゴム）
ブシュ／シール類 シール ACM（アクリルゴム）
ブシュ／シール類 シール ACM（アクリルゴム）
ブシュ／シール類 シール ACM（アクリルゴム）
ブシュ／シール類 シール EPDM（エチレン・プロピレン・ジエンゴム） 耐熱性
ブシュ／シール類 シール EPDM（エチレン・プロピレン・ジエンゴム） 耐候性
ブシュ／シール類 シール EPDM（エチレン・プロピレン・ジエンゴム） 耐オゾン性
ブシュ／シール類 シール NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム） 耐薬品性
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
ブシュ／シール類 シール NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム） 耐燃料油性
ブシュ／シール類 シール NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム） 耐油性
ブシュ／シール類 シール EPM（エチレン・プロピレンゴム） 物性一覧No.62参照
ブシュ／シール類 シール EPM（エチレン・プロピレンゴム） 物性一覧No.62参照
ブシュ／シール類 ブーツ 耐グリス性 TPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー）
ブシュ／シール類 ブーツ 耐屈曲疲労

耐亀裂性
耐熱性
耐オゾン性

TPC（ポリエステル系熱可塑性エラストマー） 剛性
耐久性
環境性
リサイクル性

ブシュ／シール類 ブーツ 耐寒性 TPC（ポリエステル系熱可塑性エラストマー）
ブシュ／シール類 ブーツ 耐摩耗性 TPC（ポリエステル系熱可塑性エラストマー）
ブシュ／シール類 ブーツ NBR（アクリロニトリル・ブタジエンゴム）
ブシュ／シール類 ブーツ CR（クロロプレンゴム） 耐侯性

耐疲労性
耐グリース性

物性一覧No.62参照

ブシュ／シール類 ブーツ CR（クロロプレンゴム） 物性一覧No.62参照
ブシュ／シール類 ブーツ CR（クロロプレンゴム） 物性一覧No.62参照
ブシュ／シール類 ブーツ CR（クロロプレンゴム）
ブシュ／シール類 ブーツ CR（クロロプレンゴム）
ブシュ／シール類 ブーツ CR（クロロプレンゴム）
ブシュ／シール類 ブーツ CR（クロロプレンゴム）
ブシュ／シール類 ブーツ TPC
ブシュ／シール類 ブシュ PI樹脂（ポリイミド） 耐熱性

耐磨耗性
耐クリープ性

物性一覧No.44参照

ブシュ／シール類 ブシュ PI樹脂（ポリイミド） 物性一覧No.44参照
ブシュ／シール類 ブシュ SBR（スチレン・ブタジエンゴム） 耐ブレーキ液性

防振特性
物性一覧No.62参照

ブシュ／シール類 ブシュ SBR（スチレン・ブタジエンゴム） 物性一覧No.62参照
ブシュ／シール類 ブシュ 防振ゴム 防振性能

耐久性(耐疲労性、耐熱性、耐ヘタリ性、耐寒
性、対オゾン性、耐金具接着性)

物性一覧No.62参照

ブシュ／シール類 ブシュ 防振ゴム 物性一覧No.62参照
ブシュ／シール類 ブシュ 防振ゴム 物性一覧No.62参照
ブシュ／シール類 ブシュ 防振ゴム 物性一覧No.62参照
ブシュ／シール類 プラグ EPM（エチレン・プロピレンゴム） 耐水性

耐侯性
絶縁性
耐圧縮永久歪み性

耐水性
耐侯性
絶縁性
耐圧縮永久歪み性
物性一覧No.62参照

ブシュ／シール類 プラグ EPM（エチレン・プロピレンゴム） 耐水性
耐侯性
絶縁性
耐圧縮永久歪み性
物性一覧No.62参照

ブシュ／シール類 ベローズ CR（クロロプレンゴム） 弾力性 物性一覧No.62参照
ブシュ／シール類 ベローズ CR（クロロプレンゴム） 物性一覧No.62参照
接着剤／テープ類 フィルム PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
接着剤／テープ類 接着剤 ウレタン 弾性

接着剤／テープ類 接着剤 ナイロン‐エポキシ 油面接着性
導電性

接着剤／テープ類 接着剤 EP樹脂（エポキシ）
接着剤／テープ類 接着剤 変性エポキシ‐フェノリック 油面接着性

導電性
接着剤／テープ類 接着剤 変性ニトリル‐エポキシ 油面接着性

導電性
ファブリック類 レザー,ファブリック TPE（熱可塑性エラストマー） 質感

クッション性
ファブリック類 レザー,ファブリック ビニール皮革 質感

クッション性
ファブリック類 レザー,ファブリック ニット 質感

クッション性
ファブリック類 レザー,ファブリック スウェード調合成皮革 質感

クッション性
ファブリック類 不織布 不織布 質感

クッション性
表面処理／熱処理 塗装 耐久性

耐侯性
PP樹脂（ポリプロピレン） 密着性

耐衝撃性
Tg　50℃
鉛筆高度　4B
破断伸率　100％
物性一覧No.7、51参照

表面処理／熱処理 塗装 PP樹脂（ポリプロピレン） Tg　50℃
鉛筆高度　4B
破断伸率　100％
物性一覧No.7、51参照

表面処理／熱処理 塗装 PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 物性一覧No.51参照
表面処理／熱処理 塗装 PVC樹脂（ポリ塩化ビニル） 物性一覧No.51参照
表面処理／熱処理 塗装 PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート） 物性一覧No.51等参照
表面処理／熱処理 塗装 PMMA樹脂（ポリメチルメタクリレート） 物性一覧No.51等参照
表面処理／熱処理 塗装 ABS樹脂 密着性

耐衝撃性
物性一覧No.28、30、33等を参照

表面処理／熱処理 塗装 ABS樹脂 物性一覧No.28、30、33等を参照
表面処理／熱処理 塗装 不飽和ポリエステル樹脂 電気絶縁性
表面処理／熱処理 塗装 不飽和ポリエステル樹脂 耐熱性
表面処理／熱処理 塗装 不飽和ポリエステル樹脂 耐薬品性
表面処理／熱処理 塗装 PA樹脂（ポリアミド） 密着性

耐衝撃性
物性一覧No.47参照
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要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
表面処理／熱処理 塗装 PA樹脂（ポリアミド） 物性一覧No.47参照
表面処理／熱処理 塗装 POM樹脂（ポリアセタール） 物性一覧No.5参照
表面処理／熱処理 塗装 PC樹脂（ポリカーボネート） 物性一覧No.5、51、56等参照
表面処理／熱処理 塗装 PC樹脂（ポリカーボネート） 物性一覧No.5、51、56等参照
表面処理／熱処理 塗装 PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 密着性

耐衝撃性
物性一覧No.5、47、51、56等参照

表面処理／熱処理 塗装 PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート） 物性一覧No.5、47、51、56等参照
表面処理／熱処理 塗装 SMC（シート・モールディング・コンパウンド） 密着性

耐衝撃性
物性一覧No.35、36、45、46等参照

表面処理／熱処理 塗装 SMC（シート・モールディング・コンパウンド） 物性一覧No.35、36、45、46等参照
表面処理／熱処理 塗装 R‐RIM 密着性

耐衝撃性
物性一覧No.1参照

表面処理／熱処理 塗装 MF樹脂（メラミン） 耐水性
表面処理／熱処理 塗装 PUR樹脂（ポリウレタン） 密着性

耐衝撃性
物性一覧No.1参照

表面処理／熱処理 塗装 PUR樹脂（ポリウレタン） 密着性
耐衝撃性

表面処理／熱処理 塗装 EP樹脂（エポキシ）
表面処理／熱処理 塗装 PPO樹脂（変性ポリフェニレンオキサイド） 密着性

耐衝撃性
物性一覧No.7参照

表面処理／熱処理 塗装 PPO樹脂（変性ポリフェニレンオキサイド） 物性一覧No.7参照
表面処理／熱処理 塗装 PA/PPO系ポリマーアロイ 密着性

耐衝撃性
比重　1.10
曲げ弾性率　18,000kg/cm
剛性メリット　5.13
物性一覧No.34等参照

表面処理／熱処理 塗装 PA/PPO系ポリマーアロイ 比重　1.10
曲げ弾性率　18,000kg/cm
剛性メリット　5.13
物性一覧No.34等参照

表面処理／熱処理 塗装 FRP(繊維強化プラスチック）
表面処理／熱処理 塗装 ISF 密着性

耐衝撃性
表面処理／熱処理 塗装 PS 物性一覧No.51等参照
表面処理／熱処理 塗装 PS 物性一覧No.51等参照
表面処理／熱処理 表面処理その他 PET樹脂（ポリエチレンテレフタレート）-GF複合材
表面処理／熱処理 表面処理その他 PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
表面処理／熱処理 表面処理その他 PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
燃料電池システム 燃料電池 フッ素樹脂
ドライブトレインシステム(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) ドライブトレインシステム部品(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
ドライブトレインシステム(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) 駆動モーター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) 電磁鋼板 高磁束密度

低鉄損
低磁気抵抗
加工性
小型軽量化

ドライブトレインシステム(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) 駆動モーター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) ネオジム合金 高保磁力
高残留磁束密度
ジスプロシウム使用量低減

 パワーコントロールシステム(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) インバーター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) アルミニウム合金
 パワーコントロールシステム(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) インバーター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) m-PPE（変性PPE）
 パワーコントロールシステム(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) インバーター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
 パワーコントロールシステム(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) インバーター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
 パワーコントロールシステム(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) インバーター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
 パワーコントロールシステム(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) インバーター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
 パワーコントロールシステム(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) インバーター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) EP樹脂（エポキシ）
 パワーコントロールシステム(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) インバーター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) 高熱伝道絶縁接着シート 物性一覧No.52参照
 パワーコントロールシステム(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) コンバーター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) 高熱伝道絶縁接着シート
 パワーコントロールシステム(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) パワーECU(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) m-PPE（変性PPE）
 パワーコントロールシステム(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) パワーECU(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) m-PPE（変性PPE）
 パワーコントロールシステム(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) パワーECU(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
 パワーコントロールシステム(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) パワーECU(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
 パワーコントロールシステム(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) パワーECU(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) 高熱伝道絶縁接着シート
バッテリー/キャパシター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) キャパシター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) PP樹脂（ポリプロピレン）
バッテリー/キャパシター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) キャパシター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) PA66
バッテリー/キャパシター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) ニッケル水素電池 水酸化ニッケル 高容量化

バッテリー/キャパシター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) ニッケル水素電池 水素吸蔵合金 高容量化
高サイクル特性

バッテリー/キャパシター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) ニッケル水素電池 水酸化カリウム
バッテリー/キャパシター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) ニッケル水素電池 PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
バッテリー/キャパシター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) ニッケル水素電池 ポリオレフィン樹脂 低目付

バッテリー/キャパシター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) バッテリー/キャパシター部品(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) PBT樹脂（ポリブチレンテレフタレート）
バッテリー/キャパシター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) リチウムイオン電池 マンガン酸リチウム 高容量

高サイクル特性
酸素発生抑制

バッテリー/キャパシター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) リチウムイオン電池 リン酸鉄リチウム 高容量
高サイクル特性
酸素発生抑制

バッテリー/キャパシター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) リチウムイオン電池 コバルト酸リチウム 高容量
高サイクル特性
酸素発生抑制

バッテリー/キャパシター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) リチウムイオン電池 ニッケルコバルトマンガン酸リチウム 高容量
高サイクル特性
酸素発生抑制

バッテリー/キャパシター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) リチウムイオン電池 DMC/DEC 高イオン伝道度
絶縁性
熱遮断性

バッテリー/キャパシター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) リチウムイオン電池 PP樹脂（ポリプロピレン） 難燃性
Liイオン析出抑制

物性一覧No.7、51を参照
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大項目（大分類） 中分類 自動車部品
要求仕様 重量 素材 素材性能 素材　性能値
バッテリー/キャパシター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) リチウムイオン電池 PP樹脂（ポリプロピレン） 物性一覧No.7、51を参照
バッテリー/キャパシター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) リチウムイオン電池 PE樹脂（ポリエチレン） 難燃性

Liイオン析出抑制

バッテリー/キャパシター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) リチウムイオン電池 フッ素樹脂
バッテリー/キャパシター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) リチウムイオン電池 PPS樹脂（ポリフェニレンサルファイド）
バッテリー/キャパシター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) リチウムイオン電池 炭素 Liイオン析出抑制

不可逆容量低減
物性一覧No.51を参照

バッテリー/キャパシター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) リチウムイオン電池 炭素 物性一覧No.51を参照
バッテリー/キャパシター(電気自動車/ハイブリッド/燃料電池) リチウムイオン電池 PC/DC 高イオン伝道度

絶縁性
熱遮断性
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物性一覧
No. 素材名 用途 概要 詳細 出所 ページ 備考 URL

1
RIM(PU‐RIM)

R‐RIM
‐

弾性PU‐RIM品の一
般的物性

シーエムシー「自動車高
分子材料の開発」

44

2 GFRP ‐
ガラス繊維の種類と
RTMの特性

シーエムシー「自動車高
分子材料の開発」

52

3
PP系スタンパブルシー
ト

‐
スタンパブル及び他物
性の基本素材

シーエムシー「自動車高
分子材料の開発」

83



No. 素材名 用途 概要 詳細 出所 ページ 備考 URL

4

PPG

変性PPO

ASG

超耐熱ABS

‐
インストルメントパネル
材料とその特性

シーエムシー「自動車高
分子材料の開発」

105

5

PA6

POM

PC

PE

PBT

PAR

PSF

PES

PEI

PPS

PEEK

POB

‐
エンジニアリングプラス
チックスの熱的性質

シーエムシー「自動車高
分子材料の開発」

169

6

マグネシウム合金
アルミニウム合金
鋼板
純チタン

‐
金属の物理特性およ
び機械的性質の比較

技術情報学会「車体材
料の開発・加工技術と信
頼性評価」

56

7

PP

PC/PBT系ポリマーアロ
イ
PC/ABS系ポリマーアロ
イ
PPO(変性PPE)

‐
各樹脂の鉄に対する
比合成と比重量

技術情報学会「車体材
料の開発・加工技術と信
頼性評価」

76

Xenoy、Cycoloy、Noryl、
Ultem、Verton、Valoxについて
はGEプラスチックス(現SABICイ
ノベーティブプラスチックス)の製
品名



No. 素材名 用途 概要 詳細 出所 ページ 備考 URL

8

鋼材
(自動車構造用熱間圧
延鋼)

‐
種類の記号及び適用
厚さ

日本工業標準調査会
「JIS　G 3113自動車構
造用熱間圧延鋼及び鋼
帯」

1

9

鋼材
(自動車構造用熱間圧
延鋼)

‐ 機械的性質

日本工業標準調査会
「JIS　G 3113自動車構
造用熱間圧延鋼及び鋼
帯」

2

10

鋼材
(自動車構造用熱間圧
延鋼)

‐ 厚さの許容差

日本工業標準調査会
「JIS　G 3113自動車構
造用熱間圧延鋼及び鋼
帯」

3

11

鋼材
(自動車構造用熱間圧
延鋼)

‐ 鋼板の長さの許容差

日本工業標準調査会
「JIS　G 3113自動車構
造用熱間圧延鋼及び鋼
帯」

3

12

鋼材
(自動車構造用熱間圧
延鋼)

‐
鋼板の平坦度の最大
値

日本工業標準調査会
「JIS　G 3113自動車構
造用熱間圧延鋼及び鋼
帯」

4

13

鋼材
(自動車構造用熱間圧
延鋼)

‐
鋼板の横曲がりの最
大値

日本工業標準調査会
「JIS　G 3113自動車構
造用熱間圧延鋼及び鋼
帯」

4




